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公共サービスの民間化と公的責任の私的責任への移行（二・完）

論
説

石

尾

賢

二

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
化
と
公
的
責
任
の
私
的
責
任
へ
の
移
行
（
二
・
完
）

五　

営
造
物
に
関
す
る
民
間
化
の
際
の
共
同
不
法
行
為
責
任
の
考
え
方

こ
こ
ま
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託
に
関
す
る
責
任
問
題
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
一
条
の
公
権
力
行
使
に
関
す
る
最
高
裁
判
例
と

近
時
の
下
級
審
判
決
（
行
政
改
革
、
地
方
分
権
に
お
い
て
、
民
間
化
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
行
為
（
措
置
処
分
等
）

で
な
い
限
り
、
公
権
力
行
使
で
は
な
い
と
さ
れ
る
）、
お
よ
び
そ
の
理
論
的
問
題
（
公
権
力
行
使
か
否
か
だ
け
で
説
明
す
る
こ
と
も
困
難
で

あ
る
）
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
民
間
化
に
お
い
て
は
国
・
地
方
公
共
団
体
と
実
施
主
体
の
関
係
が
問
題
と
な
り
、
民
間
化
に
よ
っ
て
国
・

地
方
公
共
団
体
が
責
任
を
免
れ
る
の
か
、
共
同
不
法
行
為
責
任
が
成
立
す
る
の
か
が
重
要
な
問
題
と
な
る
（
共
同
関
係
か
、
代
理
関
係
か
、

実
施
監
督
関
係
か
等
が
問
題
と
な
り
、
国
家
賠
償
責
任
と
使
用
者
責
任
の
相
違
も
問
題
と
な
る
）。
さ
ら
に
国
等
と
受
託
者
と
の
間
に
一
定

の
契
約
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
公
的
義
務
の
存
続
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
国
・
地
方
公
共
団
体
の
免
責
可
能
性
が
問
題
と
な
る
。
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国
・
地
方
公
共
団
体
と
民
間
化
に
よ
る
実
施
機
関
と
の
共
同
不
法
行
為
が
問
題
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
施

設
利
用
か
ら
生
じ
る
国
家
賠
償
法
二
条
の
責
任
も
問
題
と
な
る
。
国
・
地
方
公
共
団
体
の
施
設
が
管
理
委
託
・
利
用
権
設
定
さ
れ
る
と
き
、

あ
る
い
は
国
・
地
方
公
共
団
体
の
施
設
が
譲
渡
さ
れ
る
と
き
に
、
営
造
物
責
任
の
問
題
、
あ
る
い
は
工
作
物
責
任
の
問
題
、
あ
る
い
は
そ

の
双
方
の
問
題
が
生
じ
る
（
営
造
物
の
瑕
疵
と
公
権
力
行
使
の
区
別
も
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
あ
る
）。
工
作
物
責
任
は
工
作
物
に
つ
い
て
の

占
有
者
責
任
と
所
有
者
責
任
で
あ
り
、
所
有
者
責
任
は
補
充
的
責
任
で
あ
る
が
、
無
過
失
責
任
と
さ
れ
る
。
営
造
物
責
任
は
管
理
者
責
任

で
あ
り
、
瑕
疵
責
任
は
過
失
責
任
と
類
似
す
る
も
の
と
解
さ
れ
う
る
。
共
同
不
法
行
為
責
任
事
例
と
し
て
国
と
地
方
公
共
団
体
間
の
関
係

も
問
題
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
が
、
民
間
化
に
お
い
て
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
と
民
間
の
実
施
主
体
間
の
共
同
不
法
行
為
責
任
が
、
所

有
者
と
管
理
者
の
問
題
と
し
て
問
題
と
な
る
（
営
造
物
責
任
と
工
作
物
責
任
の
問
題
が
併
存
し
う
る
の
か
、
公
的
施
設
が
譲
渡
さ
れ
た
場

合
に
も
国
・
地
方
公
共
団
体
に
何
ら
か
の
責
任
が
残
る
の
か
）。
そ
の
際
に
委
託
方
法
が
問
題
と
な
る
と
共
に
行
政
事
務
の
公
共
性
が
問
題

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
フ
ラ
、
例
え
ば
、
線
路
、
水
道
管
、
ガ
ス
管
、
電
線
、
通
信
設
備
等
の
所
有
者
と
管
理
者
、
利
用
者
が
異
な

る
場
合
に
問
題
が
生
じ
、
国
鉄
な
ど
の
民
営
化
、
水
道
事
業
、
公
共
施
設
等
の
民
間
化
（
多
様
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
）
な
ど
共
同
関
与

の
方
法
に
よ
っ
て
責
任
の
あ
り
方
が
異
な
る
。
官
民
連
携
手
法
に
は
従
来
型
業
務
委
託
（
個
別
委
託
、
包
括
委
託
）、
第
三
者
委
託
、
指
定

管
理
者
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
等
が
あ
る
。
施
設
所
有
と
の
関
係
で
は
い
わ
ゆ
る
上
下
一
体
方
式
か
、
上
下
分
離
方
式

か
で
あ
る
（
上
下
分
離
方
式
で
の
免
責
可
能
性
、
上
下
一
体
方
式
で
の
公
的
監
督
方
法
が
問
題
と
な
る
）。

１　

営
造
物
責
任
概
観

営
造
物
責
任
と
は
、
公
の
営
造
物
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
対
し
て
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が
負
う
責
任
で
あ
り
、
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瑕
疵
（
安
全
性
欠
如
）
責
任
で
あ
り
、
民
法
七
一
七
条
（
工
作
物
責
任
）
と
類
似
し
た
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
財
政
的
制
約
、

予
見
可
能
性
・
結
果
回
避
可
能
性
等
様
々
な
要
因
も
考
慮
さ
れ
る
（
こ
の
た
め
に
一
条
と
の
区
別
も
問
題
と
さ
れ
る（

（5
（

）。
学
説
上
主
観
説
、

客
観
説
、
折
衷
説
、
義
務
違
反
説
、
営
造
物
瑕
疵
説
が
主
張
さ
れ
、
類
型
的
理
論
構
成
も
主
張
さ
れ
る
（
こ
の
考
え
方
は
工
作
物
責
任
の

瑕
疵
の
解
釈
論
に
も
影
響
す
る（

（5
（

）。
被
害
回
避
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
物
的
性
状
瑕
疵
の
事
案
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
最
判
昭
和
四
五
年

八
月
二
〇
日
民
集
二
四
巻
九
号
一
二
六
八
頁
、
最
判
昭
和
五
〇
年
六
月
二
六
日
民
集
二
九
巻
六
号
八
五
一
頁
が
、
ま
た
、
予
見
可
能
性
に

つ
い
て
は
、
大
法
廷
判
決
が
、
そ
れ
ぞ
れ
抗
弁
説
に
立
つ
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
思
わ
れ
る
説
示
を
し
て
い
た（

（5
（

。
営
造
物
責
任
に
つ
い
て

は
公
共
性
も
関
連
す
る
（
瑕
疵
、
違
法
性
判
断
等
）。
最
判
昭
和
五
六
年
一
二
月
一
六
日
民
集
三
五
巻
一
〇
号
一
三
六
九
頁
は
、
空
港
共
用

行
為
に
関
す
る
担
当
大
臣
の
権
限
が
私
法
的
規
制
に
服
す
る
空
港
管
理
権
と
公
法
的
規
制
に
服
す
る
航
空
行
政
権
に
分
か
れ
、
差
止
請
求

に
つ
い
て
は
両
者
を
不
可
分
一
体
に
行
使
す
べ
き
も
の
と
す
る
の
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
公
共
的
利
益
が
一
部
住
民
の
犠

牲
の
上
に
あ
り
、
影
響
調
査
・
防
止
軽
減
対
策
な
き
拡
張
で
あ
る
と
し
て
違
法
性
を
認
め
る
（
差
止
に
つ
い
て
は
認
め
な
い
）。
公
の
営
造

物
と
は
「
国
又
は
公
共
団
体
の
特
定
の
公
の
目
的
に
供
さ
れ
る
有
体
物
お
よ
び
物
的
設
備
を
」
い
い
、
不
動
産
だ
け
で
な
く
、
動
産
、
動

物
も
含
み
、
自
然
物
も
含
ま
れ
る
。
私
人
の
所
有
物
も
国
・
公
共
団
体
の
管
理
が
あ
れ
ば
当
て
は
ま
る
。
逆
に
、
営
造
物
で
は
な
い
公
物

所
有
者
の
公
物
瑕
疵
に
対
す
る
責
任
は
工
作
物
責
任
と
な
る
。
営
造
物
の
設
置
管
理
主
体
は
国
・
公
共
団
体
で
あ
り
、
日
本
国
有
鉄
道
、

日
本
道
路
公
団
等
も
公
共
団
体
で
あ
る
が
、
民
営
化
後
は
七
一
五
条
、
七
一
七
条
の
問
題
と
す
る
判
決
が
あ
る
。
独
立
行
政
法
人
も
公
共

団
体
と
さ
れ
る
。
民
間
委
託
さ
れ
た
場
合
は
地
方
公
共
団
体
の
責
任
は
残
り
、
指
定
管
理
者
等
は
七
一
七
条
責
任
を
負
う
と
す
る
も
の
が

あ
る（

（5
（

。
二
条
二
項
に
お
い
て
、
他
に
損
害
に
つ
い
て
責
め
に
任
ず
べ
き
者
が
あ
る
場
合
は
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
三
条
に
お
い
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て
、
設
置
管
理
者
と
費
用
負
担
者
が
異
な
る
場
合
、
費
用
負
担
者
も
賠
償
責
任
を
負
う
と
さ
れ
る
。
最
判
平
成
元
年
一
〇
月
二
六
日
民
集

四
三
巻
九
号
九
九
九
頁
は
、
事
業
施
設
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
た
国
が
国
家
賠
償
法
三
条
一
項
の
費
用
負
担
者
に
当
た
る
か
否
か
は
、

設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
さ
れ
た
個
別
的
施
設
と
複
合
的
施
設
を
構
成
す
る
他
の
施
設
と
を
一
体
と
し
て
補
助
金
の
交
付
が
さ
れ
た
な

ど
の
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
当
該
個
別
的
施
設
に
つ
い
て
、
費
用
負
担
の
割
合
等
を
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
最
判

平
成
二
一
年
一
〇
月
二
三
日
民
集
六
三
巻
八
号
一
八
四
九
頁
は
、
私
立
中
学
教
員
の
不
法
行
為
に
対
す
る
費
用
負
担
者
で
あ
る
県
の
損
害

賠
償
債
務
の
履
行
に
対
し
て
市
に
求
償
で
き
る
と
す
る
。

営
造
物
責
任
と
工
作
物
責
任
の
関
係
に
つ
い
て
、
東
京
地
判
平
成
元
年
一
〇
月
一
六
日
判
例
タ
七
一
一
号
二
三
八
頁
は
、
防
空
壕
に
つ

い
て
、
大
戦
中
、
旧
海
軍
（
国
）
の
用
務
に
供
さ
れ
、
講
学
上
の
い
わ
ゆ
る
公
用
物
に
当
た
る
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
右
用
務
の
性
質
上
、

右
大
戦
の
終
了
し
た
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
を
も
っ
て
公
用
が
事
実
上
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
公
用
廃
止
か

さ
れ
た
以
上
、
国
家
賠
償
法
第
二
条
に
い
う
公
の
営
造
物
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
が
、
公
用
廃
止
後
こ
れ
を
放
置
し

て
き
た
と
い
う
事
実
の
み
に
よ
っ
て
は
被
告
国
の
本
件
工
作
物
に
対
す
る
占
有
が
失
わ
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
人
家
か
ら

あ
ま
り
離
れ
て
い
な
い
位
置
に
入
口
を
有
す
る
本
件
防
空
壕
ヘ
の
立
入
り
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
く
長
年
に
わ
た
っ
て
放
置

し
て
き
た
点
に
お
い
て
、
国
は
、
そ
の
所
有
及
占
有
に
属
す
る
本
件
防
空
壕
の
保
存
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て

工
作
物
責
任
を
認
め
る
。
東
京
地
方
裁
判
所
判
決
平
成
四
年
一
月
二
八
日
判
例
時
報
一
四
二
一
号
九
四
頁
は
、
ホ
ー
ム
と
電
車
の
隙
間
の

瑕
疵
を
七
一
七
条
の
問
題
と
し
、
国
鉄
を
債
務
承
継
し
た
事
業
団
を
責
任
対
象
と
す
る
が
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
は
、
工
作
物
の
設
置

保
存
者
に
お
い
て
通
常
予
測
す
る
こ
と
の
で
き
る
用
法
を
前
提
と
し
て
定
め
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
趣
旨
に
お
け
る
安
全
性
に
欠

け
る
と
こ
ろ
が
な
い
場
合
に
は
、
工
作
物
の
通
常
の
用
法
に
即
し
な
い
行
動
の
結
果
事
故
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
右
事
故
が
工
作
物
の
設
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置
又
は
保
存
の
瑕
疵
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。

２　

営
造
物
責
任
に
複
数
の
者
が
か
か
わ
る
場
合

（
１
）
法
律
上
の
管
理
権
を
持
た
な
い
事
実
上
の
管
理
者

営
造
物
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
、
所
有
者
と
は
異
な
る
事
実
上
の
管
理
者
の
営
造
物
責
任
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
が
あ
る
。

最
判
昭
和
五
九
年
一
一
月
二
九
日
民
集
三
八
巻
一
一
号
一
二
六
〇
頁
は
、「
市
内
を
流
れ
る
普
通
河
川
に
つ
い
て
市
が
法
律
上
の
管
理
権

を
も
た
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も
、
も
と
農
業
用
水
路
で
あ
つ
た
右
河
川
が
周
辺
の
市
街
化
に
よ
り
都
市
排
水
路
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す

よ
う
に
な
り
、
水
量
の
増
加
及
び
ヘ
ド
ロ
の
推
積
等
に
よ
り
し
ば
し
ば
溢
水
し
た
た
め
、
市
が
地
域
住
民
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
都
市
排

水
路
の
機
能
の
維
持
及
び
都
市
水
害
の
防
止
な
ど
地
方
公
共
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
河
川
の
改
修
工
事
を
し
こ
れ
を
事
実
上
管
理
す

る
こ
と
に
な
つ
た
と
き
は
、
市
は
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
責
任
を
負
う
公
共
団
体
に
あ
た
る
」
と
す
る
。
調
査
官
解
説
は
以
下
の
よ
う

に
述
べ
る
。「
事
実
上
の
管
理
に
は
、
管
理
行
為
が
一
時
的
・
部
分
的
な
も
の
と
、
継
続
的
・
包
括
的
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
」。「
一
時
的

な
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
管
理
行
為
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
み
事
実
上
の
管
理
者
に
責
任
が
生
じ
る
と
み
て
よ
い
場
合
が
多
い

で
あ
ろ
う
」。「
公
共
用
物
に
つ
い
て
の
事
実
上
の
管
理
行
為
が
一
時
的
な
も
の
か
、
継
続
的
な
も
の
か
の
区
別
は
、
実
際
に
は
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
い
」。
本
件
で
は
公
共
用
物
の
反
復
し
た
修
復
な
ど
は
継
続
的
管
理
に
あ
た
り
う
る
と
し
て
、
事
実
上
の
管
理
者
の
国
家
賠
償

責
任
を
認
め
る
。
河
川
敷
に
つ
い
て
、
国
有
財
産
管
理
の
一
般
原
則
と
普
通
地
方
公
共
団
体
の
固
有
事
務
と
し
て
の
河
川
管
理
が
存
す
る

が
、
国
有
財
産
法
九
条
三
項
等
に
よ
っ
て
建
設
省
の
部
局
の
長
と
し
て
の
都
道
府
県
知
事
が
管
理
者
と
な
る
が
、
公
共
団
体
が
条
例
を
定

め
て
い
る
と
き
は
国
有
財
産
法
一
条
に
よ
り
国
の
管
理
権
が
排
除
さ
れ
、
公
共
団
体
が
管
理
者
と
な
る
と
す
る
説
と
無
主
物
と
し
て
地
方
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公
共
団
体
（
一
次
的
に
市
町
村
）
の
事
務
に
属
す
る
と
す
る
説
と
国
有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
国
有
財
産
法
に
よ
る
財
産
管
理
と
は

別
に
地
方
自
治
法
に
よ
る
市
町
村
の
機
能
管
理
事
務
が
存
す
る
と
す
る
説
が
あ
る
と
す
る（

（5
（

。

こ
の
よ
う
に
複
数
主
体
が
か
か
わ
る
場
合
に
実
質
を
重
視
し
、
責
任
者
を
一
人
に
特
定
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
継
続
的
事
実
上
の
管
理

者
を
責
任
主
体
と
す
る
こ
と
は
そ
れ
以
外
の
者
は
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
解
さ
れ
る
）。
た
だ
し
、
事
実
上
の
管
理
行
為
が
一
時

的
・
部
分
的
な
場
合
は
管
理
行
為
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
み
事
実
上
の
管
理
者
が
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
管
理
者
が

そ
の
他
の
管
理
行
為
に
つ
い
て
通
常
の
営
造
物
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
一
時
的
事
実
上
の
管
理
者
に
対
し
て
通
常
の
管
理

者
は
補
充
的
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
工
作
物
責
任
に
お
け
る
占
有
者
と
所
有
者
の
関
係
―
た
だ
し
瑕
疵
の
考
え
方
は
異
な
る
）。

ま
た
、
営
造
物
責
任
が
成
立
す
る
場
合
、
工
作
物
責
任
は
併
存
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
事
実
上
の
管
理
者
の
い
る
場
合
に
対
象
が

工
作
物
の
と
き
、
所
有
者
の
責
任
が
残
る
の
か
は
議
論
さ
れ
う
る
。
こ
の
点
、
一
次
的
管
理
者
の
場
合
は
通
常
の
管
理
者
に
補
充
的
責
任

が
成
立
し
う
る
こ
と
か
ら
、
事
実
上
の
管
理
者
の
場
合
も
所
有
者
責
任
（
工
作
物
責
任
）
が
補
充
的
に
成
立
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
（
本
件
の
よ
う
に
責
任
主
体
が
国
か
地
方
公
共
団
体
か
は
被
害
者
側
か
ら
み
れ
ば
差
異
は
な
い
）。

（
２
）
複
数
の
法
律
上
の
管
理
権
を
認
め
る
場
合

大
阪
高
判
昭
和
五
二
年
一
二
月
二
〇
日
判
時
八
七
六
号
一
六
頁
は
、「
国
・
大
阪
府
の
谷
田
川
の
管
理
の
瑕
疵
を
肯
認
し
、
河
川
敷
上
家

屋
の
立
退
交
渉
の
困
難
な
こ
と
や
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
な
ど
の
た
め
改
修
が
遅
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
本
件
の
場
合
、
そ
の
こ
と

を
も
っ
て
改
修
の
遅
れ
を
正
当
化
し
、
国
家
賠
償
法
二
条
の
責
任
を
免
れ
し
め
る
だ
け
の
理
由
と
は
な
ら
な
い
も
の
と
判
断
し
、
さ
ら
に
、

大
東
市
に
関
し
て
は
大
東
市
は
地
方
公
共
団
体
の
固
有
の
権
能
に
基
づ
き
、
本
件
水
路
を
事
実
上
公
共
の
排
水
路
と
し
て
管
理
し
て
い
る
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か
ら
、
こ
れ
に
つ
き
国
家
賠
償
法
二
条
の
責
任
を
負
う
べ
き
立
場
に
あ
る
も
の
と
し
た
う
え
で
、
本
件
水
害
に
関
し
て
は
、
少
く
と
も
甲

路
の
土
砂
堆
積
が
浸
水
時
間
を
長
期
化
せ
し
め
た
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
右
土
砂
堆
積
は
そ
の
管
理
上
の
瑕
疵
に
基

づ
く
も
の
と
認
め
て
そ
の
責
任
を
肯
認
し
、
ま
た
、
本
件
七
月
豪
雨
は
、
当
時
の
谷
田
川
流
域
の
推
定
降
雨
相
に
徴
し
、
不
可
抗
力
の
抗

弁
を
成
立
せ
し
め
る
ほ
ど
の
天
災
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
判
断
し
」、
国
、
大
阪
府
、
大
東
市
の
責
任
の
併
存
を
認
め
る
（
共

同
不
法
行
為
）。
こ
の
事
例
は
普
通
河
川
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
法
定
外
公
共
物
に
つ
い
て
、
国
有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
こ
れ
に
対
す
る

地
方
公
共
団
体
の
管
理
関
係
を
明
確
に
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
大
東
水
害
訴
訟
差
戻
審
（
昭
和
六
二
年
四
月
一
〇
日
判
例
タ
六
三
五

号
二
〇
四
頁
）
は
、
瑕
疵
を
前
提
と
す
る
両
者
の
責
任
を
否
定
す
る（

（5
（

。
こ
の
点
、
里
道
、
水
路
等
の
法
定
外
公
共
物
は
、
地
方
分
権
改
革

の
法
定
外
公
共
物
管
理
法
制
改
革
に
よ
っ
て
市
町
村
に
無
償
譲
渡
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

（
３
）
費
用
負
担
者

東
京
高
判
平
成
三
年
四
月
二
六
日
判
例
タ
七
七
八
号
一
五
七
頁
で
は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
の
国
家
賠
償
法
二
条
、
管
理
費
用
負
担

者
で
あ
る
県
の
同
法
三
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
が
問
題
と
さ
れ
、
二
級
河
川
平
作
川
の
溢
水
に
よ
る
床
上
浸
水
の
被
害
に
つ
い
て
、

河
川
管
理
者
で
あ
る
国
の
国
家
賠
償
法
二
条
、
管
理
費
用
負
担
者
で
あ
る
県
の
同
法
三
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
否
定
す
る
。
下
水

道
の
溢
水
に
つ
い
て
は
、
普
通
河
川
で
あ
る
下
水
道
（
都
市
排
水
路
）
の
設
置
・
管
理
に
瑕
疵
は
あ
る
が
、
水
害
事
故
と
の
間
に
相
当
因

果
関
係
が
な
い
と
し
て
、
管
理
者
で
あ
る
市
の
国
家
賠
償
法
二
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
否
定
す
る
。
本
判
決
は
管
理
項
目
に
基
づ

く
共
同
責
任
を
肯
定
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
河
川
に
つ
い
て
、
管
理
行
為
の
不
明
確
な
河
川
に
つ
い
て
事
実
上
の
管
理
者
の
責
任
を
重
視
し
て
単
独
責
任
と
す
る
判
例
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が
あ
る
と
共
に
、
複
数
の
管
理
担
当
者
が
認
め
ら
れ
る
河
川
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
重
視
し
て
共
同
責
任
を
認
め
う
る
と
す
る
判

例
が
あ
る
（
そ
れ
ぞ
れ
の
瑕
疵
自
体
は
認
め
ら
れ
に
く
い
）。

（
４
）
私
人
の
所
有
物
に
公
的
管
理
者
の
い
る
場
合

私
人
の
所
有
物
で
も
公
的
管
理
が
あ
れ
ば
営
造
物
責
任
が
認
め
ら
れ
る
。
山
口
地
下
関
支
判
昭
和
四
七
年
二
月
一
〇
日
判
時
六
六
七
号

七
一
頁
は
、
私
人
所
有
の
給
水
管
（
公
道
の
地
下
部
分
の
漏
水
修
繕
は
水
道
局
が
行
う
規
定
が
あ
っ
た
）
に
つ
い
て
公
共
団
体
の
事
実
上

の
管
理
を
認
め
る
。
松
山
地
西
条
支
判
昭
和
五
四
年
七
月
二
〇
日
判
時
九
四
三
号
九
九
頁
は
、
私
有
地
の
防
火
水
槽
に
つ
い
て
、
当
該
地

域
唯
一
の
防
火
施
設
で
あ
り
、
消
防
用
水
利
施
設
と
認
め
ら
れ
う
る
と
し
て
事
実
上
の
管
理
を
認
め
る
。
事
実
上
の
管
理
を
否
定
し
た
判

例
と
し
て
、
溜
池
に
つ
い
て
名
古
屋
地
一
宮
支
判
昭
和
六
一
年
三
月
二
四
日
判
時
一
一
九
五
号
一
二
六
頁
、
保
安
林
に
つ
い
て
山
形
地
判

昭
和
六
三
年
一
二
月
二
六
日
判
時
一
四
五
三
号
一
二
五
頁
、
札
幌
地
判
平
成
元
年
一
一
月
一
四
日
判
例
自
治
七
一
号
七
〇
頁
が
あ
る
と
さ

れ
る
。
福
岡
地
判
昭
和
五
一
年
二
月
二
六
日
判
時
八
二
〇
号
九
九
頁
は
市
が
地
域
住
民
団
体
に
遊
具
等
を
無
償
貸
与
し
、
そ
の
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
も
一
部
補
助
金
を
支
出
す
る
な
ど
し
て
い
る
児
童
広
場
が
公
共
団
体
に
よ
る
開
設
が
な
い
と
し
て
公
の
営
造
物
と
は
い
え
な

い
と
す
る（

（5
（

。
こ
れ
ら
の
場
合
も
第
三
者
損
害
に
対
す
る
所
有
者
の
責
任
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
（
保
安
林
は
七
一
七
条
二
項
、
三
項

責
任
、
児
童
公
園
事
例
の
隣
接
地
所
有
者
設
置
の
棒
杭
が
工
作
物
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
争
わ
れ
て
い
な
い
）。

（
５
）
指
定
管
理
者

ま
た
、
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
札
幌
地
判
平
成
二
七
年
三
月
二
六
日
判
時
二
三
一
四
号
四
九
頁
は
、
球
場
の
瑕
疵
に
つ
い
て
、
球
団
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運
営
会
社
、
球
場
指
定
管
理
者
、
球
場
所
有
者
（
市
）
の
責
任
が
併
存
し
（
控
訴
審
は
瑕
疵
を
否
定
す
る
）、
球
団
運
営
会
社
、
指
定
管
理

者
に
対
し
て
工
作
物
責
任
、
設
置
者
に
対
し
て
営
造
物
責
任
を
認
め
る
。
業
務
仕
様
書
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
の
各
業
務
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
利
用
者
等
の
安
全
確
保
を
第
一
に
優
先
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
・
向
上
に
つ
い
て
十
分
に
配
慮
す
る
、
事

故
の
発
生
に
備
え
、
施
設
管
理
者
と
し
て
必
要
な
保
険
に
加
入
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
民
法
七
一
七
条
一
項
に
い
う
土
地
の
工
作
物

の
設
置
又
は
保
存
の
瑕
疵
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
当
該
工
作
物
又
は
営
造
物
が
通
常

備
え
て
い
る
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
該
工
作
物
又
は
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境

及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
、
具
体
的
か
つ
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
判
示
す
る
。
市
の
営
造
物
責
任
に
つ

い
て
、
仮
に
、「
設
置
の
瑕
疵
」
と
「
管
理
の
瑕
疵
」
と
を
区
別
し
て
判
断
し
た
と
し
て
も
、
従
前
設
置
さ
れ
て
い
た
防
球
ネ
ッ
ト
は
、
本

件
事
故
当
日
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
本
件
打
球
を
遮
断
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
本
件
事
故
は
本
件
ド
ー
ム
が
被
告
ド
ー
ム

又
は
被
告
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
よ
り
維
持
・
管
理
さ
れ
て
い
る
間
に
生
じ
た
瑕
疵
に
の
み
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
元
々
設
置
の
瑕
疵
が

あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
被
告
市
は
、
被
告
ド
ー
ム
と
、「
札
幌
ド
ー
ム
運
営
協
議
会
」
に
お
い
て
、
管
理
運
営
業
務
の
状
況
の
報
告

を
受
け
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
・
向
上
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
た
り
な
ど
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
被
告
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、

本
件
ド
ー
ム
の
利
用
に
つ
い
て
、
被
告
ド
ー
ム
の
指
示
に
従
う
も
の
と
し
て
、
本
件
ド
ー
ム
の
利
用
の
承
認
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
地
方
自
治
体
が
、
指
定
管
理
者
を
置
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
営
造
物
の
管
理
に
関
す
る
責
任
を
免
れ
る
と
す
る
こ
と
自
体
、
相

当
な
も
の
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。
控
訴
審
は
、
球
場
に
設
け
ら
れ
て
い
た
安
全
設
備
等
に
工
作
物
責
任
な
い
し
営
造
物
責
任
上
の
瑕
疵

が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
球
団
運
営
会
社
は
野
球
観
戦
契
約
に
信
義
則
上
付
随
す
る
安
全
配
慮
義
務
を
尽
く
し
た
と
は
認
め
ら

れ
な
い
と
し
て
、
原
審
の
判
断
を
変
更
し
、
指
定
管
理
会
社
と
市
に
対
す
る
上
記
各
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
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る
一
方
、
球
団
運
営
会
社
に
対
す
る
債
務
不
履
行
（
安
全
配
慮
義
務
違
反
）
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
一
部
認
容
し
た
。

（
６
）
概
括

こ
の
よ
う
に
、
営
造
物
責
任
が
成
立
す
る
場
合
、
管
理
者
の
実
態
に
応
じ
て
複
数
の
責
任
主
体
が
認
め
ら
れ
う
る
と
と
も
に
私
人
所
有

物
に
つ
い
て
は
工
作
物
責
任
が
併
存
し
う
る
。
ま
た
公
物
に
つ
い
て
、
営
造
物
責
任
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
工
作
物
責
任
が
認
め
ら
れ

う
る
。
工
作
物
責
任
に
お
け
る
所
有
者
の
責
任
は
二
次
的
・
補
充
的
と
さ
れ
る（

（6
（

。

民
間
委
託
に
お
い
て
国
・
地
方
公
共
団
体
と
民
間
団
体
の
両
者
が
公
の
営
造
物
あ
る
い
は
工
作
物
に
か
か
わ
る
場
合
、
両
者
の
責
任
の

関
係
が
問
題
と
な
る
。
共
同
責
任
と
な
る
の
か
、
一
次
的
責
任
・
二
次
的
責
任
と
な
る
の
か
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
施
設
を
国
有
の
ま
ま

に
し
て
お
く
の
か
、
民
間
に
譲
渡
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
（
上
下
一
体
方
式
か
、
上
下
分
離
方
式
か
）。
さ
ら
に
委
託
方
式
が
問
題
と
な

る
（
業
務
委
託
、
民
営
化
、
指
定
管
理
者
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
公
共
施
設
等
運
営
権
）
等
）。

３　

個
別
分
野
に
お
け
る
民
間
化
と
営
造
物
責
任

営
造
物
に
つ
い
て
の
民
間
化
が
問
題
と
な
る
場
合
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
問
題
と
な
る
場
合
、
水
道
等
必
需
施
設
イ
ン

フ
ラ
が
問
題
と
な
る
場
合
（
電
力
・
ガ
ス
・
通
信
等
を
含
む
）、
公
園
・
社
会
福
祉
・
教
育
な
ど
の
公
共
施
設
が
問
題
と（

（6
（

な
る
場
合
が
あ

る
。
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（
１
）
鉄
道

国
鉄
は
国
鉄
所
有
地
の
線
路
を
利
用
し
、
私
鉄
は
私
鉄
所
有
地
の
線
路
を
利
用
す
る
。
最
判
昭
和
六
一
年
三
月
二
五
日
判
タ
六
〇
三
号

四
八
頁
は
、
国
鉄
を
公
共
団
体
で
あ
る
営
造
物
法
人
と
し
、
国
鉄
の
施
設
物
の
設
置
ま
た
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
た
め
に
他
人
に
損
害

が
生
じ
た
と
き
は
、
国
鉄
は
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
す
る
。
国
鉄
の
赤
字
の
増
大
に
対
し
て
、
民

営
化
の
議
論
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
労
働
組
合
の
強
い
反
対
、
政
治
の
強
い
影
響
か
ら
混
乱
し
、
行
政
改
革
の
流
れ
と
と

も
に
よ
う
や
く
分
割
民
営
化
が
な
さ
れ
る
（
累
積
債
務
処
理
、
人
員
整
理
、
国
労
解
体
等
）。
国
鉄
民
営
化
に
お
い
て
は
線
路
等
国
有
地
を

譲
り
受
け
た
民
営
化
法
人
が
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
民
営
化
法
人
が
工
作
物
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
（
民
営
化
前
、
国

鉄
は
営
造
物
責
任
を
負
っ
て
い
た
）。
国
鉄
事
業
等
を
以
下
の
一
二
承
継
法
人
が
承
継
し
た
（
国
鉄
再
建
法
に
よ
る
廃
線
区
間
の
い
く
つ
か

は
自
治
体
主
導
あ
る
い
は
民
間
主
導
の
第
三
セ
ク
タ
ー
運
営
と
な
る
。
無
償
貸
与
型
と
無
償
譲
渡
型
が
あ
る
が
助
成
措
置
終
了
後
の
経
営

は
厳
し
い
）
―
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
（
二
〇
〇
二
年
六
月
、
完
全
民
営
化
）、
Ｊ
Ｒ
東
海
（
二
〇
〇
六
年
四
月
、
完
全
民
営
化
）、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
（
二
〇
〇
四
年
三
月
、
完
全
民
営
化
）、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ
Ｒ
九
州
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
完
全
民
営
化
）、
Ｊ
Ｒ
貨
物
、
Ｊ

Ｒ
通
信
（
現
：
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）、
Ｊ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
、
新
幹
線
鉄
道
保
有
機
構
（
一
九
九
一
年
一
〇
月
、
解
散
）、
Ｊ
Ｒ
総
研
（
二
〇
一
一

年
四
月
、
公
益
財
団
法
人
に
移
行
）、
日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
（
一
九
九
八
年
一
〇
月
、
解
散（

（6
（

）。
国
鉄
の
旅
客
部
門
は
地
域
ご
と
に

六
社
に
分
割
、
鉄
道
施
設
も
旅
客
会
社
に
譲
渡
し
た
。
貨
物
部
門
は
旅
客
会
社
に
線
路
使
用
料
を
支
払
う
形
に
な
っ
た（

（6
（

。
新
幹
線
鉄
道
保

有
機
構
は
、「
新
幹
線
鉄
道
に
係
る
鉄
道
施
設
を
一
括
し
て
保
有
し
、
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）

に
貸
し
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
」（
三
社
の
収
益
格
差
の
調
整
―
当
初
上
下
分
離
で
あ
っ
た
）。「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の

経
営
責
任
の
一
層
の
明
確
化
と
事
業
の
運
営
に
係
る
自
主
性
の
強
化
を
」
図
り
、「
日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
の
債
務
の
償
還
等
を
確
実
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か
つ
円
滑
に
実
施
し
」、「
日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
に
定
め
る
日
本
国
有
鉄
道
の
改
革
の
進
展
を
図
る
た
め
」、「
新
幹
線
鉄
道
に
係
る
鉄
道
施

設
の
譲
渡
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
保
有
す
る
施
設
を
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
譲
渡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
九
一
年
に
解
散
し
た（

（6
（

」。

民
営
化
以
降
に
建
設
さ
れ
た
整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
建
設
を
行
っ
た
日
本
鉄
道
建
設
公
団
お
よ
び
そ
の
後
身
の
鉄
道
建
設
・
運
輸
施

設
整
備
支
援
機
構
が
施
設
を
所
有
し
て
お
り
、
運
行
す
る
Ｊ
Ｒ
各
社
は
「
貸
付
料
」
の
名
目
で
線
路
使
用
料
を
支
払
っ
て
い
る（

（6
（

。

合
理
化
の
た
め
の
民
営
化
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
地
域
の
公
共
交
通
の
不
採
算
性
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
た

め
に
問
題
の
改
善
は
な
さ
れ
て
い
な
い
（
鉄
道
を
バ
ス
に
変
え
て
も
窮
状
は
変
わ
ら
な
い
）。
そ
の
た
め
に
公
的
支
援
の
あ
り
方
が
再
び
問

題
と
さ
れ
て
い
る
（
地
域
交
通
の
公
共
性
）。

民
営
化
前
の
問
題
に
つ
い
て
は
民
営
化
会
社
が
承
継
す
る
。
鹿
児
島
地
判
平
成
一
九
年
四
月
二
五
日
判
時
一
九
七
二
号
一
二
六
頁
は
、

九
州
新
幹
線
（
鹿
児
島
ル
ー
ト
）
の
軌
道
、
架
線
及
び
高
架
橋
な
ど
の
鉄
道
施
設
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
、
国

家
賠
償
法
二
条
一
項
所
定
の
「
公
共
団
体
」
で
あ
る
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
を
設
置
・
管
理
の
主
体
と
す
る
「
公
の
営
造

物
」
に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
た
。「
鉄
建
公
団
は
、
鹿
児
島
ル
ー
ト
に
つ
い
て
新
八
代
駅
か
ら
鹿
児
島
中
央
駅

ま
で
の
区
間
の
工
事
を
先
行
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
平
成
三
年
八
月
に
本
件
鉄
道
施
設
の
建
設
を
開
始
し
た
が
、
平
成
一
四
年
一
二
月
一
八

日
に
公
布
さ
れ
た
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
一
五
年
一
〇
月
一
日
を
も
っ
て
解
散

す
る
こ
と
と
な
り
、
鉄
建
公
団
に
帰
属
し
て
い
た
一
切
の
権
利
義
務
は
、
国
が
承
継
し
た
一
部
の
資
産
を
除
き
、
同
法
等
に
基
づ
い
て
設

立
さ
れ
た
法
人
で
あ
る
」
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
に
承
継
さ
れ
た
。

民
営
化
後
は
分
割
さ
れ
た
民
営
化
法
人
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
が
、
例
え
ば
、
神
戸
か
ら
東
京
ま
で
新
幹
線
を
利
用
す

る
場
合
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
窓
口
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
Ｊ
Ｒ
東
海
両
社
と
運
送
約
款
（
旅
客
営
業
規
則
）
に
基
づ
く
契
約
し
た
乗
客
が
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Ｊ
Ｒ
東
海
区
域
の
線
路
瑕
疵
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
場
合
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
契
約
責
任
（
あ
る
い
は
両
社
の
契
約
責
任
）
と
Ｊ
Ｒ
東
海

の
不
法
行
為
責
任
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
を
利
用
す
る
会
社
が
同
様
の
線
路
瑕
疵
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
場
合
、
Ｊ
Ｒ

東
海
が
不
法
行
為
責
任
を
負
い
、
そ
の
線
路
を
使
用
料
を
支
払
っ
て
利
用
す
る
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
契
約
責
任
を
負
う
、
あ
る
い
は
Ｊ
Ｒ
東
海
と

Ｊ
Ｒ
貨
物
が
共
同
不
法
行
為
責
任
を
負
う
と
考
え
ら
れ
る
。

線
路
所
有
者
と
鉄
道
会
社
が
異
な
る
場
合
は
、
地
下
鉄
や
都
内
の
直
通
運
転
で
も
同
様
に
生
じ
る
（
上
下
分
離
方
式
―
こ
の
方
式
を
進

め
る
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
る
）。「
上
下
一
体
の
鉄
道
会
社
は
『
第
一
種
鉄
道
事
業
者
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
他
者
の
た
め
に
鉄
道

施
設
を
建
設
し
譲
渡
、
ま
た
は
鉄
道
施
設
を
保
有
し
貸
し
付
け
る
会
社
は
『
第
三
種
鉄
道
事
業
者
』
だ
。『
第
二
種
鉄
道
事
業
者
』
は
線
路

施
設
を
持
た
な
い
。
第
一
種
ま
た
は
第
三
種
鉄
道
事
業
者
か
ら
施
設
を
借
り
、
線
路
施
設
使
用
料
を
支
払
っ
て
運
行
す
る（

（6
（

」。

例
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
線
路
を
他
社
が
乗
り
入
れ
る
場
合
（
他
社
が
も
っ
ぱ
ら
利
用
す
る
場
合
）、
線
路
瑕
疵
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い

て
、
ど
ち
ら
が
補
修
を
行
う
か
に
よ
る
が
、
民
営
化
さ
れ
た
の
で
、
工
作
物
責
任
と
解
す
る
と
き
、
所
有
者
は
補
充
的
責
任
と
な
る
が
、

営
造
物
責
任
と
解
す
る
と
き
は
両
社
の
責
任
の
併
存
が
考
え
ら
れ
う
る
。
線
路
所
有
を
国
有
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
と
き
は
、
線
路
の
保

守
点
検
は
国
が
行
い
、
瑕
疵
に
対
す
る
責
任
は
国
が
負
う
。
そ
れ
に
対
し
て
利
用
会
社
は
利
用
料
を
支
払
う
と
い
う
仕
組
み
と
な
る
。

瑕
疵
の
判
断
に
つ
い
て
、
福
岡
高
宮
崎
支
判
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
三
一
日
判
タ
五
九
七
号
七
〇
頁
は
、
営
造
物
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
（
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
）
と
は
「
当
該
営
造
物
を
構
成
す
る
物
的
施
設
自
体
に
存
す
る
物
理
的
、
外
形
的
な
欠
陥
な
い
し
不
備
に
よ

つ
て
」「
危
害
を
生
ぜ
し
め
る
危
険
性
が
あ
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
営
造
物
が
供
用
目
的
に
沿
つ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
の
関
連
に
お

い
て
危
害
を
生
ぜ
し
め
る
危
険
性
が
あ
る
場
合
を
も
含
み
、
ま
た
、
そ
の
危
害
は
、
営
造
物
の
利
用
者
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
利
用
者

以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
そ
れ
を
も
含
む
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、「
国
鉄
は
、
お
よ
そ
旅
客
運
送
人
が
旅
客
の
安
全
運
送
を
根
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本
的
義
務
と
さ
れ
、
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
で
き
る
よ
り
万
全
の
措
置
を
講
じ
、
安
全
設
備
を
具
備
す
べ
き
厳
格
な
責
任
を
課
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
（
商
五
九
〇
条
一
項
な
ど
）、
旅
客
の
生
命
身
体
等
の
安
全
の
確
保
を
第
一
次
的
に
考
え
る
必
要
の
あ
る
鉄
道

施
設
の
特
質
に
照
ら
し
、
同
施
設
の
う
ち
で
も
、
自
動
車
な
い
し
落
石
等
の
障
害
物
が
軌
道
上
に
転
落
し
、
列
車
の
走
行
等
に
危
険
の
あ

る
個
所
で
は
、
自
ら
そ
の
鉄
道
施
設
内
へ
の
転
落
防
止
施
設
等
を
設
置
す
る
か
、
道
路
等
の
管
理
者
と
の
協
議
に
よ
つ
て
転
落
防
止
措
置

を
講
じ
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
車
両
等
が
軌
道
敷
内
に
転
落
し
て
き
た
場
合
で
も
、
列
車

と
の
衝
突
を
防
止
し
得
る
に
足
る
保
安
上
の
防
護
施
設
を
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
欠
く
と
き
に
は
営
造
物
た
る
鉄
道
施
設
の

通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、
右
危
険
防
止
の
た
め
の
防
護
施
設
に
つ
い
て
も
、
お
よ
そ
想
像
し
得
る

あ
ら
ゆ
る
危
険
の
発
生
を
防
止
し
得
べ
き
こ
と
を
基
準
と
し
て
抽
象
的
、
画
一
的
に
こ
れ
を
決
す
べ
き
で
は
な
く
、
既
述
の
と
お
り
当
該

鉄
道
施
設
の
性
質
、
構
造
、
規
模
、
用
法
、
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
の
地
理
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具

体
的
個
別
的
に
判
断
す
る
」
と
す
る
。

民
営
化
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
責
任
を
民
営
化
会
社
が
負
う
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
が
（
上
下
一
体
方
式
）、
一
体
方
式
の
よ
う
に
民
営
化
会

社
所
有
に
し
た
場
合
に
は
、
保
守
費
用
は
民
営
化
会
社
負
担
で
あ
り
、
人
員
削
減
中
の
民
営
化
会
社
に
お
い
て
は
保
守
を
節
約
す
る
こ
と

に
な
り
、
瑕
疵
が
放
置
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
そ
の
場
合
で
も
事
故
が
起
き
た
場
合
の
責
任
に
つ
い
て
に
国
か
ら
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
線
路
は
国
有
の
ま
ま
に
し
、
保
守
も
国
負
担
で
行
う
ほ
う
が
良
い
と
思
わ
れ
る
（
上
下
分

離
方
式
―
道
路
、
空
港
、
港
湾
な
ど
は
そ
の
よ
う
な
や
り
方
で
あ
る（

（6
（

）。
事
後
的
救
済
よ
り
も
、
事
前
予
防
が
重
要
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
税
金
に
よ
る
事
前
予
防
を
重
視
す
る
場
合
は
民
営
化
前
の
依
存
状
況
の
例
も
あ
り
（
合
理
化
の
た
め
の
国
鉄
民
営
化（

（6
（

）、
上
下
一
体

方
式
、
上
下
分
離
方
式
に
競
争
原
理
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
か
考
察
し
た
上
で
事
後
規
制
が
優
れ
る
こ
と
に
も
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な
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
民
営
化
前
の
責
任
の
あ
り
方
と
民
営
化
後
の
責
任
の
あ
り
方
が
異
な
り
、
真
に
競
争
原
理
の
機
能
す
る
方
式
（
事

後
規
制
重
視
）
が
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
国
鉄
の
公
共
性
の
意
義
が
民
営
化
会
社
に
も
引
き
継
が
れ
る
の
か
問
題
と
な
る
。
名
古
屋
高
判
昭
和
六
〇
年
四
月
一
二
日
下
民
集

三
四
巻
一
～
四
号
四
六
一
頁
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
国
鉄
は
「『
国
が
国
有
鉄
道
事
業
特
別
会
計
を
も
つ
て
経
営
し
て
い
る
鉄
道
事
業

そ
の
他
一
切
の
事
業
を
経
営
』
す
る
も
の
で
あ
つ
て
（
国
鉄
法
一
条
）、
総
裁
は
内
閣
が
任
命
し
（
一
九
条
）、
運
輸
大
臣
が
こ
れ
を
監
督

し
（
五
二
条
）、
更
に
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
、
報
告
を
求
め
う
る
こ
と
（
五
四
条
）、
更
に
は
、
運
輸
大
臣
が
任
命
す
る
監
査

委
員
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
る
監
査
委
員
会
に
よ
る
業
務
監
査
の
実
施
（
一
四
条
、
一
九
条
三
項
）、
他
の
法
令
の
適
用
に
つ
い
て
国
鉄
を
国

と
、
そ
の
総
裁
を
主
務
大
臣
と
み
な
す
旨
（
六
三
条
）
ま
で
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
」、「
国
鉄
法
の
趣
旨
を
正
当
に
理
解
す
れ
ば
、

国
鉄
は
、
公
法
上
の
法
人
と
し
て
国
と
別
個
の
主
体
性
を
付
与
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
実
質
的
に
は
、
国
が
、
従
前
、
鉄
道
省
又
は
運

輸
省
に
よ
つ
て
直
接
行
使
し
て
き
た
公
共
輸
送
に
関
す
る
行
政
権
の
一
部
を
、『
能
率
的
な
運
営
に
よ
り
、
こ
れ
を
発
展
せ
し
め
、
も
つ
て

公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
』
を
期
待
し
て
、
国
鉄
に
委
ね
て
間
接
的
に
行
使
せ
し
め
て
い
る
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
よ

う
な
基
本
的
認
識
に
立
つ
て
、
国
鉄
が
全
国
的
に
運
営
す
る
新
幹
線
鉄
道
を
含
む
全
鉄
道
網
の
公
共
的
性
格
な
い
し
使
命
が
正
当
に
理
解

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。「
新
幹
線
鉄
道
に
お
い
て
運
転
速
度
が
特
段
に
重
要
な
意
味
を
有
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
在
来

線
等
を
含
め
て
考
え
て
み
て
も
、
運
転
速
度
、
度
数
、
発
着
時
刻
等
が
運
輸
行
政
上
重
要
な
意
味
を
有
す
る
こ
と
は
、
民
営
鉄
道
の
運
営

を
規
制
す
る
地
方
鉄
道
法
二
二
条
の
規
定
（
同
条
に
よ
り
、
列
車
の
運
転
速
度
及
び
度
数
は
監
督
官
庁
の
認
可
事
項
と
さ
れ
て
い
る
）
に

徴
し
て
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
り
」、
こ
れ
に
対
応
す
る
直
接
の
認
可
規
定
が
国
鉄
法
等
に
存
在
し
な
い
が
、
当
否
判
定
の
権
限
の
行
使

が
国
鉄
に
委
ね
ら
れ
、
監
督
官
庁
（
運
輸
大
臣
）
は
、
そ
の
届
出
を
前
提
と
し
て
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
（
運
輸
行
政
権
が
段
階
的
、
間
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接
的
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
組
織
法
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
）。「
す
な
わ
ち
、
国
鉄
に
関
し
て
は
、
運
輸
省
令
と
し
て
、
一
般
的
に
は
日

本
国
有
鉄
道
運
転
規
則
が
、
ま
た
特
に
、
新
幹
線
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
鉄
道
運
転
規
則
が
設
け
ら
れ
」、「
国
鉄
は
、
あ
ら
か
じ
め

運
輸
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
運
転
速
度
そ
の
他
実
施
に
関
す
る
規
定
の
制
定
及
び
変
更
を
な
し
う
る
こ
と
と
さ
れ
（
三
条
）、
特
に

列
車
の
運
転
に
つ
い
て
は
、
線
路
及
び
電
車
線
路
の
状
態
、
車
両
の
構
造
並
び
に
列
車
保
安
方
式
の
種
類
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
最
高
速
度

の
範
囲
内
に
お
い
て
（
線
区
の
最
高
運
転
速
度
は
、
新
幹
線
運
転
取
扱
基
準
規
程
五
四
条
に
よ
り
、
一
時
間
二
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
定

め
ら
れ
て
い
る
）」
な
し
う
る
。「
国
鉄
が
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
運
輸
大
臣
の
特
別
な
指
示
な
い
し
監
督
に
服
す
る
特
殊
な
公
法
人
で

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
最
高
運
転
速
度
の
設
定
等
の
実
施
の
細
目
に
関
す
る
運
輸
行
政
の
権
限
が
包
括
的
に
国
鉄
に
委
ね
ら
れ
、
最
高
時
速

を
二
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
運
転
速
度
が
指
示
さ
れ
て
い
る
」。「
そ
れ
ゆ
え
、
原
告
ら
が
、
前
記
の
諸
法
令
、
規
則
等
の
定
め
を
度

外
視
し
、
特
段
の
運
転
保
安
土
の
理
由
も
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
周
辺
居
住
者
の
個
別
的
利
益
を
基
礎
と
し
て
、
裁
判
手
続
に
よ
り
、
新

幹
線
鉄
道
の
機
能
の
達
成
実
現
に
直
接
か
か
わ
る
最
高
運
転
速
度
の
低
減
を
求
め
る
こ
と
は
、
現
行
運
転
速
度
の
基
礎
と
し
て
存
在
す
る

規
則
、
規
程
、
換
言
す
れ
ば
、
運
輸
行
政
上
設
定
さ
れ
た
事
項
の
取
消
又
は
変
更
を
求
め
る
こ
と
と
同
旨
に
帰
す
る
の
で
あ
つ
て
」、
か
か

る
私
法
上
の
給
付
請
求
は
不
適
法
な
も
の
と
し
て
却
下
さ
れ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
国
鉄
時
代
の
公
共
性
と
そ
の
た
め
の
監
督
官
庁
の
強
い
権
限
に
対
し
て
、
民
営
化
後
、
鉄
道
営
業
法
（
事
業
者
・
利
用
者

間
の
基
本
ル
ー
ル
）、
鉄
道
事
業
法
（
鉄
道
事
業
と
そ
の
公
共
性
の
た
め
の
行
政
規
制
―
鉄
道
免
許
、
工
事
認
可
、
運
賃
・
料
金
の
認
可
、

運
行
計
画
、
事
故
報
告
等
）
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
国
鉄
改
革
法
は
「
明
確
な
経
営
責
任
の
下
に
お
い
て
自
主
的
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
」
を
目
的
の
一
つ
と
し
、
新
た
に
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。「『
鉄

道
事
業
に
係
る
利
用
者
の
利
便
の
確
保
及
び
適
切
な
利
用
条
件
の
維
持
並
び
に
事
業
地
域
の
経
済
及
び
社
会
の
健
全
な
発
展
の
基
盤
の
確
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保
の
た
め
に
必
要
な
事
業
経
営
』
を
行
わ
せ
る
た
め
、
改
正
附
則
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
『
新
会
社
が
配
慮
す
べ
き
指
針
』
の
公
表
、

事
業
経
営
へ
の
指
導
及
び
助
言
、
勧
告
及
び
命
令
を
行
う
旨
を
明
記
し
、
一
定
の
権
限
を
保
持
し
続
け
て
い
」
た
（
代
表
者
の
選
解
任
・

事
業
計
画
の
認
可
、
命
令
権
、
み
な
し
公
務
員
規
定
等
）。
平
成
一
三
年
法
改
正
に
よ
り
、「
本
州
三
社
は
正
式
に
本
法
の
対
象
か
ら
外
さ

れ
、
法
律
上
民
間
会
社
と
同
等
の
扱
い
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
本
州
三
社
は
全
株
式
を
上
場
し
、
完
全
民
営
化
を
達
成
し
て
い
る（

（6
（

」。
新
幹

線
は
公
共
性
が
強
く
（
公
共
事
業
）、
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
に
よ
り
、
基
本
計
画
、
整
備
計
画
が
実
施
さ
れ
る（

（7
（

。

同
一
の
法
人
が
民
営
化
前
後
で
全
く
性
質
の
異
な
る
法
人
と
な
り
、
責
任
態
様
も
全
く
変
わ
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
完
全
民
営
化
後
、
監
督
官
庁
の
権
限
が
激
減
し
、
営
利
会
社
と
し
て
の
合
理
化
を
貫
徹
し
う
る
状
況
の
下
で
、
上
下
一
体
化

運
営
と
営
造
物
責
任
か
ら
工
作
物
責
任
へ
の
移
行
に
よ
り
、
自
己
責
任
化
と
責
任
厳
格
化
の
た
め
に
事
後
責
任
が
強
調
さ
れ
る
問
題
と
し

て
残
る
状
況
と
な
っ
た
。
あ
と
で
述
べ
る
よ
う
に
、
純
粋
公
共
企
業
、
競
争
的
私
企
業
、
二
本
建
て
シ
ス
テ
ム
と
い
う
区
分
で
い
う
と
、

民
営
化
は
競
争
的
私
企
業
シ
ス
テ
ム
と
な
り
、
上
下
分
離
で
は
、
二
本
建
て
シ
ス
テ
ム
と
な
る
。

（
２
）
道
路

道
路
は
高
速
自
動
車
国
道
（
道
路
法
五
条
）、
一
般
道
（
国
道
（
道
路
法
五
条
）、
都
道
府
県
道
（
道
路
法
七
条
）、
市
町
村
道
（
道
路
法

八
条
）、
私
道
（
道
路
法
五
条
））
が
あ
り
、
一
般
道
に
は
さ
ら
に
細
か
く
い
く
つ
か
の
区
別
が
あ
る
。
高
速
自
動
車
国
道
の
道
路
管
理
は

日
本
道
路
公
団
が
行
う
。
日
本
道
路
公
団
は
、
そ
の
通
行
又
は
利
用
に
つ
い
て
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
道
路
の
新
設
、
改
築
、

維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
を
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
行
う
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
道
路
の
整
備
を
促
進
し
、
円
滑
な
交
通
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
（
日
本
道
路
公
団
法
一
条
）。
そ
の
後
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
四
つ
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の
公
団
が
成
立
す
る
（
特
殊
法
人
）。
道
路
公
団
に
つ
い
て
は
採
算
を
度
外
視
し
た
高
速
道
路
建
設
へ
の
批
判
か
ら
特
殊
法
人
改
革
の
一
環

と
し
て
二
〇
〇
四
年
に
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
四
法
に
基
づ
き
民
営
化
さ
れ
、
施
設
の
管
理
運
営
や
建
設
に
つ
い
て
は
、
東
日
本

高
速
道
路
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
）・
中
日
本
高
速
道
路
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）・
西
日
本
高
速
道
路
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）
に
、
保

有
施
設
及
び
債
務
は
他
の
道
路
関
係
四
公
団
と
と
も
に
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
分
割
・
譲
渡
さ
れ
た（

（7
（

。

日
本
道
路
公
団
の
民
営
化
に
際
し
て
は
高
速
道
路
の
保
有
組
織
と
管
理
組
織
を
別
に
す
る
上
下
分
離
方
式
が
取
ら
れ
た
（
国
鉄
民
営
化
に

お
い
て
は
多
く
の
場
合
に
上
下
一
体
で
あ
る
）。

高
速
道
路
会
社
に
よ
る
道
路
整
備
の
補
完
措
置
と
し
て
、
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
に
国
と
都
道
府

県
が
建
設
・
管
理
費
用
を
分
担
す
る
方
式
（
新
直
轄
方
式
）、
新
た
な
直
轄
事
業
も
あ
る（

（7
（

。

一
般
道
は
も
と
も
と
国
の
営
造
物
で
あ
っ
た
が
、
新
道
路
法
に
よ
っ
て
国
道
は
国
の
営
造
物
、
そ
の
他
の
道
路
は
地
方
公
共
団
体
の
営

造
物
と
な
っ
た
。
指
定
区
域
外
の
国
道
の
管
理
者
は
都
道
府
県
、
政
令
市
で
あ
り
（
地
方
分
権
に
よ
る
直
轄
国
道
の
移
管
が
進
め
ら
れ
て

い
る
）、
都
道
府
県
道
は
都
道
府
県
、
市
町
村
道
に
つ
い
て
は
市
町
村
が
管
理
者
で
あ
る
（
国
道
以
外
は
機
関
委
任
事
務
で
は
な
い
）。
一

般
道
も
道
路
財
源
が
問
題
と
さ
れ
る
（
自
動
車
重
量
税
、
自
動
車
税
、
自
動
車
取
得
税
な
ど
道
路
特
定
財
源
で
あ
り
、
揮
発
油
税
も
一
般

財
源
化
さ
れ
る
ま
で
は
道
路
特
定
財
源
で
あ
る（

（7
（

）。

一
般
道
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
管
理
主
体
が
責
任
を
負
う
（
国
・
地
方
公
共
団
体
管
理
は
営
造
物
責
任
、
私
道
は
工
作
物
責
任
―
柵
・
舗

装
な
ど
工
作
物
の
設
置
が
要
件
）。
国
道
の
多
く
に
つ
い
て
管
理
主
体
は
都
道
府
県
で
あ
り
、
都
道
府
県
が
営
造
物
責
任
を
負
う
（
国
が
工

作
物
責
任
を
負
う
か
は
議
論
さ
れ
な
い
）。
最
判
昭
和
五
〇
年
七
月
二
五
日
民
集
二
九
巻
六
号
一
一
三
六
頁
は
大
型
貨
物
自
動
車
が
約
八
七

時
間
駐
車
し
た
ま
ま
に
な
つ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
管
理
者
が
こ
れ
を
知
ら
ず
、
道
路
の
安
全
保
持
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
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全
く
講
じ
な
か
っ
た
事
実
関
係
に
お
い
て
は
、
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
費
用
負
担
者
で
あ
る
国
の
責
任

を
認
め
る
。
ま
た
、
道
路
法
四
二
条
の
管
理
義
務
、
四
六
条
の
処
分
が
問
題
と
さ
れ
る（

（7
（

。

「
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
構
造
変
化
に
よ
っ
て
交
通
需
要
量
が
減
少
す
る
中
、
現
在
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
し
た
場
合
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
単
位
コ
ス
ト
は
大
都
市
圏
で
は
下
が
る
も
の
も
あ
る
が
、
地
方
圏
で
は
高
ま
る
懸
念
が
あ
る
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
利
用

効
率
を
高
い
水
準
に
維
持
で
き
る
よ
う
、
道
路
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
や
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
の
地
域
ご
と
の
ま
ち

づ
く
り
と
道
路
管
理
の
整
合
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
一
層
求
め
ら
れ
」、「
ま
た
、
港
湾
や
空
港
に
つ
い
て
は
、
集
中
化
が
有
効
で
あ
り
、

各
地
域
の
地
理
的
条
件
な
ど
も
踏
ま
え
つ
つ
、
効
果
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
国
と
し
て
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る（

（7
（

。

高
速
道
路
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
日
本
道
路
公
団
が
営
造
物
責
任
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
民
営
化
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
社
が
工
作
物
責
任
を
負
う
。
そ
の
際
、
高
速
道
路
会
社
も
管
理
運
営
だ
け
で
、
施
設
保
有
者
は
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構

と
い
う
上
下
分
離
方
式
で
あ
り
、
運
行
会
社
を
含
め
る
と
、
上
中
下
方
式
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（7
（

。
国
有
で
な
く
、
独
立
行
政
法
人
所
有
と
す

る
こ
と
の
意
味
、
ま
た
、
上
下
分
離
と
す
る
こ
と
の
意
味
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
上
下
分
離
方
式
に
お
い
て
、
営
造

物
責
任
が
併
存
す
る
か
、
あ
る
い
は
所
有
者
の
補
充
的
工
作
物
責
任
が
存
す
る
か
問
題
と
な
る
。

日
本
道
路
公
団
の
責
任
に
つ
い
て
、
東
京
高
判
平
成
五
年
六
月
二
四
日
訟
務
月
報
四
〇
巻
六
号
一
一
〇
七
頁
は
、
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
火

災
事
故
に
お
い
て
営
造
物
責
任
を
認
め
る
。
最
判
平
成
二
二
年
三
月
二
日
判
タ
一
三
二
一
号
七
四
頁
は
、
日
本
道
路
公
団
の
設
置
管
理
の

瑕
疵
を
認
め
な
か
っ
た
判
決
で
あ
る
が
、
そ
の
承
継
会
社
を
訴
訟
引
受
人
と
す
る
。
横
浜
地
判
平
成
二
七
年
一
二
月
二
二
日
判
時
二
三
〇
九

号
九
〇
頁
は
ト
ン
ネ
ル
天
井
崩
落
事
故
で
遺
族
が
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
と
道
路
に
関
す
る
調
査
・
設
計
・
測
量
等
を
目
的
と
す
る

株
式
会
社
を
七
一
七
条
な
ど
で
訴
え
た
事
案
で
あ
り
、
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
る
。
会
社
役
員
の
不
法
行
為
責
任
等
は
否
定
さ
れ
る
（
横
浜
地



20

法政研究24巻３・４号（2020年）

判
平
成
二
八
年
二
月
一
六
日
Ｌ
Ｌ
Ｉ
／
Ｄ
Ｂ
）。

道
路
公
団
の
民
営
化
と
責
任
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
従
前
の
公
共
性
を
民
営
化
会
社
が
引
き
継
ぐ
の
か
も
問
題
と
な
る
。
高

速
道
路
の
公
共
性
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
、
大
阪
空
港
訴
訟
と
同
様
に
差
止
と
損
害
賠
償
を
区
別
す
る
。
供
用
関
連
瑕
疵
と
言
わ
れ
、
瑕

疵
の
他
に
違
法
性
（
受
忍
限
度
）
が
要
求
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る（

（7
（

。

最
判
平
成
七
年
七
月
七
日
民
集
四
九
巻
七
号
一
八
七
〇
頁
は
、「
騒
音
等
が
ほ
ぼ
一
日
中
沿
道
の
生
活
空
間
に
流
入
す
る
と
い
う
侵
害
行

為
に
よ
り
そ
こ
に
居
住
す
る
被
上
告
人
ら
は
、
騒
音
に
よ
り
睡
眠
妨
害
、
会
話
、
電
話
に
よ
る
通
話
、
家
庭
の
団
ら
ん
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
の
聴
取
等
に
対
す
る
妨
害
及
び
こ
れ
ら
の
悪
循
環
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
を
受
け
、
ま
た
、
本
件
道
路
端
か
ら
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
に
居

住
す
る
被
上
告
人
ら
は
、
排
気
ガ
ス
中
の
浮
遊
粒
子
状
物
質
に
よ
り
洗
濯
物
の
汚
れ
を
始
め
有
形
無
形
の
負
荷
を
受
け
て
い
た
」。「
他
方
、

本
件
道
路
が
主
と
し
て
産
業
物
資
流
通
の
た
め
の
地
域
間
交
通
に
相
当
の
寄
与
を
し
て
お
り
、
自
動
車
保
有
台
数
の
増
加
と
貨
物
及
び
旅

客
輸
送
に
お
け
る
自
動
車
輸
送
の
分
担
率
の
上
昇
に
伴
い
、
そ
の
寄
与
の
程
度
が
高
く
な
る
に
至
っ
て
い
る
」
が
、「
本
件
道
路
は
、
産
業

政
策
等
の
各
種
政
策
上
の
要
請
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
幹
線
道
路
で
あ
っ
て
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
維
持
存
続
に
不
可
欠

と
ま
で
は
い
う
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
被
上
告
人
ら
の
一
部
を
含
む
周
辺
住
民
が
本
件
道
路
の
存
在
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
利

益
を
受
け
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
利
益
と
こ
れ
に
よ
っ
て
被
る
前
記
の
被
害
と
の
間
に
、
後
者
の
増
大
に
必
然
的
に
前
者
の
増
大
が
伴

う
と
い
う
よ
う
な
彼
此
相
補
の
関
係
は
な
く
、
さ
ら
に
、
本
件
道
路
の
交
通
量
等
の
推
移
は
お
お
む
ね
開
設
時
の
予
測
と
一
致
す
る
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
、
上
告
人
ら
に
お
い
て
騒
音
等
が
周
辺
住
民
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
て
当
初
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
の
対
策
を
実
施
す
べ

き
で
あ
っ
た
の
に
、
右
対
策
が
講
じ
ら
れ
な
い
ま
ま
住
民
の
生
活
領
域
を
貫
通
す
る
本
件
道
路
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
後
に
実
施
さ
れ
た
環

境
対
策
は
、
巨
費
を
投
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
な
お
十
分
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
」。「
本
件
道
路
の
公
共
性
な
い
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し
公
益
上
の
必
要
性
の
ゆ
え
に
、
被
上
告
人
ら
が
受
け
た
被
害
が
社
会
生
活
上
受
忍
す
べ
き
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
」

な
い
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
差
止
に
つ
い
て
は
、「
本
件
道
路
の
近
隣
に
居
住
す
る
上
告
人
ら
が
現
に
受
け
、
将
来
も
受
け
る
蓋
然
性

の
高
い
被
害
の
内
容
が
日
常
生
活
に
お
け
る
妨
害
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
本
件
道
路
が
そ
の
沿
道
の
住
民
や
企
業
に
対
し
て
の
み
な
ら

ず
、
地
域
間
交
通
や
産
業
経
済
活
動
に
対
し
て
そ
の
内
容
及
び
量
に
お
い
て
か
け
が
え
の
な
い
多
大
な
便
益
を
提
供
し
て
い
る
な
ど
の
事

情
を
考
慮
し
て
、
上
告
人
ら
の
求
め
る
差
止
め
を
認
容
す
べ
き
違
法
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
判
断
し
た
」
原
審
を
是
認
す
る
。「
道
路

等
の
施
設
の
周
辺
住
民
か
ら
そ
の
供
用
の
差
止
め
が
求
め
ら
れ
た
場
合
に
差
止
請
求
を
認
容
す
べ
き
違
法
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
に
つ
き
考
慮
す
べ
き
要
素
は
、
周
辺
住
民
か
ら
損
害
の
賠
償
が
求
め
ら
れ
た
場
合
に
賠
償
請
求
を
認
容
す
べ
き
違
法
性
が
あ
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
に
つ
き
考
慮
す
べ
き
要
素
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
施
設
の
供
用
の
差
止
め
と
金
銭
に
よ
る
賠
償
と
い
う
請
求
内

容
の
相
違
に
対
応
し
て
、
違
法
性
の
判
断
に
お
い
て
各
要
素
の
重
要
性
を
ど
の
程
度
の
も
の
と
し
て
考
慮
す
る
か
に
は
お
の
ず
か
ら
相
違

が
あ
る
か
ら
、
右
両
場
合
の
違
法
性
の
有
無
の
判
断
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
不
合
理
と
は
い
え
な
い
」
と
す
る
。

日
本
道
路
公
団
が
民
営
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
方
法
と
し
て
は
上
下
分
離
で
あ
り
、
施
設
自
体
は
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保

有
・
債
務
返
済
機
構
保
有
で
あ
り
、
利
用
者
と
民
営
化
会
社
が
使
用
料
を
支
払
い
、
維
持
管
理
す
る
。
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済

機
構
は
道
路
を
保
有
し
、
承
継
債
務
を
返
済
し
、
民
営
化
会
社
に
よ
る
道
路
の
新
設
等
に
つ
い
て
民
営
化
会
社
を
支
援
す
る
。
上
下
分
離

で
あ
る
が
、
道
路
の
安
全
性
を
保
証
せ
ず
、
民
営
化
会
社
の
支
援
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
営
化
会
社
が
公
共
性
に
対
す
る
役
割

を
引
き
受
け
ず
、
経
済
合
理
性
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
の
み
を
取
得
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
民
営
化
会
社
に

厳
し
い
責
任
を
課
す
、
あ
る
い
は
両
者
の
責
任
の
併
存
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
３
）
空
港

一
九
五
二
年
航
空
法
制
定
後
、
一
九
五
六
年
空
港
整
備
法
制
定
に
よ
っ
て
、
空
港
の
設
置
、
管
理
、
費
用
負
担
が
定
め
ら
れ
る
。
国
際

航
空
路
線
の
た
め
の
第
一
種
空
港
（
羽
田
、
伊
丹
は
国
交
省
管
理
、
成
田
、
関
空
、
中
部
は
空
港
会
社
管
理
）、
主
要
な
国
内
航
空
路
線
の

た
め
の
第
二
種
空
港
（
国
交
省
管
理
、
地
方
公
共
団
体
に
管
理
委
託
可
能
）、
地
方
的
な
航
空
運
送
の
た
め
の
第
三
種
空
港
（
地
方
公
共
団

体
管
理
）
が
あ
り
、
整
備
費
用
に
つ
い
て
、
第
一
種
空
港
の
う
ち
羽
田
と
伊
丹
は
全
額
国
費
負
担
、
第
二
種
空
港
は
国
と
地
方
公
共
団
体

が
割
合
に
応
じ
て
負
担
、
第
三
種
空
港
は
国
と
地
方
公
共
団
体
が
半
々
で
負
担
す
る
。
二
〇
〇
八
年
空
港
法
が
制
定
さ
れ
、
第
一
種
と
第

二
種
が
拠
点
と
な
る
空
港
と
さ
れ
、
空
港
会
社
が
設
置
管
理
す
る
も
の
と
国
が
設
置
管
理
す
る
も
の
と
国
が
地
方
公
共
団
体
に
管
理
を
委

託
す
る
も
の
に
分
か
れ
、
第
三
種
が
地
方
管
理
空
港
と
さ
れ
た
。
旅
客
貨
物
の
取
扱
施
設
、
燃
料
給
油
施
設
を
空
港
機
能
施
設
、
こ
れ
ら

の
建
設
管
理
を
行
う
事
業
を
空
港
機
能
施
設
事
業
と
し
て
指
定
事
業
者
に
委
託
可
能
に
し
た（

（7
（

。

空
港
に
つ
い
て
国
・
地
方
公
共
団
体
・
管
理
会
社
が
管
理
し
、
費
用
負
担
が
定
め
ら
れ
る
。
空
港
整
備
特
別
会
計
法
に
よ
っ
て
受
益
者

負
担
原
則
が
取
り
い
れ
ら
れ
て
い
る（

（7
（

。「
空
港
に
つ
い
て
は
、
七
〇
年
に
空
港
整
備
特
別
会
計
に
よ
る
空
港
整
備
事
業
が
始
ま
っ
て
以
降
、

受
益
者
負
担
に
よ
る
整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
投
資
額
の
推
移
は
、
道
路
や
港
湾
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
空
港
の
公
共
投
資
額
の
高
ま
り

は
、
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
半
ば
と
、
二
〇
〇
五
年
以
降
に
見
ら
れ
る
が
、
前
者
は
東
京
国
際
空
港
（
羽
田
空
港
）
の
沖
合
展
開
・

機
能
向
上
、
後
者
は
羽
田
空
港
の
再
拡
張
の
た
め
に
、
財
政
投
融
資
資
金
を
活
用
し
た
投
資
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
」。「
こ
う
し
た
結

果
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
粗
ス
ト
ッ
ク
額
は
、
九
八
年
度
か
ら
二
〇
〇
九
年
度
に
か
け
て
、
道
路
は
約
四
・
五
倍
、
空
港
は
約
三
・
五
倍
、
港

湾
は
約
三
倍
と
大
幅
に
増
加
し
た
が
、
投
資
の
鈍
化
・
減
少
を
受
け
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
増
勢
は
鈍
化
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る（

（8
（

。

民
営
化
さ
れ
た
空
港
に
お
い
て
は
、
所
有
者
で
あ
る
国
・
地
方
公
共
団
体
と
空
港
管
理
会
社
と
航
空
会
社
が
関
与
す
る
。
航
空
会
社
は



23

公共サービスの民間化と公的責任の私的責任への移行（二・完）

着
陸
料
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
使
用
料
な
ど
の
空
港
施
設
使
用
料
を
空
港
会
社
に
支
払
い
、
空
港
会
社
は
国
等
に
敷
地
使
用
料
を
支
払
い
、

施
設
の
保
守
管
理
を
行
う
（
い
わ
ゆ
る
上
下
分
離
方
式
で
あ
る
）。
例
え
ば
、
航
空
便
を
誘
致
し
た
い
自
治
体
は
空
港
使
用
料
を
安
く
し
た

り
、
無
償
に
し
た
り
す
る（

（8
（

と
さ
れ
る
。
航
空
交
通
の
公
共
性
へ
の
依
存
で
あ
る
（
国
鉄
と
同
様
の
赤
字
の
累
積
で
あ
る
）。

国
管
理
空
港
の
民
間
委
託
手
法
と
し
て
、
国
が
土
地
等
の
所
有
権
を
留
保
し
つ
つ
、
民
間
に
運
営
権
を
設
定
し
、
航
空
系
事
業
と
非
航

空
系
事
業
を
一
体
経
営
す
る
手
法
、
す
な
わ
ち
、
運
営
権
者
が
、
国
か
ら
公
共
施
設
等
運
営
権
の
設
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
滑
走
路
等

の
運
営
を
実
施
、
三
セ
ク
等
の
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
等
の
運
営
を
実
施
し
、
運
営
権
者
が
、
着
陸
料
そ
の
他

の
収
入
を
設
定
・
収
受
し
、
こ
れ
ら
の
収
入
に
よ
り
事
業
実
施
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
手
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

関
空
・
伊
丹
空
港
の
民
間
委
託
手
法
（
平
成
二
四
年
七
月
、
新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
は
、
国
管
理
空
港
で
あ
っ
た
伊
丹
空
港
に
つ

い
て
も
経
営
統
合
し
、
関
空
と
の
一
体
運
用
を
開
始
）
と
し
て
、
新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
が
土
地
等
の
所
有
権
を
留
保
し
つ
つ
（
関

空
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
の
子
会
社
が
保
有
し
、
空
港
会
社
の
債
務
を
一
部
承
継
す
る
（
高
速
道
路
と
同
様

の
上
下
分
離
））、
民
間
に
運
営
権
を
設
定
し
、
航
空
系
事
業
と
非
航
空
系
事
業
を
一
体
経
営
す
る
手
法
が
考
察
さ
れ
て
い
る（

（8
（

（
関
空
は
鉄

道
・
道
路
も
上
下
分
離
で
あ
る
）。

国
管
理
空
港
の
民
間
委
託
に
お
い
て
は
、
空
港
瑕
疵
に
つ
い
て
、
空
港
会
社
の
工
作
物
責
任
、
国
の
営
造
物
責
任
、
あ
る
い
は
補
充
的

工
作
物
責
任
が
成
立
し
う
る
。
関
空
・
伊
丹
空
港
の
民
間
委
託
に
お
い
て
も
上
下
分
離
方
式
で
あ
る
が
、
空
港
瑕
疵
に
つ
い
て
、
新
関
西

国
際
空
港
株
式
会
社
の
工
作
物
責
任
が
成
立
し
、
敷
地
所
有
会
社
は
金
融
支
援
の
意
義
の
み
を
有
す
る
。

こ
の
よ
う
な
空
港
民
営
化
に
お
い
て
も
公
共
性
の
二
面
性
が
問
題
と
な
る
。

最
判
昭
和
五
六
年
一
二
月
一
六
日
民
集
三
五
巻
一
〇
号
一
三
六
九
頁
は
、
大
阪
国
際
空
港
で
の
夜
間
の
発
着
の
た
め
の
騒
音
被
害
に
対
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し
て
近
隣
の
住
民
が
国
に
人
格
権
等
に
基
く
差
止
と
営
造
物
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

原
審
に
お
い
て
、
空
港
供
用
行
為
に
関
す
る
担
当
大
臣
の
権
限
は
「
私
法
的
規
制
に
服
す
る
空
港
管
理
権
と
公
法
的
規
制
に
服
す
る
航

空
行
政
権
」
に
分
か
れ
、
前
者
は
差
止
請
求
に
な
じ
む
と
さ
れ
て
い
た
の
を
、
最
高
裁
は
両
者
を
不
可
分
一
体
に
行
使
す
べ
き
も
の
と
し

て
不
適
法
却
下
す
る
。
営
造
物
責
任
に
つ
い
て
は
、
本
件
空
港
の
客
観
的
性
状
か
ら
近
隣
被
害
が
予
想
さ
れ
る
中
、
被
害
の
発
生
を
防
止

す
る
の
に
十
分
な
措
置
を
講
じ
な
い
ま
ま
継
続
的
に
使
用
さ
せ
て
き
た
空
港
の
設
置
、
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
も
の
と
認
め
た
原
審
の
判
断

は
正
当
と
し
た
。
ま
た
、
騒
音
の
違
法
性
に
つ
い
て
は
受
忍
限
度
論
が
取
ら
れ
、
侵
害
行
為
の
態
様
と
侵
害
の
程
度
、
被
侵
害
利
益
の
性

質
と
内
容
、
侵
害
行
為
の
も
つ
公
共
性
な
い
し
公
益
上
の
必
要
性
の
内
容
と
程
度
等
を
比
較
検
討
す
る
ほ
か
、
侵
害
行
為
の
開
始
と
そ
の

後
の
継
続
の
経
過
及
び
状
況
、
そ
の
間
に
と
ら
れ
た
被
害
の
防
止
に
関
す
る
措
置
の
有
無
及
び
そ
の
内
容
、
効
果
等
の
事
情
を
も
考
慮
し
、

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
察
し
て
こ
れ
を
決
す
べ
き
と
し
、
空
港
の
公
共
性
の
順
位
は
低
く
（
空
港
の
便
益
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
は
な

い
）、
多
数
の
被
害
住
民
の
被
害
内
容
は
広
範
か
つ
重
大
で
あ
り
、
公
共
的
利
益
が
一
部
住
民
の
犠
牲
の
上
に
あ
り
、
影
響
調
査
・
防
止
軽

減
対
策
な
き
拡
張
で
あ
る
と
し
て
違
法
性
を
認
め
る
。

こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
差
止
に
関
す
る
公
共
性
と
損
害
賠
償
に
関
す
る
公
共
性
の
相
違
が
強
調
さ
れ
る（

（8
（

。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
空
港
管
理
が
民
間
委
託
さ
れ
る
場
合
、
不
法
行
為
に
お
け
る
管
理
上
の
過
失
責
任
の
問
題
と
な
り
、
公
共
性
と
住

民
利
益
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
民
間
に
判
断
が
委
ね
ら
れ
る
の
か
、
航
空
行
政
を
担
う
も
の
と
し
て
公
共
性
に
基
づ
く

管
理
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
問
題
と
な
り
、
後
者
の
場
合
に
は
、
委
託
者
で
あ
る
国
・
公
共
団
体
の
監
督
責
任
も
問
題
と
な
る
（
空
港
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
基
本
方
針
）。
民
間
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
場
合
に
は
航
空
行
政
的
判
断
と
権
利
行
使
の
相
当
性
判
断
が
一
致
し
う
る

の
で
あ
る
が
、
民
間
が
行
政
事
務
を
代
替
す
る
も
の
と
考
え
る
場
合
に
は
、
大
阪
国
際
空
港
事
件
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
差
止
に
関
す
る
公
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共
性
と
損
害
賠
償
に
関
す
る
公
共
性
の
相
違
が
生
じ
る
。

ま
た
、
先
に
述
べ
た
入
国
管
理
の
際
の
警
備
会
社
の
不
法
行
為
に
関
す
る
判
決
は
、
国
の
責
任
に
関
し
て
、
上
禁
者
の
送
還
に
つ
い
て
、

国
は
航
空
会
社
（
警
備
会
社
）
に
審
査
場
立
入
許
可
証
を
交
付
し
て
い
る
た
め
に
何
ら
か
の
関
与
を
な
し
う
る
が
、
そ
の
許
可
を
取
り
消

す
べ
き
事
情
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
て
国
の
責
任
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
入
国
審
査
関
係
の
業
務
に
つ
い
て
も
航
空
会
社
に

一
任
で
き
る
よ
う
に
判
示
す
る
。

空
港
の
公
共
性
が
民
間
化
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
の
で
あ
り
、
施
設
に
関
し
て
は
上
下
分
離
方
式
に
お
い
て
施
設
管
理
の
分
担
を
利

用
料
と
の
関
係
で
考
え
る
場
合
、
瑕
疵
責
任
を
事
後
的
な
解
決
と
し
て
考
え
る
べ
き
か
、
予
防
を
重
視
す
べ
き
か
、
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
空
港
の
発
着
を
航
空
政
策
の
公
共
性
問
題
と
し
て
考
察
し
て
き
た
こ
と
が
影
響
す
る
の
で
あ
る
。
空
港
の
公
共
性
は
入
国
審

査
に
つ
い
て
も
問
題
と
な
る
（
前
述
）。
但
し
、
航
空
交
通
の
公
共
性
へ
の
依
存
の
問
題
が
あ
る
。

（
４
）
水
道

水
道
法
制
、
水
道
行
政
に
つ
い
て
、
内
務
省
衛
生
局
・
土
木
局
管
轄
か
ら
、
一
九
五
七
年
閣
議
決
定
に
よ
り
上
水
道
は
厚
生
省
所
管
、

下
水
道
は
建
設
省
所
管
と
さ
れ
（
終
末
処
理
場
は
厚
生
省
）、
水
道
法
、
新
下
水
道
法
が
成
立
す
る
。
水
道
法
に
よ
り
一
．
水
道
事
業
（
計

画
始
水
人
口
五
〇
〇
〇
人
以
下
の
事
業
を
簡
易
水
道
事
業
）、
二
．
水
道
用
水
供
給
事
業
、
三
．
専
用
水
道
が
区
別
さ
れ
、
水
道
法
で
は
事

業
者
の
認
可
制
、
布
設
工
事
の
監
督
、
給
水
開
始
前
の
届
出
、
料
金
変
更
の
届
出
、
水
道
技
術
管
理
者
、
水
質
検
査
、
健
康
診
断
、
衛
生

上
の
措
置
等
水
道
の
敷
設
・
管
理
に
つ
い
て
の
規
制
、
水
質
基
準
、
施
設
基
準
、
認
可
基
準
、
供
給
条
件
、
給
水
義
務
等
事
業
実
施
基
準

の
整
備
が
な
さ
れ
る（

（8
（

。
水
道
法
施
行
よ
り
二
〇
年
余
り
で
水
道
普
及
率
は
八
〇
％
を
超
え
る
。
給
水
量
の
急
増
と
共
に
水
資
源
開
発
が
急
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務
と
な
り
、
一
九
六
一
年
水
資
源
開
発
二
法
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
に
水
俣
病
も
社
会
問
題
と
な
り
、
一
九
七
〇
年
水
質
汚
濁

防
止
法
が
制
定
さ
れ
る
。
一
九
七
七
年
水
道
法
改
正
に
よ
り
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
務
の
明
示
、
広
域
的
水
道
整
備
計
画
の
策
定
、

簡
易
専
用
水
道
規
制
、
水
質
検
査
施
設
整
備
等
が
な
さ
れ
、
ま
た
財
政
補
助
も
増
大
し
て
い
く（

（8
（

。

水
道
事
業
は
原
則
と
し
て
市
町
村
が
行
い
（
二
〇
一
五
年
上
水
道
事
業
一
三
四
一
の
う
ち
都
道
府
県
営
二
六
、
指
定
都
市
営
二
〇
、
市

町
村
営
一
二
〇
二
、
企
業
団
営
等
九
六
と
さ
れ
る
）、
独
立
採
算
を
前
提
と
す
る
地
方
公
営
企
業
法
が
適
用
さ
れ
る
（
水
道
料
金
は
総
括
原

価
主
義
で
あ
り
、
基
本
料
金
、
従
量
料
金
か
ら
構
成
さ
れ
る（

（8
（

）。
水
道
法
に
お
い
て
水
質
基
準
、
施
設
基
準
が
規
定
さ
れ
る
。
水
道
供
給
約

款
に
お
い
て
、
受
諾
義
務
、
常
時
給
水
義
務
、
技
術
管
理
者
の
設
置
等
が
規
定
さ
れ
る
（
民
間
事
業
者
も
拘
束
さ
れ
る
）。
水
道
水
給
水
契

約
は
私
法
上
の
契
約
と
解
さ
れ
る
が
、
約
款
強
制
が
あ
り
、
民
間
事
業
者
も
自
由
に
内
容
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
（
免

責
約
款
は
個
別
に
締
結
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
―
約
款
一
般
論
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
の
で
は
な
く（

（8
（

）。
水
道
事
業
の
経
営
課
題
と
し
て
、

給
水
人
口
の
減
少
、
一
人
当
た
り
使
用
料
の
減
少
、
維
持
更
新
投
資
・
耐
震
化
投
資
の
巨
額
化
、
有
利
子
負
債
、
料
金
格
差
、
料
金
収
入

規
模
に
対
し
て
小
規
模
事
業
者
数
が
多
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る（

（8
（

。
こ
の
た
め
に
事
業
の
広
域
化
が
検
討
さ
れ
る
（
事
業
統
合
、
経
営
の

一
体
化
、
管
理
の
一
体
化
、
施
設
の
共
同
化
等
検
討
さ
れ
る
）。
方
式
と
し
て
、
官
官
連
携
、
官
民
連
携
が
あ
る（

（8
（

。

水
道
施
設
は
営
造
物
（
公
物
）
で
あ
り
、
水
道
管
は
公
物
部
分
と
私
物
部
分
に
分
か
れ
る
。
公
物
は
市
町
村
有
で
あ
り
、
地
方
公
営
企

業
が
管
理
、
あ
る
い
は
そ
の
他
多
様
な
管
理
手
法
が
議
論
さ
れ
る
。

官
民
連
携
手
法
に
は
従
来
型
業
務
委
託
（
個
別
委
託
、
包
括
委
託
）、
第
三
者
委
託
、
指
定
管
理
者
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
定
型
業
務
（
メ
ー
タ
ー
検
針
、
窓
口
・
受
付
等
）、
専
門
知
識
・
技
能
を
必
要
と
す
る
業
務
（
設

計
、
水
質
検
査
、
電
気
機
械
設
備
の
保
守
点
検
）、
付
随
業
務
（
清
掃
、
警
備
等
）
な
ど
の
業
務
分
担
が
問
題
と
な
る（

（9
（

。
業
務
委
託
で
は
民
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間
事
業
者
が
、
仕
様
発
注
書
（
自
治
体
の
指
示
）
に
基
づ
き
運
営
し
（
最
終
責
任
は
自
治
体
）、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
民
間
事
業
者
が
自

由
裁
量
で
運
営
す
る
（
最
終
責
任
は
自
治
体
）
と
さ
れ
る（

（9
（

。

従
来
型
業
務
委
託
で
は
、
運
転
管
理
（
浄
水
場
の
運
転
監
視
）・
設
備
保
全
（
各
電
気
設
備
の
保
守
点
検
）・
水
質
検
査
・
管
路
管
理
（
場

外
施
設
配
管
の
漏
水
調
査
）・
そ
の
他
（
薬
品
管
理
等
）
の
業
務
が
委
託
さ
れ
る
。
第
三
者
委
託
は
二
〇
〇
一
年
水
道
法
改
正
に
よ
り
創
設

さ
れ
、
技
術
的
業
務
が
委
託
さ
れ
る
。
指
定
管
理
者
は
水
道
事
業
者
が
所
有
す
る
水
道
施
設
の
管
理
業
務
を
行
う
（
二
〇
〇
三
年
地
方
自

治
法
改
正
以
降
、
民
間
事
業
者
等
が
議
決
を
経
て
担
当
し
う
る
）。
Ｄ
Ｂ
Ｏ
は
「
公
共
が
調
達
し
た
施
設
整
備
費
を
活
用
し
て
」（
性
能
発

注
）、「
施
設
の
設
計
、
建
設
、
運
転
、
維
持
管
理
、
修
繕
等
の
業
務
を
一
括
し
て
受
託
」
す
る
手
法
で
あ
る
。
施
設
は
公
共
が
所
有
す
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
「
民
間
事
業
者
の
資
金
、
経
営
能
力
お
よ
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
、
施
設
の
設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を
行
う

手
法
で
あ
る
」。
施
設
の
所
有
形
式
に
よ
り
、
Ｂ
Ｔ
Ｏ
、
Ｂ
Ｏ
Ｔ
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
に
分
類
さ
れ
、
対
価
支
払
い
形
態
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
購
入

型
、
混
合
型
、
独
立
採
算
型
に
分
類
さ
れ
る
。
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
公
共
所
有
の
ま
ま
運
営
を
民
間
事
業
者
が
行
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
一
類
型

で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
水
道
法
改
正
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
水
道
事
業
者
の
ま
ま
民
間
事
業
者
に
公
共
施
設
等
運
営
権
実
施
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
で
利
用
で
き
る
（
関
係
者
の
責
務
の
明
確
化
、
広
域
連
携
の
推
進
、
適
切
な
資
産
管
理
の
推
進
、
官
民
連
携
の
推
進
、
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
の
改
善（

（9
（

）。

水
道
事
業
民
間
化
し
た
場
合
の
水
道
水
汚
染
等
に
対
す
る
責
任
関
係
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
原
因
が
あ
っ
た
か
、
そ
こ
が
誰
の
所
有
か
（
営

造
物
責
任
か
工
作
物
責
任
か
）、
誰
が
管
理
し
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
国
・
地
方
公
共
団
体
所
有
部
分
に
つ
い
て
は
営
造
物
責
任
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
工
作
物
責
任
で
あ
り
、
管
理
体
制
に
関
し
て
は
公
権
力
行
使
に
基
づ
く
責
任
あ
る
い
は
不
法
行
為
責
任
の
問
題
と
な

る
。
そ
れ
ぞ
れ
共
同
関
係
の
考
察
が
必
要
と
な
る
。
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こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
お
い
て
水
道
水
の
問
題
に
つ
い
て
判
例
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

神
戸
地
尼
崎
支
判
昭
和
六
一
年
一
〇
月
九
日
判
タ
六
二
三
号
五
一
頁
は
、「
Ｙ
（
市
）
の
責
任
と
し
て
、（
一
）
本
件
水
道
は
公
の
営
造
物

で
あ
り
、
水
質
基
準
所
定
の
フ
ッ
素
許
容
量
以
下
に
そ
の
含
有
量
を
減
ず
る
た
め
、
フ
ッ
素
除
去
装
置
を
設
置
す
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
れ
を

欠
い
て
い
た
か
ら
、
浄
水
場
等
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
（
国
賠
法
二
条
一
項
）、（
二
）
水
道
業
者
と
し
て
健
康
を
害
す
る
こ
と
の
な

い
飲
料
水
を
供
給
す
べ
き
義
務
を
怠
り
、
過
フ
ッ
素
濃
度
の
飲
料
水
を
供
給
し
た
過
失
が
あ
る
（
七
〇
九
条
）、（
三
）
本
件
水
道
は
土
地

の
工
作
物
で
あ
り
、
Ｙ
は
、
そ
の
占
有
、
所
有
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
瑕
疵
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
（
七
一
七
条
一
項
）」
等
主
張
し
た
事

案
で
あ
り
、「
水
道
事
業
者
と
し
て
の
注
意
義
務
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
り
、
こ
の
過
失
は
、
水
道
水
の
供
給
と
い
う
事
業
活
動
そ
の
も
の
に

つ
い
て
、
同
事
業
者
で
あ
る
Ｙ
の
事
業
遂
行
上
の
義
務
違
反
で
あ
り
、
地
方
公
営
企
業
と
し
て
の
企
業
組
織
自
体
の
活
動
な
い
し
行
為
に

つ
い
て
の
過
失
と
し
て
Ｙ
自
身
に
不
法
行
為
が
成
立
し
、
Ｙ
自
身
が
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
責
任
を
負
担
す
る
と
し
た
。」
控
訴
審
で

あ
る
大
阪
高
判
平
成
元
年
六
月
二
〇
日
判
タ
七
〇
〇
号
一
五
八
頁
は
、「
Ｙ
は
、
昭
和
三
九
年
頃
か
ら
水
不
足
等
に
対
応
し
得
る
抜
本
的
な

水
道
事
業
計
画
を
立
て
、
多
額
の
財
政
的
負
担
を
し
て
同
五
二
年
に
丸
山
ダ
ム
を
完
成
さ
せ
、
同
五
五
年
に
は
丸
山
浄
水
場
か
ら
の
給
水

に
全
面
的
に
切
り
替
え
遂
に
フ
ッ
素
問
題
を
解
決
す
る
に
至
っ
た
こ
と
等
を
総
合
勘
案
す
れ
ば
、
本
件
水
道
水
中
に
厚
生
省
基
準
を
相
当

程
度
越
え
る
フ
ッ
素
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
未
だ
本
件
水
道
の
設
置
・
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
Ｙ
な
い
し

そ
の
担
当
職
員
に
過
失
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
し
、
Ｘ
主
張
の
民
法
七
一
七
条
一
項
及
び
同
法
七
一
五
条
一
項
の
主
張
も
理
由
が
な
い

と
し
て
、
原
判
決
を
取
り
消
し
、
Ｘ
の
請
求
及
び
附
帯
控
訴
を
棄
却
し
た
」。
本
件
解
説
は
七
〇
九
条
の
過
失
責
任
と
国
賠
二
条
の
瑕
疵
責

任
は
同
質
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、「
三
二
名
の
原
告
が
水
道
水
中
に
過
量
の
フ
ッ
素
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
斑
状
歯
に
な
っ
た
と
し
て

宝
塚
市
を
相
手
に
民
法
七
〇
九
条
、
国
賠
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
る
別
件
訴
訟
（
宝
塚
斑
状
歯
訴
訟
）
が
あ
る
と
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こ
ろ
、
大
阪
地
裁
は
、
昭
和
六
二
年
三
月
二
三
日
、
厚
生
省
基
準
を
越
え
る
濃
度
の
フ
ッ
素
を
含
む
水
道
水
を
供
給
し
た
こ
と
に
つ
き
宝

塚
市
に
過
失
は
な
い
し
、
ま
た
、
水
道
施
設
の
設
置
・
管
理
に
瑕
疵
は
な
い
と
し
て
、
原
告
ら
の
請
求
を
棄
却
す
る
判
決
（
判
時
一
二
三
四

号
三
頁
）
を
し
た
。」

横
浜
地
判
昭
和
五
六
年
三
月
一
九
日
判
タ
四
四
八
号
六
七
頁
は
、
本
件
被
害
を
「
町
道
山
口
線
の
側
溝
中
を
流
れ
る
汚
水
や
腸
チ
フ
ス

菌
が
溜
枡
の
上
蓋
及
び
溜
枡
か
ら
配
水
池
に
至
る
導
水
管
に
穴
が
あ
い
て
い
た
た
め
混
入
し
、
滅
菌
装
置
に
よ
っ
て
十
分
滅
菌
さ
れ
な
い

ま
ま
、
水
が
給
水
区
域
に
給
水
さ
れ
、
腸
チ
フ
ス
の
集
団
発
生
が
起
っ
た
と
考
え
」、
湯
河
原
寮
の
汚
水
の
排
水
施
設
で
あ
る
排
水
管
等
は

土
地
工
作
物
で
あ
り
、
被
告
銀
行
が
占
有
、
所
有
し
、
被
告
水
道
組
合
の
水
源
か
ら
関
係
住
民
に
飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
の
導
水
管
、

溜
枡
、
配
水
池
等
の
水
道
施
設
は
土
地
工
作
物
で
あ
り
、
水
道
組
合
が
占
有
、
所
有
し
て
い
た
と
し
、
そ
し
て
、
本
件
配
水
池
の
構
造
が

山
側
と
海
側
の
水
槽
を
対
流
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
配
水
池
全
体
の
滅
菌
を
行
い
、
当
時
右
二
槽
間
が
閉
塞
状
態
で
放
置
さ
れ
て
お
り
、
海

側
の
水
槽
の
水
は
滅
菌
さ
れ
な
い
ま
ま
自
然
流
下
で
給
水
さ
れ
て
い
た
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
作
物
責
任
の
問
題
と
す
る
。「
民
法
七
一
七

条
に
い
う
土
地
工
作
物
の
瑕
疵
と
は
、
そ
の
物
自
体
が
本
来
具
え
て
い
る
べ
き
安
全
性
を
欠
く
こ
と
を
意
味
し
、
汚
水
の
排
水
施
設
に
つ

い
て
は
、
汚
水
を
途
中
で
漏
出
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
処
理
施
設
等
に
送
り
込
め
る
性
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
る

を
相
当
と
す
る
が
、
そ
の
排
水
施
設
の
構
造
、
場
所
的
環
境
等
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
性
能
も
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
当
該
排
水
施
設

に
瑕
疵
が
あ
つ
た
か
否
か
は
右
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
具
体
的
、
個
別
的
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」。「
湯
河
原
寮
の
汚
水
の

排
水
管
と
、
本
件
溜
枡
と
は
交
差
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
汚
水
が
町
道
山
口
線
の
側
溝
に
排
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
右
排
水

管
か
ら
漏
出
し
、
本
件
溜
枡
内
に
混
入
し
な
い
よ
う
な
性
能
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
湯
河
原
町
に
お
け
る
下
水
道
、
屎
尿
処

理
施
設
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
家
庭
の
台
所
、
浴
場
等
か
ら
出
る
雑
排
水
、
便
所
の
浄
化
槽
か
ら
出
る
汚
染
等
は
側
溝
や
小
河
川
に
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よ
り
海
に
施
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
本
件
町
道
山
口
線
の
側
溝
も
右
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
側
溝
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
旦

右
側
溝
に
排
出
さ
れ
た
汚
水
に
つ
い
て
は
、
右
側
溝
に
間
隙
が
あ
り
そ
こ
か
ら
漏
出
し
た
汚
水
が
本
件
溜
枡
内
に
混
入
す
る
こ
と
を
防
止

で
き
る
性
能
ま
で
必
要
と
せ
ず
、
本
件
に
お
い
て
は
排
水
管
に
破
損
等
が
あ
り
そ
の
部
分
か
ら
汚
水
が
漏
出
し
本
件
溜
枡
内
に
侵
入
し
た

の
で
は
な
く
、
側
溝
に
間
隙
ま
た
は
欠
落
部
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
漏
出
し
た
汚
水
が
混
入
し
た
も
の
で
あ
る
う
え
、
本
件
に
お
い
て
は
、

腸
チ
フ
ス
の
感
染
源
が
誰
か
、
感
染
源
が
排
出
し
た
腸
チ
フ
ス
菌
が
い
か
な
る
経
路
で
右
側
溝
内
に
入
っ
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
湯
河
原

寮
の
排
水
管
を
通
っ
て
腸
チ
フ
ス
菌
が
右
側
溝
に
入
っ
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
湯
河
原
寮
の
排
水
施
設
の
設
置
ま
た
は
保
存
に
瑕
疵

が
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
。
本
事
例
は
工
作
物
責
任
に
つ
い
て
も
利
用
状
況
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
瑕
疵
を
否
定
す

る
判
決
で
あ
る
が
、
民
営
化
で
工
作
物
責
任
と
す
る
場
合
も
同
様
と
解
さ
れ
う
る
。

水
道
事
業
の
民
営
化
に
お
い
て
、
そ
の
手
法
が
議
論
と
な
る
。
基
本
的
に
従
来
の
事
業
の
合
理
化
で
あ
り
、
新
河
川
法
に
よ
る
新
規
用

水
に
基
づ
く
新
規
事
業
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
分
野
で
あ
り
、
従
来
の
体
制
と
の
相
違
が
問
題
と
な
り
、
公
的
関
与
を
減
ら
す
こ
と
が

必
ず
し
も
プ
ラ
ス
に
働
か
な
い
（
新
規
事
業
に
よ
る
創
造
性
が
少
な
い
）。
所
有
関
係
に
つ
い
て
、
事
業
財
産
を
譲
渡
す
る
、
水
道
管
・
浄

水
施
設
は
国
公
有
の
ま
ま
に
し
て
お
く
、
事
業
委
託
に
つ
い
て
も
浄
水
、
送
水
、
配
水
を
統
合
す
る
の
か
、
分
離
す
る
の
か
、
契
約
手
続

き
は
ど
う
分
け
る
の
か
、
排
水
事
業
は
ど
う
す
る
の
か
、
地
域
的
に
ど
の
よ
う
に
分
け
る
の
か
等
の
問
題
が
あ
る
（
こ
こ
で
も
上
下
分
離

か
、
一
体
か
の
問
題
が
あ
る
）。

水
道
事
業
を
民
間
化
す
る
場
合
、
経
営
の
合
理
化
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
水
は
必
需
品
で
あ
り
、
有
限
で
も
あ
る
た
め
に
、
紛
争

が
多
発
す
る
、
料
金
が
高
騰
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
独
占
化
の
危
険
も
あ
る
。
ま
た
安
全
衛
生
面
の
確
保
が
重
要
な
意
義

を
持
つ
商
品
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
公
共
性
の
た
め
に
公
的
規
制
が
強
く
要
請
さ
れ
、
民
間
化
、
自
由
化
す
る
場
合
に
は
多
大
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な
懸
念
が
生
じ
る
。
実
際
に
民
営
化
を
実
施
し
て
い
る
国
に
お
い
て
も
再
公
営
化
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

水
道
の
民
間
化
を
考
察
す
る
場
合
、
通
信
事
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
（
規
制
産
業
）
と
の
比
較
が
問
題
と
な
る
。
電
力
、
ガ
ス
に
お
い

て
は
民
間
事
業
者
主
体
で
あ
る
が
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
場
合
も
あ
る
。
石
油
は
段
階
的
に
規
制
緩
和
さ
れ
る
。
一
九
九
七
年
六

月
、「
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
の
確
保
の
た
め
の
五
つ
の
基
本
原
則
」（
ａ
．
新
規
参
入
・
退
出
の
自
由
、
ｂ
．
取
引
先
選
択
の
自
由
、
ｃ
．

取
引
条
件
の
明
確
化
・
適
正
化
、
ｄ
．
公
正
競
争
の
確
保
、
ｅ
．
自
己
責
任
の
徹
底
）
を
経
て
、
石
油
業
法
廃
止
に
よ
っ
て
自
由
化
が
な

さ
れ
た
後
、
元
売
の
合
併
お
よ
び
関
連
す
る
精
製
会
社
等
の
統
合
に
よ
り
、
二
〇
一
七
年
七
月
現
在
、
我
が
国
の
石
油
精
製
・
元
売
は
、

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
、
出
光
・
昭
和
シ
ェ
ル
グ
ル
ー
プ
、
コ
ス
モ
、
太
陽
石
油
の
四
グ
ル
ー
プ
に
集
約
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
独
占
性
の
問
題
は
大

き
い
が
、
公
的
関
与
も
少
な
く
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
（
石
油
製
品
需
要
は
減
少
し
て
い
る（

（9
（

）。

（
５
）
電
力

電
力
事
業
は
電
気
事
業
法
の
規
制
の
下
に
あ
り
、
民
間
主
導
の
業
界
で
あ
る
と
し
て
も
、
公
的
規
制
が
強
く
、
規
制
産
業
で
あ
り
、
自

然
独
占
で
あ
る
た
め
に
、
公
的
主
導
に
よ
る
自
由
化
が
な
さ
れ
る
（
規
制
緩
和
）。
こ
の
下
で
民
間
参
入
化
に
よ
る
責
任
問
題
が
公
的
規
制

の
位
置
づ
け
と
共
に
生
じ
る
。

「
電
力
産
業
は
、
発
電
、
送
電
お
よ
び
配
電
の
三
つ
の
部
門
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
産
業
で
あ
る
。
発
電
は
、
水
力
、
火
力
（
石
炭
、
石

油
、
天
然
ガ
ス
）、
原
子
力
お
よ
び
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
熱
、
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
等
）
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
こ
れ
を
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
部
門
で
あ
る
。
送
電
は
、
発
電
所
か
ら
電
気
の
需
要
地
ま
で
電
気
を
高
圧
で
輸
送
す
る
部
門
で
あ
る
。
配
電
は
、

高
圧
電
気
を
中
圧
・
低
圧
電
気
に
変
電
し
て
、
需
要
家
に
配
給
す
る
部
門
で
あ
る
」。
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日
本
で
は
「
九
地
域
に
分
け
て
各
地
域
に
一
社
の
民
営
の
発
電
・
送
電
・
配
電
統
合
企
業
が
創
設
さ
れ
、
各
社
が
地
域
独
占
供
給
権
を

持
つ
『
九
電
力
体
制
』」
が
行
わ
れ
た
（
現
在
は
沖
縄
電
力
を
併
せ
て
一
〇
社
）
―
一
般
電
気
事
業
者
。
発
電
部
門
で
は
九
電
力
会
社
（
約

八
五
％
）
以
外
に
「
公
営
、
私
営
の
発
電
企
業
が
存
在
し
、
そ
の
電
気
を
電
力
会
社
に
卸
売
販
売
し
て
い
る
」（
卸
電
気
事
業
者
―
電
源
開

発
（
電
源
開
発
促
進
法
）、
日
本
原
子
力
発
電
、
共
同
火
力
発
電
会
社
、
公
営
電
気
事
業
者
）。
電
力
相
互
融
通
制
度
も
あ
る
。
自
家
発
電

企
業
も
あ
る
。
電
力
会
社
は
卸
電
気
事
業
者
か
ら
購
入
し
、
自
社
発
電
分
と
併
せ
て
小
売
販
売
す
る（

（9
（

。

電
力
に
つ
い
て
は
伝
統
的
に
上
下
一
体
方
式
に
よ
る
九
電
力
の
独
占
体
制
が
取
ら
れ
、
そ
の
他
の
発
電
企
業
（
卸
電
気
事
業
者
）
も
そ

の
体
制
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

旧
電
気
事
業
法
を
引
き
継
い
だ
一
九
六
四
年
電
気
事
業
法
は
、
使
用
者
の
利
益
保
護
、
電
気
事
業
の
健
全
な
発
展
、
保
安
の
確
保
、
公

害
の
防
止
を
目
的
と
す
る
。
許
可
を
受
け
た
電
気
事
業
者
は
需
要
者
に
供
給
義
務
を
負
い
、
許
可
を
受
け
て
電
気
料
金
（
公
正
報
酬
の
下

で
の
原
価
主
義
）
等
に
つ
い
て
の
供
給
規
定
を
定
め
（
電
気
供
給
約
款
、
電
気
供
給
条
件
）、
事
業
監
督
・
業
務
規
制
・
保
安
規
制
に
服

し
、
公
益
事
業
特
権
を
有
す
る（

（9
（

。
異
常
渇
水
等
に
よ
り
電
気
の
需
給
上
や
む
を
え
な
い
場
合
、
当
社
の
電
気
工
作
物
に
故
障
が
生
じ
、
ま

た
は
故
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
当
社
の
電
気
工
作
物
の
修
繕
、
変
更
そ
の
他
の
工
事
上
や
む
を
え
な
い
場
合
、
非
常
変
災
の

場
合
、
そ
の
他
保
安
上
必
要
が
あ
る
場
合
に
よ
っ
て
電
気
の
供
給
を
中
止
・
制
限
し
た
場
合
、
損
害
賠
償
責
責
任
を
負
わ
な
い
旨
の
約
定

が
あ
る
（
そ
の
他
顧
客
に
原
因
の
あ
る
供
給
停
止（

（9
（

）。

従
来
の
体
制
に
対
し
て
新
規
参
入
す
る
者
は
な
か
っ
た
（
自
然
独
占（

（9
（

）。
そ
の
後
、
市
場
の
活
性
化
の
た
め
の
規
制
緩
和
が
必
要
と
さ

れ
、
一
九
九
五
年
に
卸
発
電
市
場
の
自
由
化
、
特
定
電
気
事
業
の
創
設
等
を
規
定
す
る
電
気
事
業
法
改
正
が
な
さ
れ
た（

（9
（

。
二
〇
〇
〇
年
に

は
大
口
需
要
者
へ
の
電
力
小
売
の
自
由
化
を
規
定
す
る
改
正
が
な
さ
れ
た
。
小
売
り
自
由
化
は
徐
々
に
範
囲
を
拡
大
し
、
二
〇
一
二
年
「
電
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力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
基
本
方
針
」
が
小
売
全
面
自
由
化
、
卸
電
力
市
場
活
性
化
、
送
配
電
部
門
の
広
域
性
・
中
立
性
の
確
保
（
送
配
電
部

門
の
法
的
分
離
）
等
が
提
言
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
に
小
売
自
由
化
が
行
わ
れ
、
二
〇
二
〇
年
に
発
送
電
分
離
が
決
定
さ
れ
た（

（9
（

。

原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
八
年
日
本
原
子
力
発
電
の
東
海
発
電
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
九
電
力
が
設
置
し
、
現
在
、
三
六

基
中
九
基
が
再
稼
働
中
で
あ
る
。

地
域
独
占
に
対
す
る
競
争
の
導
入
が
意
図
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
発
送
配
電
の
分
離
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
発
電
、
送
電
、
配
電
の
そ

れ
ぞ
れ
を
別
会
社
の
競
争
に
委
ね
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
新
た
な
責
任
問
題
が
生
じ
る
。

こ
の
点
は
国
が
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
事
業
を
民
間
化
す
る
場
合
に
上
下
一
体
方
式
で
行
う
の
か
、
上
下
分
離
方
式
で
行
う
の
か
の

議
論
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
は
一
体
化
で
行
い
、
高
速
道
路
、
空
港
は
分
離
方
式
で
行
っ
た
の
で
あ
る
が
（
異
な
る
意
味
を
持
つ
も
の
も
あ
る
）、

電
力
事
業
の
規
制
緩
和
に
お
い
て
も
一
体
化
は
従
来
の
九
電
力
体
制
で
あ
り
、
新
た
に
分
離
方
式
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
競
争

が
も
た
ら
さ
れ
る
が
、
安
全
性
の
疑
念
が
生
じ
、
事
後
責
任
と
競
争
を
経
て
適
切
な
事
業
者
の
残
存
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

二
〇
一
三
年
四
月
「
電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
改
革
方
針
」
に
お
い
て
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
改
革
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
一
は
、
需
給
の
ひ
っ
迫
や
出
力
変
動
の
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、
二
〇
一
五
年
を
目
途
に
「
広
域

的
運
営
推
進
機
関
」
を
設
立
し
、
広
域
系
統
運
用
の
拡
大
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
区
域
（
エ
リ
ア
）
概
念
を
越
え

た
全
国
規
模
で
の
需
給
調
整
機
能
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
第
二
は
、
家
庭
部
門
を
含
め
た
全
て
の
需
要
家
が
電
力
供
給
者
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
二
〇
一
六
年
を
目
途
に
小
売
の
全
面
自
由
化
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
需
要
家
が
適
切
に
電
力
会
社

や
料
金
メ
ニ
ュ
ー
、
電
源
別
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
国
や
事
業
者
等
が
適
切
な
情
報
提
供
や
広
報
を
積
極
的
に
行
い
、
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
導
入
な
ど
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
で
、
自
由
な
競
争
を
促
す
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
般
電
気
事
業
者
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の
料
金
規
制
は
、
実
際
に
競
争
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
ま
で
の
間
、
経
過
措
置
と
し
て
継
続
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
料

金
規
制
撤
廃
後
も
、
需
要
家
保
護
の
た
め
、
最
終
的
な
供
給
保
証
を
送
配
電
事
業
者
が
行
う
等
の
措
置
を
講
じ
、
さ
ら
に
、
小
売
の
全
面

自
由
化
と
併
せ
、
発
電
の
全
面
自
由
化
等
を
行
う
と
し
て
い
る
。
第
三
は
、
発
電
事
業
者
や
小
売
電
気
事
業
者
が
公
平
に
送
配
電
網
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
二
〇
一
八
年
～
二
〇
二
〇
年
を
目
途
に
送
配
電
部
門
の
中
立
性
の
一
層
の
確
保
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

一
般
事
業
者
の
送
配
電
部
門
を
別
会
社
と
す
る
が
会
社
間
で
資
本
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
い
方
式
（「
法
的
分
離
」）
を
実
施

す
る
前
提
で
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
送
配
電
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地
域
独
占
と
し
、
総
括
原
価
方

式
な
ど
の
料
金
規
制
に
よ
り
送
配
電
線
等
に
係
る
投
資
回
収
を
制
度
的
に
保
証
す
る
予
定
で
あ
る（

（10
（

。

電
力
部
門
の
規
制
緩
和
、
自
由
化
に
よ
り
、
垂
直
的
統
合
が
分
離
す
る
可
能
性
が
生
じ
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
責
任
の
あ
り
方
が
問
題

と
な
る
。
あ
く
ま
で
も
基
本
事
業
者
を
ベ
ー
ス
に
し
た
分
離
と
す
る
か
完
全
分
離
と
す
る
か
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
法
も
あ
り
、
政
府
提

言
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
的
関
与
の
大
き
い
分
野
で
あ
り
、
行
政
の
監
督
責
任
等
も
問
題
と
な
る
。
発
電
体
制
と
し
て
原
子
力
発
電
を

主
力
と
す
る
体
制
で
あ
れ
ば
、
現
状
に
変
化
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
公
的
関
与
と
癒
着
の
問
題
が
重
要
と
な
る
。

民
間
化
関
連
判
決
と
し
て
、
津
地
判
平
成
二
七
年
三
月
一
九
日
Ｌ
Ｌ
Ｉ
／
Ｄ
Ｂ
は
、
ご
み
固
形
燃
料
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
発
電
所
（
県
が
企
業

庁
に
事
業
経
営
を
さ
せ
、
同
庁
が
被
告
に
設
計
施
工
及
び
管
理
運
営
を
発
注
）
の
貯
蔵
槽
内
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
が
発
熱
・
発
火
し
た
第
一
次
・
第

二
次
火
災
事
故
の
発
生
と
損
害
に
関
し
、
事
業
主
体
の
県
と
、
運
営
管
理
を
受
託
し
た
富
士
電
機
と
が
、
事
故
処
理
費
合
計
約
五
四
億
円

の
負
担
を
求
め
て
互
い
を
訴
え
た
訴
訟
で
あ
る
。「
県
側
は
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
の
整
備
事
業
計
画
で
、『［
富
士
電
機
が
裁
量
と
責
任
で
設
計
す
る
］

と
規
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
防
災
や
臭
気
、
換
気
、
防
湿
の
対
策
に
不
備
が
あ
っ
た
』
と
主
張
。
温
度
の
異
常
上
昇
な
ど
に
対

す
る
適
切
な
処
理
を
怠
っ
た
点
や
、
発
熱
発
火
の
原
因
と
も
言
わ
れ
る
Ｒ
Ｄ
Ｆ
の
保
管
が
不
適
切
だ
っ
た
点
な
ど
を
指
摘
し
、
約
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二
二
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
支
払
い
を
求
め
た
」。「
企
業
側
は
、『
県
が
Ｒ
Ｄ
Ｆ
発
電
所
に
関
す
る
設
計
・
施
工
契
約
と
運
転
維
持
管
理
契
約

を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
事
故
を
招
い
た
』
と
主
張
し
、
爆
発
直
前
の
火
災
を
『
予
見
不
可
能
だ
っ
た
』
と
す
る
一
方
、
爆
発
に
つ
い
て

は
『
火
事
以
降
の
原
因
究
明
や
安
全
対
策
が
十
分
で
な
か
っ
た
』
と
認
め
、
県
と
の
応
分
を
合
わ
せ
た
約
三
一
億
四
〇
〇
〇
万
円
の
支
払

い
を
求
め
て
い
た
」。
判
決
理
由
で
は
、「
企
業
側
の
過
失
と
し
て
、
貯
蔵
槽
設
備
の
不
備
に
つ
い
て
の
調
査
や
施
設
の
改
造
等
が
不
十
分

だ
っ
た
点
、
再
発
防
止
策
が
実
効
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
再
発
防
止
策
が
順
守
さ
れ
て
な
か
っ
た
点
、
外
部
倉
庫
に
長
期
保
管
さ

れ
て
い
た
Ｒ
Ｄ
Ｆ
を
貯
蔵
槽
に
投
入
し
た
点
、
貯
蔵
槽
内
の
異
常
発
生
措
置
が
遅
れ
た
点
」
が
指
摘
さ
れ
た
。「
県
側
の
過
失
と
し
て
、
Ｒ

Ｄ
Ｆ
の
保
管
機
能
が
不
十
分
な
保
管
設
備
の
設
置
、
企
業
か
ら
の
消
防
署
へ
の
出
動
要
請
の
拒
否
、
外
部
か
ら
見
学
時
に
企
業
に
消
火
活

動
を
さ
せ
な
か
っ
た
点
な
ど
に
つ
い
て
、
企
業
庁
の
注
意
・
保
護
義
務
違
反
な
ど
の
過
失
が
あ
っ
た
と
し
」、
基
本
的
過
失
割
合
を
第
一
次

事
故
・
被
告
五
五
％
、
原
告
四
五
％
、
第
二
次
・
被
告
八
五
％
、
原
告
一
五
％
と
し
た（

（10
（

。

原
子
力
発
電
は
、
電
力
会
社
が
行
政
を
利
用
し
進
め
て
い
っ
た
た
め
に
国
と
の
関
係
、
国
の
責
任
が
問
題
な
る
（
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
、
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
基
盤
整
備
支
援
事
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
・
転
換
理
解
促
進
事
業
費
補
助
金
、
自
治
体

は
税
収
増
加（

（10
（

）。
原
発
裁
判
は
事
業
者
運
営
に
対
す
る
国
の
責
任
と
い
う
点
で
民
間
化
に
お
け
る
公
的
責
任
問
題
と
関
連
す
る
。

福
島
第
一
原
発
は
、
昭
和
三
八
年
東
京
電
力
が
、
当
地
区
を
建
設
予
定
地
に
内
定
し
、
福
島
県
知
事
に
対
し
用
地
買
収
斡
旋
の
正
式
依

頼
が
あ
り
、
福
島
県
開
発
公
社
が
買
収
実
施
し
、
地
権
者
か
ら
承
諾
を
と
り
、
昭
和
四
〇
年
に
東
京
電
力
に
引
き
渡
す
。
昭
和
四
一
年
、

設
置
申
請
し
、
昭
和
四
一
年
設
置
許
可
が
降
り
、
四
二
年
九
月
、
建
設
工
事
に
着
手
、
四
六
年
三
月
完
成
し
営
業
運
転
を
開
始
し
た
（
そ

の
後
増
設
さ
れ
て
い
く（

（10
（

）。

原
子
力
損
害
賠
償
法
は
、
事
業
者
の
無
限
定
無
過
失
責
任
（
慰
謝
料
は
身
体
障
害
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
と
解
さ
れ
る
）
と
し
（
異
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常
に
巨
大
な
天
災
地
変
又
は
社
会
的
動
乱
に
よ
る
免
責
あ
り
）、
事
業
者
以
外
の
責
任
を
免
ず
る
。
事
業
者
へ
の
責
任
集
中
に
よ
り
（
無
過

失
責
任
）、
被
害
者
は
原
子
力
損
害
に
よ
る
賠
償
の
請
求
先
を
容
易
に
認
識
で
き
、
損
害
賠
償
措
置
に
よ
り
、
事
業
者
は
国
と
の
補
償
契
約

に
よ
り
支
払
わ
れ
る
一
事
業
所
あ
た
り
最
大
一
二
〇
〇
億
円
の
補
償
金
を
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
損

害
賠
償
措
置
を
超
え
る
賠
償
額
が
生
じ
た
場
合
、
国
か
ら
の
援
助
に
よ
る
経
営
の
安
定
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
事
故
後
に
生
じ
た
必
要
な

事
業
資
金
に
つ
い
て
は
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
原
発
事
故
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
地
震
に
よ
る
津
波
に
起
因
す
る
今
回
の
原
子
力
事
故
が
原
賠
法
の
免
責
規
定
に
該
当
す

る
の
か
、
免
責
の
場
合
の
国
に
よ
る
被
災
者
へ
の
救
済
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
議
論
が
あ
り
、
一
二
〇
〇
億
円
の
賠
償
措
置
は
一
定
程
度

に
は
機
能
し
た
が
、
今
回
の
よ
う
な
過
酷
事
故
に
よ
る
大
規
模
な
原
子
力
災
害
に
は
有
効
と
言
い
難
く
、
事
故
後
に
急
遽
制
定
さ
れ
た
原

子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
に
よ
り
当
面
の
原
子
力
事
業
者
に
対
す
る
資
金
援
助
等
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
（
我
が
国
で
は
事
業
者
の
賠

償
責
任
は
無
限
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
賠
償
措
置
額
を
は
る
か
に
超
え
た
賠
償
負
担
は
事
業
者
の
資
力
を
大
き
く
超
過
す
る
こ
と
と
な
っ

た
）、
原
賠
制
度
に
基
づ
き
原
子
力
事
業
者
が
一
義
的
に
責
任
を
負
う
と
す
る
一
方
で
、
当
初
よ
り
国
策
と
し
て
原
子
力
発
電
を
推
進
し
、

許
認
可
に
密
接
に
関
与
し
て
き
た
国
家
の
責
任
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
議
論
さ
れ
た（

（10
（

。
二
〇
一
一
年
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
に
対

し
て
、「
東
電
は
、
か
た
ち
の
う
え
で
は
補
償
責
任
を
負
い
、
被
害
者
へ
の
支
払
い
を
行
う
」
が
、「
そ
の
原
資
は
、
機
構
を
通
じ
て
国
が

出
」
し
、
東
電
が
電
気
料
金
か
ら
返
納
す
る
。
税
金
か
電
気
料
金
か
の
違
い
は
あ
れ
、
利
用
者
に
負
担
が
添
加
さ
れ
る
。「
東
電
は
一
見
。

責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
株
主
、
債
権
者
は
応
分
の
負
担
を
免
れ
て
い
る
。
そ
し
て
政
府
は
、
支
援
機
構
法
に
よ
っ
て
『
延

命
』
さ
れ
た
東
電
の
背
後
に
隠
れ
、
資
金
援
助
を
す
る
の
み
で
、
前
面
に
立
っ
て
責
任
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る（

（10
（

。

原
賠
法
で
は
、
原
子
力
事
業
者
に
対
し
て
責
任
を
集
中
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
り
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
責
任
が
免
除
さ
れ
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る
か
ど
う
か
と
の
議
論
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
責
任
集
中
の
射
程
の
問
題
と
も
な
る
が
、
上
述
の
と
お
り
、
原
子
力
事
業
者
へ
の
責
任
集
中

の
根
拠
が
、
被
害
者
に
よ
る
賠
償
請
求
先
の
特
定
の
容
易
化
と
関
連
事
業
者
に
よ
る
資
機
材
の
安
定
供
給
等
に
あ
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

国
又
は
地
方
公
共
団
体
ま
で
免
責
と
す
る
趣
旨
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る（

（10
（

。

前
橋
地
判
平
成
二
九
年
三
月
一
七
日
判
時
二
三
三
九
号
一
四
頁
は
、「
福
島
原
発
事
故
に
よ
り
県
外
に
避
難
し
た
原
告
ら
（
一
三
七
名
）

が
、
被
告
電
力
会
社
（
相
被
告
）
は
本
件
地
震
に
よ
る
津
波
は
予
見
で
き
た
と
し
、
被
告
国
（
被
告
）
は
相
被
告
に
対
す
る
規
制
権
限
を

行
使
し
な
か
っ
た
な
ど
と
し
て
、
平
穏
生
活
権
を
侵
害
さ
れ
た
と
し
て
、
被
告
ら
に
対
し
、
損
害
賠
償
（
一
人
当
た
り
一
一
〇
〇
万
円
）

を
求
め
た
事
案
で
あ
り
、「
被
告
ら
は
、
本
件
原
発
の
敷
地
地
盤
面
を
優
に
超
え
非
常
用
配
電
盤
を
被
水
さ
せ
る
具
体
的
危
険
性
を
有
す
る

津
波
の
到
来
を
予
見
で
き
た
と
し
、
相
被
告
は
、
経
済
的
合
理
性
を
安
全
性
に
優
先
さ
せ
た
と
評
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
対
応
を
と
り
、

電
源
車
の
高
台
配
備
等
の
暫
定
的
な
対
策
さ
え
実
施
し
な
か
っ
た
等
と
し
、
被
告
は
、
規
制
権
限
を
行
使
し
て
相
被
告
に
本
件
結
果
回
避

措
置
を
講
じ
さ
せ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
同
権
限
を
行
使
し
な
か
っ
た
違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
等
と
し
て
、
一
部
原
告
ら
の
請
求
を
一
部
認
容

し
、
そ
の
余
の
原
告
ら
の
請
求
を
棄
却
し
た
」。

京
都
地
判
平
成
三
〇
年
三
月
一
五
日
判
時
二
三
七
五
・
二
三
七
六
合
併
号
一
四
頁
（
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃

木
県
及
び
千
葉
県
か
ら
避
難
し
た
者
ら
の
電
力
会
社
に
対
す
る
原
子
力
損
害
賠
償
法
三
条
一
項
、
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請

求
と
国
に
対
す
る
国
家
賠
償
法
一
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求（

（10
（

）
は
、
電
力
会
社
に
対
す
る
原
子
力
損
害
賠
償
法
三
条
一
項
に
基
づ
く
損

害
賠
償
請
求
を
認
め
る
が
、
慰
謝
料
増
額
に
値
す
る
重
過
失
は
な
い
と
し
て
七
〇
九
条
責
任
を
否
定
し
（
予
見
可
能
性
、
結
果
回
避
義
務

違
反
は
認
め
る
）、
電
気
事
業
法
又
は
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
規
制
権
限
を
行
使
し
な

か
っ
た
こ
と
が
国
家
賠
償
法
上
違
法
で
あ
り
、
国
の
責
任
を
認
め
る
。
そ
し
て
、
自
主
的
避
難
に
つ
い
て
、
居
住
区
域
に
よ
っ
て
判
断
基
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準
や
考
慮
要
素
を
設
定
し
、
避
難
時
期
、
福
島
第
一
原
発
と
の
距
離
、
周
囲
の
住
民
の
避
難
状
況
、
避
難
者
自
身
が
放
射
線
の
影
響
を
懸

念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か
等
を
踏
ま
え
て
、
個
別
具
体
的
に
避
難
の
相
当
性
を
判
断
し
、
避
難
後
一
定
期

間
内
（
お
お
む
ね
二
年
間
）
に
生
じ
た
損
害
は
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
と
す
る
。

（
６
）
ガ
ス

ガ
ス
事
業
は
ガ
ス
事
業
法
の
規
制
の
下
に
あ
り
、
民
間
主
導
の
業
界
で
あ
る
と
し
て
も
、
公
的
規
制
が
強
く
、
規
制
産
業
で
あ
り
、
自

然
独
占
で
あ
る
た
め
に
、
公
的
主
導
に
よ
る
自
由
化
が
な
さ
れ
る
（
規
制
緩
和
）。
こ
の
下
で
民
間
参
入
化
に
よ
る
責
任
問
題
が
公
的
規
制

の
位
置
づ
け
と
共
に
生
じ
る
。
ま
た
、
電
力
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
競
合
に
お
い
て
劣
位
に
あ
る
問
題
も
あ
る
。

ガ
ス
事
業
は
、
一
般
ガ
ス
事
業
（
六
五
％
）、
簡
易
ガ
ス
事
業
（
一
％
弱
）、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
（
三
四
％
強
）
と
あ
り
、「
一
般
ガ
ス

事
業
は
、
ガ
ス
事
業
法
に
基
づ
く
許
可
を
受
け
た
一
般
ガ
ス
事
業
者
が
供
給
区
域
を
設
定
し
、
そ
の
供
給
区
域
内
の
利
用
者
に
対
し
導
管

に
よ
り
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
で
あ
り
、
都
市
部
を
中
心
に
、
規
模
の
経
済
性
を
活
か
し
、
一
定
規
模
の
効
率
的
な
導
管
網
を
敷
設
す
る

こ
と
に
よ
り
発
達
し
て
き
た
。」「
導
管
等
に
係
る
設
備
投
資
コ
ス
ト
が
大
き
く
、
規
模
の
経
済
性
が
働
く
こ
と
を
主
な
要
因
と
し
て
自
然

独
占
性
を
有
し
て
い
る
た
め
、
一
般
ガ
ス
事
業
者
に
は
そ
の
供
給
区
域
で
の
独
占
供
給
を
認
め
る
と
と
も
に
、
独
占
に
伴
う
弊
害
か
ら
利

用
者
を
保
護
す
る
た
め
、
料
金
そ
の
他
の
供
給
条
件
に
つ
い
て
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
（
同
法
第
一
七
条
）
な
ど
の
規
制
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
ガ
ス
の
供
給
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
義
務
（
同
法
第
一
六
条
）
も
課
せ
ら
れ
て
い
る（

（10
（

。」

一
九
六
九
年
以
降
液
化
天
然
ガ
ス
が
主
流
と
な
る
。

「
天
然
ガ
ス
の
九
七
％
を
占
め
る
輸
入
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
一
次
受
入
基
地
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
後
、
気
化
器
に
お
い
て
気
化
さ
れ
、
都
市



39

公共サービスの民間化と公的責任の私的責任への移行（二・完）

ガ
ス
用
と
し
て
熱
量
調
整
・
付
臭
が
施
さ
れ
た
上
で
、
導
管
に
よ
り
需
要
地
に
輸
送
さ
れ
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
か
ら
遠
方
の
需
要
地
に
は
、

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
や
内
航
船
、
鉄
道
貨
車
で
輸
送
し
、
現
地
基
地
（
サ
テ
ラ
イ
ト
基
地
）
で
気
化
・
供
給
す
る
場
合
も
あ
る
。」

「
一
般
ガ
ス
事
業
者
の
数
は
、
全
国
で
二
〇
九
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
現
在
）
あ
り
、
そ
の
う
ち
公
営
事
業
者
が
二
八
（
約
一
三
％
）
で

あ
る
。
戦
後
七
五
で
あ
っ
た
事
業
者
数
は
、
人
口
増
加
と
都
市
化
に
伴
い
、
一
九
五
五
年
頃
か
ら
急
速
に
増
加
し
て
一
〇
〇
を
超
え
、

一
九
七
六
年
に
最
も
多
く
な
り
二
五
五
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
主
に
市
町
村
合
併
に
よ
る
公
営
事
業
の
統
合
・
譲
渡
が
あ
っ
た
た
め
に
減

少
し
て
い
る
。
一
方
、
需
要
家
数
は
、
天
然
ガ
ス
の
導
入
に
よ
り
高
圧
導
管
で
よ
り
大
規
模
か
つ
効
率
的
な
供
給
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
八
〇
年
の
約
一
、七
〇
〇
万
件
か
ら
二
〇
一
二
年
で
約
二
、九
〇
〇
万
件
に
増
加
し
て
い
る
。」

「
東
京
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
、
東
邦
ガ
ス
の
三
社
は
、
供
給
区
域
内
や
そ
の
周
辺
に
複
数
の
大
規
模
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
一
次
受
入
基
地
一
を
保
有

し
、
三
社
合
計
で
一
三
万
㎞
を
超
え
る
導
管
網
を
通
じ
て
、
二
、〇
〇
〇
万
件
以
上
の
需
要
家
に
ガ
ス
の
小
売
り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

周
辺
の
一
般
ガ
ス
事
業
者
な
ど
に
相
当
規
模
の
ガ
ス
の
卸
売
り
も
行
っ
て
い
る
。」

「
北
海
道
ガ
ス
、
仙
台
市
ガ
ス
、
静
岡
ガ
ス
、
広
島
ガ
ス
、
西
部
ガ
ス
及
び
日
本
ガ
ス
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
一
次
受
入
基
地
を
保
有
し
、
主
に
そ

れ
に
つ
な
が
る
導
管
網
を
通
じ
て
ガ
ス
の
小
売
り
及
び
卸
売
り
を
行
う
点
で
、
①
の
大
手
三
社
と
同
様
で
あ
る
が
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
一
次
受
入
基

地
が
一
又
は
二
カ
所
に
限
ら
れ
、
保
有
す
る
導
管
網
の
規
模
や
販
売
量
等
で
大
手
三
社
と
差
が
あ
る
。
こ
れ
ら
六
事
業
者
で
一
般
ガ
ス
事

業
の
販
売
量
の
一
割
弱
を
占
め
る
。

ガ
ス
導
管
で
卸
を
受
け
る
業
者
は
、
上
記
の
「
事
業
者
と
導
管
が
つ
な
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
か
ら
導
管
を
通
じ
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ

気
化
ガ
ス
や
国
産
天
然
ガ
ス
の
卸
供
給
を
受
け
、
自
社
の
導
管
網
を
通
じ
て
ガ
ス
を
販
売
す
る
事
業
者
で
、
全
国
に
一
一
九
あ
る
（
う
ち

公
営
事
業
が
二
二
）。
需
要
家
の
密
度
が
高
い
こ
と
、
国
産
天
然
ガ
ス
が
近
隣
（
新
潟
県
、
千
葉
県
）
で
産
出
す
る
こ
と
を
背
景
に
、
七
五
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事
業
者
が
関
東
甲
信
越
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
事
業
規
模
を
見
れ
ば
、
従
業
員
数
、
導
管
網
の
規
模
及
び
販
売
量
で
②
と
同
様
の
規
模

を
有
す
る
事
業
者
か
ら
、
小
規
模
事
業
者
ま
で
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
者
で
一
般
ガ
ス
事
業
の
販
売
量
の
二
割
弱
を
占
め
る
。」

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
調
達
す
る
業
者
は
、「
供
給
区
域
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
受
入
基
地
や
そ
れ
と
つ
な
が
る
導
管
網
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
や
鉄
道
貨
車
に
よ
り
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
輸
送
し
て
調
達
し
、
現
地
で
気
化
し
て
自
社
の
導
管
を
通
じ
て
ガ
ス
を
販
売
す
る
事
業
者
で
、

八
一
あ
る
（
う
ち
公
営
事
業
者
が
五
）。
従
業
員
一
〇
〜
一
〇
〇
人
の
比
較
的
小
規
模
の
事
業
者
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
事
業
者
で
一
般
ガ
ス

事
業
の
販
売
量
の
二
％
弱
を
占
め
る
。」

以
上
の
よ
う
な
状
況
で
、「
ガ
ス
機
器
開
発
・
普
及
拡
大
や
新
た
な
用
途
開
発
等
の
市
場
拡
大
に
向
け
た
活
動
は
」、「
近
年
で
は
、
石
油

等
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
替
と
し
て
産
業
用
の
需
要
が
伸
び
た
こ
と
や
、
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
が
進
ん
だ
こ
と
等
に
よ

り
、
一
般
ガ
ス
事
業
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
利
用
は
こ
の
二
〇
年
で
約
三
倍
に
増
加
し
て
い
る
。」
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
も
あ
る
。

「
一
方
、
家
庭
に
お
け
る
厨
房
、
給
湯
等
の
従
来
型
の
ガ
ス
利
用
は
、
今
後
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
」。「
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
生
活

習
慣
の
変
化
に
よ
り
調
理
の
機
会
が
減
少
す
る
こ
と
、
高
効
率
機
器
の
普
及
に
よ
り
利
用
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
」。

「
一
九
八
〇
年
代
か
ら
提
案
さ
れ
始
め
た
オ
ー
ル
電
化
住
宅
は
、
オ
ー
ル
電
化
に
よ
り
電
気
料
金
が
割
引
さ
れ
る
こ
と
や
、
燃
焼
機
器
を

用
い
な
い
こ
と
、
ガ
ス
管
を
引
か
な
い
た
め
に
住
宅
の
建
設
費
用
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
等
の
利
点
か
ら
普
及
し
て
い
る
。
新
築
市
場
で
は

オ
ー
ル
電
化
率
が
三
〇
％
を
超
え
、
地
域
に
よ
っ
て
は
六
〇
％
を
超
え
て
い
る
。」

電
力
に
比
べ
て
利
用
方
法
の
便
宜
性
、
原
油
の
影
響
の
強
さ
な
ど
で
劣
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
電
力
の
補
完
と
し
て
も
、
災
害
に

対
す
る
強
さ
の
点
で
も
（
原
発
に
比
べ
て
）、
水
素
社
会
の
基
盤
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
も
有
用
で
あ
り
、
受
入
れ
基
地
の
合
理
化
・
第
三
者
利

用
、
導
管
整
備
（
延
伸
、
貯
蔵
機
能
の
活
用
）、
導
管
事
業
者
整
備
（
卸
供
給
事
業
に
関
す
る
規
制
の
廃
止
、
導
管
部
門
の
法
的
分
離
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（
二
〇
二
二
年
））、
託
送
制
度
の
導
入
と
見
直
し
（
同
時
同
量
制
度
）、
公
営
ガ
ス
事
業
者
の
民
間
化
、
小
売
全
面
自
由
化
（
二
〇
一
七
年
）

な
ど
が
図
ら
れ
て
い
る（

（10
（

。

ガ
ス
供
給
約
款
に
お
い
て
、
承
諾
義
務
、
供
給
義
務
、
施
設
保
安
義
務
を
規
定
し
、
災
害
・
感
染
症
等
の
不
可
抗
力
、
工
作
物
の
故
障
、

修
理
実
施
、
ガ
ス
漏
れ
の
恐
れ
、
そ
の
他
法
令
の
規
定
に
よ
る
供
給
制
限
・
中
止
の
場
合
、
ま
た
は
顧
客
原
因
に
よ
る
供
給
停
止
の
場
合

に
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
旨
規
定
す
る（

（11
（

。

電
力
に
比
べ
て
柔
軟
性
で
劣
る
も
の
の
既
存
の
施
設
の
合
理
的
な
利
用
を
目
指
し
て
、
自
由
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

所
有
と
利
用
の
分
離
に
よ
り
、
託
送
業
務
が
生
じ
、
導
管
所
有
者
と
は
別
に
卸
供
給
事
業
者
、
導
管
利
用
事
業
者
、
小
売
事
業
者
が
そ

れ
ぞ
れ
ば
ら
ば
ら
に
活
動
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
（
新
た
な
導
管
設
置
利
用
も
考
え
ら
れ
る
）、
新
規
参
入
業
者
と
し
て
は
そ
れ
ら
を

統
合
し
て
、
従
来
の
ガ
ス
事
業
者
と
対
抗
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
そ
う
す
る
と
対
抗
で
き
な
く
な
り
そ
う
で
あ
る
）。
所
有
と

利
用
の
分
離
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
業
者
を
区
別
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
導
管
貯
蔵
機
能
と
同
時
同
量
制
度
の
見
直
し
に
よ
る
柔
軟
な

導
管
利
用
と
貯
蔵
基
地
の
柔
軟
な
利
用
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
所
有
者
の
権
限
が
強
く
、
利
用
者
の
権
利
強
化
の
必
要
性

が
生
じ
る
と
共
に
安
全
性
問
題
が
生
じ
、
事
故
が
生
じ
た
場
合
で
も
安
全
問
題
に
対
応
可
能
な
業
者
の
選
別
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

電
力
自
由
化
、
ガ
ス
自
由
化
に
よ
り
、
双
方
の
顧
客
の
奪
い
合
い
が
生
じ
て
い
る
が
、
資
源
の
有
限
性
の
観
点
か
ら
は
ど
ち
ら
か
が
完

全
に
優
位
と
な
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

設
備
の
共
同
利
用
に
よ
る
責
任
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
る
。
最
判
平
成
二
年
一
一
月
六
日
裁
判
集
民
事
一
六
一
号
九
一
頁
は
以
下
の
よ

う
に
判
示
す
る
。「（
一
）
本
件
ガ
ス
消
費
設
備
は
、
本
件
建
物
の
外
壁
に
沿
っ
て
集
合
装
置
を
取
り
付
け
、
こ
こ
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
設
置

し
、
ボ
ン
ベ
の
バ
ル
ブ
か
ら
本
件
高
圧
ゴ
ム
ホ
ー
ス
で
導
管
に
、
導
管
で
ベ
ー
パ
ー
ラ
イ
ザ
ー
に
、
そ
れ
ぞ
れ
接
続
す
る
と
い
う
構
造
の
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も
の
で
あ
っ
て
、
一
体
と
し
て
そ
の
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
、（
二
）
導
管
は
、
下
端
を
地
中
に
埋
め
、
上
端
を
本
件
建
物
の
軒
下
に

固
定
し
た
鉄
製
パ
イ
プ
、
本
件
建
物
の
外
壁
及
び
本
件
建
物
に
隣
接
す
る
作
業
場
建
物
の
外
壁
に
そ
れ
ぞ
れ
金
具
で
固
定
さ
れ
て
い
た
、

（
三
）
ベ
ー
パ
ー
ラ
イ
ザ
ー
は
、
本
件
建
物
内
玄
関
前
に
打
た
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
に
置
か
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
に
ビ
ス
を
埋
め
込
ん

で
固
定
さ
れ
て
い
た
、（
四
）
本
件
高
圧
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
、
ね
じ
と
充
て
ん
剤
で
接
続
さ
れ
て
い
る
も
の
で
比
較
的
容
易
に
着
脱
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
一
年
か
ら
数
年
程
度
の
期
間
に
わ
た
り
導
管
と
の
接
合
を
同
一
に
し
た
ま
ま
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」。

「
本
件
ガ
ス
消
費
設
備
は
そ
れ
自
体
一
体
と
し
て
民
法
七
一
七
条
一
項
に
い
う
土
地
の
工
作
物
に
当
た
り
、
本
件
高
圧
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
そ
の

一
部
を
な
す
も
の
と
し
た
原
審
の
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
原
判
決
に
所
論
の
違
法
は
な
い
」。「
本
件
ガ
ス
消
費

設
備
は
、
上
告
人
（
供
給
者
）
が
所
有
す
る
も
の
で
被
上
告
人
会
社
（
利
用
者
）
に
無
償
で
貸
与
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
専
ら
上
告
人

が
そ
の
保
守
、
管
理
及
び
操
作
を
行
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
、
上
告
人
の
従
業
員
は
ガ
ス
ボ
ン
ベ
取
替
え
の
た
め
定
期
的
に
集
合
装
置
の
設

備
し
て
あ
る
場
所
に
出
入
り
し
、
被
上
告
人
ら
も
こ
の
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
許
諾
し
」、「
上
告
人
は
、
保
守
、
管
理
及
び
操
作
に
関
し
て

は
本
件
ガ
ス
消
費
設
備
に
対
し
直
接
的
、
具
体
的
な
支
配
を
及
ぼ
し
て
い
た
か
ら
、
民
法
七
一
七
条
一
項
に
規
定
す
る
占
有
者
に
当
た
る

と
し
た
」
原
審
を
是
認
し
た
。

仙
台
高
判
平
成
三
〇
年
六
月
七
日
判
時
二
四
二
一
号
二
六
頁
は
、「
控
訴
人
が
、
営
業
し
て
い
た
百
貨
店
の
地
下
一
階
で
発
生
し
た
爆
発

事
故
に
関
し
（
被
控
訴
人
が
都
市
ガ
ス
を
供
給
す
る
地
中
埋
設
管
か
ら
ガ
ス
が
漏
え
い
し
て
い
る
）、
ガ
ス
会
社
の
被
控
訴
人
に
対
し
、
①

都
市
ガ
ス
供
給
契
約
上
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
き
、
②
不
法
行
為
、
使
用
者
責
任
又
は
工
作
物
責
任
に
基
づ
き
、
選
択
的
に
損
害
賠
償
金

の
支
払
を
求
め
た
事
件
に
つ
き
」、
控
訴
審
は
、「
爆
発
の
原
因
に
つ
き
、
継
手
部
を
含
む
地
中
埋
設
管
の
設
置
又
は
保
存
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
と
は
認
め
ら
れ
ず
（
通
常
の
地
震
で
は
想
定
で
き
な
い
ほ
ど
の
強
い
力
が
、
地
震
の
強
い
揺
れ
に
よ
っ
て
作
用
し
た
こ
と
に
よ
る
と
認
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め
ら
れ
、
継
手
部
を
含
む
地
中
埋
設
管
の
設
置
又
は
保
存
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。）、
被
控
訴
人
に
工
作
物
責
任
に
基
づ

く
損
害
賠
償
責
任
は
な
い
と
し
、
被
控
訴
人
が
ガ
ス
警
報
器
発
報
の
通
報
に
対
し
直
ち
に
適
切
な
処
置
を
す
べ
き
義
務
を
怠
り
、
点
検
担

当
者
の
指
導
、
教
育
を
怠
っ
て
い
た
と
も
認
め
ら
れ
ず
、
債
務
不
履
行
、
不
法
行
為
又
は
使
用
者
責
任
の
い
ず
れ
の
責
任
原
因
に
よ
っ
て

も
被
控
訴
人
に
損
害
賠
償
責
任
は
な
い
と
し
、
原
判
決
を
相
当
と
し
て
控
訴
を
棄
却
し
た
」。

（
７
）
通
信

電
電
公
社
は
「
全
国
に
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
効
率
的
に
建
設
す
る
目
的
で
」、「
一
九
五
二
年
に
発
足
し
て
、
国
に
よ
る
監
督
と
保
護

の
も
と
に
、
電
気
通
信
設
備
の
整
備
・
拡
充
に
従
事
し
て
き
た
」
公
法
人
（
特
殊
法
人
）
で
あ
り
、
主
要
構
成
員
で
あ
る
経
営
委
員
会
委

員
は
政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
予
算
は
国
会
の
議
決
を
経
て
、
決
算
は
国
会
の
審
査
を
経
て
。
料
金
も
国
会
の
議
決
を
経
る
料
金
法
定

制
度
で
あ
っ
た（

（11
（

。

一
九
八
五
年
三
月
ま
で
の
日
本
の
通
信
事
業
は
、
政
府
（
郵
政
省
）
に
よ
り
、
国
内
電
話
は
日
本
電
信
電
話
公
社
（
一
九
五
二
年
電
気

通
信
省
所
管
の
国
内
国
際
電
気
通
信
業
務
は
、
公
法
上
の
特
殊
法
人
と
し
設
立
さ
れ
た
日
本
電
信
電
話
公
社
）、
国
際
電
話
は
国
際
電
信
電

話
株
式
会
社
（
一
九
五
二
年
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
）
法
に
依
り
郵
政
省
管
轄
の
特
殊
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
国
際
電
信

電
話
株
式
会
社
）
が
そ
れ
ぞ
れ
郵
政
省
の
外
郭
団
体
と
し
て
独
占
す
る
形
で
事
業
を
営
ん
で
い
た（

（11
（

。

「
電
話
回
線
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
通
信
通
信
用
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
情
報
を
音
声
と
同
種
の
機
械
音
に
変
換
し
て
伝
送
す
る
こ
と
に
も
利
用
で
き

る
」（
デ
ー
タ
通
信（

（11
（

）。
一
九
七
一
年
デ
ー
タ
通
信
回
線
利
用
制
度
の
創
設
以
後
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
結
合
に
よ
る
新
た
な
通
信
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
徐
々
に
進
み
」、「
通
信
衛
星
と
い
っ
た
大
容
量
か
つ
経
済
的
な
通
信
メ
デ
ィ
ア
の
出
現
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術
の
進
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歩
な
ど
電
気
通
信
分
野
の
技
術
革
新
に
伴
い
」、「
高
度
化
・
多
様
化
す
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
来
る
べ
き
高
度
情
報
社
会
の
形
成
過
程
に
お
い
て
社
会
先
導
的
役
割
を
果
た
す
電
気
通
信
事
業
の
効
率
化
・
活
性
化
の
た

め
の
適
切
な
法
制
度
お
よ
び
事
業
主
体
の
再
編
・
改
革
が
必
要
」
と
な
っ
て
き
た（

（11
（

。

デ
ー
タ
通
信
分
野
で
の
柔
軟
性
の
欠
如
か
ら
、
電
電
公
社
の
機
構
改
革
が
企
図
さ
れ
（
行
財
政
改
革
の
推
進
に
伴
う
特
殊
法
人
の
整
理

合
理
化
に
お
い
て
も
）、
一
九
八
五
年
テ
レ
コ
ム
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
電
電
公
社
の
法
的
独
占
を
規
定
し
た
公
衆
電
気
通
信
法
が
廃
止
さ

れ
、
電
気
通
信
事
業
法
が
施
行
さ
れ
、
電
電
公
社
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
改
組
さ
れ
た
（
分
割
は
さ
れ
な
か
っ
た（

（11
（

）。
基
本
方
針
は
以
下
で
あ
る
。

「
一
．
電
気
通
信
分
野
に
お
け
る
今
後
の
需
要
動
向
、
技
術
進
歩
等
に
柔
軟
に
対
応
し
う
る
よ
う
、
全
分
野
へ
の
新
規
参
入
が
可
能
な
制
度

を
創
設
し
、
民
間
活
力
の
積
極
的
活
用
を
図
る
。
二
．
競
争
原
理
の
導
入
に
伴
い
、
Ｖ
Ａ
Ｎ
（
付
加
価
値
通
信
）
事
業
を
含
め
、
民
間
の

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
多
種
多
様
な
事
業
形
態
が
出
現
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
電
気
通
信
事
業
全
般
に
関
す
る
体
系
的
な

法
制
度
の
下
で
、
事
業
形
態
の
多
岐
性
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
。
三
．
国
民
生
活
に
必
需
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、

通
信
の
秘
密
及
び
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
、
非
常
・
災
害
時
の
重
要
通
信
の
確
保
等
、
電
気
通
信
事
業
の
公
共
性
に
基
づ
く
要
請
に
つ

い
て
は
、
競
争
原
理
が
有
効
に
機
能
す
る
な
か
で
達
成
さ
れ
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
。
四
．
民
間
の
創
意
工
夫
、
技
術
の
進
歩
が

電
気
通
信
の
発
展
に
最
大
限
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
最
も
公
共
性
の
高
い
事
業
分
野
に
つ
い
て
も
、
電
気
、
ガ
ス
、
交
通
そ
の
他
の
公
益
事

業
に
関
す
る
規
律
を
限
度
と
し
、
他
の
事
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
形
態
に
応
じ
て
規
制
は
必
要
小
限
に
と
ど
め
る
。
五
．

電
気
通
信
の
自
由
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
電
気
通
信
回
線
の
利
用
、
端
末
機
器
の
設
置
及
び
自
営
電
気
通
信
設
備
の
使
用
に
関
す
る

制
限
規
定
を
設
け
な
い（

（11
（

」。

電
気
通
信
事
業
法
に
よ
る
と
、
電
気
通
信
事
業
者
は
自
ら
通
信
回
線
設
備
を
保
有
す
る
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
、
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Ｎ
Ｃ
Ｃ
な
ど
）
と
回
線
設
備
を
借
用
し
て
付
加
価
値
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
第
二
種
電
気
通
信
事
業
者
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
・
付
加
価
値

通
信
網
提
供
会
社
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社
・
機
械
警
備
を
行
う
警
備
会
社
な
ど
）
に
大
別
さ
れ
る
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
は
特
別
法
に
よ
り

特
別
に
監
督
さ
れ
る
）。
郵
政
省
は
、
参
入
・
料
金
・
サ
ー
ビ
ス
規
制
等
第
一
種
電
気
通
信
事
業
全
体
に
実
質
的
に
関
与
す
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
法
を
伴
う
自
由
化
の
改
革
の
仕
組
み
は
航
空
、
鉄
道
と
同
様
と
さ
れ
る
。「
特
定
の
特
殊
法
人
（
特
殊
会
社
）
が
、

組
織
法
上
、
特
別
の
法
的
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
事
業
法
（
航
空
法
あ
る
い
は
鉄
道
事
業
法
）
に
よ
る
規
制
の
下
で
、
他
の
競
争
事
業
者

と
の
競
争
に
参
与
す
る
」
と
い
う
点
で
同
様
の
二
本
立
て
シ
ス
テ
ム
（
競
争
と
基
幹
）
で
あ
る
と
す
る
。「
一
般
に
、
従
来
の
『
公
益
事
業
』

の
標
識
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
『
法
的
独
占
』
と
『
公
衆
の
必
要
性
』
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
二
点
を
備
え
る
企
業
を
『
公
共
企
業
』

と
呼
ぶ
と
す
る
と
、
規
制
産
業
」「
に
は
、
一
方
で
は
、
法
律
上
完
全
な
独
占
を
付
与
す
る
『
純
粋
公
共
企
業
』
タ
イ
プ
と
、
他
方
で
、
事

業
法
上
、
複
数
の
競
争
的
私
企
業
を
同
列
に
置
い
て
規
制
す
る
『
競
争
的
私
企
業
』
タ
イ
プ
が
あ
る
」
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
タ
イ
プ

の
中
間
に
「
二
本
建
シ
ス
テ
ム
」（「
公
共
企
業
と
競
争
的
私
企
業
の
同
時
併
存
許
容
シ
ス
テ
ム
」）
が
あ
る
と
さ
れ
る（

（11
（

。

一
九
九
八
年
一
二
月
一
日
に
国
際
電
信
電
話
会
社
法
が
廃
止
さ
れ
、
特
殊
会
社
で
は
な
く
な
り
、
他
社
の
国
際
通
信
へ
の
参
入
も
自
由

と
な
っ
た（

（11
（

。
長
距
離
電
話
事
業
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｃ
Ｃ
（
第
二
電
電
、
日
本
テ
レ
コ
ム
、
日
本
高
速
通
信
）
の
競
争
が
始
ま
る
が
、

Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
市
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
存
す
る
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
市
内
回
線
を
利
用
し
な
け
れ
ば
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
長
距
離
回
線
を
利
用

で
き
な
い
）。
競
争
が
可
能
で
あ
る
の
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
市
内
料
金
の
低
水
準
が
市
外
料
金
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
と
長
距
離
伝
送
技
術
の
発
展

可
能
性
に
あ
っ
た（

（11
（

。

Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
日
に
第
二
電
電
（
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
京
セ
ラ
と
と
も
に
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
一
年
に
か
け
て
、
関
西

セ
ル
ラ
ー
電
話
、
東
北
セ
ル
ラ
ー
電
話
、
四
国
セ
ル
ラ
ー
電
話
な
ど
、
関
東
・
東
海
・
甲
信
以
外
で
Ｄ
Ｄ
Ｉ
セ
ル
ラ
ー
系
地
域
会
社
を
設
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立
し
（
そ
の
後
の
ａ
ｕ
）、
順
次
、
自
動
車
電
話
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た（

（12
（

）
を
存
続
会
社
と
し
Ｋ
Ｄ
Ｄ

と
日
本
移
動
通
信
（
Ｉ
Ｄ
Ｏ
、
一
九
八
七
年
に
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
・
東
京
電
力
・
中
部
電
力
を
中
心
に
設
立
さ
れ
、
関
東
・
東
海
・
甲
信

地
区
で
、
自
動
車
電
話
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た（

（12
（

）
を
合
併
、
株
式
会
社
デ
ィ
ー
デ
ィ
ー
ア
イ
（
後
に

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
）
が
発
足
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
お
い
て
は
携
帯
電
話
事
業
が
一
九
九
一
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
な
り
、
一
九
九
九
年
に
は
独
占
禁
止
法
の
改
正
に
よ
り
Ｎ
Ｔ

Ｔ
本
体
が
持
株
会
社
と
な
り
、
事
業
部
門
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
分
割
さ
れ
た
。

現
在
、
情
報
通
信
産
業
は
通
信
業
、
放
送
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
付
随
サ
ー
ビ
ス
業
、
映
像
・
音
声
・
文
字
情
報

制
作
業
、
情
報
通
信
関
連
製
造
業
、
情
報
通
信
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
情
報
通
信
関
連
建
設
業
、
研
究
の
九
業
種
で
あ
り
、
一
般
に
伝
送
イ

ン
フ
ラ
事
業
者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
系
グ
ル
ー
プ
、
電
力
事
業

者
系
グ
ル
ー
プ
、
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
）、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
、
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
、
通
信
端
末
事
業
者
に
分
か
れ
る
。

電
気
通
信
事
業
法
は
一
九
九
七
年
改
正
に
お
い
て
、
多
様
な
事
業
者
の
参
入
促
進
、
自
由
な
料
金
設
定
を
可
能
に
す
る
た
め
、
参
入
規

制
の
緩
和
と
し
て
、
需
給
調
整
条
項
の
廃
止
・
外
資
規
制
の
原
則
撤
廃
が
な
さ
れ
、
料
金
規
制
の
緩
和
と
し
て
、
料
金
の
認
可
制
か
ら
届

出
制
、
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
制
度
の
導
入
が
な
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
借
り
や
す
く
し
て
多
様
な
事
業
者
に
よ
る
自
由
な
事
業
展
開
を

促
進
す
る
た
め
、
固
定
系
へ
の
接
続
ル
ー
ル
の
導
入
と
し
て
、
接
続
約
款
の
認
可
制
の
導
入
、
接
続
会
計
の
導
入
、
ア
ン
バ
ン
ド
ル
の
義

務
化
が
な
さ
れ
る
。

一
九
九
八
年
「
高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
に
向
け
た
基
本
方
針
」
と
し
て
、
自
由
で
安
全
な
情
報
通
信
が
確
保
さ
れ
る
社
会
（
脆
弱
性

の
克
服
、
情
報
の
自
由
な
流
通
と
民
間
の
自
由
な
活
動
の
確
保
、
情
報
通
信
に
関
す
る
安
全
性
、
信
頼
性
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
、
国
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内
の
治
安
、
防
災
、
安
全
保
障
へ
の
配
慮
）
等
を
目
指
す
と
し
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
に
向
け
た
官
民
の
役
割
と
し
て
、「
①
民
間

部
門
の
役
割
（
新
た
な
情
報
通
信
関
連
技
術
の
活
用
に
伴
い
刻
々
と
変
化
す
る
市
場
の
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
捕
捉
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
機

動
的
な
提
供
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
の
顕
在
化
を
促
す
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
提
供
、
電
子
商
取
引
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
形
成
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成
）、
②
政
府
の
役
割
（
高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
に
当
た
り
、
民
間
部
門
の
自
由
な
取
組
み
の
た
め
の
、
諸
制
度
の
柔

軟
な
見
直
し
、
不
必
要
な
規
制
の
緩
和
、
公
正
有
効
競
争
条
件
の
整
備
、
基
礎
的
・
先
端
的
な
研
究
開
発
の
推
進
、
基
盤
整
備
に
対
す
る

公
的
支
援
等
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
犯
罪
等
不
正
行
為
へ
の
対
策
、
地
域
間
格
差
や
高
齢
、
身
体
の
障
害
等
に
起
因
す
る
個
人
間

の
格
差
の
是
正
、
政
府
の
情
報
化
の
推
進
、
情
報
通
信
関
連
調
達
の
改
善
等
、
各
省
庁
、
地
方
公
共
団
体
等
の
連
携
、
情
報
化
に
よ
る
行

政
事
務
の
効
率
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
）」
と
す
る（

（12
（

。

二
〇
〇
一
年
改
正
に
お
い
て
、
自
由
・
迅
速
な
事
業
展
開
の
促
進
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
の
た
め
、
約
款
規
制
の
緩
和
と
し
て
、

契
約
約
款
の
認
可
制
か
ら
届
出
制
、
接
続
協
定
の
認
可
制
か
ら
届
出
制
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
交
付
金
制
度
の
導
入
、
紛
争
処
理
制

度
の
導
入
が
な
さ
れ
、
移
動
系
へ
の
接
続
ル
ー
ル
の
導
入
と
し
て
、
接
続
約
款
の
届
出
制
、
禁
止
行
為
規
制
の
導
入
と
し
て
特
定
の
事
業

者
に
対
す
る
不
当
に
優
先
的
・
不
利
な
取
扱
い
の
禁
止
等
が
な
さ
れ
る
。
二
〇
〇
四
年
改
正
に
お
い
て
、
自
由
な
事
業
展
開
の
促
進
の
た

め
、
参
入
許
可
制
廃
止
と
し
て
、
許
可
制
か
ら
登
録
・
届
出
制
が
な
さ
れ
、
料
金
・
約
款
の
事
前
規
制
原
則
撤
廃
が
な
さ
れ
、
利
用
者
保

護
の
推
進
と
し
て
、
事
業
の
休
廃
止
の
周
知
義
務
化
、
提
供
条
件
の
説
明
義
務
、
苦
情
等
の
処
理
の
義
務
化
が
な
さ
れ
、
紛
争
処
理
機
能

の
拡
充
と
し
て
、
対
象
の
拡
大
（
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
の
紛
争
）、
安
全
・
信
頼
性
規
律
の
強
化
が
な
さ
れ
、
移
動
系
の
接
続

ル
ー
ル
の
強
化
と
し
て
、
接
続
会
計
の
導
入
、
固
定
系
の
公
正
競
争
ル
ー
ル
の
強
化
と
し
て
、
機
能
分
離
の
導
入
等
が
な
さ
れ
、
二
〇
一
六

年
改
正
に
お
い
て
、
利
用
者
保
護
ル
ー
ル
の
拡
充
と
し
て
、
書
面
交
付
・
初
期
契
約
解
除
制
度
の
導
入
、
不
実
告
知
等
の
禁
止
、
勧
誘
継
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続
行
為
の
禁
止
、
代
理
店
に
対
す
る
指
導
等
が
な
さ
れ
、
移
動
系
接
続
ル
ー
ル
の
さ
ら
な
る
強
化
と
し
て
、
携
帯
電
話
網
の
接
続
ル
ー
ル

の
充
実
。
グ
ル
ー
プ
化
・
寡
占
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
登
録
更
新
制
の
導
入
、
禁
止
行
為
規
制
の
緩
和
、
卸
制
度
の
整
備
と
し
て
、
卸
役

務
の
事
後
届
出
制
が
な
さ
れ
た（

（12
（

。
二
〇
一
九
年
改
正
は
、
携
帯
電
話
の
通
信
料
金
と
端
末
代
金
の
完
全
分
離
、
行
き
過
ぎ
た
囲
い
込
み
の

是
正
、
勧
誘
の
適
正
化
等
を
規
定
す
る
。
二
〇
一
〇
年
六
月
改
正
放
送
法
は
、
放
送
停
止
事
故
の
防
止
等
、
安
全
・
信
頼
性
の
確
保
、
放

送
の
公
共
的
役
割
の
十
全
な
発
揮
と
い
う
観
点
か
ら
、
放
送
設
備
に
対
す
る
技
術
基
準
、
設
備
に
起
因
す
る
重
大
な
事
故
の
報
告
等
に
関

す
る
規
定
を
設
け
、
総
務
省
で
は
放
送
事
業
者
に
対
し
て
放
送
設
備
を
適
切
に
維
持
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
重
大
な
事
故

の
発
生
時
に
は
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
て
再
発
防
止
を
徹
底
さ
せ
る
等
、
積
極
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
る（

（12
（

。

電
気
通
信
事
業
の
特
性
と
し
て（

（12
（

公
共
性
（
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
国
民
必
需
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

公
益
事
業
と
し
て
の
高
い
公
共
性
）
が
あ
り
、
自
然
独
占
性
、
即
ち
、
規
模
の
経
済
性
（
事
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
競
争
上
有
利
）
や
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
（
加
入
者
が
多
い
ほ
ど
競
争
上
有
利
）
に
よ
り
、
独
占
に
向
か
い
や
す
い
構
造
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

利
用
者
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
に
つ
い
て
は
、
累
次
の
規
制
緩
和
を
経
て
、
原
則
と
し
て
事
前
規
制
が
か
か
っ
て
い
な
い
が
、
全
国

に
お
け
る
適
切
、
公
平
か
つ
安
定
的
な
提
供
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
電
気
通
信
役
務
等
の
役
務
に
つ
い
て
一
定
の
規
制
を
置
き
、
利
用
者
の

利
益
を
阻
害
し
て
い
る
と
き
は
、
料
金
の
適
正
性
を
担
保
す
る
た
め
、
契
約
約
款
変
更
命
令
や
業
務
改
善
命
令
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
。

固
定
通
信
で
は
、
加
入
者
回
線
系
の
設
備
（
光
フ
ァ
イ
バ
等
）
を
経
由
し
て
通
信
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
移
動
通
信
（
端
末
・

基
地
局
間
の
無
線
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
基
地
局
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
間
の
有
線
コ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
成
る
（
５
Ｇ
で
は
大
容

量
デ
ー
タ
が
や
り
取
り
さ
れ
る
））
で
は
、
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
る
事
業
者
が
、
他
の
事
業
者
に
対
し
強
い
交
渉
力
を
保
持
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
電
気
通
信
事
業
法
で
は
、
主
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
保
有
す
る
特
定
の
事
業
者
に
対
し
て
、
指
定
電
気
通
信
設
備
制
度
等
を
課
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し
て
い
る
。
固
定
通
信
は
、
加
入
者
回
線
を
経
由
し
な
け
れ
ば
利
用
者
同
士
の
通
信
が
成
り
立
た
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
電
気
通
信
事
業
法
で
は
、
他
の
事
業
者
の
事
業
展
開
上
不
可
欠
な
設
備
（
加
入
者
回
線
等
）
を
「
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
」

と
し
て
総
務
大
臣
が
指
定
し
、
当
該
設
備
を
設
置
す
る
事
業
者
に
対
し
、
当
該
設
備
と
の
接
続
に
関
す
る
接
続
料
及
び
接
続
条
件
の
公
平

性
・
透
明
性
や
、
接
続
の
迅
速
性
を
確
保
す
る
た
め
の
規
律
を
課
し
て
い
る
。
第
二
種
指
定
電
気
通
信
設
備
制
度
は
、
基
地
局
回
線
及
び

移
動
体
通
信
役
務
を
提
供
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
、
相
対
的
に
多
数
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
者
が
有
す
る
「
接

続
協
議
に
お
け
る
強
い
交
渉
力
」
に
着
目
し
、
接
続
料
等
の
公
平
性
・
透
明
性
、
接
続
の
迅
速
化
等
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
非
対
称
規
制

と
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る（

（12
（

。「
特
定
の
地
域
の
同
種
の
伝
送
路
設
備
の
電
気
通
信
回
線
の
数
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
が
大
き
い
「
指

定
電
気
通
信
設
備
」
に
指
定
さ
れ
た
設
備
は
、
他
の
電
気
通
信
事
業
者
へ
の
開
放
が
義
務
付
け
ら
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
「
ド
ミ
ナ
ン
ト
規

制
」）。
具
体
的
に
は
相
互
接
続
時
の
技
術
的
条
件
や
ア
ク
セ
ス
チ
ャ
ー
ジ
等
を
定
め
た
接
続
約
款
を
作
成
し
、
総
務
大
臣
の
認
可
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
定
電
気
通
信
設
備
に
は
固
定
電
話
に
関
す
る
第
一
種
と
携
帯
電
話
に
関
す
る
第
二
種
が
あ
り
、
開
放
義
務
が
課
せ

ら
れ
る
割
合
は
、
総
務
省
令
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
に
規
定
」
さ
れ
る（

（12
（

。

電
気
通
信
事
業
法
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
：
国
民
生
活
に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
あ
ま
ね
く
日

本
全
国
に
お
け
る
提
供
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
）
に
は
、
固
定
電
話
、
公
衆
電
話
、
緊
急
通
報
が
該
当
し
、
ま
た
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
法
に
よ
り
、
電
話
（
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
電
話
の
役
務
）
の
提
供
の
責
務
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
（
持
株
・
東
・
西
）
に
対
し
て
規
定
し
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
西
だ
け
で
は
日
本
全
国
の
電
話
網
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
接
続
事
業
者
か
ら
応
分
の
負
担
を
求
め
る
制

度
（
電
気
通
信
事
業
法
に
よ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
交
付
金
制
度
）
を
設
け
て
い
る
。
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
基
盤
と

な
る
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
中
断
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
か
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ね
な
い
た
め
、
安
全
・
信
頼
性
確
保
の
た
め
の
規
律
を
課
し
て
い
る
。
強
制
基
準
で
あ
る
事
業
者
共
通
の
基
準
と
し
て
、
予
備
機
器
、
停

電
対
策
、
耐
震
対
策
、
防
火
対
策
、
停
電
対
策
等
を
決
め
、
自
主
基
準
で
あ
る
事
業
者
ご
と
の
特
性
に
応
じ
た
基
準
と
し
て
、
業
務
管
理

者
の
職
務
、
組
織
内
外
の
連
携
事
故
の
報
告
、
記
録
、
措
置
、
周
知
等
を
置
き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
努
力
目
標
と
し
て
、
全
て
の
電

気
通
信
事
業
者
の
指
標
と
な
る
基
準
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
品
質
検
証
、
事
故
状
況
等
の
情
報
公
開
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
用
管
理
（
運

用
基
準
の
設
定
、
委
託
保
守
管
理
）
等
を
置
く
。
事
故
の
影
響
度
に
応
じ
、
期
限
内
に
所
定
の
様
式
で
報
告
を
課
す（

（12
（

。

「
デ
ジ
タ
ル
経
済
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
が
価
値
創
出
の
源
泉
と
な
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
経
済
活
動
の
根
本
と
な
る
コ
ス
ト
構
造
を

変
革
。
時
間
・
場
所
の
制
約
を
超
え
た
活
動
を
可
能
と
す
る
『
市
場
の
拡
大
化
』
が
進
む
と
と
も
に
、
規
模
の
制
約
を
超
え
て
ニ
ッ
チ
市

場
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
『
市
場
の
細
粒
化
』
も
進
ん
で
い
る
」。「
新
た
な
コ
ス
ト
構
造
に
適
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
企
業
が
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
進
出
し
、
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
成
り
立
た
な
く
さ
せ
る
『
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン
』（
デ
ジ

タ
ル
に
よ
る
破
壊
）
も
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
伝
統
的
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
」、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
事
業
の
コ
ア
と
位
置
付
け
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
と
一
体
化
す
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
自
体
を
変
革
す
る
『
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
』
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
」。「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
も
、
補
完
的
な
改
革
を
行
う
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
進
化
の
先
にSociety5.0

を
実
現
し
、
医
療
・
教
育
・

農
業
等
様
々
な
分
野
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
等
、
単
な
る
経
済
発
展
に
と
ど
ま
ら
な
い
社
会
的
課
題
の
解
決
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
」。

企
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
コ
ア
業
務
へ
の
位
置
付
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
に
当
た
り
、
自
前
主
義
を
脱
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
等
と
の
協
調
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
大
企
業
等
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
の
活
性
化
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
、
時
間
・
場
所
の
制
約

を
超
え
る
デ
ジ
タ
ル
経
済
に
即
し
た
働
き
方
改
革
の
推
進
の
必
要
性
が
あ
る
。「
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
取
引
先

の
多
様
化
・
商
圏
の
拡
大
、
遠
隔
地
で
の
仕
事
の
受
注
、
機
械
に
よ
る
人
手
不
足
の
補
完
等
が
」
地
方
に
と
っ
て
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
（
Ｉ
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Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
デ
ー
タ
の
活
用
の
取
組
―
５
Ｇ
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
、
暮
ら
し
や
産
業
、
医
療
、
災
害
対
応
等
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
方
の
課
題
解
決
が
期
待
さ
れ
る
）。
Ａ
Ｉ
等
の
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
、
人
間
の
様
々
な
能
力
を

「
拡
張
」（
手
足
の
機
能
、
視
覚
・
聴
覚
、
理
解
・
習
得
能
力
等
を
向
上
）、
強
化
す
る
も
の
と
捉
え
る（

（12
（

。

「
情
報
通
信
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
第
三
者
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
の
『
場
』
を
提
供
し
、
そ
こ
に
異
な
る
複
数
の
利
用
者
層

が
存
在
す
る
多
面
市
場
を
形
成
し
、
い
わ
ゆ
る
間
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
働
く
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
『
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
』
を
提
供
す
る
事
業
者
」
が
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
効
果
、
低
廉
な
限
界
費
用
、
規
模
の
経
済
な
ど
の
特
性
を
通
じ
て
拡
大
し
、
独
占
化
・
寡
占
化
が
進
み
や
す
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

デ
ー
タ
の
集
積
・
利
活
用
が
進
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
優
位
を
維
持
・
強
化
す
る
循
環
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
消
費
者
の

個
人
情
報
等
の
取
得
・
利
用
に
対
し
て
懸
念
す
る
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
優
越
的
地
位
の
濫
用
で
は
、
自
己
の
取
引
上
の
地
位
が
取
引
の

相
手
方
で
あ
る
消
費
者
に
優
越
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
、
取
引
の
相
手
方
で
あ
る
消
費
者
に
対
し
、
そ
の

地
位
を
利
用
し
て
、
正
常
な
商
慣
習
に
照
ら
し
て
不
当
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
は
、
該
当
取
引
の
相
手
方
で
あ
る
消
費
者
の
自
由
か
つ

自
主
的
な
判
断
に
よ
る
取
引
を
阻
害
す
る
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
そ
の
競
争
者
と
の
関
係
に
お
い
て
競
争

上
有
利
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
公
正
な
競
争
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
公
正
な
取
引
方
法
の

一
つ
で
あ
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
と
し
て
、
独
占
禁
止
法
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。
ど
の
よ
う
な
場
合
に
公
正
な
競
争
を
阻
害

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
問
題
と
な
る
不
利
益
の
程
度
、
行
為
の
広
が
り
な
ど
を
考
慮
し
て
個
別
の
事
案

ご
と
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
る（

（13
（

。

通
信
事
業
に
つ
い
て
は
自
由
な
利
用
が
求
め
ら
れ
、
固
定
通
信
で
も
移
動
体
通
信
で
も
指
定
電
気
通
信
設
備
制
度
が
行
わ
れ
、
多
様
な
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業
者
参
入
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
寡
占
状
態
で
あ
る
。
設
備
・
業
務
は
公
共
的
性
質
を
有
し
利
用
者
保
護
が
求
め
ら
れ
る
が
、

免
責
条
項
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
。

電
電
公
社
の
責
任
を
問
う
東
京
高
判
平
成
二
年
七
月
一
二
日
判
タ
七
三
四
号
五
五
頁
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
昭
和
五
九
年
一
一
月

一
一
日
、
Ｙ
（
被
告
・
被
控
訴
人
）
世
田
谷
電
話
局
管
内
世
田
谷
通
り
地
下
の
通
信
用
ケ
ー
ブ
ル
専
用
溝
（
洞
道
）
内
で
火
災
が
発
生
し
、

洞
道
内
の
電
話
ケ
ー
ブ
ル
が
焼
損
し
た
た
め
、
加
入
電
話
回
線
等
が
最
長
一
〇
日
間
不
通
に
な
り
、
同
電
話
局
利
用
者
の
通
信
が
途
絶
し

た
。
そ
こ
で
、
地
元
の
飲
食
店
主
Ｘ
（
原
告
・
控
訴
人
）
ら
は
、
電
話
が
不
通
と
な
っ
た
た
め
出
前
や
注
文
が
減
少
し
多
大
の
営
業
上
の

損
失
を
被
っ
た
と
し
、
Ｙ
に
対
し
、
営
業
損
害
、
慰
藉
料
等
総
額
四
七
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
」（
公
衆
電
気
通
信
役
務
提
供

契
約
の
債
務
不
履
行
責
任
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
責
任
、
使
用
者
責
任
、
営
造
物
責
任
、
工
作
物
責
任
）。
Ｙ
は
、
公
衆
電
気
通
信
役

務
の
不
提
供
に
は
、
公
衆
電
気
通
信
法
一
〇
九
条
が
排
他
的
に
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
Ｘ
ら
の
請
求
は
主
張
自
体
失
当
で
あ
る
な
ど
と
反
論

し
た
。
控
訴
審
は
、「
一
〇
九
条
の
規
定
が
Ｘ
ら
の
主
張
す
る
民
法
及
び
国
家
賠
償
法
の
各
規
定
に
優
先
し
て
排
他
的
に
適
用
さ
れ
る
も
の

と
解
し
た
」。「
そ
の
根
拠
と
し
て
、（
一
）
公
衆
電
気
通
信
法
一
〇
九
条
は
、
国
賠
法
五
条
に
い
う
別
段
の
定
め
に
当
た
る
こ
と
、（
二
）
公

衆
電
気
通
信
法
一
〇
九
条
の
規
定
は
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
場
合
と
不
法
行
為
に
よ
る
場
合
と
は
何
ら
区
別
し
て
い
な
い
か
ら
、
債
務
不

履
行
の
場
合
で
も
民
法
の
一
般
規
定
に
対
す
る
特
別
規
定
に
当
た
る
こ
と
、（
三
）
公
衆
電
気
通
信
法
一
〇
九
条
の
限
定
賠
償
制
度
は
、
可

能
な
限
り
低
廉
な
料
金
で
良
質
な
電
気
通
信
役
務
を
公
平
に
提
供
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
に
そ
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、（
四
）
損
害
賠
償
額
の

制
限
は
、
合
理
的
配
慮
を
し
た
う
え
の
や
む
を
え
な
い
措
置
で
あ
っ
て
、
著
し
く
不
合
理
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
」
挙
げ
る
。「
本
判
決

は
、
故
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
る
場
合
に
も
、
公
衆
電
気
通
信
法
一
〇
九
条
が
排
他
的
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
が
、
そ
の
理
由

と
し
て
、（
一
）
故
意
又
は
重
過
失
と
単
な
る
過
失
を
区
別
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
こ
と
、（
二
）
利
用
者
に
対
す
る
賠
償
事
務
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は
公
平
か
つ
迅
速
に
処
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、（
三
）
賠
償
額
の
制
限
が
無
意
味
に
近
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い

る
」。
被
害
者
救
済
の
観
点
か
ら
、
故
意
又
は
重
大
な
過
失
の
場
合
に
も
適
用
し
て
し
か
る
べ
き
か
ど
う
か
疑
問
が
な
く
は
な
い
と
す
る
。

公
衆
電
気
通
信
法
一
〇
九
条
は
、
公
社
が
公
衆
電
気
通
信
役
務
を
提
供
義
務
不
履
行
に
お
い
て
、
電
報
の
遅
れ
、
内
容
相
違
、
電
話
不

通
に
限
っ
て
賠
償
責
任
を
負
う
と
し
、
損
害
額
も
限
定
す
る
。
電
気
通
信
事
業
法
は
報
告
義
務
を
課
す
だ
け
で
、
損
害
賠
償
規
定
を
置
か

な
い
（
二
八
条
）。
通
信
事
業
者
は
免
責
条
項
を
置
く
。
例
え
ば
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
デ
ー
タ
通
信
免
責
条
項
は
以
下
で
あ
る
。
第
四
八
条

（
責
任
制
限
）
当
社
は
、
デ
ー
タ
通
信
網
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
当
社
又
は
協
定
事
業
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に

よ
り
そ
の
提
供
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
デ
ー
タ
通
信
網
サ
ー
ビ
ス
が
全
く
利
用
で
き
な
い
状
態
（
当
該
契
約
に
係
る
電
気
通
信
設

備
に
よ
る
全
て
の
通
信
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
、
全
く
利
用
で
き
な
い
状
態
と
同
程
度
の
状
態
と
な
る
場
合
を
含
み
ま
す
）
に
あ
る
こ
と

を
当
社
が
知
っ
た
時
刻
か
ら
起
算
し
て
、
第
三
七
条
（
定
額
利
用
料
の
支
払
義
務
）
第
二
項
第
二
号
の
表
の
一
欄
に
規
定
す
る
時
間
以
上

そ
の
状
態
が
連
続
し
た
と
き
に
限
り
、
デ
ー
タ
通
信
網
契
約
者
の
損
害
を
賠
償
し
ま
す
。
た
だ
し
、
協
定
事
業
者
が
協
定
事
業
者
の
契
約

約
款
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
場
合
又
は
デ
ー
タ
通
信
網
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
無
線
の
特
性
に
起
因
す
る
事
象

に
よ
り
全
く
利
用
で
き
な
い
状
態
と
な
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
あ
り
ま
せ
ん
。
二 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
社
は
、
デ
ー
タ
通
信
網

サ
ー
ビ
ス
が
全
く
利
用
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
当
社
が
知
っ
た
時
刻
以
後
の
そ
の
状
態
が
連
続
し
た
時
間
（
第
三
七
条
（
定
額
利

用
料
の
支
払
義
務
）
第
二
項
第
二
号
の
表
の
一
欄
に
規
定
す
る
時
間
の
倍
数
で
あ
る
部
分
に
限
り
ま
す
。）
に
対
応
す
る
当
該
デ
ー
タ
通
信

網
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
料
金
表
第
一
表
（
料
金
）
に
規
定
す
る
定
額
利
用
料
を
発
生
し
た
損
害
と
み
な
し
、
そ
の
額
に
限
っ
て
賠
償
し
ま
す
。

三 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
全
く
利
用
で
き
な
い
状
態
が
連
続
し
た
時
間
に
対
応
す
る
料
金
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
料
金
表
通
則
の

規
定
に
準
じ
て
取
扱
い
ま
す
。
四 

当
社
の
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
デ
ー
タ
通
信
網
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
前
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三
項
の
規
定
は
適
用
し
ま
せ
ん（

（13
（

。

ま
た
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
は
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
電
子
掲
示
板
な
ど
で
の
情
報
の
流
通
に
よ
っ
て
権
利
侵
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
や
そ
の
防
止
措
置
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
一
定
の
条
件
の
も
と
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
は
賠
償
の

責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
。

郵
便
法
六
八
条
、
七
三
条
の
免
責
・
責
任
限
定
規
定
の
効
力
に
つ
い
て
、
差
押
命
令
送
達
遅
延
事
例
で
あ
る
最
判
平
成
一
四
年
九
月
一
一

日
判
タ
一
一
〇
六
号
六
四
頁
は
「
当
該
行
為
の
態
様
、
こ
れ
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
法
的
利
益
の
種
類
及
び
侵
害
の
程
度
、
免
責
又
は
責

任
制
限
の
範
囲
及
び
程
度
等
に
応
じ
、
当
該
規
定
の
目
的
の
正
当
性
並
び
に
そ
の
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
免
責
又
は
責
任
制
限
を
認
め

る
こ
と
の
合
理
性
及
び
必
要
性
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
基
準
を
設
定
し
、
郵
便
業
務
従
事
者
の
故
意
又
は
重

大
な
過
失
に
よ
っ
て
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
国
の
損
害
賠
償
責
任
を
免
除
し
、
又
は
制
限
し
て
い
る
部
分
は
、
憲

法
一
七
条
に
違
反
し
て
無
効
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
特
別
送
達
郵
便
物
に
つ
い
て
は
、
右
に
加
え
、
郵
便
業
務
従
事
者
の
軽
過
失
に
よ
っ
て

損
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
国
の
損
害
賠
償
責
任
を
免
除
し
、
又
は
制
限
し
て
い
る
部
分
も
、
憲
法
一
七
条
に
違
反

し
、
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
本
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
（
郵
便
法
は
改
正
さ
れ
る
）。

こ
の
よ
う
に
情
報
通
信
は
郵
政
省
外
郭
団
体
の
独
占
事
業
か
ら
、
そ
の
発
展
性
の
た
め
に
自
由
化
が
要
請
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、

設
備
管
理
者
等
多
く
の
業
者
が
関
係
す
る
が
、
固
定
通
信
業
者
の
子
会
社
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
等
の
独
立
事
業
者
の
子
会
社
等
、
寡
占
状
態

で
あ
る
。
そ
し
て
、
接
続
障
害
な
ど
が
生
じ
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
の
免
責
条
項
で
片
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
事
業
の

発
展
性
か
ら
公
共
性
が
緩
和
さ
れ
る
）。
電
電
公
社
の
時
代
に
は
公
共
性
か
ら
国
家
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
免
責
条
項
は
な
か
っ

た
（
公
衆
電
気
通
信
法
一
〇
九
条
の
責
任
制
限
は
あ
っ
た
）。
事
業
の
発
展
性
か
ら
公
共
性
の
意
義
が
変
化
し
た
分
野
で
あ
り
、
寡
占
状
態
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で
の
個
々
の
業
者
の
責
任
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
り
、
免
責
条
項
の
効
力
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

（
８
）
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
民
間
化
に
お
け
る
責
任
の
特
色

イ
ン
フ
ラ
の
民
間
化
に
つ
い
て
営
造
物
責
任
、
工
作
物
責
任
が
問
題
と
な
り
う
る
。
営
造
物
と
さ
れ
る
場
合
は
設
置
管
理
者
の
瑕
疵
に

対
す
る
責
任
と
な
り
、
費
用
負
担
者
も
責
任
を
負
う
。
工
作
物
に
つ
い
て
は
一
次
的
に
占
有
者
、
二
次
的
に
所
有
者
（
無
過
失
責
任
）
が

責
任
を
負
う
。
そ
の
際
に
民
間
化
手
法
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
免
責
条
項
の
効
力
も
問
題
と
な
る
。

交
通
、
水
道
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情
報
通
信
等
の
社
会
全
体
に
有
用
な
事
業
に
つ
い
て
、
公
的
事
業
の
場
合
と
私
的
事
業
の
場
合
が
あ
り
、

イ
ン
フ
ラ
も
公
的
所
有
の
場
合
と
私
的
所
有
の
場
合
が
あ
る
。
公
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
、
地
方
分
権
か
ら
合
理
化
が
要
請
さ

れ
、
民
間
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
イ
ン
フ
ラ
所
有
と
一
体
で
行
う
の
か
、
分
離
す
る
の
か
問
題
と
な
る
。
私
的
事
業
に
つ
い

て
も
公
的
影
響
が
強
く
、
独
占
状
態
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
発
展
の
た
め
の
自
由
化
が
要
請
さ
れ
、
規
制
緩
和
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
際
も
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
一
体
と
す
る
の
か
、
分
離
す
る
の
か
問
題
と
な
る
。

上
下
一
体
型
は
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
が
、
施
設
の
維
持
補
修
、
安
全
性
に
つ
い
て
は
自
己
責
任
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
安
全
性
が
重

視
さ
れ
る
分
野
に
不
適
切
な
面
が
あ
る
。

上
下
分
離
型
は
施
設
維
持
管
理
が
公
的
に
行
わ
れ
、
安
全
性
に
手
厚
い
た
め
に
予
防
が
重
視
さ
れ
る
分
野
、
事
前
規
制
の
必
要
な
分
野

に
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
度
手
間
で
あ
り
、
異
な
る
目
的
の
上
下
分
離
も
あ
り
、
効
率
性
、
迅
速
な
発
展
性
に
欠
け
る
面
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
・
地
方
公
共
団
体
は
委
託
先
の
責
任
を
重
く
す
る
こ
と
で
免
責
さ
れ
る
か
も
問
題
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
民
間
化
手
法
が
問
題
と
な
る
と
共
に
分
野
ご
と
の
公
共
性
の
検
討
が
必
要
に
な
る
。
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国
鉄
民
営
化
（
上
下
一
体
型
）
に
お
い
て
鉄
道
の
公
共
性
が
引
き
継
が
れ
る
の
か
、
瑕
疵
に
つ
い
て
安
全
性
（
予
防
）
を
重
視
す
べ
き

か
問
題
と
な
る
と
共
に
運
行
面
に
お
い
て
新
幹
線
訴
訟
に
み
ら
れ
る
公
共
性
の
二
面
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
問
題
と
な
る
。
さ
ら
に
地
方

不
採
算
交
通
の
公
共
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
も
問
題
と
な
る
（
民
営
化
し
、
不
採
算
路
線
を
廃
線
す
る
の
か
、
民
営
化
せ
ず
、
不
採
算
路

線
を
継
続
す
る
の
か
）。

高
速
道
路
の
民
営
化
（
上
下
分
離
型
）
に
お
い
て
も
公
共
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
問
題
と
な
り
、
安
全
性
（
予
防
）
を
重
視
す
べ
き
か
、

四
三
号
線
訴
訟
に
み
ら
れ
る
公
共
性
の
二
面
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
問
題
と
な
る
が
、
新
規
道
路
開
発
の
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
く
、
抑
制
す

べ
き
で
あ
り
、
従
前
の
体
制
の
合
理
化
が
主
た
る
問
題
と
な
る
。

空
港
の
民
営
化
（
上
下
分
離
型
）
に
つ
い
て
も
公
共
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
問
題
と
な
り
（
入
国
に
関
す
る
問
題
も
あ
る
）、
安
全
性

（
予
防
）
を
重
視
す
べ
き
か
、
大
阪
国
際
空
港
訴
訟
に
み
ら
れ
る
公
共
性
の
二
面
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
問
題
と
な
る
。
そ
の
際
、
管
理
に

お
け
る
合
理
化
の
要
請
と
航
空
交
通
・
出
入
国
警
備
等
の
公
共
性
が
関
連
す
る
。
新
規
空
港
の
独
立
運
用
に
よ
る
航
空
交
通
の
発
展
性
を

ど
う
考
え
る
の
か
も
関
わ
る
。

水
道
民
営
化
（
上
下
分
離
型
）
に
お
い
て
公
共
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
問
題
と
な
り
、
必
需
品
で
も
あ
り
、
安
全
性
が
重
視
さ
れ
る
（
新

規
事
業
に
お
け
る
創
造
性
の
意
義
は
少
な
く
、
旧
来
の
体
制
の
合
理
化
の
意
味
が
大
き
い
）。
有
限
資
源
で
あ
り
、
独
占
状
態
も
生
じ
や
す

く
、
公
共
性
が
重
視
さ
れ
る
分
野
と
考
え
ら
れ
、
合
理
化
の
た
め
に
民
間
化
が
必
要
で
あ
る
が
、
危
険
性
も
あ
り
、
手
法
が
問
題
と
な
る

（
諸
外
国
の
民
営
化
事
例
に
お
い
て
も
再
公
営
化
が
な
さ
れ
う
る
）。

電
力
事
業
に
つ
い
て
は
民
間
主
導
の
事
業
で
あ
る
が
、
独
占
性
が
問
題
と
な
り
、
規
制
緩
和
が
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
際
も
公
共
性
が
問

題
と
な
り
、
主
要
企
業
が
公
共
的
役
割
を
果
た
す
の
か
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が
後
見
的
に
介
入
す
る
の
か
、
ど
ち
ら
を
重
視
す
べ
き
か
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問
題
と
な
る
。
原
発
訴
訟
で
は
救
済
が
重
視
さ
れ
、
公
的
責
任
が
不
明
確
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
民
間
化
が
な
さ
れ
る
場
合
に
同
様

に
上
下
分
離
か
一
体
化
が
問
題
と
な
る
が
、
発
電
事
業
に
お
い
て
公
的
支
援
に
基
づ
く
原
子
力
発
電
が
主
流
で
あ
る
限
り
、
創
造
的
改
革

は
な
さ
れ
な
い
。

ガ
ス
事
業
も
同
様
に
民
間
主
導
の
事
業
で
あ
り
、
独
占
性
が
問
題
と
な
り
、
規
制
緩
和
が
実
施
さ
れ
る
。
ガ
ス
事
業
自
体
の
発
展
性
も

問
題
と
な
り
、
そ
の
際
も
公
共
性
が
問
題
と
な
り
、
主
要
企
業
が
公
共
的
役
割
を
果
た
す
の
か
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が
後
見
的
に
介
入

す
る
の
か
、
ど
ち
ら
を
重
視
す
べ
き
か
問
題
と
な
り
、
さ
ら
な
る
民
間
化
が
な
さ
れ
る
場
合
に
同
様
に
上
下
分
離
か
一
体
か
が
問
題
と
な

る
。電

気
通
信
分
野
で
は
当
初
の
公
共
団
体
の
独
占
事
業
か
ら
、
民
営
化
を
経
て
、
完
全
に
民
間
主
導
の
分
野
と
な
り
、
さ
ら
な
る
民
間
化

に
よ
る
発
展
が
企
図
さ
れ
、
自
由
が
最
も
重
視
さ
れ
る
分
野
と
な
る
が
、
独
占
・
寡
占
状
態
は
存
す
る
。
安
全
性
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
が
、
自
由
な
発
展
の
た
め
に
一
体
型
、
事
後
責
任
・
自
己
責
任
型
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
莫
大
な
損
害
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
、
責
任
限
定
法
も
あ
り
、
免
責
条
項
も
置
か
れ
、
そ
の
効
力
が
重
要
な
問
題
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
分
野
ご
と
に
公
共
性
の
意
義
が
異
な
り
、
事
前
予
防
を
重
視
す
べ
き
か
、
事
後
責
任
を
徹
底
す
べ
き
か
考
察
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
原
則
的
に
は
完
全
民
間
化
に
よ
る
事
後
責
任
シ
ス
テ
ム
で
行
う
べ
き
で
あ
る
（
事
故
の
重
大
性
か
ら
事
前
予
防
の
重
視
さ
れ
る

べ
き
分
野
は
認
め
ら
れ
る
が
、
依
存
を
も
た
ら
し
（
原
子
力
発
電
等
）、
そ
れ
も
含
め
て
自
己
責
任
対
応
が
取
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
）。

ま
た
、
交
通
面
の
統
合
的
民
間
化
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。「
平
成
一
四
年
以
降
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
、
財
源
移
譲
、

規
制
緩
和
に
よ
る
国
の
管
理
体
制
の
緩
和
に
よ
り
、
自
治
体
と
地
方
交
通
事
業
者
が
地
域
公
共
交
通
施
策
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
、
平
成

二
五
年
に
交
通
政
策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
加
速
度
的
進
行
に
お
い
て
、
公
共
交
通
事
業
の
厳
し
さ
が
加
速
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す
る
中
、
平
成
二
六
年
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
法
改
正
に
よ
り
地
方
公
共
交
通
網
再
編
計
画
策
定
が
可
能
と
な
り
（
骨
太
の
方
針

で
も
謳
わ
れ
て
い
る
）、
財
源
不
足
の
中
で
官
民
連
携
に
よ
る
工
夫
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
運
行
事
業
者
と
投
資
者
で
あ
る
設
置
者
を
同
一

と
す
る
独
立
採
算
制
運
営
（
大
都
市
圏
で
は
民
設
民
有
民
営
（
民
営
化
）
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
）
だ
け
で
な
く
（
鉄
道
に
つ
い
て
は
利

用
者
減
少
の
た
め
に
イ
ン
フ
ラ
部
分
の
コ
ス
ト
を
民
間
事
業
者
の
内
部
留
保
で
賄
う
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
事
後
的
に
税
金
で
補
填
す
る

『
み
な
し
公
設
民
営
』
事
例
も
散
見
さ
れ
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
法
制
定
後
は
公
有
民
営
も
認
め
ら
れ
る
）、
イ
ン
フ
ラ
部
分
の

公
有
が
施
設
持
続
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
と
（
欧
米
の
よ
う
に
）
考
え
ら
れ
、
平
成
二
七
年
か
ら
国
の
産
業
投
資
資
金
投
入
も
可
能
と
な
っ

た
が
、
税
金
で
購
入
し
た
資
産
の
中
途
処
分
等
機
動
的
運
用
が
困
難
と
な
る
。
地
域
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
公
有
公
営

方
式
を
維
持
す
る
あ
る
い
は
委
託
料
固
定
で
民
間
事
業
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
図
る
民
間
委
託
方
式
も
考
え
ら
れ
る
。
資
金
調
達
方
法

に
お
い
て
も
、
車
両
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
、
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
交
通
事
業
者
へ
の
リ
ー
ス
等
多
様
な
工
夫
も
考
え

ら
れ
る
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
補
助
金
制
度
改
革
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
益
事
業
と
し
て
税
制
上
の
優
遇
を
受
け
て
利

益
を
投
資
家
に
配
当
す
る
ロ
ー
カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
法
人
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。
総
合
的
に
検
討
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
含
む
地
域
交
通

連
携
ス
キ
ー
ム
（
諸
種
の
公
共
交
通
事
業
者
・
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
複
数
交
通
事
業
者
の
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
）
も
考
察

さ
れ
て
い
る（

（13
（

」。

「
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
最
近
の
考
え
方
に
共
通
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
と
、
第
一
は
、『
選
択
と
集
中
』
の
徹
底
で
あ
る
。

公
共
投
資
の
実
施
に
お
け
る
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
よ
り
明
確
に
し
、
民
需
誘
発
効
果
や
投
資
効
率
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
整
備
を
行

う
こ
と
が
重
要
と
の
指
摘
で
あ
る
。
国
は
、
全
国
的
な
見
地
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
・
広
域
的
事
業
に
集
中
し
、
国
際
競
争
力
を
強

化
す
る
イ
ン
フ
ラ
（
ハ
ブ
空
港
・
ハ
ブ
港
湾
な
ど
）
や
、
民
需
誘
発
効
果
、
投
資
効
率
の
高
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
選
択
し
、
集
中
投
資
す
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る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
自
体
の
生
産
性
向
上
の
取
組
も
重
要
と
な
る
。
地
方
は
、
地
域
に
密
着
し
た
事
業
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
事
業
を
行
う
が
、
そ
の
際
も
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
八
四
な
ど
、
地
方
に
お
け
る
戦
略
の
明
確
化
や
優
先
順

位
付
け
が
求
め
ら
れ
る
。
第
二
は
、
民
間
資
金
を
一
層
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
整
備
・
運
営
の
効
率
化
や
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質

的
向
上
だ
け
で
な
く
、
民
間
に
よ
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
運
営
に
よ
り
、
財
政
負
担
の
軽
減
が
見
込
め
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
民
間
資

金
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
第
三
は
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
で
あ
る
。
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
資
産
と
と
ら
え
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
わ

た
っ
て
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
維
持
管
理
・
運
営
す
る
こ
と
で
あ
る
。
情
報
の
整
備
・
活
用
、
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
、
コ
ス
ト
面
・
安

全
面
か
ら
の
最
適
な
維
持
管
理
手
法
の
導
入
な
ど
の
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
震
災
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
巨
大
災
害
か
ら
の
国
家

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
の
観
点
か
ら
の
脆
弱
性
評
価
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど

を
通
じ
た
効
率
的
な
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る（

（13
（

」。
但
し
、
問
題
は
依
存
の
排
除
で
あ
る
。

（
９
）
公
共
施
設
一
般

公
共
施
設
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
営
造
物
責
任
が
問
わ
れ
る
（
地
方
自
治
法
二
四
四
条
の
二
に
よ
り
利
用
規
定
が
条
例
で
定
め
ら
れ
る
―

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
も
）。
公
共
施
設
の
民
間
化
に
お
い
て
、
所
有
権
を
譲
渡
し
た
場
合
（
民
営
化
も
）
は
所
有
者
と
占
有
者
の
工
作
物

責
任
と
な
る
。
譲
渡
前
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
営
造
物
責
任
を
引
き
継
ぐ
と
さ
れ
る
。
独
立
行
政
法
人
が
引
き
継
ぐ
場
合
は
そ
の
営
造
物
責

任
と
解
さ
れ
う
る
。
業
務
委
託
に
お
い
て
は
営
造
物
責
任
が
存
続
す
る
（
建
物
管
理
も
委
託
す
る
場
合
は
異
な
る
―
受
託
者
の
占
有
者
と

し
て
の
工
作
物
責
任
、
あ
る
い
は
公
的
管
理
を
引
き
継
ぐ
者
と
し
て
の
営
造
物
責
任
、
こ
の
場
合
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
工
作
物
責
任
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が
残
る
の
か
議
論
が
生
じ
る
）。
こ
の
場
合
も
上
下
分
離
・
一
体
の
区
別
が
有
益
で
あ
る
が
、
イ
ン
フ
ラ
と
そ
の
運
営
を
め
ぐ
る
民
間
化
に

よ
る
上
下
分
離
・
一
体
の
議
論
と
は
異
な
り
、
公
的
関
与
が
強
く
残
り
う
る
（
教
育
・
福
祉
分
野
）。

ま
た
公
共
施
設
等
の
全
体
を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準
化
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
の
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が
実
施
さ
れ
て
い

る
（
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
策
定
）。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く
老
朽
化
対
策
の
推
進
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
一
．
公
共
施
設
等
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
視

点
に
立
っ
た
老
朽
化
対
策
の
推
進
、
適
切
な
維
持
管
理
・
修
繕
の
実
施
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平
準
化
、
計
画
の
不
断
の
見
直
し
・

充
実
、
二
．
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
検
討
、
議
会
・
住
民
と
の
情
報

及
び
現
状
認
識
の
共
有
、
三
．
国
土
強
靱
化
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
点
検
・
診
断
、
修
繕
・
更
新
の
履
歴
の
集
積
・
蓄
積
、
公
共
施
設

等
の
安
全
性
の
確
保
、
耐
震
化
の
推
進
が
い
わ
れ
る（

（13
（

。
総
合
管
理
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
と
し
て
、
一
．
行
政
サ
ー
ビ
ス
水

準
等
の
検
討
（
当
該
サ
ー
ビ
ス
が
公
共
施
設
等
を
維
持
し
な
け
れ
ば
提
供
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
か
（
民
間
代
替
可
能
性
）
な
ど
、
公
共

施
設
等
と
サ
ー
ビ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
）、
二
．
公
共
施
設
等
の
実
態
把
握
及
び
総
合
管
理
計
画
の

策
定
・
見
直
し
、
三
．
議
会
や
住
民
と
の
情
報
共
有
等
、
四
．
数
値
目
標
の
設
定
、
五
．
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
（
公
共
施

設
等
の
更
新
な
ど
に
際
し
て
は
、
民
間
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
な
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
管
理

計
画
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
積
極
的
な
活
用
を
検
討
さ
れ
た
い
等
）、
六
．
市
区
町
村
域
を
超
え
た
広
域
的
な
検
討

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（13
（

。
さ
ら
に
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」（
平
成
二
五
年
）
も
参
照
さ
れ
る
。
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（
10
）
公
園

「
都
市
公
園
の
魅
力
向
上
を
図
る
た
め
の
官
民
連
携
手
法
と
し
て
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
指
定
管
理
者
制
度
、
都
市
公
園
法
に
基
づ

く
設
置
管
理
許
可
等
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
く
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
観
点
か
ら
の
企
業
協
賛
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
」。「
指
定
管

理
者
制
度
は
公
共
施
設
の
管
理
を
包
括
的
に
実
施
す
る
た
め
の
権
限
を
指
定
管
理
者
に
付
与
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
多
く
の
地
方
公
共
団

体
で
導
入
さ
れ
て
い
る
手
法
で
あ
る
。
一
方
、
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に
際
し
て
は
、
都
市
公
園
法
に
よ
り
、
公
園
管
理
者
（
地
方
公

共
団
体
）
の
み
が
行
う
事
務
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
」。
指
定
管
理
者
制
度
と
は
別
に
個
々
の
施
設
に
つ
い
て
設

置
管
理
許
可
制
度
も
あ
る
（
指
定
管
理
者
が
新
た
に
施
設
を
設
置
す
る
場
合
も
必
要
）。「
ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
都

市
局
が
平
成
二
四
年
四
月
に
策
定
し
た
『
都
市
公
園
法
運
用
指
針
（
第
二
版
）』
に
お
い
て
、『
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
り
行
わ
れ
る
民
間
事
業
者
に

よ
る
都
市
公
園
の
整
備
と
管
理
は
、
公
園
管
理
者
と
民
間
事
業
者
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
契
約
に
基
づ
き
、
公
園
施
設
の
建
設
や
維
持
管

理
の
事
実
行
為
を
民
間
事
業
者
に
行
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
法
的
な
権
能
が
付
与
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
』
と
し
て
お
り
、
公
園
施
設
の

管
理
運
営
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
別
途
、
指
定
管
理
者
制
度
や
設
置
管
理
許
可
制
度
等
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
」。「
従
前
の
管
理
委

託
や
業
務
委
託
は
、
行
政
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
仕
様
に
沿
っ
て
発
注
す
る
方
法
（
い
わ
ゆ
る
『
仕
様
発
注
』）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
指
定
管
理
者
制
度
の
場
合
、
行
政
は
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
（
要
求
水
準
）
の
み
を
民
間
事
業
者
に
提
示
し
、
具
体
的
な

工
法
や
実
施
手
順
に
つ
い
て
は
民
間
事
業
者
の
提
案
に
委
ね
る
と
い
う
方
法
（
い
わ
ゆ
る
『
性
能
発
注
』）
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

民
間
の
発
想
を
生
か
し
た
経
営
効
率
化
の
手
法
の
導
入
や
利
用
者
に
対
す
る
接
客
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
発
揮
等
に
よ
り
、
民

間
事
業
者
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
が
期
待
で
き
る（

（13
（

」。

「
都
市
公
園
内
に
お
い
て
、
公
園
施
設
以
外
の
工
作
物
や
施
設
等
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
公
園
管
理
者
の
許
可
を
取
得
す
る
必
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要
が
あ
る
。
都
市
公
園
法
第
七
条
で
は
、『
都
市
公
園
の
占
用
が
公
衆
の
そ
の
利
用
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
さ
ず
、
か
つ
、
必
要
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
場
合
に
限
り
』
占
用
を
認
め
て
お
り
、
具
体
的
な
占
用

物
件
と
し
て
は
、
電
柱
、
電
線
、
変
圧
塔
や
競
技
会
や
集
会
、
展
示
会
、
博
覧
会
な
ど
の
催
し
の
実
施
の
た
め
の
仮
設
工
作
物
が
規
定
さ

れ
て
い
る
」。「
都
市
公
園
に
お
い
て
物
品
の
販
売
・
頒
布
を
行
う
場
合
、
催
し
の
た
め
に
都
市
公
園
の
全
部
又
は
一
部
を
独
占
し
て
利
用

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の
条
例
に
基
づ
き
、
あ
ら
か
じ
め
公
園
管
理
者
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
る
」。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
公
共
施
設
の
整
備
、
運
営
維
持
管
理

に
係
る
制
度
で
あ
る
。「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
民
間
事
業
者
の
資
金
調
達
の
も
と
、
長
期
間
に
わ
た
る
都
市
公
園
の
整
備
及
び
運

営
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
に
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
公
園
施
設
の
う
ち
、
利
用
料
金
施
設
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
に
利
用
料
金
を
徴
収
さ
せ
る
場
合
に
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
を
、
別
途
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

公
園
施
設
を
活
用
し
て
収
益
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
に
対
し
、
別
途
設
置
管
理
許
可
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
」。「
Ｐ

Ｆ
Ｉ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
た
『
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
』

『
行
政
の
経
費
削
減
』
に
加
え
、
民
間
へ
の
リ
ス
ク
移
転
が
図
ら
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
」。「
従
来
、
公
共
施
設
の
整
備
・
運
営
を
伴
う
事

業
に
お
い
て
は
、
契
約
で
定
め
ら
れ
た
業
務
の
履
行
責
任
は
受
託
者
側
に
あ
る
が
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
場
合
の
責
任
は
、
基
本
的
に
監

督
責
任
者
で
あ
る
行
政
が
負
う
。
特
に
、
我
が
国
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
以
前
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
リ
ゾ
ー
ト
施
設
等
の
整
備
運
営
で
多
く
用
い

ら
れ
た
出
資
法
人
に
よ
る
事
業
手
法
（
い
わ
ゆ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
）
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
と
出
資
法
人
等
の
役
割
分
担
が

明
確
で
な
か
っ
た
た
め
、
事
業
が
円
滑
に
進
ま
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。
一
方
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
場
合
、
管
理
運
営
の
主
体
は
基
本
的

に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
と
な
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
伴
う
リ
ス
ク
（
需
要
変
動
、
物
価
変
動
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
）
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の
大
半
は
民
間
に
移
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
リ
ス
ク
移
転
の
範
囲
を
民
間
事
業
者
と
の
事
業
契
約
に
お
い
て
明
確
に
定

め
る
た
め
、『
官
民
の
責
任
分
担
が
不
明
確
』
と
い
う
課
題
も
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
事
業
期
間
中
に
発
生
し
う
る

リ
ス
ク
に
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
っ
て
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
と
、
不
可
抗
力
や
政
策
変
更
の
よ
う
に
民
間
事
業
者
に
は
予

見
・
対
応
し
が
た
い
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
全
て
の
リ
ス
ク
を
民
間
事
業
者
へ
一
方
的
に
移
転
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス
ク

の
性
質
を
踏
ま
え
て
、
双
方
で
適
切
に
分
担
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い（

（13
（

」。

営
造
物
責
任
の
瑕
疵
の
内
容
に
つ
い
て
、
最
判
平
成
五
年
三
月
三
〇
日
判
タ
八
五
六
号
一
九
七
頁
は
、「
幼
児
が
町
立
中
学
校
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
審
判
台
に
上
っ
て
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
転
倒
し
、
そ
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
亡
し
た
と
い
う
事
故
に
つ
き
」、
設
置
管

理
者
の
通
常
予
測
し
得
な
い
異
常
な
方
法
に
よ
る
営
造
物
の
使
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
に
対
す
る
設
置
管
理
者
の
責
任
が
否
定
さ
れ
る

べ
き
と
さ
れ
る
。「
被
害
者
の
営
造
物
の
使
用
方
法
が
問
題
と
な
る
場
合
に
先
ず
も
っ
て
留
意
さ
れ
る
べ
き
は
、
そ
の
使
用
方
法
を
、
営
造

物
の
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
に
即
し
て
判
断
し
た
場
合
に
、
本
来
の
用
法
の
範
疇
で
把
握
し
得
る
の
か
、
異
常
な
用
法
と
し
て
把
握

す
る
し
か
な
い
の
か
、
そ
の
把
握
の
仕
方
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
同
旨
最
判
昭
五
三
・
七
・
四
民
集
三
二
巻
五
号
八
〇
九
頁
）。
鹿
児
島
地
判

平
成
八
年
一
月
二
九
日
判
タ
九
一
六
号
一
〇
四
頁
は
、
重
さ
一
四
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー
ル
を
倒
し
て
移
動
さ
せ
よ
う
と
し

た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
死
亡
事
故
に
つ
い
て
、「
多
目
的
広
場
は
、
出
入
り
が
自
由
で
あ
っ
た
も
の
で
、
ゴ
ー
ル
が
転
倒
し
な
い
よ
う
地
面

や
フ
ェ
ン
ス
に
固
定
し
て
保
管
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
ゴ
ー
ル
を
倒
し
て
か
ら
移
動
さ
せ
る
と
い
う
方
法
は
、
ゴ
ー
ル
の
取
扱

い
と
し
て
通
常
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
を
認
め
た
」。

関
係
者
の
共
同
責
任
に
つ
い
て
、
盛
岡
地
判
昭
和
五
三
年
一
一
月
二
日
判
時
九
三
五
号
九
二
頁
は
、
観
光
コ
ー
ス
で
の
高
波
死
傷
事
故

に
つ
い
て
、
観
光
バ
ス
会
社
と
県
の
共
同
不
法
行
為
責
任
を
認
め
る
。
バ
ス
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、「
当
日
の
波
浪
の
状
況
に
鑑
み
、
被
害
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者
ら
の
一
行
を
事
故
現
場
の
方
へ
案
内
す
れ
ば
高
波
に
よ
り
不
測
の
事
故
が
起
こ
り
得
る
こ
と
を
危
惧
し
、
他
に
安
全
な
回
遊
コ
ー
ス
が

な
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
な
ど
し
て
、
そ
の
一
行
を
事
故
現
場
附
近
へ
案
内
誘
導
す
る
こ
と
を
避
け
る
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
が
」

あ
り
、
過
失
が
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
県
の
責
任
に
つ
い
て
、
港
湾
施
設
で
あ
っ
て
も
観
光
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
、

「
高
波
に
よ
る
危
険
な
事
態
が
発
生
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
、
そ
の
管
理
者
に
お
い
て
、
臨
港
道
路
附
近
に
、
そ
こ
が
港
湾
施
設
で
あ
る

こ
と
を
明
示
し
、
観
光
客
が
回
遊
路
の
コ
ー
ス
と
誤
信
し
て
右
港
湾
施
設
内
へ
進
入
し
な
い
よ
う
注
意
を
促
す
た
め
の
標
示
、
立
札
等
を

設
置
す
る
と
か
、
少
な
く
と
も
、
本
件
事
故
当
時
の
如
く
風
雨
波
浪
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
時
に
は
、
右
港
湾
施
設
内
に
立
ち
入
る

こ
と
を
禁
止
す
る
標
識
等
を
設
置
す
る
こ
と
が
、
そ
の
安
全
管
理
と
し
て
必
要
で
」
あ
る
と
し
て
過
失
を
認
め
る
。

福
岡
高
判
平
成
一
二
年
八
月
三
〇
日
判
タ
一
一
〇
四
号
一
七
二
頁
は
、「
渓
流
公
園
内
に
お
い
て
崖
上
か
ら
の
落
木
に
よ
り
入
園
者
が
死

亡
し
た
事
故
に
つ
い
て
」、「
公
園
利
用
者
の
安
全
に
つ
い
て
配
慮
す
べ
き
義
務
が
あ
る
本
件
公
園
の
設
置
、
管
理
者
は
、
本
件
事
故
現
場

に
つ
い
て
、
落
石
、
落
木
の
可
能
性
の
あ
る
危
険
箇
所
と
し
て
立
て
札
を
立
て
て
注
意
を
喚
起
し
た
り
、
あ
る
い
は
立
入
禁
止
に
す
る
な

ど
の
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
し
て
設
置
者
の
村
と
管
理
者
法
人
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
責
任
、
村
の
営
造
物
責
任
を
認
め
る
。

そ
の
際
、
こ
こ
が
「
福
岡
県
の
県
行
造
林
で
あ
り
、
森
林
看
守
人
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
こ
で
は
民
間
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
高
度
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
県
行
造
林
地
域
内
か
ら
枯
木
の
幹
が
落
下
し
て
く
る
こ
と

は
予
見
で
き
な
か
っ
た
」
と
の
主
張
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
県
の
責
任
に
つ
い
て
、「
事
故
現
場
南
側
崖
上
の
原
生
林
は
、
急
傾

斜
地
で
あ
っ
て
人
が
分
け
入
る
の
が
危
険
で
あ
る
た
め
植
林
除
外
地
と
な
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
本
件
事
故
現
場
南
側
崖
近
く
は
分
け

入
っ
て
管
理
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
一
般
人
の
立
ち
入
り
も
予
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
右
原
生
林
内
に
枯
れ
木
あ
る
本
件

樹
木
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
民
法
七
一
七
条
の
竹
木
の
栽
植
又
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は
支
持
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
」
ず
、「
本
件
事
故
時
の
状
況
で
は
、
右
原
生
林
の
崖
下
に
位
置
す
る
本
件
事
故
現
場
に
本
件
公
園
の

入
園
者
が
近
づ
く
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
係
で
入
園
者
の
安
全
性
の
確
保
の
問
題
が
生
ず
る
が
、
こ
の
問
題
は
正
し
く
本
件
公
園

の
設
置
、
管
理
者
に
か
か
る
間
題
で
あ
っ
て
、
右
原
生
林
の
崖
下
に
本
件
公
園
が
設
置
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
右
原
生
林
内
の
樹

木
の
所
有
者
に
民
法
七
一
七
条
の
無
過
失
責
任
が
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
。

浦
和
地
判
平
成
三
年
一
〇
月
二
五
日
判
タ
七
八
〇
号
二
三
六
頁
は
、
小
学
校
四
年
生
の
生
徒
が
埼
玉
県
秩
父
市
の
県
立
「
美
の
山
公
園
」

へ
の
遠
足
に
参
加
し
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
、
高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
の
崖
か
ら
転
落
し
、
死
亡
し
た
事
例
に
お
い
て
、
公
園
設
置
管
理
者
で

あ
る
埼
玉
県
に
対
し
て
、
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の
手
段
（
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
崖
の
部
分
に
土
を
入
れ
、
上
部
斜
面
か
ら
引
き
続
く

ゆ
る
や
か
な
斜
面
に
す
る
と
か
、
崖
の
上
辺
に
沿
っ
て
転
落
防
止
柵
な
い
し
樹
木
の
植
込
み
を
設
置
す
る
な
ど
の
措
置
）
を
講
ず
べ
き
公

園
管
理
上
の
注
意
義
務
が
あ
る
の
に
こ
れ
を
怠
っ
た
と
し
て
、
営
造
物
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
肯
定
し
、
小
学
校

（
大
宮
市
）
の
責
任
に
つ
い
て
、
遠
足
に
行
く
同
公
園
の
下
見
が
十
分
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
引
率
の
教
師
の
過
失
に
よ
る
損

害
賠
償
責
任
を
肯
定
し
た
（
転
落
死
亡
し
た
児
童
に
も
過
失
が
あ
る
と
し
、
県
と
の
関
係
で
は
二
割
、
市
と
の
関
係
で
は
五
割
の
過
失
相

殺
を
し
た
）。

横
浜
地
判
平
成
一
三
年
一
二
月
五
日
判
時
一
七
七
四
号
九
八
頁
は
、「
市
の
公
園
に
設
置
さ
れ
た
ゆ
り
か
ご
型
ブ
ラ
ン
コ
を
揺
ら
し
て
遊

ん
で
い
た
低
学
年
の
児
童
が
転
倒
し
、
ブ
ラ
ン
コ
の
底
部
と
地
面
の
間
隔
が
狭
く
、
そ
の
底
部
に
挟
ま
れ
て
負
傷
し
た
事
故
に
つ
き
」、「
幼

児
や
児
童
が
通
常
予
想
さ
れ
る
遊
び
方
を
す
る
過
程
で
生
命
や
身
体
に
重
大
な
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
を
製
造
・
販
売
す
る

こ
と
は
、
遊
具
と
い
う
も
の
の
性
質
に
照
ら
し
て
も
許
さ
れ
な
い
」、
そ
し
て
九
歳
程
度
の
児
童
で
あ
っ
て
も
揺
ら
し
続
け
る
と
四
〇
度
以

上
に
揺
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
カ
ゴ
を
押
す
た
め
に
前
進
し
た
児
童
が
転
倒
し
た
場
合
は
、
約
九
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
カ
ゴ
に
児
童
が
乗
っ
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て
い
る
場
合
は
、
そ
の
児
童
の
体
重
が
加
算
さ
れ
る
。）
の
カ
ゴ
の
底
部
と
地
面
と
の
間
に
挟
ま
れ
て
重
大
な
傷
害
を
被
る
お
そ
れ
の
あ
る

危
険
な
構
造
・
形
状
で
あ
っ
た
こ
と
（
そ
の
危
険
性
も
高
い
）、
そ
し
て
、
児
童
が
本
件
ブ
ラ
ン
コ
の
よ
う
な
構
造
・
形
状
の
ゆ
り
か
ご
型

ブ
ラ
ン
コ
を
両
側
か
ら
押
し
続
け
て
揺
動
さ
せ
て
遊
ぶ
こ
と
は
通
常
予
想
さ
れ
る
使
用
法
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
遊
具
の
専
門
的

な
製
造
・
販
売
業
者
で
あ
る
被
告
Ｂ
に
と
っ
て
は
十
分
予
見
可
能
な
事
柄
で
あ
っ
た
と
し
て
製
造
販
売
者
の
責
任
を
認
め
、「
被
告
藤
沢
市

が
、
安
全
な
遊
具
と
し
て
み
ど
り
の
広
場
に
お
い
て
設
置
・
管
理
し
、
児
童
の
使
用
に
提
供
し
て
い
た
本
件
ブ
ラ
ン
コ
は
、
低
年
齢
の
児

童
で
あ
っ
て
も
両
側
か
ら
カ
ゴ
を
揺
ら
し
続
け
る
と
四
〇
度
以
上
に
揺
動
し
、
カ
ゴ
を
揺
ら
す
過
程
で
前
進
し
た
児
童
が
本
件
ブ
ラ
ン
コ

の
中
心
付
近
に
至
り
、
速
や
か
な
後
退
に
失
敗
し
て
転
倒
し
た
場
合
」、「
児
童
が
、
約
九
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
重
量
の
カ

ゴ
の
底
部
と
地
面
と
の
間
に
挟
ま
れ
て
重
大
な
傷
害
を
被
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
な
構
造
・
形
状
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
ブ
ラ

ン
コ
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
」
と
し
て
市
の
営
造
物
責
任
を
認
め
る
。

営
造
物
に
つ
い
て
、
設
置
管
理
者
と
観
光
業
者
・
学
校
・
遊
具
製
造
販
売
業
者
と
の
共
同
不
法
行
為
が
認
め
ら
れ
、
所
有
者
の
工
作
物

責
任
と
の
関
係
も
問
題
と
さ
れ
る
（
工
作
物
責
任
は
無
過
失
責
任
で
あ
る
が
、
否
定
す
る
事
例
が
あ
る
）。
公
園
運
営
の
民
間
化
に
お
い

て
、
指
定
管
理
者
等
の
営
造
物
責
任
・
工
作
物
責
任
に
お
い
て
、
共
同
不
法
行
為
責
任
が
問
題
と
な
り
、
公
共
性
の
意
義
が
関
連
す
る
。

公
共
施
設
の
営
造
物
責
任
の
考
え
方
、
設
置
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
公
共
性
概
念
が
重
要
と
な
る
（
教
育
福
祉

施
設
に
つ
い
て
は
後
述
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
持
つ
公
共
性
の
意
義
が
重
要
で
あ
る
た
め
に
、
瑕
疵
認
定
も
公
共
性
に
基
づ
く
も
の
も
の

と
な
る
（
公
園
管
理
は
民
間
へ
の
全
面
委
託
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
が
、
所
有
者
責
任
の
問
題
が
残
る
）。
こ
の
よ
う
な
公
共
性
の
意
義
の

把
握
は
公
権
力
行
使
に
つ
い
て
も
重
要
で
あ
り
、
統
一
的
に
把
握
さ
れ
う
る
。
そ
も
そ
も
事
業
実
施
者
と
の
共
同
不
法
行
為
責
任
を
考
え

る
場
合
も
公
共
性
の
意
義
が
重
要
で
あ
る
。
民
間
化
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
自
己
責
任
か
公
共
性
重
視
か
、
事
後
責
任
重
視
か
、
事
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前
予
防
重
視
か
で
あ
る
。

六　

教
育
・
福
祉
分
野
事
業
の
民
間
化
に
お
け
る
公
共
性
の
意
義

１　

教
育

教
育
で
の
市
場
原
理
の
導
入
（
学
校
を
競
争
的
環
境
に
置
く
）
と
し
て
、
公
立
学
校
内
で
の
学
校
選
択
制
、
中
高
一
貫
教
育
の
導
入
、

構
造
改
革
特
区
制
度
（
教
育
規
制
緩
和
―
株
式
会
社
学
校
）、
指
定
管
理
者
制
度
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
評
価
制
度
も
検
討
さ
れ
て
き

た（
（13
（

。
公
設
民
営
学
校
と
し
て
、
公
立
学
校
民
営
化
、
特
区
で
の
公
私
協
力
学
校
が
行
わ
れ
て
い
る
。
チ
ャ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
、
保
護

者
、
地
域
住
民
、
教
師
、
市
民
活
動
家
な
ど
が
、
そ
の
地
域
で
新
し
い
タ
イ
プ
の
学
校
の
設
立
を
希
望
し
、
そ
の
運
営
の
た
め
の
教
員
や

ス
タ
ッ
フ
を
集
め
、
そ
の
学
校
の
特
徴
や
設
立
数
年
後
の
到
達
目
標
を
定
め
て
設
立
の
申
請
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
認
可
さ
れ
た
場
合
、

公
的
な
資
金
の
援
助
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る（

（13
（

。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
と
は
、
学
校
と
地
域
住
民
等
が

力
を
合
わ
せ
て
学
校
の
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の
有
効
な
仕
組
み

で
あ
る（

（14
（

。
ま
た
、
生
涯
学
習
関
係
機
関
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
教
育
行
政
機
関
と
民
間
教
育
事
業
者
と
の
連
携
も
企
図
さ
れ
て

い
る（

（14
（

。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
子
育
て
支
援
と
し
て
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
、
放
課
後
総
合
子
ど
も
プ
ラ
ン
も
企
図
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
公
教
育
の
私
教
育
化
が
可
能
か
も
検
討
さ
れ
う
る
。
公
教
育
の
費
用
面
で
の
優
位
性
な
く
し
、
競
争
を
導
入
す
る
、
公
立
学

校
の
民
間
化
に
よ
り
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
教
育
の
公
共
性
（
義
務
教
育
制
度
の
意
義
、
教
員

資
格
制
度
・
教
育
内
容
の
公
的
検
定
制
度
な
ど
質
の
問
題
）
の
柔
軟
化
、
自
由
化
が
可
能
か
が
問
題
と
な
る
。
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教
育
施
設
運
営
に
お
い
て
も
、
教
科
指
導
面
等
に
お
い
て
も
担
当
者
に
は
公
共
性
の
観
点
か
ら
多
く
の
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

民
間
化
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
点
が
ど
う
な
る
か
が
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
立
学
校
に
お
い
て
同
様
の
問
題
が
存
す
る
の
で
あ

る
が
、
大
多
数
が
私
立
学
校
に
変
わ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
再
度
、
多
様
な
教
育
に
関
す
る
義
務
の
意
義
が
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
と
も
に
、
教
育
外
の
問
題
と
し
て
も
義
務
の
存
在
が
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
ま
ず
教
育
制
度
を
見
る
。

（
１
）	

教
育
法
制（

（14
（

（
作
成
責
任
者
・
徳
永
保
、
分
担
者
・
神
代
浩
・
北
風
幸
一
・
淵
上
孝
「
我
が
国
の
学
校
教
育
制
度
の
歴
史
に
つ
い
て
」）

明
治
五
年
に
学
制
が
発
布
さ
れ
、全
国
の
教
育
行
政
の
文
部
省
統
轄
が
明
示
さ
れ
た（
全
国
を
八
大
学
区
、二
五
六
中
学
区
、五
万
三
七
六
〇

小
学
区
に
分
け
、
区
ご
と
に
各
一
校
設
置
す
る
計
画
）。
明
治
一
二
年
教
育
令
は
「
学
区
制
」
を
廃
止
し
、
町
村
を
基
礎
に
小
学
校
設
置
。

明
治
一
四
年
「
小
学
校
教
則
綱
領
」
制
定
、
明
治
一
五
年
頃
か
ら
全
国
的
に
教
育
が
統
一
化
。
教
科
書
は
、
当
初
文
部
省
及
び
師
範
学
校

で
翻
訳
編
集
。
そ
の
後
教
科
書
の
認
可
制
度
開
始
（
一
六
年
）。
明
治
一
四
年
中
学
校
教
則
大
綱
、
明
治
一
七
年
中
学
校
通
則
。

教
員
に
つ
い
て
、
明
治
五
年
東
京
に
直
轄
の
師
範
学
校
設
立
、
明
治
六
・
七
年
各
大
学
区
に
官
立
師
範
学
校
を
設
置
、
明
治
一
〇
年
頃
か

ら
府
県
の
師
範
学
校
が
整
備
、
明
治
一
三
年
各
府
県
に
師
範
学
校
設
置
義
務
化
、
明
治
一
四
年
師
範
学
校
教
則
大
綱
に
よ
り
師
範
学
校
の

教
則
を
統
一
。

明
治
一
九
年
小
学
校
教
員
免
許
規
則
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
師
範
学
校
卒
業
、
教
員
資
格
検
定
合
格
者
、
た
だ
し
、
戦
前
を
通
じ
て
小

学
校
の
授
業
は
多
数
の
代
用
教
員
に
よ
り
担
当
。

文
部
省
の
普
通
学
務
局
は
公
立
学
校
の
管
理
、
編
集
局
は
教
科
書
の
編
集
を
行
う
。
府
県
（
地
方
長
官
、
学
務
課
長
）
の
役
割
・
権
限

は
、
町
村
立
学
校
の
設
置
・
廃
止
等
の
認
可
、
小
学
校
教
則
を
編
成
・
施
行
、
各
種
規
則
の
制
定
、
学
務
委
員
の
選
任
、
学
務
委
員
の
申
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請
に
基
づ
き
町
村
立
学
校
教
員
を
任
命
す
る
こ
と
で
あ
る
。
学
務
委
員
は
。
町
村
内
の
学
校
事
務
を
幹
理
（
府
知
事
・
県
令
の
監
督
）
す

る
。
教
育
財
政
は
、
受
益
者
負
担
原
則
で
あ
る
。
学
制
発
布
当
時
は
国
庫
補
助
制
度
が
あ
っ
た
が
、
改
正
教
育
令
で
廃
止
、
教
育
費
財
源

の
不
足
は
授
業
料
に
転
嫁
し
、
就
学
率
が
減
少
す
る
。

明
治
一
九
年
帝
国
大
学
令
、
師
範
学
校
令
、
小
学
校
令
、
中
学
校
令
制
定
各
学
校
種
別
の
規
程
を
整
備
し
、
我
が
国
学
校
制
度
の
基
礎

が
確
立
す
る
。

明
治
二
〇
年
頃
か
ら
小
学
校
令
・
中
学
校
令
の
改
正
、
実
業
学
校
令
、
高
等
女
学
校
令
、
専
門
学
校
令
の
制
定
に
よ
り
学
校
制
度
を
整

備
し
、
小
学
校
の
義
務
制
実
現
す
る
。
高
等
師
範
学
校
の
拡
充
中
等
教
育
の
拡
充
に
合
わ
せ
て
そ
の
教
員
養
成
を
拡
充
。

明
治
二
三
年
教
育
勅
語
発
布
。
明
治
一
九
年
教
科
書
検
定
制
度
創
設
（
小
学
校
令
）、
明
治
三
六
年
国
定
教
科
書
制
度
確
立
（
小
学
校

令
）。明

治
二
三
年
地
方
学
事
通
則
・
小
学
校
令
に
よ
り
教
育
は
市
町
村
の
固
有
事
務
で
は
な
く
国
の
事
務
で
あ
る
こ
と
が
明
確
化
。

明
治
三
三
年
の
小
学
校
令
に
よ
り
尋
常
小
学
校
の
授
業
料
原
則
廃
止
。

大
正
六
年
中
等
教
育
目
的
規
程
を
改
正
し
、「
特
ニ
国
民
道
徳
ノ
養
成
ニ
力
ム
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
を
追
加
す
る
。

大
正
七
年
大
学
令
に
よ
り
官
立
大
学
や
総
合
大
学
の
ほ
か
に
公
立
・
私
立
の
大
学
や
単
科
大
学
を
認
め
た
。
帝
国
大
学
の
拡
大
、
官
立

単
科
大
学
の
設
置
が
な
さ
れ
て
い
く
。
官
立
の
医
学
専
門
学
校
も
医
科
大
学
化
、
専
門
学
校
の
大
学
昇
格
も
な
さ
れ
て
い
く
。

大
正
七
年
高
等
学
校
令
も
改
正
し
、
高
等
科
三
年
、
尋
常
科
四
年
の
七
年
制
を
原
則
。
公
立
・
私
立
も
可
。

大
正
一
一
年
～
昭
和
三
年
ま
で
に
一
五
の
臨
時
教
員
養
成
所
を
設
置
。
大
学
や
専
門
学
校
で
所
定
の
単
位
を
修
め
た
者
に
無
試
験
で
中

等
学
校
・
高
等
学
校
の
教
員
免
許
授
与
（
大
正
八
年
）。



70

法政研究24巻３・４号（2020年）

大
正
一
五
年
地
方
官
官
制
改
正
内
務
部
に
置
か
れ
た
学
務
課
を
廃
し
て
学
務
部
が
新
設
、
視
学
官
に
は
学
務
部
長
を
充
て
る
と
さ
れ
た
。

大
正
七
年
「
市
町
村
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
」
成
立
。
市
町
村
立
尋
常
小
学
校
の
正
教
員
及
び
準
教
員
の
俸
給
の
一
部
を
国
庫
が
負

担
（
定
額
補
助
）、
そ
の
後
経
済
上
の
困
難
の
た
め
地
方
財
政
が
窮
乏
し
、
教
育
費
の
増
額
が
要
求
さ
れ
一
二
年
同
法
を
改
正
し
て
国
庫
負

担
増
額
、
そ
の
後
昭
和
五
年
の
改
正
ま
で
数
回
増
額
。

昭
和
一
四
年
青
年
学
校
（
中
等
教
育
学
校
に
進
学
を
せ
ず
に
勤
労
に
従
事
す
る
青
少
年
に
対
し
て
社
会
教
育
を
行
う
）
義
務
制
実
施
。

昭
和
一
六
年
「
国
民
学
校
令
」、
昭
和
一
八
年
「
中
等
学
校
令
」
は
、
国
民
学
校
等
の
皇
国
民
の
基
礎
的
錬
成
を
目
的
と
し
、
教
育
内
容

を
改
革
。

戦
後
、
連
合
軍
総
司
令
部
の
指
導
・
監
督
と
教
育
刷
新
委
員
会
の
建
議
に
よ
り
、
軍
国
主
義
や
極
端
な
国
家
主
義
を
排
除
し
、
戦
後
教

育
改
革
の
枠
組
を
形
成
。
日
本
国
憲
法
に
国
民
の
「
教
育
を
受
け
る
権
利
」、
保
護
者
の
「
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
」、
ま
た
、
大
学
の

自
治
と
関
連
し
て
「
学
問
の
自
由
」
を
規
定
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
教
育
基
本
法
を
制
定
（
教
育
勅
語
は
排
除
・
失
効
）。
小
中
高
大
を
基
本

と
す
る
単
線
型
の
学
校
制
度
へ
転
換
。
教
員
免
許
制
度
を
創
設
し
、
教
員
養
成
系
大
学
以
外
で
も
教
員
の
資
格
を
取
得
で
き
る
開
放
制
を

採
用
。
地
方
教
育
行
政
機
関
と
し
て
教
育
委
員
会
制
度
を
導
入
（
住
民
の
教
育
行
政
へ
の
参
画
）、
そ
の
一
方
で
中
央
教
育
行
政
機
関
と
し

て
の
文
部
省
は
存
続
。
戦
前
の
帝
国
大
学
、
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
の
ほ
か
に
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
医
学
専
門
学
校
、
師
範
学

校
等
を
一
括
し
て
新
制
大
学
へ
移
行
。

学
校
教
育
法
を
制
定
（
昭
和
二
二
年
）。
教
育
の
機
会
均
等
の
実
現
、
学
制
の
単
純
化
（
六
・
三
・
三
制
の
単
線
型
学
校
制
度
の
確
立
）、

義
務
教
育
の
普
及
向
上
と
義
務
教
育
年
限
の
九
年
間
へ
の
延
長
。
新
制
小
中
学
校
は
昭
和
二
二
年
に
発
足
。
新
制
中
学
校
は
学
年
進
行
で

昭
和
二
四
年
に
完
成
。
昭
和
二
三
年
度
に
学
齢
に
達
し
た
盲
・
聾
児
に
盲
・
聾
学
校
へ
の
就
学
を
義
務
付
け
る
。



71

公共サービスの民間化と公的責任の私的責任への移行（二・完）

学
習
指
導
要
領
を
発
表
（
昭
和
二
二
年
）。
教
育
課
程
審
議
会
を
設
置
（
昭
和
二
四
年
）。
学
習
指
導
要
領
を
改
訂
（
昭
和
二
六
年
）。
教

科
書
は
従
来
の
国
定
教
科
書
か
ら
検
定
制
度
化
。
昭
和
二
三
年
教
育
要
領
発
表
。

新
制
高
等
学
校
が
発
足
（
昭
和
二
三
年
）、
学
区
制
・
男
女
共
学
制
・
総
合
制
の
三
原
則
（
後
に
修
正
）、
私
立
学
校
は
こ
の
三
原
則
外

教
育
課
程
の
特
色
は
選
択
教
科
制
と
単
位
制
。
全
日
制
課
程
の
他
に
定
時
制
・
通
信
制
課
程
を
設
置
。

教
育
公
務
員
特
例
法
を
制
定
（
昭
和
二
四
年
）、
国
立
・
公
立
学
校
の
教
員
に
つ
い
て
職
務
と
責
任
の
特
殊
性
に
基
づ
く
特
例
を
規
定
。

全
国
的
な
教
職
員
組
合
が
結
成
。

教
育
委
員
会
を
設
置
（
昭
和
二
三
年
か
ら
都
道
府
県
と
五
大
市
に
設
置
、
そ
の
他
の
市
町
村
は
昭
和
二
七
年
か
ら
の
全
面
設
置
）。

文
部
省
設
置
法
を
制
定
（
昭
和
二
四
年
）、
初
等
中
等
教
育
局
、
大
学
学
術
局
、
社
会
教
育
局
、
調
査
普
及
局
、
管
理
局
の
五
局
編
成
。

権
限
は
で
き
る
だ
け
地
方
に
委
譲
、
専
門
的
・
技
術
的
な
指
導
・
助
言
・
援
助
、
教
育
の
基
準
設
定
と
こ
れ
を
裏
付
け
る
財
政
援
助
が
主

な
任
務
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
に
吸
収
（
昭
和
二
五
年
）。

新
制
大
学
が
発
足
（
昭
和
二
四
年
）、
国
立
七
〇
校
、
公
立
一
七
校
、
私
立
八
一
校
で
発
足
、
国
立
大
学
は
一
都
道
府
県
一
大
学
が
原
則

（
地
域
格
差
の
是
正
が
目
的
）。
二
～
三
年
制
の
短
期
大
学
が
暫
定
的
に
発
足
（
昭
和
二
五
年
）。
私
立
学
校
法
を
制
定
（
昭
和
二
四
年
）。

昭
和
二
七
年
以
降
、
占
領
下
の
教
育
政
策
を
見
直
し
、
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
国
の
権
能
の
強
化
（
学
習
指
導
要
領
の
法
規
命
令
化
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
復
活
、
全
国
学
力
調
査
の
実
施
）、
教
育
委
員
会
制
度
を
公
選
制
か
ら
首
長
・
教
育
委
員
会
の
二
元
制
度
に

移
行
し
、
首
長
へ
の
予
算
原
案
送
付
権
を
廃
止
、
教
職
員
の
安
定
的
供
給
に
よ
る
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
県
費
負
担
教
職
員
制
度
を
創

設
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
任
命
権
を
市
町
村
教
育
委
員
会
か
ら
都
道
府
県
教
育
委
員
会
へ
移
管
、
教
職
員
の
政
治
的
行
為
を
抑
制
す
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る
た
め
、「
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
育
の
政
治
的
中
立
の
確
保
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」（
中
確
法
）
の
制
定
及
び
「
教
育
公
務
員
特

例
法
」
の
一
部
改
正
を
行
い
、
教
職
員
の
政
治
的
行
為
の
制
限
を
国
家
公
務
員
並
み
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
勤
務
評
定
を
実
施
、
教
育

公
務
員
特
例
法
制
定
に
よ
り
大
学
の
教
員
人
事
を
評
議
会
・
教
授
会
の
議
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
（
義
務
標
準
法
）
を
制
定
（
昭
和
三
三
年
）、
公
立
高
等

学
校
の
設
置
、
適
正
配
置
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
等
に
関
す
る
法
律
（
高
校
標
準
法
）
を
制
定
（
昭
和
三
六
年
）
し
、
当
該
標
準
の
到

達
に
必
要
な
地
方
負
担
分
の
財
源
を
地
方
交
付
税
に
よ
り
確
保
。

大
学
設
置
基
準
（
文
部
省
令
）
を
制
定
（
昭
和
三
一
年
）、
大
学
設
置
に
必
要
な
教
員
数
や
校
地
・
校
舎
等
の
施
設
に
つ
い
て
の
最
低
基

準
を
規
定
。
国
立
学
校
特
別
会
計
（
昭
和
三
九
年
）
を
、
国
立
大
学
入
学
定
員
の
急
増
に
対
応
し
、
大
学
設
置
基
準
に
基
づ
い
て
安
定
的

か
つ
計
画
的
に
校
舎
整
備
を
行
う
た
め
に
創
設
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
決
算
剰
余
金
を
財
源
と
す
る
こ
と
、
国
立
大
学
附
属
病
院
の
整
備

に
つ
い
て
財
政
融
資
資
金
に
よ
る
長
期
借
入
金
を
財
源
と
す
る
こ
と
、
人
口
集
中
地
域
か
ら
の
移
転
に
際
し
て
跡
地
売
却
金
を
財
源
と
す

る
こ
と
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

高
度
経
済
成
長
後
の
経
済
・
社
会
活
動
の
複
雑
・
高
度
化
に
伴
い
必
要
と
さ
れ
た
知
識
量
の
増
大
を
、
学
校
教
育
の
質
を
上
げ
る
こ
と

で
対
応
、
小
中
学
校
の
教
育
内
容
の
拡
大
・
改
善
と
そ
の
た
め
の
関
連
施
策
の
実
施
。
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
る
教
育
内
容
の
増
大
及

び
現
代
化
（
教
育
内
容
の
一
層
の
向
上
）、
学
級
編
制
基
準
の
引
下
げ
、
教
職
員
定
数
の
改
善
。
教
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る

「
人
材
確
保
法
」
制
定
と
こ
れ
に
基
づ
く
教
員
給
与
の
改
善
、
現
職
教
員
の
再
教
育
。
管
理
体
制
の
強
化
を
通
じ
た
学
校
教
育
の
質
の
担
保

の
た
め
、
教
頭
の
法
制
化
と
主
任
制
を
導
入
。
大
学
教
育
の
質
の
向
上
と
大
学
改
革
の
試
み
、
高
度
な
専
門
的
人
材
需
要
へ
の
対
応
の
た

め
、
無
医
大
県
解
消
に
向
け
た
医
科
大
学
の
新
設
、
技
術
科
学
大
学
の
設
置
。
学
生
運
動
・
大
学
紛
争
へ
の
対
策
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
臨
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大
法
」
を
制
定
大
学
の
管
理
機
能
の
強
化
・
新
た
な
教
育
研
究
組
織
の
導
入
を
目
的
と
し
た
筑
波
大
学
を
設
置
。
私
立
大
学
の
定
員
を
超

え
る
学
生
受
入
れ
の
常
態
化
を
改
善
す
る
た
め
、
高
等
教
育
計
画
に
よ
る
量
的
規
制
の
強
化
と
私
立
大
学
等
に
対
し
学
生
実
数
に
応
じ
た

施
設
整
備
の
た
め
の
経
常
費
補
助
を
開
始
。

そ
の
後
、
多
様
な
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
基
礎
基
本
の
重
視
」「
自
己
教
育
力
の
育
成
」
規
定
、
総
合
的
学
習
の
時
間
の
創
設
、
学

校
週
五
日
制
の
段
階
的
導
入
、
高
校
の
教
育
内
容
を
多
様
化
す
る
た
め
の
総
合
学
科
設
置
、
大
学
受
験
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
大
学
セ

ン
タ
ー
試
験
の
実
施
な
ど
。

そ
の
後
も
多
様
な
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
五
二
年
学
習
指
導
要
領
改
訂
―
ゆ
と
り
あ
る
充
実
し
た
学
校
生
活
の
実
現
＝
学
習

負
担
の
適
正
化
（
各
教
科
等
の
目
標
・
内
容
を
中
核
的
事
項
に
し
ぼ
る
）、
平
成
元
年
改
訂
―
社
会
の
変
化
に
自
ら
対
応
で
き
る
心
豊
か
な

人
間
の
育
成
（
生
活
科
の
新
設
、
道
徳
教
育
の
充
実
）、
平
成
一
〇
年
改
訂
―
基
礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
、
自
ら
学
び
自
ら
考

え
る
力
な
ど
の
［
生
き
る
力
］
の
育
成
、
平
成
二
〇
年
改
訂
―
「
生
き
る
力
」
の
育
成
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
の
バ
ラ
ン
ス（

（14
（

）。

平
成
一
〇
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
規
制
緩
和
推
進
三
か
年
計
画
」
に
お
い
て
、
文
部
省
と
し
て
は
、
教
育
改
革
の
観
点
を
中
心

に
幅
広
く
検
討
を
行
い
、
二
八
項
目
を
教
育
関
係
の
規
制
緩
和
事
項
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
（
教
科
書
の
採
択
制
度
の
改
善
等
、
教
科
書
検

定
制
度
の
透
明
化
、
大
学
に
お
け
る
秋
季
入
学
の
導
入
の
促
進
、
学
位
授
与
機
構
に
よ
る
単
位
累
積
加
算
制
度
の
本
格
的
検
討
、
大
学
以

外
の
教
育
施
設
等
に
お
け
る
学
修
の
単
位
認
定
制
度
の
見
直
し
等
）。
地
方
分
権
推
進
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
項
は
、
教
育
長
の
任
命
承

認
制
の
廃
止
、
社
会
教
育
関
係
職
員
の
設
置
の
義
務
付
け
の
廃
止
、
緩
和
、
文
化
財
関
係
の
権
限
委
譲
の
推
進
、
機
関
委
任
事
務
制
度
の

廃
止
、
各
種
の
国
の
関
与
の
縮
減
等
で
あ
る（

（14
（

。
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平
成
一
五
年
国
立
大
学
法
人
法
制
定
、
平
成
二
一
年
独
立
行
政
法
人
の
廃
止
、
民
営
化
、
移
管
等
に
伴
い
国
立
大
学
法
人
も
見
直
し
の

対
象
と
な
る
。
平
成
二
七
年
に
国
立
大
学
協
会
が
ま
と
め
た
国
立
大
学
法
人
の
直
面
す
る
問
題
点
と
し
て
は
、
運
営
費
交
付
金
、
附
属
病

院
、
施
設
整
備
費
補
助
金
、
寄
付
金
税
制
、
競
争
的
資
金
、
制
度
・
規
制
の
六
項
目
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る（

（14
（

。

平
成
二
五
年
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
附
則
第
二
条
第
四
項
一
に
よ
り
、
公
立
学
校
の
運
営
を
民
間
に
委
託
す
る
道
が
ひ
ら
か
れ
た
。「
学

校
法
人
設
立
に
よ
る
公
私
協
力
学
校
公
設
民
営
と
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
施
設
を
設
置
し
そ
の
運
営
を
民
間
に
委
託
す
る
こ
と
で
あ

り
、
保
育
園
や
介
護
福
祉
施
設
等
で
そ
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
従
来
『
公
』
が
行
っ
て
き
た
業
務
に
つ
い
て
、『
民
』
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い

か
し
効
率
的
な
管
理
・
運
営
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
公
設
民
営
学
校
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
私
立
学
校
に
限
ら
れ
て

お
り
、
地
方
公
共
団
体
が
校
地
・
校
舎
等
を
提
供
し
、
民
間
と
連
携
・
協
力
し
て
学
校
法
人
を
設
立
す
る
方
式
で
行
わ
れ
て
き
た
。
制
度

と
し
て
二
通
り
の
方
式
が
あ
り
、
一
つ
は
、
構
造
改
革
特
区
に
お
い
て
高
等
学
校
及
び
幼
稚
園
を
対
象
に
『
公
私
協
力
学
校
設
置
事
業
』

と
し
て
特
例
を
認
め
る
方
式
四
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
特
区
の
制
度
を
利
用
し
な
い
も
の
で
あ
る
」。「
公
立
学
校
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
定

型
的
な
処
分
行
為
で
あ
る
警
備
、
清
掃
、
給
食
を
民
間
委
託
す
る
例
は
あ
る
も
の
の
、
包
括
的
な
委
託
は
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
」。

「『
公
立
学
校
教
育
は
、
設
置
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
『
公
の
意
思
』
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
入
退
学
の
許
可
や

卒
業
の
認
定
等
の
公
権
力
の
行
使
と
日
常
の
指
導
等
が
一
体
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
（
公
権
力
の
行
使
と
単
な
る
事
実
上
の
行
為
と
の

切
り
分
け
が
困
難
）
で
あ
る
こ
と
、
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
を
包
括
的
に
委
託
す
る
こ
と
（
包
括
的
に
委
託
し
つ
つ
、
な
お
こ
れ
を
公

立
学
校
教
育
と
位
置
付
け
る
こ
と
）
は
困
難
』
で
あ
る
と
の
法
制
的
整
理
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ま
で
は
、
公
立
学
校
に

つ
い
て
は
、
公
設
民
営
化
が
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
」。
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る
公
設
民
営
化
実
施
に
つ
い
て
、「
現
在
の
公
教
育
は

画
一
的
な
部
分
が
あ
り
、
不
登
校
や
発
達
障
害
の
児
童
生
徒
等
を
含
む
『
全
て
の
子
供
た
ち
に
チ
ャ
ン
ス
、
可
能
性
を
提
供
す
る
よ
う
な
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十
二
分
な
公
教
育
が
行
わ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
』
た
め
、『
既
存
の
公
立
学
校
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
民
間
ノ
ウ

ハ
ウ
や
活
力
を
導
入
し
な
が
ら
公
設
民
営
を
行
う
』
と
の
見
解
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、『
義
務
教
育
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ

も
規
制
で
は
な
く
て
国
の
責
任
で
あ
り
』、『
こ
の
国
の
責
任
を
ど
う
全
う
し
て
い
く
か
と
い
う
議
論
が
必
要
』
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
現
行
制
度
下
に
お
い
て
も
、
公
私
協
力
学
校
の
設
置
に
よ
る
民
間
活
力
の
導
入
や
、
学
習
指
導
要
領
等
の
教
育
課
程
の

基
準
に
よ
ら
な
い
特
別
の
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
を
可
能
と
す
る
教
育
課
程
特
例
校
制
度
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
教
育
の
実
施
が
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
国
家
戦
略
特
区
に
お
い
て
義
務
教
育
を
民
間
開
放
の
対
象
と
す
る
こ
と
の
意
味
が
問
わ
れ
た（

（14
（

」。

主
体
の
多
様
化
に
関
し
て
、
学
校
設
置
者
と
し
て
一
条
校
に
つ
い
て
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
学
校
法
人
・
財
団
法
人
（
特
別
支
援

学
校
、
幼
稚
園
）・
学
校
設
置
会
社
・
学
校
設
置
非
営
利
法
人
で
あ
り
、
非
一
条
校
（
専
修
学
校
・
各
種
学
校
）
に
つ
い
て
は
、
準
学
校
法

人
・
財
団
法
人
・
株
式
会
社
・
社
団
法
人
・
医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
・
宗
教
法
人
・
個
人
で
あ
る（

（14
（

。

（
２
）
実
施
主
体
と
教
育
内
容

学
校
法
人
（
公
益
法
人
）
は
私
立
学
校
を
設
置
運
営
す
る
主
体
で
あ
り
、
学
校
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
寄
附
行
為
に
お
い

て
、
そ
の
目
的
、
名
称
、
設
置
す
る
私
立
学
校
の
種
類
、
名
称
等
所
定
の
事
項
を
定
め
た
上
、
文
部
科
学
省
令
で
さ
だ
め
る
手
続
（
私
立

学
校
法
施
行
規
則
第
二
条
等
）
に
従
い
所
轄
庁
の
認
可
を
受
け
る
（
私
立
学
校
法
第
三
〇
条
）。
所
轄
庁
は
当
該
学
校
法
人
が
設
置
す
る
私

立
学
校
に
必
要
な
施
設
及
び
設
備
又
は
こ
れ
ら
に
要
す
る
資
金
並
び
に
そ
の
経
営
に
必
要
な
財
産
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
寄
附
行
為

の
内
容
が
法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
等
を
審
査
し
た
上
で
認
可
を
決
定
す
る
（
同
法
第
三
一
条
―
大
学
設
置
・
学
校
法

人
審
議
会
又
は
私
立
学
校
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
）。
学
校
法
人
に
は
、
役
員
と
し
て
、
理
事
五
人
以
上
、
監
事
二
人
以
上
を
置
か
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
（
学
校
法
人
の
公
共
性
を
高
め
る
た
め
各
役
員
に
つ
い
て
、
そ
の
配
偶
者
又
は
三
親
等
以
内
の
親
族
が
一
人
を
こ
え
て
含
ま

れ
な
い
）。
学
校
法
人
の
業
務
の
決
定
は
寄
附
行
為
に
別
段
の
定
め
が
な
い
と
き
は
、
理
事
の
過
半
数
を
も
っ
て
行
わ
れ
、
一
般
に
、
基
本

財
産
の
処
分
等
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
理
事
総
数
の
三
分
の
二
以
上
の
特
別
決
議
が
必
要
で
あ
り
、
一
定
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
評
議
員
会
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（14
（

。

学
校
教
育
法
第
二
条
に
お
い
て
、
学
校
の
設
置
主
体
と
し
て
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
学
校
法
人
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
特
区

に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、
教
育
上
又
は
研
究
上
「
特
別
な
ニ
ー
ズ
」
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
株
式
会
社
あ
る
い
は
実
績

の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
学
校
の
設
置
を
認
め
る
。
そ
の
際
、
学
校
の
公
共
性
、
継
続
性
・
安
定
性
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
要
件
を
株

式
会
社
に
課
す
と
と
も
に
、
情
報
公
開
、
評
価
の
実
施
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
な
ど
必
要
な
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
と
さ
れ
る（

（14
（

。

教
育
内
容
に
つ
い
て
、「
二
〇
〇
六
年
に
は
、
教
育
基
本
法
の
改
正
を
経
て
、
約
四
〇
年
ぶ
り
に
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
が
復
活
す
る
と

と
も
に
、
学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
校
の
自
己
評
価
が
義
務
付
け
ら
れ
」、「
学
区
制
の

廃
止
に
よ
っ
て
高
校
選
択
の
幅
の
拡
大
と
同
時
に
、
競
争
が
激
化
し
」、
小
中
学
校
に
お
け
る
学
校
選
択
制
度
に
よ
り
、「
受
験
競
争
の
開

始
も
低
年
齢
化
し
」、「
公
教
育
に
対
す
る
国
家
政
策
の
影
響
は
強
ま
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
る
。「
学
校
教
育
法
の
改
正
を
受
け
て
、
二
〇
〇
七

年
に
は
、
学
校
法
も
改
正
さ
れ
、
文
部
科
学
省
に
『
教
科
』
で
は
な
く
、『
教
育
課
程
』
の
決
定
権
限
を
与
え
、
地
方
教
育
委
員
会
を
迂
回

し
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
全
国
の
学
校
に
対
し
て
、
学
力
テ
ス
ト
に
基
づ
く
評
価
を
直
接
に
行
う
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
た
。
ま
た
、
教
育

職
員
の
職
位
が
階
層
化
さ
れ
、
校
長
が
、
他
の
教
員
に
対
す
る
指
揮
命
令
権
限
を
有
す
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
、
教
員
も
主
幹
教
諭
、
指

導
教
諭
、
教
諭
に
細
分
化
さ
れ
た
。
教
育
職
員
免
許
法
も
改
正
さ
れ
、
一
〇
年
ご
と
の
免
許
更
新
制
度
に
よ
り
、
教
育
職
員
の
専
門
職
と

し
て
の
地
位
も
大
幅
に
低
下
し
た
」。
地
方
分
権
の
推
進
と
地
方
交
付
税
制
度
の
改
革
に
よ
り
、「
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
分
は
、
地
方
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交
付
税
交
付
金
の
一
部
と
し
て
、
国
か
ら
各
地
方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
地
方
交
付
税
法
の
実
質
的
な
廃
止
と
連
動
さ
せ

て
、
国
の
義
務
教
育
費
の
支
出
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」。
そ
し
て
「『
市
場
化
』
と
呼
ば
れ
る
公
教
育
改
革
の
特
徴
は
、
利
用
者
の

自
己
選
択
と
自
己
責
任
、
教
育
機
関
の
自
律
的
経
営
と
競
争
を
介
し
て
、
公
教
育
制
度
全
体
が
、
序
列
的
・
階
層
的
に
再
編
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
点
に
あ
る
」
と
し
、
第
一
に
、
学
校
選
択
制
と
学
力
テ
ス
ト
導
入
に
よ
り
、「
一
斉
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
『
自
治
体
序
列
』
と

し
て
公
表
し
、
下
位
の
自
治
体
で
は
学
力
向
上
施
策
が
集
中
的
に
行
わ
れ
」、
現
実
に
は
自
己
責
任
の
下
に
「
出
身
家
庭
間
の
経
済
格
差

が
、
そ
の
ま
ま
教
育
格
差
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
」、
第
二
に
「
断
片
的
な
情
報
の
記
憶
を
偏
重
す
る
試
験
制
度
と
過
度
な
競
争
に
よ
っ

て
、
学
校
教
育
が
受
験
対
策
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
学
校
生
活
の
荒
廃
と
子
ど
も
の
不
安
・
ス
ト
レ
ス
を
高
め
」、
第
三
に
、「
公
教
育

に
対
す
る
国
庫
支
出
が
削
減
さ
れ
た
結
果
、
教
育
財
政
が
公
教
育
の
基
本
的
水
準
を
維
持
す
る
の
を
困
難
に
し
、
学
校
の
教
育
力
を
強
化

す
る
た
め
に
必
要
な
教
職
員
の
増
加
や
人
学
級
は
一
貫
し
て
拒
ま
れ
続
け
た
」
と
さ
れ
る（

（15
（

。

教
育
事
業
も
公
的
事
業
（
国
民
皆
学
）
と
し
て
発
展
す
る
が
、
当
初
か
ら
私
立
学
校
の
創
設
も
認
め
ら
れ
て
い
た
（
た
だ
し
、
学
校
法

人
に
限
ら
れ
て
い
た
）。
行
政
改
革
。
教
育
改
革
と
し
て
多
様
な
改
革
が
企
図
さ
れ
て
き
た
（
地
方
分
権
に
よ
る
国
庫
支
出
の
削
減
も
な
さ

れ
て
い
る
）。
教
育
主
体
も
学
校
法
人
に
限
定
さ
れ
な
い
（
特
区
）。
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
も
指
導
要
領
、
検
定
制
度
に
よ
っ
て
一
定
の

質
の
確
保
が
要
請
さ
れ
る
が
、
裁
量
の
余
地
は
私
学
の
方
が
大
き
い
。
教
員
も
免
許
制
に
よ
り
、
質
の
確
保
が
図
ら
れ
る
。
懲
戒
免
職
・

分
限
免
職
解
雇
に
お
い
て
公
立
・
私
立
学
校
教
員
免
許
は
剥
奪
さ
れ
る
。
教
育
内
容
・
資
格
に
つ
い
て
も
改
革
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

（
３
）
教
育
判
例

こ
の
よ
う
な
改
革
に
お
い
て
、
教
育
に
関
す
る
裁
判
所
判
断
が
再
度
問
題
と
な
る
。
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検
定
に
つ
い
て
、
最
判
平
成
九
年
八
月
二
九
日
判
タ
九
五
八
号
六
五
頁
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
小
中
高
等
学
校
で
は
、
原
則
と
し

て
文
部
大
臣
の
検
定
を
経
た
教
科
用
図
書
（
教
科
書
）
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
（
学
校
教
育
法
二
一
条
一
項
、
四
〇
条
、

五
一
条
）、
こ
の
検
定
を
行
う
た
め
の
手
続
、
基
準
等
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
教
科
用
図
書
検
定
規
則
、
高
等
学
校
教
科
用
図
書
検
定
基

準
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
検
定
は
、
原
稿
本
審
査
、
内
閲
本
審
査
及
び
見
本
本
審
査
を
経
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
検
定
規
則

五
条
）。「
文
部
大
臣
は
、
原
稿
本
審
査
に
当
た
り
、
教
科
書
と
し
て
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
を
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
に
諮
問
し
、

そ
の
答
申
に
基
づ
い
て
合
格
不
合
格
の
決
定
を
行
う
が
、
右
合
格
の
条
件
と
し
て
修
正
意
見
を
付
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
検
定
規
則
九
条
）。

ま
た
、
検
定
審
議
会
は
、
教
科
用
図
書
検
定
審
査
内
規
（
昭
和
五
三
年
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
決
定
）
第
一
、三
に
基
づ
き
、
修
正

意
見
と
し
て
指
摘
す
る
に
は
至
ら
な
い
が
、
訂
正
、
削
除
又
は
追
加
な
ど
の
措
置
を
し
た
方
が
教
科
書
と
し
て
よ
り
良
く
な
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
改
善
意
見
と
し
て
指
摘
す
る
。
検
定
の
審
査
は
、
教
育
基
本
法
に
定
め
る
教
育
の
目
的
、
方
針
な
ど
に
一
致
し
て

い
る
こ
と
、
学
習
指
導
要
領
に
示
す
教
科
の
目
標
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
政
治
や
宗
教
に
つ
い
て
そ
の
取
り
扱
い
が
公
正
で
あ
る
こ
と

の
『
基
本
条
件
』
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
教
科
書
に
お
い
て
取
り
扱
う
範
囲
が
学
習
指
導
要
領
に
示
す
目
標
及
び
内
容
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
程
度
が
生
徒
の
心
身
の
発
達
段
階
に
適
応
し
て
い
る
こ
と
、
選
択
及
び
扱
い
が
学
習
指
導
を
進
め
る
上
に
適
切
で
あ
る
こ
と
、

組
織
、
配
列
及
び
分
量
が
学
習
指
導
を
有
効
に
進
め
る
上
か
ら
み
て
適
切
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
誤
り
や
不
正
確
な
と
こ
ろ
が
な
い

こ
と
、
一
面
的
な
見
解
だ
け
を
十
分
な
配
慮
な
く
取
り
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
な
ど
の
『
必
要
条
件
』
に
照
ら
し
て
適
切
で
あ

る
か
ど
う
か
審
査
す
る
も
の
で
あ
る
が
（
検
定
基
準
第
一
章
）、
新
規
検
定
に
お
け
る
具
体
的
な
合
否
の
判
定
は
、
原
則
と
し
て
修
正
意
見

相
当
箇
所
の
欠
陥
の
程
度
に
応
じ
て
減
点
方
式
で
評
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
〇
五
〇
点
満
点
で
八
〇
〇
点
以
上
の
も
の
が
合
格
又
は
条

件
付
合
格
と
な
る
。
ま
た
、
改
訂
検
定
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
改
訂
箇
所
ご
と
に
合
否
を
判
定
す
る
。
条
件
付
合
格
に
つ
い
て
は
、
そ
の
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後
修
正
意
見
に
従
っ
た
修
正
が
行
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ
た
と
き
に
内
閲
本
審
査
合
格
と
な
り
（
検
定
規
則
一
三
条
）、
最
終
的
に
は
見
本
本

審
査
に
お
い
て
図
書
と
し
て
必
要
な
要
件
を
備
え
完
成
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
た
と
き
に
合
格
と
な
っ
て
（
検
定
規
則
一
四
条
）、
一
連
の
審

査
手
続
は
終
了
す
る
」
と
す
る
。

最
判
昭
和
五
一
年
五
月
二
一
日
判
タ
三
三
六
号
一
三
八
頁
の
旭
川
学
力
テ
ス
ト
事
件
解
説
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
教

基
法
一
〇
条
の
解
釈
の
前
提
と
し
て
、
憲
法
に
よ
る
公
教
育
制
度
の
観
念
の
考
察
が
必
要
と
な
る
が
、
基
本
的
に
は
、
国
の
教
育
内
容
決

定
権
能
を
認
め
、
こ
れ
を
制
約
す
る
も
の
と
し
て
、
親
の
教
育
の
自
由
、
私
学
教
育
の
自
由
、
教
師
の
教
授
の
自
由
等
が
存
在
す
る
。「
教

育
行
政
機
関
の
権
限
は
、
単
に
教
育
の
外
的
事
項
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
教
育
内
容
に
つ
い
て
も
許
容
さ
れ
る
目
的
の
た
め
に
必
要
か

つ
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
規
制
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
」、「
何
が
、
許
容
さ
れ
る
『
必
要
か
つ
合
理
的
』
な
介
入
で
あ
る
か
に
つ
い

て
」、「
教
育
の
自
主
性
の
尊
重
、
教
師
の
自
由
な
創
意
工
夫
の
尊
重
、
教
育
の
地
方
自
治
の
原
則
等
を
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ

ば
、『
必
要
か
つ
合
理
的
』
か
否
か
の
審
査
は
か
な
り
厳
格
に
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」。「
こ
の
点
に
関
連
し
て
、

学
習
指
導
要
領
の
法
的
効
力
に
つ
き
、
本
判
決
は
、
本
件
当
時
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
は
、
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
教
育
政
策
上
の

当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
少
な
く
と
も
法
的
見
地
か
ら
は
、
必
要
か
つ
合
理
的
な
基
準
の
設
定
と
し
て
、
そ
の
効
力
を
是
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
し
た
」。「
学
習
指
導
要
領
は
、
中
学
校
に
つ
い
て
い
え
ば
、
学
校
教
育
法
三
八
条
、
一
〇
六
条
に
よ
り
文
部
大
臣
に
与
え

ら
れ
た
『
教
科
に
関
す
る
事
項
』
を
定
め
る
権
限
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
部
大
臣
は
『
教
科
に
関
す
る
事
項
』
と
し

て
ど
の
程
度
の
こ
と
ま
で
定
め
う
る
の
か
」
に
つ
い
て
、「『
教
育
に
お
け
る
機
会
均
等
の
確
保
と
全
国
的
な
一
定
の
水
準
の
維
持
と
い
う

目
的
の
た
め
に
必
要
か
つ
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
大
綱
的
な
基
準
』
に
と
ど
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
し
、
本
件
当
時
の
中
学
校
学
習
指
導
要

領
は
、
詳
細
に
す
ぎ
る
点
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
右
の
基
準
内
に
と
ど
ま
る
と
し
た
。」
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教
員
の
義
務
と
し
て
、
公
務
員
に
は
地
方
公
務
員
法
に
お
い
て
、
法
令
等
と
上
司
の
命
令
に
従
う
義
務
、
職
務
専
念
義
務
が
課
さ
れ
、

信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
、
秘
密
を
守
る
義
務
が
課
さ
れ
、
政
治
的
行
為
が
制
限
さ
れ
、
争
議
行
為
が
禁
止
さ
れ
、
営
利
企
業
等
の
従
事
制

限
等
が
課
さ
れ
、
教
育
公
務
員
特
例
法
に
お
い
て
、
兼
職
及
び
他
の
事
業
等
の
従
事
に
関
す
る
規
定
、
公
立
学
校
の
教
育
公
務
員
の
政
治

的
行
為
の
制
限
規
定
が
置
か
れ
、
研
修
制
度
が
実
施
さ
れ
る
。

入
学
式
の
国
歌
斉
唱
の
際
に
「
君
が
代
」
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
校
長
の
職
務
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理

由
に
戒
告
処
分
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
て
、
職
務
命
令
が
思
想
及
び
良
心
の
自
由
を
保
障
し
た
憲
法
一
九
条
に
違
反
す
る
こ
と
等
か
ら
上

記
処
分
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
そ
の
取
消
し
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
最
判
平
成
一
九
年
二
月
二
七
日
判
タ
一
二
三
六
号
一
〇
九
頁

の
解
説
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
Ｘ
は
、『
君
が
代
』
が
過
去
の
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
と
結
び
付
い
て
お
り
、
こ
れ
を
公
然
と
歌
っ
た

り
、
伴
奏
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
ま
た
、
子
ど
も
に
『
君
が
代
』
が
ア
ジ
ア
侵
略
で
果
た
し
て
き
た
役
割
等
の
正
確
な
歴
史
的
事
実
を

教
え
ず
、
子
ど
も
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
を
実
質
的
に
保
障
す
る
措
置
を
執
ら
な
い
ま
ま
『
君
が
代
』
を
歌
わ
せ
る
と
い
う
人
権
侵
害

に
加
担
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
な
ど
の
思
想
及
び
良
心
を
有
す
る
と
し
て
い
る
」。「
問
題
は
、
本
件
職
務
命
令
に
よ
り
Ｘ
の
内
心
に
反
す

る
外
部
的
行
為
を
強
制
す
る
こ
と
が
Ｘ
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
の
侵
害
と
な
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
」。
第
一
に
、
本
判

決
は
「
入
学
式
の
国
歌
斉
唱
の
際
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
Ｘ
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
と
不
可
分
に
結
び
付
く
も
の
と
は

い
え
ず
、
本
件
職
務
命
令
が
直
ち
に
こ
れ
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」。「
第
二
に
、
本
判
決
は
、
入
学
式
の
国
歌
斉
唱
の
際
に
『
君

が
代
』
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
す
る
と
い
う
行
為
自
体
は
、
音
楽
専
科
の
教
諭
等
に
と
っ
て
通
常
想
定
さ
れ
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
」、「
本

件
職
務
命
令
は
、
Ｘ
に
対
し
て
特
定
の
思
想
を
持
つ
こ
と
を
強
制
し
た
り
、
こ
れ
を
禁
止
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
思
想
の

有
無
に
つ
い
て
告
白
す
る
こ
と
を
強
要
す
る
も
の
で
も
な
く
、
児
童
に
対
し
て
一
方
的
な
思
想
や
理
念
を
教
え
込
む
こ
と
を
強
制
す
る
も
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の
と
み
る
こ
と
も
で
き
な
い
」。「
第
三
に
、
本
判
決
は
、
公
務
員
が
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
と
定
め
る
憲
法
一
五
条
二
項
に
加
え
、
地
方

公
務
員
に
つ
い
て
職
務
専
念
義
務
等
を
定
め
る
地
方
公
務
員
法
三
〇
条
及
び
上
司
の
職
務
上
の
命
令
等
に
従
う
義
務
を
定
め
る
同
法
三
二

条
を
挙
げ
て
、
Ｘ
が
地
方
公
務
員
と
し
て
職
務
命
令
等
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
、『
郷
土
及
び
国

家
の
現
状
と
伝
統
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
に
導
き
、
進
ん
で
国
際
協
調
の
精
神
を
養
う
こ
と
。』
を
小
学
校
教
育
の
目
標
と
す
る
学
校
教

育
法
一
八
条
二
号
の
定
め
や
、『
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
義
を
踏
ま
え
、
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
と
も
に
、
国
歌
を
斉

唱
す
る
よ
う
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。』
と
す
る
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
定
め
を
挙
げ
て
、
本
件
職
務
命
令
は
こ
れ
ら
の
趣
旨
に
か
な
う

と
し
た
上
で
」、「
本
件
職
務
命
令
の
目
的
及
び
内
容
が
不
合
理
と
は
い
え
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
」。

授
業
や
課
外
活
動
に
お
け
る
教
師
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
（
最
判
昭
和
五
八
年
二
月
一
八
日
民
集
三
七
巻
一
号
一
〇
一
頁
、
最
判
昭
和

五
八
年
六
月
七
日
裁
判
集
民
事
一
三
九
号
一
一
七
頁
、
最
判
昭
和
六
二
年
二
月
六
日
裁
判
集
民
事
一
五
〇
号
七
五
頁
）、
公
立
と
私
立
と
で

は
差
が
な
い
と
解
さ
れ
る
（
国
家
賠
償
と
使
用
者
責
任
の
相
違
は
あ
り
、
個
人
責
任
に
つ
い
て
差
異
が
生
じ
う
る
が
）。

逆
に
私
立
学
校
の
自
主
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
判
決
が
あ
る
。
最
判
平
成
八
年
七
月
一
八
日
裁
判
集
民
事
一
七
九
号
六
二
九
頁
は
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
を
制
限
し
パ
ー
マ
を
か
け
る
こ
と
を
禁
止
と
す
る
校
則
に
つ
い
て
、
私
立
学
校
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ

く
独
自
の
伝
統
な
い
し
校
風
と
教
育
方
針
に
よ
っ
て
教
育
方
針
に
よ
っ
て
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
生
徒
も
そ
の
よ
う
な
教

育
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
入
学
す
る
も
の
で
あ
り
、
修
徳
高
校
は
、
清
潔
か
つ
質
素
で
流
行
を
追
う
こ
と
な
く
華
美
に
流
さ
れ
な
い

態
度
を
保
持
す
る
こ
と
を
教
育
方
針
と
し
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
校
則
を
定
め
て
い
る
、
修
徳
高
校
が
、
本
件
校
則

に
よ
り
、
運
転
免
許
の
取
得
に
つ
き
、
一
定
の
時
期
以
降
で
、
か
つ
、
学
校
に
届
け
出
た
場
合
に
の
み
教
習
の
受
講
及
び
免
許
の
取
得
を

認
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
、
交
通
事
故
か
ら
生
徒
の
生
命
身
体
を
守
り
、
非
行
化
を
防
止
し
、
も
っ
て
勉
学
に
専
念
す
る
時
間
を
確
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保
す
る
た
め
で
あ
る
、
同
様
に
、
パ
ー
マ
を
か
け
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
の
も
、
高
校
生
に
ふ
さ
わ
し
い
髪
型
を
維
持
し
、
非
行
を
防

止
す
る
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
校
則
は
社
会
通
念
上
不
合
理
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
生
徒
に
対
し
て
そ
の
遵
守
を

求
め
る
本
件
校
則
は
、
民
法
一
条
、
九
〇
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い

最
判
平
成
二
一
年
一
二
月
一
〇
日
判
タ
一
三
一
八
号
九
四
頁
は
、
学
校
案
内
等
に
記
載
さ
れ
た
論
語
に
依
拠
し
た
道
徳
教
育
が
実
施
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
生
徒
の
親
が
私
立
中
学
校
に
債
務
不
履
行
・
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
で
あ
り
、
親

が
子
を
入
学
さ
せ
る
学
校
を
選
択
す
る
際
に
考
慮
し
た
教
育
内
容
や
指
導
方
法
が
子
の
入
学
後
に
変
更
さ
れ
た
と
し
て
も
、
特
段
の
事
情

が
な
い
限
り
、
学
校
選
択
の
自
由
の
侵
害
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
期
待
、
信
頼
が
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
に
当
た
る
余
地
が
あ
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
る
が
、
①
そ
れ
が
私
法
上
の
権
利
と
い
い
得
る
よ
う
な
明
確
な
実
体
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
②
学
校
教
育
に
お
け
る
教

育
内
容
等
の
決
定
や
変
更
は
、
教
育
専
門
家
で
あ
り
当
該
学
校
の
事
情
に
も
精
通
す
る
学
校
設
置
者
や
教
師
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
べ

き
で
あ
り
、「
学
校
に
よ
る
生
徒
募
集
の
際
に
説
明
、
宣
伝
さ
れ
た
教
育
内
容
等
の
一
部
が
変
更
さ
れ
、
こ
れ
が
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
が
、
親
の
期
待
、
信
頼
を
損
な
う
違
法
な
も
の
と
し
て
不
法
行
為
を
構
成
す
る
の
は
、
当
該
学
校
に
お
い
て
生
徒
が
受
け
る
教
育
全
体

の
中
で
の
当
該
教
育
内
容
等
の
位
置
付
け
、
当
該
変
更
の
程
度
、
当
該
変
更
の
必
要
性
、
合
理
性
等
の
事
情
に
照
ら
し
、
当
該
変
更
が
、

学
校
設
置
者
や
教
師
に
上
記
の
よ
う
な
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
な
お
、
社
会
通
念
上
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
」
も
の
と
判
示
し
た
（
債
務
不
履
行
責
任
も
否
定
す
る
）。
在
学
契
約
の
性
質
に
つ
い
て
、
学
納
金
返
還

訴
訟
で
あ
る
最
判
平
成
一
八
年
一
一
月
二
七
日
民
集
六
〇
巻
九
号
三
五
九
七
頁
は
入
試
の
合
格
者
と
大
学
と
の
間
の
在
学
契
約
は
、
消
費

者
契
約
に
該
当
し
、
い
わ
ゆ
る
不
返
還
特
約
（
入
学
金
を
除
く
授
業
料
等
に
関
す
る
も
の
に
限
定
す
る
）
は
、
在
学
契
約
の
解
除
に
伴
う

損
害
賠
償
額
の
予
定
又
は
違
約
金
の
定
め
の
性
質
を
有
す
る
と
し
、
平
均
的
な
損
害
を
超
え
る
部
分
が
無
効
と
さ
れ
る
と
す
る
。
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学
校
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
、
大
阪
地
判
昭
和
五
一
年
二
月
二
七
日
例
タ
イ
ム
ズ
三
四
〇
号
二
五
四
頁
は
、「
公
の
営
造
物
の
設

置
ま
た
は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
当
該
営
造
物
の
通
常
の
利
用
者
の
判
断
能
力
や
行
動
能
力
、
設
置
さ
れ
た
場
所
の
環
境
等
を
具
体
的
に
考

慮
し
て
当
該
営
造
物
が
本
来
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
状
態
を
い
う
の
で
あ
り
、
小
学
校
の
体
育
館
の
ご
と
き
施
設
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
利
用
す
る
児
童
の
危
険
状
態
に
対
す
る
判
断
力
、
適
応
能
力
が
低
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
特
に
高
度
の
安
全
性
が
要
請
さ
れ

て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
東
京
地
判
平
成
二
三
年
九
月
一
三
日
判
時
二
一
五
〇
号
五
五
頁
は
、
小
学
生
が
床
に
投

げ
飛
ば
さ
れ
、
頭
蓋
骨
骨
折
等
の
傷
害
を
負
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、
施
設
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
文
教
施
設
の
一
般
教
室
や
ロ
ビ
ー
、
廊
下
、

通
路
、
階
段
等
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ル
ー
ム
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
等
の
床
面
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
設
置
管
理

の
瑕
疵
を
否
定
す
る
。

公
立
学
校
に
お
い
て
は
教
育
内
容
、
校
則
等
が
定
型
的
で
あ
る
が
、
私
立
学
校
に
お
い
て
は
教
育
内
容
、
校
則
等
に
つ
い
て
自
由
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
私
立
学
校
の
学
生
か
ら
は
教
育
内
容
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
る
こ
と
に
な
り
う
る
（
学
力
テ
ス
ト
、
指
導

要
領
等
の
拘
束
性
、
入
試
制
度
を
ど
う
考
え
る
か
、
問
題
解
決
学
習
Ｐ
Ｂ
Ｌ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）。

公
立
学
校
の
教
師
は
定
型
的
な
教
育
方
針
等
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
問
題
と
な
り
（
国
歌
国
旗
問
題
）、
私
立
学
校
教
員
の
こ
の

義
務
の
存
否
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
お
い
て
は
私
立
学
校
に
お
い
て
は
在
学
契
約
や
教
師
の
勤
務
契
約
上
の
問
題
と
し
て
も

生
じ
う
る
（
公
立
学
校
は
定
型
的
で
あ
る
た
め
に
契
約
が
観
念
さ
れ
に
く
い
）。
公
立
学
校
は
国
家
賠
償
で
あ
り
、
私
立
学
校
は
七
〇
九

条
、
あ
る
い
は
契
約
責
任
で
あ
る
（
国
家
賠
償
と
使
用
者
責
任
の
相
違
の
正
当
化
は
困
難
で
あ
る
）。
こ
れ
ら
の
定
型
的
な
面
に
関
す
る
相

違
は
義
務
教
育
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
公
立
の
私
立
化
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
か
と
い
う

問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
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保
育
園
も
問
題
と
な
る
。
幼
児
に
対
す
る
国
の
義
務
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
幼
稚
園
は
学
校
教
育
法
上
の
学
校
で
あ
る
（
義
務
教

育
で
は
な
い
）
が
、
保
育
園
は
異
な
る
。
た
だ
し
、
三
歳
以
上
の
保
育
園
児
に
つ
い
て
は
幼
稚
園
教
育
要
領
と
の
整
合
性
を
図
っ
た
保
育

所
保
育
指
針
に
基
づ
き
、「
教
育
」
を
行
う
と
い
う
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る（

（15
（

保
育
園
に
つ
い
て
も
民
間
が
主
導
的
で
あ
る
が
、
国
公
立
も
あ

り
、
公
的
規
制
は
存
す
る
。
認
可
保
育
園
（
児
童
福
祉
法
上
の
都
道
府
県
認
可
）
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
法
人
か
公
的
法
人
が
実
施
主
体

と
し
て
行
政
指
導
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
一
二
年
に
な
く
な
る
。
短
時
間
勤
務
の
保
育
士
の
導
入
、
小
規
模
保
育
園
の
設
置
促
進
、
賃
貸

方
式
の
許
容
、
会
計
処
理
の
柔
軟
化
、
延
長
・
休
日
・
夜
間
保
育
、
特
定
保
育
が
な
さ
れ
て
い
る
。
認
可
外
施
設
に
対
し
て
も
都
道
府
県

の
指
導
監
督
は
行
わ
れ
る（

（15
（

。
認
定
こ
ど
も
園
（
都
道
府
県
が
条
例
で
定
め
る
認
定
基
準
を
満
た
す
も
の
は
、
知
事
か
ら
「
認
定
こ
ど
も
園
」

の
認
定
（
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
認
定
こ
ど
も
園
法
第
四
条
））
は
教
育
基
本
法
の
学
校
の

定
義
に
基
づ
き
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
を
行
う
こ
と
（
幼
稚
園
機
能
）、
児
童
福
祉
法
等
に
従
い
、
保
育
の
必
要
な
子
供
の
保
育
を
行
う
こ

と
（
保
育
所
機
能
）、
地
域
の
事
情
や
保
護
者
の
要
請
に
よ
り
、
必
要
な
子
育
て
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
認
定
こ
ど
も
園
に
は

四
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
―
幼
保
連
携
型
、
幼
稚
園
型
、
保
育
所
型
、
地
方
裁
量
型（

（15
（

。
認
定
こ
ど
も
園
法
で
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

が
教
育
基
本
法
第
六
条
に
基
づ
く
「
法
律
に
定
め
る
学
校
」
で
あ
る
。

塾
な
ど
の
制
度
外
の
教
育
に
つ
い
て
も
公
的
規
制
が
必
要
か
問
題
と
な
る
（
塾
は
経
産
省
所
管
で
あ
る
。
文
科
省
は
学
校
教
育
と
塾
の

併
存
を
容
認
す
る
。
学
校
と
の
連
携
も
図
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
（
Ａ
Ｏ
入
試
等
）。
消
費
者
庁
が
行
政
処
分
が
出
さ
れ
う
る
）。
学
習
塾
が

教
育
行
政
の
一
貫
を
担
う
の
か
、
教
育
行
政
が
学
習
塾
の
自
由
度
に
影
響
さ
れ
る
の
か
問
題
と
な
る（

（15
（

。

多
様
な
教
育
問
題
と
し
て
保
育
園
問
題
が
あ
り
、
公
的
関
与
が
問
題
と
な
る
。
幼
稚
園
は
学
校
教
育
法
の
規
制
が
あ
る
が
、
保
育
園
は

三
歳
以
上
に
つ
い
て
の
指
導
の
み
で
あ
る
。
認
定
こ
ど
も
園
の
扱
い
が
様
々
で
あ
る
の
も
問
題
と
な
る
。
放
課
後
の
学
校
利
用
に
つ
い
て
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も
民
間
の
問
題
で
あ
る
が
、
公
的
方
針
の
下
で
の
こ
と
で
あ
り
、
公
的
施
設
を
利
用
す
る
場
合
も
あ
る
（
前
述
）。
こ
れ
ら
の
場
合
に
働
く

女
性
支
援
と
い
う
公
共
性
の
意
義
を
ど
う
考
え
る
の
か
問
題
と
な
る
。

教
育
は
教
員
資
格
者
に
よ
る
公
教
育
中
心
に
実
施
さ
れ
る
が
（
学
校
法
人
も
公
的
監
督
の
下
で
実
施
す
る
）、
学
校
教
育
法
の
下
で
の
教

育
改
革
が
求
め
ら
れ
、
民
間
化
の
実
施
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
問
題
と
さ
れ
（
公
私
協
力
学
校
・
公
設
民
営
学
校
設
置
は
可
能
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
行
政
が
設
置
を
考
え
る
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
拡
大
し
、
学
校
教
育
を
民
間
化
す
る
の
か
問
題
と
な
る
）、

そ
の
場
合
に
は
学
校
の
教
育
内
容
、
教
育
方
針
と
学
生
、
教
員
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
主
体
と
し
て
学
校
法
人
を
想
定
す
る
場
合
は
そ

の
公
共
性
も
認
め
ら
れ
る
が
（
指
導
監
督
の
実
施
）、
そ
れ
以
外
の
主
体
を
教
育
主
体
と
し
て
考
え
る
場
合
の
公
共
性
も
問
題
と
な
る
。
民

間
化
に
お
い
て
も
学
校
法
人
に
委
託
す
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
教
育
制
度
外
の
教
育
の
問
題
も
あ
る
。
保
育
園
、
放
課
後

支
援
の
問
題
も
あ
る
（
教
育
の
質
は
保
証
さ
れ
な
い（

（15
（

）。
こ
れ
ら
に
お
い
て
教
育
の
公
共
性
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
問
題
と
な
る
。

２　

社
会
保
障
と
社
会
福
祉

社
会
保
障
改
革
と
し
て
、
厚
労
省
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
国
民
皆
保
険
・
皆
年
金
の
達
成
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
、
少
子
高
齢
化
が

進
展
し
、
雇
用
環
境
の
変
化
、
貧
困
・
格
差
の
問
題
な
ど
、
社
会
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
社
会
保
障
給
付
費
の
総
額
は
、
こ
の
二
〇

年
で
倍
以
上
に
増
え
、
今
後
も
高
齢
化
の
進
行
に
伴
っ
て
、
増
加
が
見
込
ま
れ
、
財
源
と
し
て
の
公
費
の
う
ち
四
割
強
が
国
債
で
賄
わ
れ
、

将
来
の
世
代
に
過
重
な
借
金
を
背
負
わ
せ
る
。
社
会
保
障
制
度
の
改
革
と
と
も
に
、
負
担
を
先
送
り
し
な
い
た
め
に
財
政
健
全
化
を
同
時

達
成
す
る
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
が
必
要
で
あ
る
。
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
へ
の
転
換
と
財
源
と
な
る
消
費
税
の
充
当
先

を
現
在
の
高
齢
者
向
け
の
三
経
費
か
ら
子
育
て
を
含
む
社
会
保
障
四
経
費
に
広
げ
る
こ
と
と
す
る
。
各
分
野
の
方
向
性
と
し
て
、
子
ど
も
・
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子
育
て
分
野
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
り
支
え
、
女
性
の
活
躍
を
成
長
政
略
の
中
核
と
し
、
新
制
度
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
両
輪
と
す
る
社
会
の
形
成
、
医
療
・
介
護
分
野
で
は
。
病
院
完
結
型
か
ら
地
域
完
結
型
へ
の
移
行
、
地
域
の
病
床
、
在
宅
医
療
・

介
護
の
充
実
（
川
上
か
ら
川
下
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
）、
本
人
の
移
行
と
生
活
実
態
に
合
わ
せ
た
切
れ
目
の
な
い
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
住

ま
い
提
供
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
実
施
、
公
的
年
金
制
度
分
野
で
は
、
現
状
は
破
綻
し
て
お
ら
ず
、
社
会
経

済
の
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
、
長
期
的
な
持
続
可
能
性
の
維
持
強
化
で
あ
る（

（15
（

。

（
１
）
福
祉
制
度
史

社
会
事
業
の
公
的
制
度
化
と
し
て
、
実
質
的
に
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
に
よ
る
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
公
設
市
場
、
簡
易
食
堂
、

職
業
紹
介
事
業
、
公
共
土
木
事
業
等
か
ら
、
軍
事
救
護
法
に
基
づ
く
救
護
課
か
ら
社
会
課
、
社
会
局
と
そ
れ
に
伴
う
所
管
事
項
の
拡
大
に

始
ま
る
。
地
方
で
社
会
事
業
行
政
組
織
が
作
ら
れ
、
民
間
の
慈
善
救
済
施
設
も
増
加
す
る
（
中
央
慈
善
協
会
（
社
会
事
業
協
会
）
も
創
設

さ
れ
る
）。
戦
時
中
の
国
民
の
生
活
の
安
定
と
人
的
資
源
の
養
成
・
育
成
を
図
る
た
め
内
務
省
社
会
局
、
衛
生
局
を
中
心
に
厚
生
省
が
創
設

さ
れ
る
（
一
九
三
六
年
方
面
委
員
令
、
一
九
三
七
年
軍
事
扶
助
法
、
保
健
所
法
、
母
子
保
護
法
、
一
九
三
八
年
社
会
事
業
法
、
国
民
健
康

保
険
法
、
一
九
三
九
年
少
年
救
護
法
、
一
九
四
〇
年
国
民
体
力
法
、
国
民
優
性
法
、
一
九
四
一
年
医
療
保
護
法
、
労
働
者
災
害
扶
助
法
、

勤
労
者
年
金
保
険
法
、
一
九
四
二
年
国
民
医
療
法
、
戦
時
災
害
保
護
法
）。
一
九
三
八
年
社
会
事
業
法
に
よ
っ
て
「
私
設
社
会
事
業
の
範
囲

を
定
め
、
経
営
者
に
届
け
出
義
務
を
課
す
こ
と
や
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
、
社
会
事
業
経
営
へ
の
税
制
措
置
」
が
規

定
さ
れ
た（

（15
（

。

第
二
次
大
戦
後
、
戦
前
の
体
制
を
母
体
と
し
つ
つ
、
ａ
．
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
の
下
に
進
め
ら
れ
る
（
一
九
四
五
年
戦
災
孤
児
保
護
対
策
要
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綱
、
生
活
困
窮
者
緊
急
生
活
保
護
要
綱
、
一
九
四
六
年
旧
生
活
保
護
法
、
一
九
四
七
年
児
童
福
祉
法
、
保
健
所
法
、
一
九
四
八
年
優
性
保

護
法
、
少
年
法
、
民
生
委
員
法
、
医
師
法
、
消
費
生
活
協
同
組
合
法
、
一
九
四
九
年
厚
生
省
設
置
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
一
九
五
〇

年
精
神
衛
生
法
、
生
活
保
護
法
、
一
九
五
一
年
社
会
福
祉
事
業
法
）、
対
日
講
和
条
約
後
、
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
関
係
法
が
再
編
さ
れ
た

（
一
九
五
二
年
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
支
援
法
、
母
子
福
祉
資
金
貸
付
法
、
一
九
五
三
年
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
法
、
社
会
福
祉
事
業
振
興

会
法
、
一
九
五
四
年
厚
生
年
金
保
険
法（

（15
（

）。

ｂ
．
高
度
経
済
成
長
の
展
開
に
伴
う
産
業
社
会
、
地
域
社
会
、
家
族
社
会
の
変
貌
に
よ
り
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
関
係
法
が
展
開
す
る

（
一
九
五
六
年
売
春
防
止
法
、
一
九
五
七
年
原
子
爆
弾
被
爆
者
医
療
法
、
一
九
五
八
年
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
、
国
民
健
康
保
険
法
、

一
九
五
九
年
国
民
年
金
法
、
一
九
六
〇
年
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
、
薬
事
法
、
一
九
六
一
年
通
算
年
金
通
則
法
、

児
童
扶
養
手
当
法
、
一
九
六
三
年
老
人
福
祉
法
、
一
九
六
四
年
母
子
福
祉
法
、
一
九
六
五
年
母
子
保
健
法
、
一
九
六
六
年
特
別
児
童
扶
養

手
当
法
、
一
九
六
七
年
公
害
対
策
基
本
法
、
一
九
六
八
年
原
子
爆
弾
被
爆
者
特
別
措
置
法
、
一
九
六
九
年
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
、

公
害
健
康
被
害
者
救
済
特
別
措
置
法
、
一
九
七
〇
年
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
、
一
九
七
一
年
勤
労
青
少
年
福
祉
法
、
児
童
手
当
法
、
勤

労
婦
人
福
祉
法
、
一
九
七
二
年
老
人
福
祉
法
改
正
）。

ｃ
．
低
経
済
成
長
政
策
へ
の
移
行
と
福
祉
見
直
し
論
に
伴
う
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
関
係
法
の
動
揺
と
混
迷
の
時
期
が
あ
り
（
一
九
七
三

年
公
害
健
康
被
害
補
償
法
、
一
九
七
四
年
雇
用
保
険
法
、
一
九
八
〇
年
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
法
、
一
九
八
一
年
出
入
国
管
理
・
難
民
認

定
法
）、
行
財
政
改
革
に
伴
う
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
行
財
政
の
合
理
化
に
至
る
（
一
九
八
二
年
老
人
保
健
法
、
一
九
八
三
年
健
康
保
険
法

改
正
、
一
九
八
四
年
国
民
年
金
法
改
正
、
児
童
扶
養
手
当
法
・
児
童
手
当
法
改
正
、
国
の
補
助
金
整
理
合
理
化
臨
時
特
例
法
、
医
療
法
改

正
法
、
一
九
八
五
年
老
人
保
健
法
改
正
、
機
関
委
任
事
務
整
理
合
理
化
法
、
国
の
補
助
金
臨
時
特
例
法
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
派
遣
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労
働
法
、
一
九
八
六
年
精
神
保
健
法
、
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
法
、
一
九
八
七
年
国
民
健
康
保
険
法
改
正
、
一
九
八
八
年
国
民
年
金

法
改
正
等
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
老
後
保
健
・
福
祉
施
設
整
備
法
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、

一
九
九
〇
年
社
会
福
祉
関
係
八
法
の
改
正
、
社
会
福
祉
事
業
法
改
正
、
一
九
九
一
年
育
児
休
業
法
、
一
九
九
三
年
障
害
者
基
本
法
、
一
九
九
四

年
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
、
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
、
地
域
保
健
法
、
一
九
九
五
年
精
神
保
健

福
祉
法
、
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
、
一
九
九
六
年
母
体
保
護
法
、
一
九
九
七
年
精
神
保
健
福
祉
士
法
、
介
護
保
険
法
、
障
害
者
雇
用
促
進

法
改
正
、
一
九
九
八
年
知
的
障
害
者
福
祉
法
、
一
九
九
九
年
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
、
成
年
後
見
制
度
、
労
働
者
派
遣
法
改
正
、
地
方

分
権
一
括
法
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
二
一
、
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
）、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
高
齢
化
社
会
に
伴
う
社
会
福
祉
構
造
改
革
の
実
施
、

社
会
福
祉
制
度
を
措
置
制
度
か
ら
契
約
制
度
（
支
援
費
制
度
）、
地
方
分
権
推
進
（
二
〇
〇
〇
年
社
会
福
祉
法
、
児
童
虐
待
防
止
法
、

二
〇
〇
一
年
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
、
ハ
ン
セ
ン
病
補
償
法
、
二
〇
〇
二
年
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
、

ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
法
、
二
〇
〇
三
年
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
、
医
療
観
察
法
、
労
働
者
派
遣
法

改
正
、
二
〇
〇
四
年
発
達
障
害
者
支
援
法
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
、
障
害
者
基
本
法
改
正
、
少
子
化
対
策
大
綱
、
児
童
虐
待
防
止

法
改
正
、
二
〇
〇
五
年
介
護
保
険
法
改
正
、
障
害
者
自
立
支
援
法
、
高
齢
者
虐
待
防
止
法
、
二
〇
〇
六
年
学
校
教
育
法
改
正
、
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
、
認
定
こ
ど
も
園
法
、
二
〇
〇
七
年
労
働
契
約
法
、
更
生
保
護
法
、
児
童
虐
待
防
止
法
改
正
、
地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
か
ら
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
、
二
〇
〇
八
年
児
童
福
祉
法
改
正
、
二
〇
〇
九
年
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
、
二
〇
一
〇
年

日
本
年
金
機
構
、
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
、
二
〇
一
一
年
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
改
正
、
職
業
訓
練
の
実
施
等

に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
、
障
害
者
基
本
法
改
正
、
二
〇
一
二
年
社
会
保
障
改
革
推
進

法
、
障
害
者
総
合
支
援
法
、
国
民
年
金
法
等
改
正
、
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
、
二
〇
一
三
年
社
会
保
障
制
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度
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
、
生
活
保
護
法
改
正
、
障
害
者
差
別
解
消
法
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
改
正
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
、
二
〇
一
四

年
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
、
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
、
二
〇
一
五
年
介
護
保
険
法
改
正
、
二
〇
一
七
年
社
会
福
祉
法

改
正
、
児
童
福
祉
法
改
正
、
障
害
者
総
合
支
援
法
改
正
、
介
護
保
険
法
改
正
、
二
〇
一
八
年
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
改
正
、
生
活
保
護

法
改
正
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
改
正
、
働
き
方
改
革
関
係
法
、
二
〇
一
九
年
児
童
虐
待
防
止
対
策
体
制
総
合
強
化
プ
ラ
ン
、
障
害
者

雇
用
促
進
法
改
正
）。
現
在
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
就
業
支
援
、
疾
病
・
介
護
予
防
、
年
金
・
労
働
・
医
療
・
介
護
等
社
会
保
障
全
般
に

わ
た
る
持
続
可
能
な
改
革
の
検
討
の
他
に
生
涯
現
役
活
躍
社
会
、
個
人
の
自
由
な
選
択
を
支
え
る
社
会
保
障
、
現
役
世
代
の
負
担
上
昇
の

抑
制
、
負
担
の
公
平
化
を
目
指
す
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
が
進
行
し
て
い
る
。

ｄ
．
主
要
な
経
緯
と
し
て
、
我
が
国
の
社
会
保
障
制
度
に
お
い
て
は（

（15
（

、
一
九
六
一
年
に
全
て
の
国
民
が
公
的
医
療
保
険
や
公
的
年
金
に

よ
る
保
障
を
受
け
ら
れ
る
国
民
皆
保
険
・
国
民
皆
年
金
制
度
が
実
現
し
た
。
そ
の
後
、
正
規
雇
用
・
終
身
雇
用
・
完
全
雇
用
や
、
核
家
族
・

専
業
主
婦
の
標
準
世
帯
モ
デ
ル
な
ど
を
前
提
に
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
給
付
改
善
な
ど
基
本
的
枠
組
み
の
整
備
が
な
さ
れ
、
一
九
七
三

年
は
「
福
祉
元
年
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
諸
制
度
の
拡
充
が
な
さ
れ
る
。
平
成
に
入
り
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
我
が
国
経
済
の
停
滞

に
加
え
、
少
子
化
・
高
齢
化
が
そ
れ
ぞ
れ
顕
著
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
社
会
保
障
の
危
機
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

各
分
野
に
お
け
る
改
革
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
非
正
規
雇
用
の
増
加
を
始
め
と
す
る
雇
用
基
盤
の
変
化
、
単
身
高
齢
世
帯
の
増
加
な

ど
の
家
族
形
態
の
変
化
、
そ
し
て
急
速
な
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
人
口
構
成
の
大
き
な
変
化
等
に
よ
り
、
給
付
や
負
担
を
め
ぐ
る
世
代
間
・

世
代
内
の
不
公
平
性
、
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化
の
必
要
性
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
先
送
り
と
い
っ
た
課

題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
九
年
消
費
税
の
導
入
と
併
せ
た
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
策
定
（
高
齢
者
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
）、
福

祉
関
係
八
法
改
正
、
二
〇
〇
〇
年
介
護
保
険
法
施
行
（
措
置
か
ら
契
約
）、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
措
置
か
ら
契
約
へ
の
移
行
（
支
援
費
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制
度
）・
利
用
者
の
権
利
擁
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
経
営
の
透
明
化
・
地
域
福
祉
の
推
進
等
の
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
関
連
法
、

二
〇
〇
六
年
障
害
者
自
立
支
援
法
（
身
体
・
知
的
・
精
神
に
つ
い
て
の
公
費
負
担
医
療
制
度
の
一
元
化
）
が
制
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
八
年
、
社
会
保
障
国
民
会
議
で
は
、
社
会
保
障
の
機
能
強
化
に
関
す
る
具
体
的
提
言
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
翌
二
一

年
の
安
心
社
会
実
現
会
議
に
お
い
て
は
、
社
会
保
障
（
年
金
、
医
療
・
介
護
、
次
世
代
育
成
）、
雇
用
、
教
育
の
連
携
に
よ
る
安
心
社
会
へ

の
道
筋
が
示
さ
れ
た
。
最
近
の
動
向
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
社
会
保
障
改
革
推
進
法
、
二
〇
一
三
年
障
害
者
総
合
支
援
法
の
施
行
が
な
さ

れ
、
二
〇
一
五
年
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
は
二
〇
一
五
年
新
・
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

に
改
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
は
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す（

（16
（

。
高
度
成
長
期
に
蓄
積
か
ら
拡
充
さ
れ
る
が
、
低
成
長
期
に
見
直
さ
れ
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、

行
政
改
革
、
地
方
分
権
改
革
に
合
わ
せ
た
合
理
化
が
図
ら
れ
る
が
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問
題
の
影
響
は
大
き
い
。

社
会
福
祉
の
展
開
過
程
は
、
一
．
選
別
的
福
祉
か
ら
普
遍
的
福
祉
、
二
．
施
設
福
祉
中
心
か
ら
在
宅
・
地
域
福
祉
優
先
、
三
．
行
政
主

導
の
措
置
か
ら
利
用
者
の
主
体
的
選
択
、
四
．
公
的
部
門
の
独
占
的
画
一
的
供
給
か
ら
行
使
の
多
元
的
な
主
体
に
よ
る
参
加
型
供
給
へ
と

移
行
し
て
い
る（

（16
（

。
医
療
保
険
給
付
、
年
金
保
険
給
付
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
等
の
社
会
保
障
給
付
費
は
年
々
増
え
続
け
、
少
子
化
社
会
に

お
け
る
問
題
が
生
じ
る
（
少
子
高
齢
化
社
会（

（16
（

）。

（
２
）
現
行
制
度

社
会
保
障
に
は
、
社
会
保
険
、
公
的
扶
助
、
社
会
福
祉
、
公
衆
衛
生
、
医
療
（
高
齢
者
医
療
も
二
〇
〇
八
年
か
ら
移
行
す
る
）
が
あ
る

（
恩
給
、
戦
争
犠
牲
者
援
護
も
含
ま
れ
る
）。
住
宅
対
策
、
雇
用
対
策
も
含
ま
れ
う
る
。
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社
会
保
険
制
度
は
、
保
険
料
の
拠
出
に
対
し
て
保
険
事
故
が
生
じ
た
場
合
に
給
付
を
受
け
る
強
制
保
険
制
度
で
あ
り
、
医
療
、
年
金
、

労
災
、
雇
用
の
四
分
野
で
実
施
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
介
護
分
野
で
実
施
さ
れ
た
。

公
的
扶
助
は
生
活
保
護
制
度
で
あ
る
。

社
会
福
祉
は
、
児
童
福
祉
事
業
、
障
害
者
福
祉
事
業
、
高
齢
者
福
祉
事
業
、
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
事
業
等
が
あ
る
（
措
置
か
ら
契

約
へ
移
行
）。
措
置
制
度
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
が
対
象
者
を
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
措
置
す
る
（
地
方
公
共
団
体
が
措
置
の
実
施
者
で

あ
る
）。
地
方
公
共
団
体
が
委
託
費
と
し
て
、
対
象
者
の
生
活
費
及
び
施
設
の
事
務
費
を
施
設
に
支
払
い
、
施
設
が
入
所
を
受
託
し
た
対
象

者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
対
象
者
本
人
や
そ
の
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
費
用
を
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

支
援
費
制
度
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
提
供
者
と
対
等
の
立
場
に
立
っ
て
、
契
約
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
自
由
に
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
行
政
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

を
支
援
す
る
。
自
立
支
援
法
は
、
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
的
に
提
供
す
る
体
制
を
確
立
し
、
障
害
者
の
就
労
を
促
進
す
る
こ
と
、

地
域
の
限
ら
れ
た
資
源
を
活
用
で
き
る
よ
う
規
制
緩
和
を
行
う
こ
と
、
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
に
、
手
続
き
や
基
準
の
透
明
化
・

明
確
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る（

（16
（

。

公
衆
衛
生
は
疾
病
予
防
、
保
健
指
導
、
生
活
環
境
整
備
な
ど
で
あ
り
、
医
療
は
医
療
従
事
者
養
成
、
医
療
機
関
設
置
等
で
あ
る（

（16
（

。

社
会
保
障
の
内
容
と
し
て
、
所
得
保
障
、
医
療
保
障
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
所
得
保
障
は
社
会
保
険
方
式
に
よ
る
所
得
保
障
、

児
童
手
当
、
子
ど
も
手
当
等
の
社
会
手
当
、
最
低
生
活
費
保
障
の
た
め
の
生
活
保
護
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
医
療
保
障
は
保
健
サ
ー
ビ

ス
（
公
衆
衛
生
対
策
、
環
境
衛
生
対
策
、
健
康
増
進
対
策
）、
医
療
供
給
体
制
整
備
、
疾
病
に
よ
る
所
得
減
少
の
補
填
と
治
療
費
の
保
障
で

あ
る
。
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
保
護
を
要
す
る
児
童
・
障
害
者
、
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
等
社
会
的
援
助
を
必
要
と
す
る
者
の
保
護
、
サ
ー
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ビ
ス
提
供
で
あ
る
（
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス（

（16
（

）。

社
会
保
障
は
、
個
人
的
リ
ス
ク
で
あ
る
、
病
気
・
け
が
・
出
産
・
障
害
・
死
亡
・
老
化
・
失
業
な
ど
の
生
活
上
の
問
題
に
つ
い
て
貧
困

を
予
防
し
、
貧
困
者
を
救
い
、
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
国
家
ま
た
は
社
会
が
所
得
移
転
に
よ
っ
て
所
得
を
保
障
し
、
医
療
や
介
護
な

ど
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
給
付
す
る
制
度
を
指
す
。
社
会
保
障
と
い
う
言
葉
は
社
会
福
祉
と
同
義
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
公
的
に

は
、
社
会
福
祉
の
他
に
公
衆
衛
生
を
も
含
む
、
よ
り
広
い
概
念
で
あ
る（

（16
（

。

社
会
保
障
は
財
源
と
し
て
社
会
保
険
（
財
源
の
す
べ
て
が
保
険
料
で
は
な
い
―
年
金
・
医
療
・
介
護
・
労
災
・
雇
用
）
と
税
収
が
用
い

ら
れ
、
社
会
福
祉
事
業
、
公
衆
衛
生
事
業
が
行
わ
れ
る
。
社
会
保
険
に
お
い
て
は
公
費
負
担
、
応
能
保
険
料
に
よ
っ
て
給
付
反
対
給
付
均

等
原
則
は
崩
れ
て
い
る（

（16
（

。
費
用
に
つ
い
て
保
険
制
度
の
あ
る
場
合
は
半
分
ほ
ど
保
険
料
負
担
と
な
り
、
残
り
を
公
費
負
担
、
利
用
料
負
担

と
な
る
。
保
険
制
度
の
な
い
も
の
は
公
費
負
担
で
あ
る
か
。
措
置
か
ら
契
約
へ
の
転
換
、
地
方
分
権
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
社
会
保
険
、

税
収
利
用
の
た
め
に
福
祉
事
業
等
に
公
的
関
与
が
必
要
と
な
る
。
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
助
成
金
制
度
も
あ
る
。

皆
保
険
・
皆
年
金
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
高
度
成
長
期
に
蓄
積
が
な
さ
れ
、
低
成
長
期
の
福
祉
の
あ
り
方
が
再
考
さ
れ
（
今
ま

で
の
蓄
積
を
活
用
か
節
約
か
）、
行
政
改
革
、
地
方
分
権
、
民
間
化
が
行
わ
れ
、
福
祉
制
度
が
再
考
さ
れ
（
措
置
か
ら
契
約
）、
少
子
高
齢

化
問
題
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
国
・
地
方
公
共
団
体
の
意
義
（
公
共
性
）
が
問
題
と
な
る
。

国
と
地
方
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
国
は
全
国
的
な
制
度
・
政
策
の
立
案
と
年
金
・
労
働
保
険
事
業
、
都
道
府
県
は
医
療
施
設
と
福
祉

施
設
の
規
制
な
ど
の
専
門
的
・
広
域
的
な
行
政
（「
医
療
供
給
の
規
制
・
計
画
、
保
健
所
の
設
置
（
公
衆
衛
生
事
業
）、
医
療
施
設
・
福
祉

施
設
の
規
制
、
広
域
の
社
会
福
祉
法
人
の
認
可
、
障
害
認
定
（
更
正
相
談
所
）、
郡
部
に
お
け
る
生
活
保
護
、
児
童
相
談
所
の
設
置
））、
市

町
村
は
医
療
・
介
護
保
険
事
業
、
在
宅
福
祉
事
業
の
規
制
な
ど
の
住
民
に
身
近
な
行
政
（「
国
民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
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（
た
だ
し
広
域
連
合
で
処
理
）、
介
護
保
険
事
業
、
在
宅
福
祉
事
業
の
規
制
、
各
種
福
祉
施
設
の
入
所
措
置
（
保
有
も
含
む
）、
市
部
に
お
け

る
生
活
保
護
））
を
行
う
。
地
方
分
権
改
革
進
展
に
よ
り
、
一
九
八
六
年
に
機
関
委
任
事
務
の
整
理
合
理
化
（
福
祉
施
設
の
入
所
措
置
が
団

体
事
務
と
な
る
）・
福
祉
施
設
の
入
所
措
置
補
助
率
削
減
、
一
九
九
〇
年
福
祉
八
法
改
正
（
在
宅
福
祉
事
業
の
法
定
化
、
老
人
・
身
体
障
害

者
入
所
措
置
の
町
村
移
譲
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
策
定
）、
一
九
九
九
年
第
一
次
地
方
分
権
改
革
（
一
括
法
―
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
、
地

方
事
務
官
制
度
の
廃
止
（
国
民
年
金
の
権
限
を
国
に
移
譲
）、
地
域
福
祉
計
画
策
定
、
必
置
規
制
の
見
直
し
（
福
祉
事
務
所
現
業
員
配
置
基

準
を
標
準
数
に
）、
市
へ
の
権
限
移
譲
、
知
的
障
害
者
の
入
所
措
置
の
町
村
移
譲
）、
二
〇
〇
〇
年
介
護
保
険
法
（
措
置
か
ら
契
約
）、

二
〇
〇
四
年
三
位
一
体
改
革
（
補
助
金
削
減
、
交
付
税
抑
制
、
税
源
移
譲
―
公
立
保
育
所
運
営
費
の
一
般
財
源
化
、
児
童
扶
養
手
当
、
児

童
手
当
の
国
庫
負
担
率
削
減
）
二
〇
一
一
年
第
二
次
地
方
分
権
改
革
（
一
括
法
―
福
祉
施
設
の
最
低
基
準
の
条
例
委
任
、
介
護
保
険
事
業

者
の
指
定
基
準
を
条
例
委
任
）
が
行
わ
れ
る（

（16
（

。

国
の
機
関
に
は
旧
社
会
保
険
庁
の
業
務
を
移
管
さ
れ
た
日
本
年
金
機
構
と
全
国
健
康
保
険
協
会
が
あ
る
（
そ
の
他
、
福
祉
医
療
機
構
、

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
等
）。
自
治
体
機
関
に
は
保
健
所
、
福
祉
事
務
所
、
各
種
相
談

所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、
中
核
市
、
保
健
所
政
令
市
の
設
置
す
る
保
健
所
に
は
医
師
、
保

健
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
等
が
配
置
さ
れ
、
医
療
と
公
衆
衛
生
に
関
す
る
専
門
的
広
域
的
業
務
（
精
神
保
健
福
祉
、
健
康
づ
く
り
、
対
物

保
健
業
務
）
を
行
う
（
母
子
保
健
、
老
人
保
健
は
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
行
）。
市
と
一
部
町
村
、
都
道
府
県
（
郡
部
）
に
置
か
れ
る

福
祉
事
務
所
は
、
生
活
保
護
、
母
子
家
庭
・
児
童
扶
養
手
当
の
業
務
を
行
う
。
各
種
相
談
所
に
は
児
童
相
談
所
、
身
体
障
害
者
更
正
相
談

所
、
知
的
障
害
者
更
正
相
談
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
る
。
市
町
村
は
介
護
保
険
法
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
置
く（

（16
（

。

実
施
主
体
は
、
医
療
分
野
は
民
間
事
業
者
（
医
療
法
人
等
）
が
多
く
（
自
由
開
業
性
）、
公
的
医
療
機
関
は
少
な
い
。
営
利
企
業
の
参
入
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は
禁
止
さ
れ
、
供
給
・
価
格
規
制
が
あ
り
。
混
合
診
療
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
福
祉
分
野
も
民
間
事
業
者
（
社
会
福
祉
法
人
等
）
が
多
く
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
営
利
企
業
の
参
入
が
規
制
さ
れ
て
い
る
（
介
護
保
険
導
入
後
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
規
制
緩
和
）。
民
間
実
施
主
体

と
行
政
の
関
係
に
は
、
一
．
委
託
（
児
童
自
立
支
援
施
設
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
の
入
所
措
置
）、
二
．
準
市
場
（「
公
的
財
源
で
給
付

が
行
わ
れ
る
市
場
の
内
部
に
多
主
体
間
の
競
争
を
取
り
入
れ
る
））、
三
．
民
営
化
（
民
間
主
体
か
ら
個
人
が
自
己
の
財
源
で
自
由
に
購
入

す
る
も
の
）
が
あ
る
と
さ
れ
る
。「
行
政
は
費
用
負
担
、
許
認
可
に
よ
る
事
業
者
規
制
、
基
準
設
定
に
よ
る
基
準
確
保
、
供
給
確
保
の
た
め

の
地
域
計
画
の
策
定
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
確
認
、
権
利
擁
護
、
情
報
提
供
な
ど
」
を
行
う
（
公
的
責
任（

（17
（

）。

社
会
福
祉
分
野
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が
実
施
主
体
と
な
る
他
に
は
主
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
が
主
体
と
な
る
（
施
設
入
所
を
伴
う

第
一
種
社
会
福
祉
事
業
は
、
利
用
者
へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
上
記
団
体
し
か
実
施
で
き
な
い
が
、
在
宅
支
援
事
業
で
あ
る
第
二
種
社

会
福
祉
事
業
は
任
意
に
実
施
可
能
）。「
社
会
福
祉
法
人
と
は
、
昭
和
二
六
年
に
制
定
さ
れ
た
社
会
福
祉
事
業
法
（
平
成
一
二
年
、
社
会
福

祉
法
に
全
面
改
正
）
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
、「
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
法
人
」」（
二
二
条
）
で
あ
り
、「
平
成
一
八
年
の
改
正
前
の
民
法
第
三
四
条
に
基
づ
く
公
益
法
人
か
ら
発
展
し
た
特
別
法
人
で
あ
り
、

「
公
益
性
」
と
「
非
営
利
性
」
の
両
面
の
性
格
を
備
え
て
い
る
」。「
日
本
国
憲
法
第
八
九
条
で
規
定
し
て
い
る
「
公
の
支
配
に
属
し
な
い
慈

善
又
は
博
愛
の
事
業
に
対
す
る
公
金
支
出
禁
止
規
定
」
を
回
避
す
る
た
め
に
制
度
化
さ
れ
た
の
が
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
」
で
あ
る
。「
社

会
福
祉
法
人
は
地
域
福
祉
の
充
実
・
発
展
と
い
う
『
公
共
性
』、
利
潤
を
目
的
と
し
な
い
『
非
営
利
性
』、
事
業
の
持
続
と
い
う
『
安
定
性
』

を
特
徴
」
と
す
る
。「
株
式
会
社
と
は
異
な
り
営
利
目
的
で
の
社
会
福
祉
事
業
を
展
開
で
き
」
な
い
が
、
税
制
や
補
助
の
面
で
優
遇
さ
れ
る（

（17
（

。

平
成
二
八
年
改
正
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法
人
の
公
益
性
・
非
営
利
性
を
踏
ま
え
、
法
人
の
本
旨
か
ら
導
か
れ
る
本
来
の
役

割
を
明
確
化
す
る
た
め
、「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
の
実
施
に
関
す
る
責
務
規
定
が
創
設
さ
れ
た（

（17
（

。
ま
た
、
地
域
福
祉
推
進
団
体
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と
し
て
全
国
に
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
。

社
会
福
祉
法
人
は
そ
の
経
営
す
る
社
会
福
祉
事
業
に
支
障
が
な
い
限
り
、
公
益
事
業
及
び
収
益
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
社
会
福

祉
法
第
二
六
条
）。
例
え
ば
、
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
経
営
す
る
事
業
、
法
人
の
所
有
す
る

不
動
産
を
活
用
し
て
行
う
貸
ビ
ル
、
駐
車
場
の
経
営
等
。
指
導
監
査
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
統
一
基
準
（
指
導
監
査
要
綱
等
）

を
示
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
所
管
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
つ
い
て
指
導
監
査
を
実
施
す
る
。
利
用

者
に
対
す
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
資
す
る
よ
う
、
福
祉
事
業
者
が
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
公
正
・
中
立
な
第
三
者
機
関
が

専
門
的
・
客
観
的
に
評
価
す
る
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
制
度
」
を
実
施
す
る（

（17
（

。

社
会
福
祉
を
担
う
者
に
つ
い
て
、
国
家
資
格
制
度
と
し
て
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
に
よ
る
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
法
に
よ
る
精
神
保
健
福
祉
士
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
保
育
士
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
に
よ
る
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
栄
養
士
法
に
よ
る
栄
養
士
、
管
理
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
に
よ
る
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
介
護
保

険
法
に
よ
る
介
護
支
援
専
門
員
、
訪
問
介
護
員
等
、
社
会
福
祉
法
に
よ
る
社
会
福
祉
主
事
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
知
的
障
害
者
福

祉
司
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童
福
祉
司
等
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
身
体
障
害
者
福
祉
司
な
ど
が
あ
る
。

社
会
福
祉
法
人
制
度
の
近
時
の
動
き
と
し
て
、
一
九
九
七
年
介
護
保
険
法
の
成
立
に
よ
っ
て
、
介
護
が
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
再
構
築
さ
れ
、「
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
と
内
容
を
定
め
る
措
置
制
度
か
ら
、

利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
て
自
ら
の
意
思
に
基
づ
き
利
用
す
る
仕
組
み
（
契
約
制
度
）
へ
と
変
更
さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、

サ
ー
ビ
ス
選
択
の
保
障
を
図
る
た
め
、
多
様
な
経
営
主
体
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
内
容
の
多
様
化
も

進
み
、
社
会
福
祉
の
共
通
基
盤
制
度
の
見
直
し
と
し
て
、
平
成
一
二
年
」「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
で
は
、
①
自
主
的
な
経
営
基
盤
の
強
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化
、
②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
③
事
業
経
営
の
透
明
性
の
確
保
を
内
容
と
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
の
原
則
が
法
定
さ
れ
、
こ

れ
に
伴
っ
て
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
収
益
事
業
で
得
た
利
益
の
充
当
先
の
拡
大
や
、
第
三
者
評
価
の
受
審
の
努
力
義
務
化
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
希
望
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
対
す
る
財
務
諸
表
の
閲
覧
の
義
務
付
け
等
の
改
革
が
行
わ
れ
た（

（17
（

」。
二
〇
一
六
年
改
正（

（17
（

で
は
、
一
．
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
（
理
事
・
理
事
長
に
対
す
る
牽
制
機
能
の
発
揮
、
財
務
会
計
に
係
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
整

備
―
議
決
機
関
と
し
て
の
評
議
員
会
を
必
置
、
役
員
・
理
事
会
・
評
議
員
会
の
権
限
・
責
任
に
係
る
規
定
の
整
備
、
親
族
等
特
殊
関
係
者

の
理
事
等
へ
の
選
任
の
制
限
に
係
る
規
定
の
整
備
、
一
定
規
模
以
上
の
法
人
へ
の
会
計
監
査
人
の
導
入
等
）、
二
．
事
業
運
営
の
透
明
性
の

向
上
（
財
務
諸
表
の
公
表
等
に
つ
い
て
法
律
上
明
記
―
閲
覧
対
象
書
類
の
拡
大
と
閲
覧
請
求
者
の
国
民
一
般
へ
の
拡
大
、
財
務
諸
表
、
現

況
報
告
書
、
役
員
報
酬
基
準
の
公
表
に
係
る
規
定
の
整
備
等
）、
三
．
財
務
規
律
の
強
化
①
適
正
か
つ
公
正
な
支
出
管
理
の
確
保
②
い
わ
ゆ

る
内
部
留
保
の
明
確
化
③
社
会
福
祉
事
業
等
へ
の
計
画
的
な
再
投
資
―
再
投
下
可
能
な
財
産
額
が
あ
る
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
て
、
社
会

福
祉
事
業
又
は
公
益
事
業
の
新
規
実
施
・
拡
充
に
係
る
計
画
の
作
成
を
義
務
づ
け
）、
四
．
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を
実
施
す
る
責

務
（
社
会
福
祉
法
人
の
本
旨
に
従
い
他
の
主
体
で
は
困
難
な
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
求
め
る
―
社
会
福
祉
事
業
又
は
公
益
事
業
を
行
う

に
当
た
り
、
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
上
支
援
を
要
す
る
者
に
対
す
る
無
料
又
は
低
額
の
料
金
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
責

務
と
し
て
規
定
、
利
用
者
負
担
の
軽
減
、
無
料
又
は
低
額
に
よ
る
高
齢
者
の
生
活
支
援
等
）、
五
．
行
政
の
関
与
の
在
り
方
と
し
て
所
轄
庁

に
よ
る
指
導
監
督
の
機
能
強
化
、
国
・
都
道
府
県
・
市
の
連
携
の
推
進
等
が
図
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
制
度
変
更
に
対
応
し
て
、
自
己
責
任
の
強
化
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
、
行
政
と
の
関
係
が
存
続
し
、
共

同
関
係
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
る
。
国
に
依
存
す
る
の
か
、
民
間
事
業
者
に
依
存
す
る
の
か
、
家
族
に
依
存
す
る
の
か
。
弱
者
（
障
害
者
、

高
齢
者
、
貧
困
者
）
の
生
活
を
隔
離
的
に
保
障
す
る
の
で
は
な
く
、
一
個
人
と
し
て
尊
重
し
、
共
通
理
解
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
家
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族
の
意
義
を
第
一
義
と
考
え
る
場
合
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
福
祉
制
度
と
国
家
賠
償
責
任
問
題
と
民
間
化

福
祉
制
度
に
お
い
て
民
間
化
を
問
題
と
す
る
事
例
が
多
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
措
置
処
分
で
あ
る
の
か
否
か
で
公
権
力
の
行
使
か
否

か
が
分
か
れ
る
。
行
政
は
福
祉
に
関
し
て
公
共
性
の
観
点
か
ら
強
い
介
入
を
求
め
ら
れ
、
共
同
関
係
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、

介
護
保
険
制
度
創
設
（
税
方
式
と
は
異
な
る
社
会
保
険
方
式
）、
地
方
分
権
化
（
機
関
委
任
事
務
か
ら
法
定
受
託
・
自
治
事
務
、
さ
ら
に
法

定
受
託
事
務
の
軽
減
化
）、
措
置
か
ら
契
約
、
医
療
を
含
む
地
方
で
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
等
福
祉
事
業
の
民
間
化
が
推
進
さ
れ
、
公
的
責
任
に

つ
い
て
も
、
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
、
さ
ら
に
民
間
責
任
へ
の
移
行
が
企
図
さ
れ
て
い
る
（
公
的
責
任
と
し
て
は
社
会
福
祉
法
人
等
の
監

督
責
任
に
限
定
さ
れ
る
）
が
、
新
た
な
連
携
も
企
図
さ
れ
る
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）。

福
祉
施
設
に
関
す
る
営
造
物
責
任
事
例
と
し
て
、
東
京
地
八
王
子
支
判
平
成
二
〇
年
五
月
二
九
日
判
タ
一
二
八
六
号
二
四
四
頁
は
以
下

の
よ
う
に
述
べ
る
。
平
成
一
六
年
一
一
月
当
時
、
被
告
小
金
井
市
（
Ｙ１
）
の
設
置
す
る
小
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
通
学
し
て
い
た
小
学

三
年
生
の
Ｘ１
は
、
自
閉
症
児
で
あ
り
、
担
任
教
諭
で
あ
る
Ｙ３
の
注
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
体
育
倉
庫
へ
と
入
っ
て
し
ま
っ
た
。「
Ｙ３
は
、
Ｘ１

の
入
っ
た
倉
庫
の
扉
を
開
け
、
倉
庫
内
に
い
た
Ｘ１
に
対
し
、
倉
庫
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
に
入
っ
て
い
た

か
っ
た
ら
入
っ
て
い
な
さ
い
と
叱
責
し
た
上
、
倉
庫
の
扉
を
閉
め
、
扉
の
前
で
Ｘ１
が
出
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
が
、
Ｘ１
が
出
て
こ
な
か
っ

た
た
め
、
扉
を
開
け
た
と
こ
ろ
、
倉
庫
内
に
Ｘ１
の
姿
が
な
く
、
そ
の
後
、
Ｘ１
は
、
顔
面
か
ら
出
血
し
な
が
ら
本
件
学
校
一
階
の
昇
降
口
か

ら
校
舎
内
ヘ
と
入
っ
て
き
た
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
」、
オ
ト
ガ
イ
部
裂
傷
、
顎
関
節
症
、
歯
牙
破
折
等
の
傷
害
を
負
っ
た
。
Ｘ１
と
そ
の
両
親

で
あ
る
Ｘ２

‌

Ｘ３
は
、
Ｙ１

‌

Ｙ２
（
校
長
）
Ｙ３
に
対
し
て
不
法
行
為
責
任
（
債
務
不
履
行
責
任
）、
Ｙ１
に
対
し
て
は
国
家
賠
償
責
任
（
一
条
と
二
条
）
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を
求
め
た
。
Ｙ３
に
よ
る
閉
じ
こ
め
行
為
に
つ
い
て
は
、「
特
別
支
援
学
級
の
担
任
教
諭
は
、
障
害
を
持
つ
児
童
一
人
一
人
の
行
動
の
特
質
に

対
し
日
頃
か
ら
注
意
し
、
自
ら
危
険
行
為
に
出
る
お
そ
れ
の
あ
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
結
果
の
発
生
を
回
避
す
べ
く
十
分
な
指
導

や
配
慮
を
す
べ
き
義
務
が
あ
り
、
Ｘ１
に
自
閉
症
児
の
特
徴
で
あ
る
危
険
認
知
能
力
や
判
断
能
力
が
乏
し
い
面
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お

り
、
閉
じ
こ
め
行
為
に
よ
っ
て
Ｘ１
に
不
安
や
混
乱
が
生
じ
て
、
Ｘ１
が
倉
庫
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
窓
か
ら
外
に
出
る
こ
と
は
十
分
予
見
可

能
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
（
公
権
力
の
行
使
の
た
め
に
Ｙ１
に
国
家
賠
償
責
任
が
あ
る
、
ま
た
在
学
契
約
類
似
の
法
律
関
係
に
お
け
る
被
告

市
の
履
行
補
助
者
で
あ
る
Ｙ３
に
安
全
配
慮
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
Ｙ１
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
債
務
不
履
行
責
任
を
負
う
）。「
Ｙ１

及
び
Ｙ２
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
の
点
に
つ
き
、
公
立
小
学
校
を
設
置
す
る
公
共
団
体
や
校
長
に
一
般
的
な
安
全
配
慮
義
務
が
あ
る
こ
と
を

前
提
に
、
学
校
教
育
法
八
一
条
が
、
特
別
支
援
学
級
を
設
置
で
き
る
旨
規
定
し
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
一
四
〇
条
二
号
が
『
特
別
の
指

導
を
行
う
必
要
が
あ
る
』
も
の
の
中
に
『
自
閉
症
者
』
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
特
別
支
援
学
級
の
設
置
さ
れ
て
い
る
学
校

の
校
長
及
び
当
該
地
方
公
共
団
体
は
、
自
閉
症
児
を
は
じ
め
と
す
る
知
的
障
害
を
有
す
る
児
童
の
安
全
を
確
保
す
べ
き
高
度
の
注
意
義
務

を
負
う
旨
判
示
し
、
ま
た
、
Ｘ
ら
の
国
賠
法
二
条
一
項
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
の
主
張
に
対
し
て
は
、
営
造
物

の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般

の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
特
別
支
援
学
級
を
併
設
す
る
学
校
に
お
い
て
は
、
健
常
児
に

比
べ
て
危
険
認
知
能
力
に
乏
し
い
児
童
も
在
籍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
特
別
支
援
学
級
の
児
童
が
日
常
使
用
す
る
施
設
に
つ
い

て
は
、
特
に
高
度
の
安
全
性
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
ベ
き
で
あ
る
旨
判
示
し
た
が
、
結
論
と
し
て
は
Ｙ１
及
び
Ｙ２
に
安
全
配
慮
義
務
違
反
は

な
く
、
ま
た
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
は
な
い
旨
認
定
し
た
」。
校
長
で
あ
る
Ｙ２
に
つ
い
て
、
代
理
監
督
者
と
し
て
民
法
七
一
五
条

二
項
に
基
づ
く
個
人
責
任
も
否
定
さ
れ
た
（
国
家
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
公
務
員
の
個
人
責
任
が
否
定
さ
れ
る
た
め
と
す
る
）。
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３　

社
会
福
祉
の
個
別
分
野

（
１
）
医
療

ａ
．
医
療
保
険
・
病
院
制
度

医
療
保
険
制
度
は
、
被
用
者
の
保
険
（
民
間
の
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、
公
務
員
の
各
種
共
済
）、
非
被
用
者
の
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
の
後
期
高
齢
者
保
険
が
あ
り
、
強
制
加
入
に
よ
る
国
民
皆
保
険
が
な
さ
れ
て
い
る
。
疾
病
、
負
傷
等
の
保
険
事
故
に
対
し
て
保
険

者
か
ら
保
険
医
療
機
関
に
支
払
い
が
な
さ
れ
る
（
患
者
の
一
部
負
担
）。
医
療
諸
法
、
療
養
担
当
規
則
を
遵
守
し
、
診
療
報
酬
は
「
診
療
報

酬
の
算
定
方
法
」
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
。
財
源
は
保
険
料
、
公
費
負
担
、
保
険
者
間
の
財
政
調
整
で
あ
る
（
二
〇
一
五
年
医
療
保
険
制

度
改
革
法
に
よ
り
国
保
の
財
政
運
営
単
位
は
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
拡
大
さ
れ
る（

（17
（

）。「
非
正
規
雇
用
の
増
大
に
よ
る
雇
用
基
盤
の
変
化
、

医
療
の
高
度
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
、
高
齢
化
と
若
年
人
口
の
減
少
に
よ
る
人
口
構
成
の
激
変
と
現
役
世
代
の
負
担
増
、
格
差
の
拡
大

に
よ
る
医
療
保
険
制
度
の
財
政
基
盤
の
弱
体
化
、
と
い
う
近
年
の
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
医
療
保
険
制
度
の
機
能
強
化
が
必
要
」

と
さ
れ
る（

（17
（

。
医
療
費
は
保
険
料
約
四
九
％
、
公
費
約
三
九
％
、
自
己
負
担
等
約
一
二
％
で
あ
る（

（17
（

。

医
療
は
資
格
を
有
す
る
医
師
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
医
療
機
関
に
は
病
院
と
診
療
所
が
あ
り
、
開
設
規
制
が
あ
る
。
医
療
施
設
設
置

主
体
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
、
地
方
独
立
行
政
法
人
、
国
立
大
学
法
人
、
日
本
赤
十
字
社
、
済
生
会
、
社
会
保
険
関

係
団
体
、
医
療
法
人
、
個
人
、
そ
の
他
（
公
益
法
人
、
学
校
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、
会
社
等
）
で
あ
る（

（17
（

。

「
病
院
の
配
置
は
都
道
府
県
の
医
療
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
医
療
法
に
基
づ
く
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
ベ
ッ
ド
数

が
過
剰
な
場
合
は
開
設
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
需
要
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
病
院
は
、
医
療
法
の
非
営
利
原

則
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
、
事
務
組
合
や
日
本
赤
十
字
社
な
ど
公
的
組
織
以
外
に
は
、
医
療
法
人
（
他
に
は
各
大
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学
医
学
部
の
付
属
病
院
（
大
学
病
院
）、
社
会
福
祉
法
人
、
宗
教
法
人
、
協
同
組
合
な
ど
）
を
中
心
と
し
た
非
営
利
組
織
（
公
益
法
人
）
に

し
か
設
立
が
認
め
ら
れ
ず
、
会
社
組
織
は
例
外
的
に
福
利
厚
生
を
目
的
と
し
た
一
部
企
業
（
ほ
と
ん
ど
は
大
手
企
業
の
「
健
康
保
険
組
合
」

が
運
営
し
て
い
る
）
や
国
の
特
殊
法
人
が
管
轄
し
た
病
院
を
引
き
継
い
だ
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
日
本
郵
政
な
ど
が
設
立
し
た
病
院
（
設
立
企

業
関
係
者
以
外
の
一
般
の
部
外
者
も
診
察
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
前
提
）
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
例
外
と
し
て
、
歴
史
的
な
経
緯
（
戦
前

か
ら
営
ま
れ
て
い
る
な
ど
）
か
ら
株
式
会
社
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
病
院
が
あ
る
（
麻
生
飯
塚
病
院
や
大
阪
回
生
病
院
な
ど
）」。「
個
人

病
院
」
は
非
法
人
立
病
院
（
個
人
事
業
主
）
の
病
院
で
あ
る（

（18
（

。
保
険
診
療
に
は
保
険
医
療
機
関
の
指
定
が
必
要
と
な
る
。

医
療
水
準
（「
新
規
の
治
療
法
の
存
在
を
前
提
に
し
て
検
査
・
診
断
・
治
療
等
に
当
た
る
こ
と
が
診
療
契
約
に
基
づ
き
医
療
機
関
に
要
求

さ
れ
る
医
療
水
準
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
す
る
に
つ
い
て
は
、
当
該
医
療
機
関
の
性
格
、
そ
の
所
在
す
る
地
域
の
医
療
環
境
の
特
性
等
の

諸
般
の
事
情
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
右
治
療
法
に
関
す
る
知
見
が
当
該
医
療
機
関
と
類
似
の
特
性
を
備
え
た
医
療
機
関
に
相
当
程
度
普

及
し
て
お
り
、
当
該
医
療
機
関
に
お
い
て
右
知
見
を
有
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
特
段
の
事
情
が

な
い
限
り
、
右
知
見
は
当
該
医
療
機
関
に
と
っ
て
の
医
療
水
準
で
あ
る
」
最
判
平
成
七
年
六
月
九
日
民
集
四
九
巻
六
号
一
四
九
九
頁
）
に

つ
い
て
、
各
種
「
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
診
療
上
の
重
要
度
の
高
い
医
療
行
為
に
つ
い
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー

と
そ
の
総
体
評
価
、
益
と
害
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
量
し
て
、
患
者
と
医
療
者
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る
た
め
に
最
適
と
考
え
ら
れ
る
推

奨
を
提
示
す
る
文
書
）
が
作
成
さ
れ
て
い
る（

（18
（

。

ｂ
．
医
療
制
度
改
革

「
少
子
高
齢
化
、
医
療
技
術
の
進
歩
、
医
療
に
対
す
る
国
民
の
意
識
の
変
化
や
医
療
分
野
に
関
す
る
規
制
改
革
の
観
点
等
、
医
療
を
め
ぐ

る
最
近
の
状
況
を
踏
ま
え
」、
二
〇
〇
五
年
三
月
に
「
こ
れ
か
ら
の
医
業
経
営
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
が
、「
医
療
法
人
に
関
し
、
国
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民
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
提
供
体
制
の
担
い
手
と
し
て
効
率
的
で
透
明
な
医
業
経
営
の
確
立
に
向
け
、
改
革
を
推
進
す
る
よ
う
最
終
報
告
書

を
と
り
ま
と
め
た
」。「（
一
）
効
率
性
を
高
め
る
方
策
と
し
て
、
①
経
営
管
理
機
能
の
強
化
、
②
外
部
委
託
の
活
用
・
共
同
化
の
推
進
、
③

附
帯
業
務
規
制
の
緩
和
（
二
）
透
明
性
を
高
め
る
方
策
と
し
て
、
①
病
院
会
計
準
則
の
見
直
し
等
、
②
経
理
情
報
の
公
開
推
進
、
③
医
療

に
関
す
る
情
報
提
供
の
推
進
（
三
）
安
定
性
を
高
め
る
方
策
と
し
て
、
①
資
金
調
達
手
段
の
多
様
化
、
②
国
庫
補
助
・
政
策
融
資
な
ど
の

公
的
支
援
の
在
り
方
、
③
経
営
安
定
化
の
た
め
の
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
の
対
策
を
講
ず
る
よ
う
厚
生
労
働
省
に
対
し
提
言
し
て
い
る（

（18
（

」。

社
会
医
療
法
人（

（18
（

は
二
〇
〇
六
年
医
療
法
改
正
で
制
度
化
さ
れ
た
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
不
可
欠
な
救
急
医
療
等
確
保
事
業
を
担
う
非
営

利
性
・
公
益
性
の
高
い
法
人
で
あ
る
。「
公
益
性
の
高
い
医
療
」
と
し
て
、
①
休
日
診
療
、
夜
間
診
療
等
の
救
急
医
療
、
②
周
産
期
医
療
を

含
む
小
児
救
急
医
療
、
③
へ
き
地
医
療
・
離
島
医
療
、
④
重
症
難
病
患
者
へ
の
継
続
的
な
医
療
、
⑤
感
染
症
患
者
へ
の
医
療
、
⑥
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
な
ど
継
続
的
な
在
宅
医
療
を
必
要
と
す
る
患
者
へ
の
医
療
、
⑦
災
害
医
療
、
⑧
精
神
救
急
医
療
、
⑨
心
神
喪

失
等
で
重
大
な
加
害
行
為
を
犯
し
た
者
へ
の
医
療
お
よ
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
に
も
と
づ
く
指
定
医
療
機
関
が
実
施
す
る
医
療
、
⑩
患

者
の
早
期
社
会
復
帰
に
つ
な
が
る
医
療
連
携
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
従
来
、
上
記
の
よ
う
な
『
公
益
性
の
高
い
医
療
』
の
担
い
手
は
各

地
の
自
治
体
病
院
だ
っ
た
が
、
赤
字
体
質
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
自
治
体
病
院
だ
け
で
上
記
の
よ
う
な
医
療
の
提
供
を
存
続
さ
せ
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
自
治
体
病
院
に
代
わ
っ
て
公
益
性
の
高
い
医
療
を
担
う
法
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
が
『
社
会
医
療
法
人
』
だ
。
国
は
、
医
療
か
ら
介
護
、
福
祉
に
至
る
広
範
な
医
療
を
提
供
し
て
い
る
医
療
法
人
を
『
社
会
医
療
法
人
』

と
認
定
し
て
『
公
益
性
の
高
い
医
療
』
に
も
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
医
療
存
続
を
狙
っ
て
い
る
。
社
会
医
療
法
人
と
し
て
認

定
さ
れ
る
た
め
に
は
組
織
と
し
て
の
中
立
性
を
保
つ
た
め
に
、
経
営
体
制
へ
の
要
件
（
同
一
親
族
内
で
の
役
員
選
出
へ
の
制
限
な
ど
）
や
、

公
益
性
の
高
い
医
療
に
取
り
組
む
た
め
の
医
療
提
供
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
要
件
が
設
け
ら
れ
て
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い
る
。
た
だ
し
そ
の
分
、
自
治
体
病
院
に
回
さ
れ
て
い
た
公
費
を
投
入
さ
れ
た
り
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

り
す
る
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
ま
た
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
知
的
障
害
者
施
設
な
ど
児
童
入
所
施
設
の
設
置
・
運
営
や
身
体
障
害
者
療

護
施
設
な
ど
障
害
者
入
所
施
設
の
設
置
・
運
営
と
い
っ
た
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
に
加
え
、
通
常
の
医
療
法
人
で
は
取
り
組
め
な
い
『
収

益
業
務
』
に
も
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
通
常
の
医
療
法
人
で
は
着
手
し
づ
ら
い
領
域
へ
の
進
出
も
認
め
ら
れ
て
い
る（

（18
（

」。

平
成
二
七
年
医
療
法
改
正
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
は
「
医
療
機
関
相
互
間
の
機
能
分
担
及
び
業
務
の
連
携
を
推
進
し
、
地

域
医
療
構
想
を
達
成
す
る
た
め
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
の
、
新
た
な
法
人
の
認
定
制
度
」
で
あ
り
、「
複
数
の
医
療
機
関
等
が
法
人
に
参

画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
よ
り
も
協
調
を
進
め
、
地
域
に
お
い
て
質
が
高
く
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る（

（18
（

」。

介
護
保
険
と
地
域
医
療
体
制
を
同
時
に
見
直
す
二
〇
一
四
年
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
は
、「
①
平
均
在
院
日
数
が
長
い
、
②
病
床
数
が
多
い
、
③
病
床
あ
た
り
医
師
数
・
看
護
師
数
が
少
な
い
、

④
人
口
当
た
り
医
師
数
も
少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
ら
要
素
の
解
消
」
の
課
題
、
介
護
従
事
職
員
や
養
護
施
設
の
不
足
状
況
に

対
し
て
「
効
率
的
か
つ
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
」
と
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及

び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
、
医
療
法
、
介
護
保
険
法
等
の
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
等
を
行
う（

（18
（

」。
病
床
機
能
報

告
制
度
を
実
施
し
、
都
道
府
県
が
地
域
医
療
構
想
を
策
定
す
る
。

二
〇
一
六
年
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
公
立
病
院
改
革
の
究
極
の
目
的
は
、
公
・
民
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
地
域
に

お
い
て
必
要
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
り
、
そ
の
中
で
公
立
病
院
が
安
定
し
た
経
営
の
下
で
へ
き
地
医
療
・
不
採
算
医
療
や
高
度
・

先
進
医
療
等
を
提
供
す
る
重
要
な
役
割
を
継
続
的
に
担
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
り
」、「
医
師
を
は
じ
め
と
す
る

必
要
な
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
適
切
に
配
置
で
き
る
よ
う
必
要
な
医
療
機
能
を
備
え
た
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
経
営
の
効
率
化
を
図
り
、
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持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
目
指
す
も
の
と
す
る
。
国
に
お
い
て
も
、
医
師
不
足
の
課
題
に
つ
い
て
、
医
師
確
保
支
援
等
を
行
う
地
域
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
法
律
上
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を
都
道
府
県
に
設
置
し
、
医
療
従
事
者
の
勤

務
環
境
改
善
に
取
り
組
む
等
、
引
き
続
き
各
般
の
措
置
を
総
合
的
に
講
じ
て
い
く
」
と
し
て
、
医
療
法
に
基
づ
き
都
道
府
県
の
策
定
し
た

地
域
医
療
構
想
（
公
立
病
院
・
民
間
病
院
を
含
め
た
各
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の
将
来
の
目
指
す
べ
き
姿
）
に
基
づ
く
取
組
み
と
の
整
合

的
実
施
を
目
指
す
（「
公
立
病
院
に
期
待
さ
れ
る
主
な
機
能
を
具
体
的
に
例
示
す
れ
ば
、
①
山
間
へ
き
地
・
離
島
な
ど
民
間
医
療
機
関
の
立

地
が
困
難
な
過
疎
地
等
に
お
け
る
一
般
医
療
の
提
供
、
②
救
急
・
小
児
・
周
産
期
・
災
害
・
精
神
な
ど
の
不
採
算
・
特
殊
部
門
に
関
わ
る

医
療
の
提
供
、
③
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
県
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
等
地
域
の
民
間
医
療
機
関
で
は
限
界
の
あ
る
高
度
・
先
進
医
療
の
提

供
、
④
研
修
の
実
施
等
を
含
む
広
域
的
な
医
師
派
遣
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
な
ど
で
あ
る
」）。「
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
に
お
い
て
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
的
の
一
つ
に
掲
げ
て
お
り
」、「
特
に
、
中
小
規
模
の
公
立
病
院
に
あ
っ
て
は
、
介
護
保
険
事
業
と

の
整
合
性
を
確
保
し
つ
つ
、
例
え
ば
、
在
宅
医
療
に
関
す
る
当
該
公
立
病
院
の
役
割
を
示
す
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
強
化
に
当
た
っ
て

の
具
体
的
な
機
能
を
示
す
な
ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る（

（18
（

」。

ｃ
．
医
療
行
為
に
対
す
る
責
任

公
立
病
院
等
は
公
共
団
体
で
あ
る
が
、
医
療
行
為
が
公
権
力
の
行
使
で
は
な
い
と
し
て
国
家
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
。
最
判
昭
和
五
七

年
四
月
一
日
民
集
三
六
巻
四
号
五
一
九
頁
は
、「
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
よ
る
検
診
及
び
そ
の
結
果
の
報
告
は
、
医
師
が
専
ら
そ
の
専
門
的
技

術
及
び
知
識
経
験
を
用
い
て
行
う
行
為
で
あ
つ
て
、
医
師
の
一
般
的
診
断
行
為
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
ら
、
特
段
の
事
由
の
な
い
限

り
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
公
権
力
の
行
使
た
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、「
検
診
等
の
行
為
が
上
告
人
の
職
員
で
あ
る
医
師

に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
同
人
の
違
法
な
検
診
行
為
に
つ
き
上
告
人
に
対
し
て
民
法
七
一
五
条
の
損
害
賠
償
責
任
を
問
疑
す
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べ
き
余
地
が
」
あ
る
と
し
て
国
の
使
用
者
責
任
の
余
地
が
あ
る
と
す
る
が
、
本
件
で
は
「
検
診
等
の
行
為
が
林
野
税
務
署
長
の
保
健
所
へ

の
嘱
託
に
基
づ
き
訴
外
岡
山
県
の
職
員
で
あ
る
同
保
健
所
勤
務
の
医
師
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
右
医
師
の
検
診
等

の
行
為
は
右
保
健
所
の
業
務
と
し
て
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
つ
て
、
た
と
え
そ
れ
が
林
野
税
務
署
長
の
嘱
託
に
基
づ
い
て
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
右
検
診
等
の
行
為
が
上
告
人
国
の
事
務
の
処
理
と
な
り
、
右
医
師
が
あ
た
か
も
上
告
人
国
の
機
関

な
い
し
そ
の
補
助
者
と
し
て
検
診
等
の
行
為
を
し
た
も
の
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
か
ら
、
右
医
師
の
検
診
等
の
行
為
に

不
法
行
為
を
成
立
せ
し
め
る
よ
う
な
違
法
が
あ
つ
て
も
、
そ
の
た
め
に
上
告
人
が
民
法
の
前
記
法
条
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
」
と
す
る
。

医
療
過
誤
の
際
の
不
法
行
為
責
任
、
契
約
責
任
、
説
明
義
務
（
免
責
）
に
つ
い
て
公
立
病
院
と
私
立
病
院
に
差
が
な
い
。
措
置
入
院
に

対
し
て
は
委
託
者
が
国
家
賠
償
責
任
を
負
う
。
措
置
で
な
い
場
合
、
使
用
者
責
任
と
な
る
（
共
同
不
法
行
為
問
題
が
あ
る
）。
医
療
水
準
は

地
域
で
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
医
療
方
法
で
あ
る
が
、
医
療
技
術
の
進
展
に
そ
ぐ
わ
な
い
面
も
あ
る
（
責
任
面
に
お
い
て
は
医
療
の
進
歩

に
対
し
て
は
慎
重
な
対
応
と
な
る
）。
社
会
医
療
法
人
は
公
共
性
が
高
い
が
、
責
任
水
準
は
緩
和
さ
れ
う
る
。

公
立
私
立
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
が
、
活
動
主
体
に
制
限
が
あ
る
。
医
療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
は
、
行
政
庁
の
監
督
責
任
が
あ
る
。
都
道
府
県
、
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
に
は
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
る
。
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
も
審
査
を
行
う
。
但
し
、
国
民
皆
保
険
制
度
は
依
存
を
生
じ
さ
せ
る
。

公
立
病
院
の
経
営
は
苦
し
く
、
民
間
の
合
理
化
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
が
図
ら
れ
て
お

り
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
、
社
会
医
療
法
人
制
度
が
成
立
し
、
地
域
医
療
、
救
急
医
療
、
難
病
医
療
、
災
害
医
療
等
公
共
性
の
高
い

医
療
で
採
算
の
低
い
も
の
に
つ
い
て
、
医
療
の
確
保
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
医
療
体
制
で
の
責
任
問
題
を
考
察
す
る
場
合
、
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地
域
医
療
等
の
公
共
性
の
点
か
ら
、
国
、
地
方
公
共
団
体
の
責
任
を
積
極
的
に
認
め
る
べ
き
か
、
地
域
全
体
と
し
て
の
民
間
の
包
括
的
な

ケ
ア
の
実
施
を
主
目
的
と
す
る
た
め
に
、
責
任
面
で
も
民
間
責
任
を
基
本
と
す
る
の
か
問
題
と
な
る
。

（
２
）
介
護

ａ
．
介
護
保
険
制
度

以
前
、
高
齢
者
介
護
は
老
人
福
祉
制
度
と
老
人
保
健
（
保
険
医
療
）
制
度
の
二
本
立
て
で
あ
っ
た
。
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
公
的
扶
助

制
度
の
中
の
被
保
護
者
に
対
す
る
救
貧
的
な
も
の
と
し
て
始
ま
り
、
ま
た
措
置
制
度
と
し
て
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
決
定
す
る
等
「
シ

ス
テ
ム
全
体
が
行
政
の
強
い
統
制
下
に
お
か
れ
て
い
た
」（
従
来
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
入
所
型
施
設
の
整
備
に
偏
っ
て
い
た
）。
一
方
、
医

療
保
険
制
度
で
は
高
齢
者
が
社
会
的
入
院
と
し
て
介
護
の
代
わ
り
に
入
院
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
一
九
七
三
年
老
人
医
療
費
原

則
無
料
化
を
契
機
に
激
増
し
た
（
医
療
機
関
の
適
正
・
効
率
的
な
利
用
に
反
し
、
老
人
医
療
費
の
急
増
を
も
た
ら
し
た
）。
老
人
保
健
施
設

の
創
設
等
も
医
療
保
険
財
源
で
対
応
さ
れ
た（

（18
（

。

高
齢
化
社
会
の
到
来
（
寿
命
の
伸
長
）、
家
族
の
介
護
機
能
の
低
下
（
就
業
構
造
の
変
化
、
核
家
族
化
）。
地
域
の
希
薄
化
と
共
に
高
齢

者
福
祉
制
度
は
重
要
な
課
題
と
な
り
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
を
経
て
、
老
人
福
祉
法
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
不
満
、

老
人
保
健
法
の
老
人
医
療
へ
の
不
満
か
ら
、
利
用
者
自
身
の
サ
ー
ビ
ス
選
択
、
民
間
活
力
の
活
用
、
在
宅
介
護
重
視
に
よ
る
介
護
保
険
制

度
が
成
立
す
る
（
二
〇
〇
〇
年
実
施
）。
財
源
は
利
用
者
負
担
一
割
と
保
険
料
（
五
〇
％
）
と
公
費
（
五
〇
％
）
で
あ
る（

（18
（

。
二
〇
〇
六
年
改

正
は
、
要
支
援
者
へ
の
給
付
を
「
予
防
給
付
」
と
し
て
創
設
し
、
要
支
援
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介

護
予
防
支
援
事
業
所
）」
で
実
施
し
、
市
町
村
ご
と
の
「
地
域
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
施
設
等
の
食
費
・
居
住
費
を
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保
険
給
付
の
対
象
外
（
全
額
自
己
負
担
）
と
し
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
、
負
担
能
力
を
細
か
く

反
映
し
た
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
設
定
な
ど
を
行
っ
た
。
地
域
支
援
事
業
は
、
介
護
予
防
事
業
、
包
括
的
支
援
事
業
（
介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
、
総
合
相
談
支
援
業
務
、
権
利
擁
護
業
務
及
び
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
）
等
で
あ
り
、

要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。
介
護
予
防
特
定
高
齢
者
施
策
は
、
①
特
定
高
齢
者
把
握
事
業
、
②
通
所
型
介
護
予
防
事
業
、

③
訪
問
型
介
護
予
防
事
業
、
④
介
護
予
防
特
定
高
齢
者
施
策
評
価
事
業
で
あ
る（

（19
（

。
二
〇
〇
六
年
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
、

高
齢
者
虐
待
防
止
法
、
二
〇
〇
八
年
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
実
施
さ
れ
る
。

施
設
と
し
て
、
入
所
型
施
設
（
原
則
と
し
て
地
方
公
共
団
体
か
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
）
に
は
一
九
六
三
年
老
人
福
祉
法
に
よ
り
発
足

し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
介
護
保
険
法
制
定
後
は
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
も
あ
る
）、
戦
前
の
養
老
院
、
戦
後
の
養
老
施
設
の
流
れ
を

く
む
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人
福
祉
法
）、
一
九
九
〇
年
老
人
福
祉
法
改
正
に
よ
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
法
制
定

後
、
通
所
介
護
事
業
所
）、
一
九
八
六
年
老
人
保
健
法
に
よ
る
老
人
保
健
施
設
（
介
護
保
険
法
制
定
後
、
介
護
老
人
保
健
施
設
）、
介
護
療

養
型
医
療
施
設
が
あ
り
、
通
所
型
・
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）、
特

定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
福
祉
用
具
貸
与
及
び
特
定
福
祉
用
具
販
売
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）、
居
宅
介
護
支
援
事
業
が
あ
り
、
地
方
自
治
体
、
社
会
福
祉
法
人
だ
け
で
な
く
、
一
定
の
基
準
を
満
た
せ
ば
、
民
間

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
法
人
が
運
営
可
能
で
あ
る（

（19
（

。

保
険
適
用
さ
れ
る
の
は
指
定
事
業
者
で
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
・
設
備
・
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
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に
よ
り
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
事
故
の
発
生
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
・
そ
れ
に
至
る
危
険

が
生
じ
た
場
合
に
事
実
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
分
析
を
通
し
た
改
善
策
を
従
業
員
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
体
制
を
整
備
、
事
故
は
発
生
防
止
の

た
め
の
委
員
会
・
職
員
研
修
を
定
期
的
に
実
施
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
る
入
居
者
の
事
故
発
生
を
市
町
村
・
家
族
に
連
絡
し
、
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
、
事
故
の
状
況
・
処
置
に
つ
い
て
の
記
録
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
る（

（19
（

。
二
〇
〇
九
年
事
業
者
に
法
令
遵
守
等
の
業
務
管

理
体
制
整
備
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
二
〇
一
二
年
地
域
の
自
主
性
を
高
め
る
た
め
の
立
法
に
よ
り
、
人
員
基
準
等
が
条
例
で
定
め
ら
れ
る
。

ｂ
．
医
療
介
護
連
携
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
が
約
三
倍
と
な
り
、
重
度
の
要
介
護
者
や
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
高
齢
者
の
増
加
、
介
護
力
の
弱
い
単
身
世
帯
や

高
齢
者
の
み
世
帯
の
増
加
な
ど
へ
の
対
応
、
介
護
人
材
の
確
保
の
た
め
に
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ

目
な
く
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
実
現
を
図
る
二
〇
一
一
年
改
正
は
、
医
療
と
介
護
の
連
携
の
強
化
等
（
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
、
市
町
村
に
よ
る
介
護
予
防
・
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）、
介
護
人
材
の
確
保
と
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
、
高
齢
者
の
住
ま
い
の
整
備
等
（
サ
高
住
供
給
促
進
等
）、
認
知
症
対
策
の
推
進
を
行
っ
た（

（19
（

。

持
続
可
能
な
社
会
保
障
構
築
と
安
定
財
源
確
保
に
向
け
た
中
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
の
成
立
後
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
・
重
点
化
、
保
険
料
負
担
の
増
大
の
抑
制
を
図
る
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
に
基
づ
く
二
〇
一
四
年
改
正
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
費
用
負
担
の
公
平
化
を
図
る
（
予
防
給
付
（
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
介
護
予
防
通
所
介
護
）
の
地
域
支

援
事
業
移
行
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
）
の
機
能
明
確
化
、
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
・
高
所
得
者
の
負
担
増
等
）。

サ
高
住
の
住
所
地
特
例
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
創
設
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指
定
権
限
の
市
町
村
へ
の
委
譲
が
な
さ
れ
る（

（19
（

。

二
〇
一
五
年
新
・
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
は
①
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
・
啓
発
の
推
進
、
②
認
知
症
の
容
態
に
応
じ
た
適
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時
・
適
切
な
医
療
・
介
護
等
の
提
供
、
③
若
年
性
認
知
症
施
策
の
強
化
、
④
認
知
症
の
人
の
介
護
者
へ
の
支
援
、
⑤
認
知
症
の
人
を
含
む

高
齢
者
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
、
⑥
認
知
症
の
予
防
法
、
診
断
法
、
治
療
法
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
、
介
護
モ
デ
ル

等
の
研
究
開
発
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
の
推
進
、
⑦
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
視
点
の
重
視
を
図
る（

（19
（

。

二
〇
一
七
年
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
深
化
推
進
と
し
て
、
一
．
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
向
け

た
保
険
者
機
能
の
強
化
等
の
取
組
の
推
進
、
二
．
医
療
・
介
護
の
連
携
の
推
進
等
、
三
．
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進

等
を
実
施
す
る
。
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
と
し
て
は
、
一
．
二
割
負
担
者
の
う
ち
特
に
所
得
の
高
い
層
の
負
担
割
合
を
三

割
と
す
る
、
二
．
介
護
納
付
金
へ
の
総
報
酬
割
の
導
入
が
あ
る（

（19
（

。
事
業
者
の
人
員
、
設
備
、
運
営
に
関
す
る
基
準
等
も
見
直
さ
れ
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
責
任
者
の
責
任
明
確
化
、
情
報
共
有
、
共
生
型
・
共
用
型
の
利
用
促
進
、
介
護
医
療
院
基
準
等
の
改
訂
に
よ
る
利
用
促
進
、
医

療
機
関
と
の
連
携
促
進
、
身
体
拘
束
の
適
正
化
等
が
図
ら
れ
る
。
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
多
様
な
事
業
の
連
携
が
企
図
さ
れ
る
（
事

業
者
は
、
事
業
を
運
営
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
重
視
し
、
市
町
村
、
他
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
居

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
さ
ら
に
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
の
連
携
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る（

（19
（

）。
そ
し
て
、

都
道
府
県
・
政
令
市
・
中
核
市
が
指
定
・
監
督
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
、
市
町
村
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
）
の
内
容
が
定

め
ら
れ
て
い
る（

（19
（

。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
施
主
体
は
、
市
町
村
で
あ
り
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
等
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
ケ
ア
会
議
を
設
置
し
、
多
方
面
と
連
携
を
図
り
、
実
施
す
る
（「
一
．
地
域
の
医
療
・
介
護
資
源
の
把
握
、
二
．

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
課
題
の
抽
出
と
対
応
策
の
検
討
、
三
．
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
・
介
護
の
提
供
体
制
の
構
築
推
進
、
四
．
医

療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
の
支
援
、
五
．
医
療
介
護
連
携
に
関
す
る
相
談
支
援
、
六
．
医
療
介
護
関
係
者
の
研
修
、
七
．
地
域
住
民
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へ
の
普
及
啓
発
、
八
．
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
関
係
市
区
町
村
の
連
携（

（19
（

））。

ｃ
．
介
護
事
例

神
戸
地
伊
丹
支
判
平
成
二
一
年
一
二
月
一
七
日
判
タ
一
三
二
六
号
二
三
九
頁
は
、
入
所
者
が
二
度
転
倒
骨
折
し
た
事
案
で
、
契
約
書
に
、

事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
、
万
一
事
故
が
発
生
し
、
利
用
者
の
生
命
・
身
体
・
財
産
に
損
害
が

発
生
し
た
場
合
は
、
不
可
抗
力
に
よ
る
場
合
を
除
き
速
や
か
に
利
用
者
に
対
し
て
損
害
を
賠
償
す
る
旨
の
特
約
条
項
（
第
一
九
条
一
項
本

文
）
が
存
在
し
、
契
約
条
項
か
ら
不
可
抗
力
を
立
証
し
な
い
限
り
責
任
を
負
う
と
さ
れ
る
。
過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
、「
被
害
者
は
認
知
症

に
罹
患
し
て
お
り
、
成
年
後
見
人
も
選
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
、
事
理
を
弁
識
す
る
能
力
を
欠
く
常
況

に
あ
っ
た
と
い
え
、
通
常
人
と
同
様
に
、
重
過
失
や
過
失
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
原
告
と
被
告
は
、
原

告
が
認
知
症
に
あ
り
、
要
介
護
状
態
に
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
本
件
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
被
告
が
原
告
に
対
し
、
本
件
契
約
上
、
対

価
を
得
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
立
場
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
（
疾
患
を
有
す
る
患
者
に
対
応
す
る
医
療
契
約
と
類
似
し
た
性
格
が

あ
る
。）、
契
約
関
係
に
な
い
事
故
の
場
合
と
同
様
に
は
、
過
失
相
殺
の
類
推
や
素
因
の
存
在
を
理
由
に
損
害
賠
償
責
任
を
減
額
す
る
の
は

相
当
で
は
な
い
し
、
本
件
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、
同
減
額
を
す
べ
き
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
。

東
京
地
判
平
成
二
九
年
二
月
一
五
日
判
タ
一
四
四
五
号
二
一
九
頁
は
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
（
Ｙ
）
の
二
階
の
居
室
の
窓
か
ら
地
上
に
転
落
し
て
受
傷
し
た
Ａ
（
当
時
九
三
歳
）
及
び
そ
の
長
女
で
あ
る
Ｘ
が
、
本
件
施
設

に
は
居
室
の
窓
か
ら
の
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
設
置
又
は
保
存
の
瑕
疵
が
あ
る
な
ど
と
主
張
し
て
、
Ｙ

に
対
し
、
工
作
物
責
任
、
債
務
不
履
行
責
任
又
は
不
法
行
為
責
任
に
基
づ
き
、
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
事
案
で
あ
り
、
民
法
七
一
七
条
一

項
に
い
う
工
作
物
の
設
置
又
は
保
存
の
瑕
疵
と
は
、
工
作
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
当
該
工
作
物
の
構
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造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
こ
の
点
は
営

造
物
責
任
の
瑕
疵
と
同
様
の
判
断
基
準
と
さ
れ
る
）
と
述
べ
た
上
で
、
一
般
的
に
、
本
件
施
設
の
よ
う
に
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
認
知
症
高
齢
者
が
帰
宅
願
望
に
よ
っ
て
窓
か
ら
脱
出
を
試
み
て
転
落
す
る
危
険

性
が
高
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
施
設
の
設
置
又
は
保
存
に
つ
い
て
十
分
な
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
、
本
件
ス
ト
ッ
パ
ー
に
つ
い
て
入
居
者
の
転
落
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
窓
の
開
放
制
限
措
置
と
し
て
十
分
な
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
た
と
は
い
え
ず
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠

い
て
お
り
、
設
置
又
は
保
存
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
工
作
物
責
任
を
肯
定
し
た
。「
身
体
拘
束
ゼ
ロ
へ
の
手
引
き

～
高
齢
者
ケ
ア
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
に
～
」
に
お
い
て
は
、
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
身
体
拘
束
そ
の
他
の
行
動
制
限
の
具

体
例
と
し
て
、
体
幹
や
四
肢
を
ひ
も
で
縛
っ
た
り
、
両
手
に
ミ
ト
ン
を
付
け
た
り
、
つ
な
ぎ
服
を
着
せ
た
り
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
自
分

の
意
思
で
開
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
居
室
等
に
隔
離
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
件
窓
に
鍵
を
使
わ
な
け
れ
ば
容
易
に
取

り
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
ス
ト
ッ
パ
ー
を
設
置
し
た
と
し
て
も
、
本
件
居
室
の
入
口
に
は
外
側
か
ら
鍵
が
か
け
ら
れ
て
い
な
い
以
上
、
入

居
者
の
移
動
の
自
由
は
制
限
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
。

介
護
保
険
制
度
の
も
た
ら
し
た
大
き
な
変
化
で
あ
る
「
措
置
か
ら
契
約
へ
」
は
、
公
的
責
任
か
ら
私
的
責
任
（
自
己
責
任
）
へ
の
転
換

で
あ
る
。
た
だ
し
、
介
護
事
業
の
主
体
は
社
会
福
祉
法
人
が
多
く
、
公
的
性
質
を
持
つ
（
一
般
民
間
事
業
者
が
主
体
と
な
る
こ
と
の
で
き

る
事
業
は
拡
大
し
て
い
る
）。

介
護
制
度
は
財
源
の
半
分
を
保
険
料
と
す
る
が
、
介
護
保
険
制
度
以
前
の
医
療
保
険
制
度
の
下
で
の
老
人
保
健
制
度
で
の
介
護
の
運
用

と
同
様
に
事
業
費
の
増
大
、
自
己
負
担
・
公
費
負
担
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
、
近
時
の
予
防
重
視
、
医
療
と
の
統
合
、
地
域
包
括
ケ
ア
は
費
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用
削
減
の
意
味
を
有
し
う
る
が
、
費
用
増
加
（
自
己
負
担
増
加
）
の
可
能
性
も
あ
る
。
医
療
と
同
様
に
依
存
性
の
問
題
が
あ
る
。

介
護
制
度
に
つ
い
て
、
よ
り
本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
介
護
、
綿
密
な
介
護
、
地
域
連
携
の
あ
る
介
護
が
望
ま
し
い
た
め
に
、
多
様
な
介

護
手
段
を
統
合
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
市
町
村
を
主
体
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
契
約
と
し
て
の
介
護
制
度
に
公
的
主
導
に

よ
る
配
慮
を
も
た
ら
す
制
度
で
あ
る
。
市
町
村
が
主
体
と
し
て
計
画
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
医
療
と
介
護
の
二
つ
の
組
織
が
連
携
し
医
療
介

護
を
実
施
す
る
、
介
護
施
設
が
医
療
を
実
施
す
る
、
医
療
施
設
が
介
護
を
実
施
す
る
等
介
護
と
医
療
の
統
合
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
制
度
が

費
用
削
減
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

介
護
事
故
に
お
い
て
責
任
主
体
は
各
事
業
主
体
と
な
る
（
予
防
の
た
め
に
介
護
事
業
者
開
設
要
件
、
介
護
福
祉
士
資
格
が
必
要
と
さ
れ

る
）。
社
会
福
祉
法
人
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
公
共
団
体
、
そ
の
他
の
民
間
法
人
も
あ
り
う
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
主
体
で
あ
る
団

体
の
性
質
に
応
じ
て
責
任
が
異
な
る
の
か
、
不
法
行
為
責
任
と
契
約
責
任
と
で
は
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
は
、

法
令
遵
守
等
の
業
務
管
理
体
制
の
整
備
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
）。「
措
置
か
ら
契
約
」
に
よ
り
一
般
的
に
は
医
療
と
同
様
に
公
権
力
行

使
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
社
会
福
祉
法
人
に
つ
い
て
は
そ
の
公
的
性
質
が
問
題
と
な
る
が
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
も
改
革
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
後
見
的
関
与
は
あ
り
、
共
同
不
法
行
為
責
任
は
成
立
し
う
る
（
監
督
官
庁
の
監
督
義
務
、
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
審
査
、
高
齢
者
虐
待
防
止
法
に
基
づ
く
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
実
施
事
業
、
苦
情
処
理
対
応
な
ど
、
公
的
責
任
の
明

確
化
が
必
要
で
あ
る（

（20
（

）。
市
町
村
が
各
主
体
間
の
共
同
責
任
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
責
任
を
負
う
こ
と
が
生
じ
る
か
も
問
題
と

な
る
。
公
共
性
の
問
題
で
あ
る
。
介
護
目
的
が
医
療
か
、
自
立
支
援
か
、
家
族
介
護
の
扶
助
に
す
ぎ
な
い
の
か
が
問
題
と
な
る
。
公
的
に

質
の
確
保
を
要
請
す
べ
き
か
（
介
護
水
準
の
設
定
）、
自
主
に
委
ね
る
べ
き
か
で
あ
る
。

ま
た
、
施
設
所
有
者
に
は
施
設
瑕
疵
に
対
す
る
問
題
が
別
個
に
生
じ
う
る
。
そ
の
場
合
に
は
管
理
者
の
性
質
に
よ
っ
て
営
造
物
責
任
で
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あ
る
か
、
工
作
物
責
任
で
あ
る
か
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
各
主
体
間
の
連
携
の
問
題
が
あ
り
、
共
同
不
法
行
為
責
任
が
生
じ
う
る
。

七　

民
間
化
の
法
技
術
と
公
共
性
の
考
え
方
―
民
間
の
独
立
責
任
制
・
事
後
責
任
制
が
望
ま
し
い
の
か

１　

国
家
賠
償
責
任
、
使
用
者
責
任
、
工
作
物
責
任
と
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
任

国
家
賠
償
法
一
条
の
責
任
は
国
・
公
共
団
体
に
お
い
て
公
務
員
が
公
権
力
を
行
使
す
る
場
合
に
問
題
と
な
る
。
公
権
力
の
行
使
と
さ
れ

る
場
合
に
加
害
者
で
あ
る
公
務
員
に
責
任
追
及
は
で
き
な
く
な
る
と
解
さ
れ
る
（
重
過
失
の
時
は
求
償
が
可
能
で
あ
る
が
）。
公
権
力
の
行

使
で
は
な
い
と
さ
れ
る
場
合
は
公
共
団
体
に
お
い
て
も
使
用
者
責
任
の
問
題
と
な
り
、
加
害
者
と
の
共
同
不
法
行
為
と
な
る
（
求
償
は
信

義
則
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
）。
被
用
者
の
職
務
上
の
不
法
行
為
に
対
す
る
責
任
の
成
立
と
い
う
点
で
実
質
的
な
相
違
点
は
な
い
が
、
こ
の
よ

う
な
個
人
責
任
に
つ
い
て
の
扱
い
の
相
違
は
公
務
員
の
特
殊
性
と
解
さ
れ
て
い
る
。
監
督
官
庁
の
監
督
義
務
不
履
行
に
つ
い
て
は
共
同
不

法
行
為
責
任
が
成
立
す
る
と
解
さ
れ
る
。
営
造
物
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
は
営
造
物
責
任
が
問
題
と
な
る
（
瑕
疵
責
任
と
過
失

責
任
は
同
視
さ
れ
う
る
）。
営
造
物
で
は
な
い
場
合
は
工
作
物
責
任
と
な
る
（
所
有
者
責
任
は
補
充
的
責
任
・
無
過
失
責
任
で
あ
る
）。

民
間
化
に
お
い
て
は
方
式
に
よ
る
相
違
が
問
題
と
な
る
。
公
企
業
、
公
営
企
業
に
つ
い
て
は
被
用
者
で
あ
る
公
務
員
の
業
務
上
の
不
法

行
為
に
つ
い
て
当
該
法
人
が
国
家
賠
償
責
任
を
負
う
。
独
立
の
法
人
の
事
業
と
す
る
場
合
、
適
用
条
文
の
相
違
と
共
に
、
当
該
法
人
の
存

続
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、
公
社
と
は
「
公
共
の
目
的
を
担
保
す
る
た
め
に
、
必
要
な
公
的
管
理
支
配
の
下
に
独
立
の
経
営
体
と
し
て

高
度
の
自
主
性
を
有
す
る
公
企
業
の
経
営
体
と
し
て
、
国
の
全
額
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
特
別
の
法
人
」
と
さ
れ（

（20
（

、
独
立
採
算
制
と
考

え
ら
れ
る
も
の
の
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
財
政
面
の
裏
付
け
が
あ
り
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が
廃
止
し
な
い
限
り
、
存
続
し
う
る
。
た
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だ
し
、
民
営
化
さ
れ
た
場
合
は
国
・
地
方
公
共
団
体
の
存
続
支
援
は
必
ず
し
も
保
証
さ
れ
な
い
。
第
三
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
は
公
私
両
者

の
責
任
が
問
題
と
な
る
が
、
私
法
人
が
公
法
人
に
依
存
す
る
問
題
が
あ
る
。
民
間
に
お
け
る
使
用
者
責
任
の
場
合
は
当
該
団
体
の
資
産
の

み
が
引
き
当
て
と
な
り
、
同
様
に
政
策
判
断
か
ら
金
融
機
関
の
支
援
が
見
込
ま
れ
る
場
合
も
生
じ
う
る
が
、
基
本
的
に
破
産
に
よ
っ
て
消

滅
す
る
。
民
間
委
託
に
お
い
て
民
間
の
責
任
と
国
の
責
任
が
生
じ
う
る
が
、
国
の
責
任
回
避
は
可
能
か
問
題
と
な
る
。
業
務
委
託
す
る
場

合
は
委
託
者
と
し
て
国
家
賠
償
責
任
を
負
う
の
で
あ
り
、
受
託
者
の
使
用
者
責
任
と
共
同
不
法
行
為
責
任
と
な
り
う
る
が
（
こ
の
点
、
国

家
賠
償
責
任
に
つ
い
て
公
務
員
の
個
人
責
任
が
生
じ
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
受
託
者
の
個
人
責
任
が
生
じ
な
い
と
す
る
判
例
が
あ
る

（
措
置
処
分
の
事
例
）
が
、
共
同
実
施
者
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
）、
措
置
で
は
な
い
場
合
に
包
括
的
に
委
託
す
る
場
合
に
受
託
者
の
使
用

者
責
任
の
み
生
じ
る
と
さ
れ
う
る
（
こ
の
場
合
に
国
・
地
方
公
共
団
体
に
責
任
が
生
じ
な
い
の
は
免
責
特
約
で
あ
る
の
か
も
問
題
と
な
る
）。

こ
の
場
合
も
委
託
内
容
に
よ
っ
て
は
国
・
地
方
公
共
団
体
に
責
任
が
残
り
う
る
（
保
険
強
制
の
問
題
も
あ
る
）。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
等

の
公
益
法
人
に
対
し
て
は
公
的
監
督
責
任
も
あ
る
。

多
様
な
責
任
が
考
え
ら
れ
る
が
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
任
（
共
同
責
任
）
の
認
定
が
重
要
で
あ
る
。
共
同
責
任
の
あ
り
方
と
し
て

共
同
実
施
者
、
実
施
者
と
監
督
者
、
主
た
る
実
施
者
と
従
た
る
実
施
者
な
ど
多
様
な
関
係
が
考
え
ら
れ
る
（
費
用
負
担
者
の
責
任
規
定
も

あ
る
）。
法
人
同
士
の
関
係
で
あ
る
が
、
現
実
の
行
為
者
と
法
人
の
関
係
も
問
題
と
な
る
。
国
・
地
方
公
共
団
体
の
共
同
責
任
は
公
共
性
の

問
題
で
も
あ
る
（
特
に
、
教
育
・
福
祉
に
つ
い
て
）。
ま
た
、
公
的
主
体
と
し
て
の
外
観
が
残
る
問
題
も
あ
る
（
簡
保
問
題
）。

同
様
の
民
間
化
に
よ
る
責
任
問
題
は
営
造
物
瑕
疵
の
場
合
も
生
じ
る
。
こ
の
場
合
、
営
造
物
か
否
か
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
営
造
物
の

場
合
は
営
造
物
責
任
と
な
り
、
営
造
物
で
は
な
い
と
さ
れ
る
場
合
は
工
作
物
責
任
が
問
題
と
な
る
。
営
造
物
か
否
か
は
国
・
地
方
公
共
団

体
の
管
理
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
工
作
物
責
任
に
つ
い
て
は
一
次
的
に
占
有
者
責
任
で
あ
り
、
所
有
者
責
任
（
無
過
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失
責
任
）
は
二
次
的
責
任
で
あ
る
。
国
・
地
方
公
共
団
体
の
管
理
下
に
あ
る
営
造
物
の
瑕
疵
に
よ
っ
て
営
造
物
責
任
が
問
題
と
な
る
の
で

あ
る
が
、
瑕
疵
に
つ
い
て
の
判
断
は
総
合
判
断
で
あ
り
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が
管
理
に
過
失
の
な
い
場
合
に
は
瑕
疵
が
な
い
と
さ
れ
う

る
。
管
理
下
に
な
い
と
さ
れ
る
場
合
は
工
作
物
責
任
と
な
る
。
河
川
な
ど
の
自
然
対
象
に
つ
い
て
は
管
理
下
に
あ
り
、
営
造
物
責
任
の
問

題
と
な
る
が
、
管
理
の
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
に
く
い
（
財
政
的
制
約
）。

こ
こ
で
も
民
間
化
の
形
態
に
よ
っ
て
責
任
が
相
違
す
る
と
考
え
ら
れ
、
例
え
ば
、
公
共
団
体
、
行
政
機
関
を
民
営
化
す
る
場
合
は
独
立

の
法
人
と
な
り
、
営
造
物
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
う
る
。
民
間
法
人
の
業
務
と
し
て
切
り
離
す
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、

責
任
態
様
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
場
合
は
問
題
が
複
雑
と
な
る
。
対
象
物
の
管
理
主
体
が

国
・
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
の
か
、
民
間
団
体
で
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
り
、
民
間
管
理
の
場
合
ば
営
造
物
責
任
で
は
な
い
と
さ
れ
う
る

が
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
工
作
物
責
任
（
所
有
者
責
任
）
が
生
じ
う
る
。
業
務
委
託
の
場
合
は
代
理
関
係
が
生
じ
、
指
定
管
理
者
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
に
お
い
て
も
一
定
の
関
係
が
残
る
こ
と
か
ら
、
同
様
に
国
・
地
方
公
共
団
体
の
管
理
で
あ
る
の
か
、
民
間
団
体
の
管
理
で
あ
る
の
か

問
題
と
な
り
、
民
間
団
体
管
理
と
さ
れ
る
場
合
に
は
国
・
地
方
公
共
団
体
の
工
作
物
責
任
が
問
題
と
な
る
（
指
定
管
理
者
の
際
に
地
方
公

共
団
体
の
営
造
物
責
任
を
問
題
に
す
る
判
例
が
あ
る
）。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
共
同
責
任
と
な
り
う
る
。
た
だ
し
、
業
務
委
託
の
場
合
に
免

責
条
項
が
機
能
す
る
か
も
問
題
と
な
る
（
工
作
物
責
任
は
無
過
失
責
任
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
免
責
条
項
が
機
能
す
る
か
も
問
題
と
な
る
。

逆
に
原
発
の
場
合
、
無
過
失
責
任
が
機
能
し
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
―
国
税
に
よ
る
補
填
を
前
提
と
す
る
特
別
法
措
置
）。

民
間
化
に
お
け
る
営
造
物
責
任
に
つ
い
て
上
下
一
体
型
・
上
下
分
離
型
の
区
別
も
問
題
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
個
別
に
検
討
さ
れ
う
る
。

国
鉄
は
民
営
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
鉄
道
瑕
疵
に
対
す
る
責
任
は
工
作
物
責
任
と
な
る
。
上
下
一
体
型
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
道

路
公
団
民
営
化
に
お
い
て
は
上
下
分
離
型
で
あ
る
が
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
管
理
は
な
く
（
維
持
補
修
は
民
営
化
団
体
が
行
う
―
こ
の
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こ
と
は
不
必
要
な
工
事
の
実
施
の
促
進
と
も
な
る
（
依
存
性
））、
工
作
物
責
任
の
問
題
と
な
る
。
空
港
民
営
化
も
上
下
分
離
型
で
あ
り
、

国
・
地
方
公
共
団
体
の
維
持
補
修
の
た
め
の
営
造
物
責
任
が
考
え
ら
れ
う
る
（
道
路
と
同
様
の
上
下
分
離
型
も
あ
る
）。
水
道
は
民
営
化
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
問
題
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
の
上
下
分
離
型
を
考
え
る
場
合
に
は
、
電
力
・
ガ
ス
・
通
信
な
ど
の
民
間
主
体
の
も
の
、
民
営
化
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
の
責
任
関
係
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
福
祉
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の
公
共
性
問
題
が
あ
り
、
過
疎
地
域
の
採
算
性
の
取
れ
な
い

所
の
イ
ン
フ
ラ
問
題
も
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
の
民
間
化
に
お
け
る
独
占
性
・
依
存
性
の
問
題
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
公
共

性
の
た
め
の
公
的
支
援
を
利
用
し
、
形
式
的
公
的
規
制
を
置
く
こ
と
で
依
存
す
る
こ
と
に
よ
る
独
占
状
態
）。

民
間
化
に
つ
い
て
は
行
政
改
革
の
意
義
と
地
方
分
権
化
の
意
義
も
関
係
す
る
。
合
理
化
、
地
方
の
主
体
化
の
た
め
の
責
任
関
係
の
あ
り

方
で
あ
る
。
民
間
化
に
お
け
る
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
任
の
併
存
の
問
題
に
つ
い
て
、
行
政
事
務
と
し
て
の
公
共
性
は
存
続
す
る
の
か

（
事
前
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
）、
事
後
責
任
体
制
で
あ
る
民
間
責
任
に
移
行
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
（
国
・
地
方
公
共
団
体

は
免
責
規
定
等
を
要
す
る
の
か
）
に
つ
い
て
、
以
下
、
国
家
の
役
割
、
公
共
事
務
、
実
施
主
体
、
委
託
方
法
、
共
同
関
係
、
公
共
性
を
み

て
い
く
。

２　

国
家
の
役
割

明
治
国
家
以
来
、
国
家
の
役
割
は
産
業
振
興
か
ら
、
帝
国
主
義
、
軍
国
主
義
、
敗
戦
後
の
国
力
回
復
、
資
本
主
義
発
展
の
矛
盾
の
解
消

と
し
て
の
社
会
政
策
へ
と
変
遷
す
る
。

明
治
政
府
は
、
移
転
、
職
業
の
制
限
を
撤
廃
し
、
株
仲
間
制
度
も
廃
止
し
、
田
畑
勝
手
作
を
認
め
、
田
畑
永
代
売
買
禁
止
令
を
廃
し
、
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関
所
を
廃
止
し
、
伝
馬
制
度
を
廃
止
し
、
津
留
を
廃
止
し
、
米
麦
の
輸
出
禁
止
を
解
き
、
生
糸
な
ど
の
輸
出
制
限
を
解
除
し
た
。
ま
た
、

秩
禄
処
分
と
地
租
改
正
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
新
貨
幣
制
度
を
実
施
し
た
。
近
代
産
業
の
育
成
と
し
て
、
国
立
銀
行
制
度
を
創
設
し
、
官
営

鉄
道
を
敷
設
し
た
。
海
運
に
つ
い
て
は
政
府
の
保
護
助
成
策
が
取
ら
れ
た
（
三
菱
）。
郵
便
事
業
、
電
信
事
業
も
官
営
で
行
わ
れ
た
。
幕
府

と
藩
の
砲
兵
工
廠
、
造
船
所
、
鉱
山
は
官
営
と
さ
れ
た
。
紡
績
業
で
も
官
営
工
場
が
創
設
さ
れ
た
（
内
務
省（

（20
（

）。

一
八
七
〇
年
創
設
さ
れ
た
工
部
省
は
こ
れ
ら
の
鉄
道
、
電
信
、
電
話
、
鉱
山
、
重
化
学
工
業
を
実
施
し
た
。
内
務
省
は
綿
紡
績
・
製
糸
・

毛
織
物
等
を
管
轄
し
、
北
海
道
開
拓
使
は
農
牧
業
・
ビ
ー
ル
・
精
糖
等
を
管
轄
し
た
。
一
．
旧
幕
府
か
ら
官
収
し
た
も
の
と
し
て
、
軍
事

施
設
、
造
幣
局
、
二
．
諸
藩
か
ら
官
収
し
た
も
の
と
し
て
、
鉄
道
、
印
刷
局
、
郵
便
、
電
信
、
三
．
自
ら
創
設
し
た
も
の
と
し
て
、
造
船
、

化
学
、
製
糸
、
紡
績
、
そ
の
他
の
工
場
、
鉱
山
が
官
営
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。
自
ら
創
設
し
た
も
の
は
そ
の
後（

（20
（

、
諸
外
国
に
対
し
て
経

済
的
に
対
等
な
立
場
に
立
つ
べ
く
殖
産
興
業
（
一
．
樹
芸
、
牧
畜
、
農
工
商
業
の
奨
励
、
二
．
山
林
保
存
、
樹
木
栽
培
。
三
．
地
方
取
締

の
整
備
、
四
．
海
運
の
開
発
―
具
体
的
に
は
、
一
．
農
業
改
良
と
そ
の
発
展
助
長
政
策
、
二
．
製
糸
。
紡
績
工
業
を
近
代
化
し
、
輸
出
増

進
に
資
す
る
（
官
営
模
範
工
場
の
設
置
、
紡
機
補
助
等
）、
三
．
海
運
業
の
保
護
助
成
、
四
．
外
商
の
中
間
搾
取
を
排
除
し
、
直
輸
出
貿
易

会
社
に
よ
る
輸
出
増
進
。
五
．
博
覧
会
、
共
進
会
の
事
業
開
催
の
奨
励
に
よ
る
勧
業
振
興
）
が
最
優
先
事
項
で
あ
り
、
そ
の
他
の
政
策
は

劣
位
に
置
か
れ
た（

（20
（

。

不
換
紙
幣
増
発
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
に
対
し
て
紙
幣
整
理
が
行
わ
れ
た
（
売
薬
印
紙
税
、
米
商
会
所
株
式
取
引
所
仲
買
人
税
、
醤
油
税
、

菓
子
税
な
ど
の
新
税
創
設
、
酒
造
税
、
煙
草
税
の
増
税
を
伴
う
と
共
に
国
費
の
一
部
を
地
方
費
に
移
す
歳
出
削
減
を
伴
っ
た
）。

国
立
銀
行
を
整
理
し
、
統
一
兌
換
制
度
を
実
施
し
、
一
八
八
二
年
日
本
銀
行
が
創
設
さ
れ
た
。
紙
幣
流
通
量
が
激
減
し
、
正
貨
準
備
が

激
増
し
、
物
価
が
下
落
し
た
（
デ
フ
レ
政
策（

（20
（

）。
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こ
の
よ
う
に
産
業
政
策
と
し
て
交
通
・
通
信
な
ど
公
益
的
意
義
を
有
す
る
産
業
、
製
鉄
、
紡
績
な
ど
の
主
要
産
業
は
国
営
企
業
か
ら
発

展
し
た
。
国
営
の
ま
ま
存
続
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
官
営
鉱
山
、
官
営
工
場
は
払
い
下
げ
ら
れ
（
一
八
八
〇
年
工
場
払
下
概
則
が
四
年
後

に
廃
さ
れ
、
緩
い
条
件
で
払
い
下
げ
ら
れ
た
）、
政
商
型
の
企
業
が
発
展
す
る
（
三
菱
、
三
井
等
は
そ
の
後
財
閥
と
な
る
）。
国
立
銀
行
は

普
通
銀
行
に
転
換
さ
れ
る（

（20
（

。
そ
の
後
、
一
九
〇
一
年
官
営
八
幡
製
鉄
所
が
創
設
さ
れ
、
一
九
〇
六
年
鉄
道
国
有
化
が
行
わ
れ
る（

（20
（

。

一
八
八
九
年
市
町
村
制
以
降
、
公
営
上
水
道
・
電
気
・
都
市
交
通
が
み
ら
れ
る（

（20
（

。

戦
前
期
に
は
、「
リ
ス
ク
の
多
い
植
民
地
開
拓
、
辺
境
開
発
、
特
定
産
業
振
興
や
事
業
統
制
な
ど
へ
の
民
間
資
本
の
導
入
を
、
国
家
資
本

の
参
加
で
も
っ
て
促
進
し
よ
う
と
す
る
特
殊
会
社
」（
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
、
日
本
製
鉄
株
式
会
社
等
）。「
戦
時
統
制
経
済
下
に
、
軍
事

化
に
よ
る
産
業
再
編
成
や
金
融
資
本
の
補
強
を
目
的
に
。
非
営
利
的
経
営
を
行
う
営
団
や
金
庫
」（
住
宅
営
団
、
産
業
設
備
営
団
、
南
方
開

発
金
庫
、
戦
時
金
融
金
庫
等
）
が
創
設
さ
れ
る
（
戦
後
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
に
よ
っ
て
解
体
、
再
編
成
さ
れ
、
消

滅
あ
る
い
は
民
間
主
導
の
経
済
発
展
に
吸
収
さ
れ
る（

（20
（

）。
国
営
に
よ
る
事
業
の
独
占
的
発
展
と
民
営
化
に
よ
る
依
存
的
発
展
と
依
存
に
基
づ

く
独
占
化
と
と
も
に
国
策
会
社
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
、
公
企
業
部
門
は
縮
小
さ
れ
、
公
益
事
業
部
門
に
お
け
る
官
庁
企
業
の
公
共
企
業
体
化
と
し
て
三
公
社
五
現
業
が
成
立
す
る
。

一
九
四
九
年
、
大
蔵
省
専
売
局
、
運
輸
省
鉄
道
総
局
改
組
に
よ
り
、
日
本
専
売
公
社
、
日
本
国
有
鉄
道
が
発
足
し
、
一
九
五
二
年
、
電
気

通
信
省
の
改
組
に
よ
り
、
日
本
電
信
電
話
公
社
が
発
足
し
た
。
占
領
政
策
と
し
て
、「
公
企
業
形
態
の
適
用
に
よ
る
経
営
の
自
主
化
、
効
率

化
へ
の
志
向
」
だ
け
で
な
く
、「
公
務
員
法
改
正
と
い
う
労
働
問
題
に
お
け
る
政
治
的
意
図
」
が
影
響
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
公
団
、

事
業
団
、
公
庫
、
金
庫
、
特
殊
銀
行
、
営
団
、
特
殊
会
社
等
の
特
殊
法
人
も
「
政
府
が
行
う
事
業
の
う
ち
企
業
的
経
営
に
な
じ
む
も
の
で
、

通
常
の
行
政
機
関
に
担
当
せ
し
め
た
の
で
は
、
制
度
上
の
制
約
か
ら
能
率
的
経
営
を
期
待
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
特
別
法
に
よ
っ
て
独
立
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の
法
人
を
設
け
、
公
共
性
を
担
保
す
る
に
足
る
特
別
の
監
督
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
面
で
は
経
営
の
自
主
性
と
弾
力
性
を
認
め
、

能
率
的
経
営
を
行
わ
し
め
る
も
の
」
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
戦
前
か
ら
の
官
庁
企
業
は
、
郵
政
事
業
、
国
有
林
野
事
業
、
印
刷
事
業
、
造

幣
事
業
、
ア
ル
コ
ー
ル
専
売
事
業
の
五
現
業
と
し
て
継
承
さ
れ
、
地
方
公
営
企
業
と
し
て
は
、
水
道
事
業
（
簡
易
水
道
を
除
く
）、
工
業
用

水
道
事
業
、
軌
道
事
業
、
自
動
車
運
送
事
業
、
地
方
鉄
道
事
業
、
電
気
事
業
、
ガ
ス
事
業
の
法
定
七
事
業
の
他
に
簡
易
水
道
事
業
、
病
院

事
業
、
観
光
施
設
事
業
、
宅
地
造
成
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
な
ど
の
広
範
な
事
業
が
行
わ
れ
る（

（21
（

。
社
会
福
祉
事
業
は
高
度
経
済
成
長
と

共
に
拡
大
し
て
い
く
。

全
体
的
な
動
き
と
し
て
、
国
家
主
導
の
産
業
発
展
か
ら
国
営
企
業
の
民
営
化
、
政
商
の
財
閥
化
が
生
じ
、
戦
後
、
経
済
民
主
化
に
よ
る

財
閥
解
体
、
独
占
禁
止
法
制
定
が
な
さ
れ
る
が
、
傾
斜
生
産
方
式
、
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
に
よ
る
設
備
投
資
に
よ
る
国
家
が
主
導
的
役
割
を

有
す
る
高
度
経
済
成
長
が
も
た
ら
さ
れ
た
（
公
害
問
題
も
生
じ
る
）。
そ
れ
と
共
に
社
会
福
祉
も
拡
大
す
る
。
そ
の
後
の
経
済
成
長
の
陰
り

と
共
に
、
公
企
業
の
非
採
算
性
、
特
殊
法
人
問
題
が
生
じ
、
行
政
改
革
が
主
張
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
き
た
（
公
法
人
の
民
営
化
等
）。
金
融

経
済
の
役
割
が
増
え
、
土
地
バ
ブ
ル
、
株
式
バ
ブ
ル
と
そ
の
崩
壊
が
あ
り
、
景
気
動
向
の
特
殊
な
動
き
も
あ
っ
た
が
、
低
成
長
に
変
わ
り

な
く
、
さ
ら
な
る
改
革
が
図
ら
れ
、
近
時
に
お
い
て
は
地
方
分
権
化
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
共
に
、
福
祉
に
対
す
る
考
え
方
も
変
化

し
、
措
置
か
ら
契
約
へ
、
地
域
全
体
で
の
ケ
ア
と
い
う
考
え
方
と
な
っ
て
い
る
。
行
政
改
革
の
運
用
と
し
て
、
非
正
規
雇
用
の
問
題
も
あ

る
。
民
営
化
、
規
制
緩
和
に
よ
る
新
た
な
構
造
形
式
も
問
題
と
さ
れ
る
。

地
方
分
権
と
は
、
第
一
次
分
権
改
革
（
平
成
七
年
～
一
一
年
）
と
し
て
、
国
と
地
方
の
関
係
を
上
下
・
主
従
か
ら
対
等
・
協
力
へ
（
機

関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
、
国
の
関
与
の
基
本
ル
ー
ル
の
確
立
）、
第
二
次
分
権
改
革
（
平
成
一
九
年
以
降
）
と
し
て
、
権
限
移
譲
等
（
国

→
地
方
六
六
事
項
（
実
施
率
六
九
％
）、
都
道
府
県
→
市
町
村
一
一
三
事
項
（
六
七
％
））、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
（
九
七
五
事
項
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（
七
四
％
））
等
が
な
さ
れ
る
。
改
革
の
進
め
方
は
、
一
．
提
案
募
集
方
式
の
導
入
（
個
々
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
全
国
的
な
制
度
改
正
の

提
案
を
広
く
募
る
方
式
）、
二
．
手
挙
げ
方
式
の
導
入
（
個
々
の
団
体
の
発
意
に
応
じ
選
択
的
に
移
譲
す
る
方
式
）、
三
．
政
府
の
推
進
体

制
の
整
備
（
地
方
の
提
案
を
恒
常
的
に
受
け
止
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
現
を
図
る
体
制
）、
四
．
効
果
的
な
情
報
発
信
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
、
地
方
の
優
良
事
例
発
信
、
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
新
規
開
催
な
ど
）
と
さ
れ
る（

（21
（

。

３　

行
政
事
務

国
専
管
事
務
と
し
て
は
、「
国
際
社
会
に
お
け
る
国
家
と
し
て
の
存
立
に
関
わ
る
事
務
」（
外
交
、
防
衛
、
国
籍
、
出
入
国
管
理
な
ど
）。

「
内
政
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
、
地
方
が
企
画
立
案
か
ら
管
理
執
行
ま
で
を
一
貫
し
て
担
う
。
但
し
次
に
該
当
す
る
も
の
は
、
例
外
と
し

て
国
が
企
画
立
案
か
ら
管
理
執
行
ま
で
を
直
接
担
う
。
①
全
国
一
律
に
規
律
し
な
け
れ
ば
、
重
大
な
支
障
が
生
じ
る
国
民
の
諸
活
動
に
関

す
る
事
務
」（「
司
法
（
基
本
法
制
を
含
む
）、
通
貨
、
金
融
、
公
正
取
引
な
ど
」）
②
「
事
業
規
模
や
成
果
、
影
響
等
が
全
国
に
及
び
、
国

が
一
括
し
て
担
う
方
が
明
ら
か
に
合
理
的
・
効
率
的
な
も
の
」（「
航
空
管
制
、
海
難
審
判
、
気
象
予
報
な
ど
））
③
「
国
の
内
部
管
理
に
関

わ
る
も
の
」（「
国
有
財
産
管
理
、
国
家
公
務
員
制
度
な
ど
」）「
国
専
管
事
務
に
つ
い
て
も
、
わ
が
国
の
主
権
の
侵
害
や
国
民
生
活
に
重
大
な

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
、
地
方
独
自
の
施
策
を
可
能
と
す
る
（
例
：
関
税
制
度
の
特
例
、
地
域
通
貨
な
ど
）」。

地
方
委
託
（
受
託
）
事
務
は
、「
国
の
専
管
事
務
の
う
ち
、
国
民
の
利
便
性
や
国
の
行
政
組
織
の
簡
素
化
の
観
点
か
ら
、
道
州
ま
た
は
市

町
村
に
事
務
の
執
行
を
委
託
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
国
政
選
挙
の
管
理
、
旅
券
交
付
な
ど
」
が
あ
る
（
法
定
受
託
事
務
は
廃
止
し
、
ご
く

例
外
的
な
事
務
の
み
該
当
）。

地
方
事
務
の
う
ち
全
国
共
通
事
務
と
し
て
、「
地
方
が
担
う
事
務
の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る
も
の
は
全
て
の
道
州
ま
た
は
市
町
村
が
実
施
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す
る
こ
と
と
し
、
か
つ
必
要
最
低
限
度
の
範
囲
で
全
国
統
一
し
た
制
度
、
執
行
基
準
、
執
行
手
続
な
ど
を
定
め
る
。
①
各
地
方
の
対
応
の

相
違
が
、
国
民
の
基
本
的
人
権
の
保
障
、
福
祉
の
向
上
な
ど
に
重
大
な
支
障
を
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
」（「
義
務
教
育
（
年
限
、
無
償

の
範
囲
、
到
達
す
べ
き
教
育
内
容
等
）、
労
働
基
準
（
八
時
間
労
働
制
、
最
低
賃
金
制
、
労
働
安
全
等
）
な
ど
」）
②
「
各
地
方
の
対
応
の

相
違
が
、
円
滑
な
国
民
生
活
や
企
業
活
動
に
重
大
な
支
障
や
混
乱
を
も
た
ら
す
恐
れ
の
あ
る
も
の
」（「
食
品
表
示
（
表
示
す
べ
き
内
容
、
規

格
等
）、
自
動
車
交
通
（
道
路
運
送
車
両
の
安
全
構
造
、
交
通
標
識
等
）
な
ど
」）
③
「
緊
急
時
に
お
い
て
共
通
の
対
応
を
し
な
け
れ
ば
、

国
民
の
生
命
・
財
産
に
重
大
な
損
害
が
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
」（「
警
察
・
広
域
防
災
（
感
染
症
予
防
の
た
め
の
全
国
的
対
応
、
同
時

多
発
テ
ロ
へ
の
対
応
等
）
な
ど
」）。
地
域
振
興
事
務
と
し
て
、「
上
記
以
外
の
す
べ
て
の
事
務
。
実
施
す
る
・
し
な
い
の
選
択
、
及
び
実
施

す
る
場
合
の
企
画
立
案
か
ら
管
理
執
行
ま
で
全
て
地
方
の
意
思
と
責
任
に
委
ね
る
」。「
こ
の
事
務
に
つ
い
て
、
国
は
立
法
を
し
な
い
（
で

き
な
い
）」「（
国
と
地
方
の
事
務
区
分
や
国
と
地
方
の
立
法
の
関
係
を
基
本
法
に
明
記
す
る
こ
と
で
、
国
の
立
法
権
を
抑
制
す
る（

（21
（

）」。

こ
の
よ
う
な
公
的
事
務
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
ほ
か
に
公
法
人
、
特
殊
法
人
、
独
立
行
政
法
人
、
地
方
公
営

企
業
、
地
方
独
立
行
政
法
人
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
が
行
う
（
民
間
払
い
下
げ
、
民
営
化
、
民
間
委
託
も
行
わ
れ
る
。
公
益
法
人
も
国
家
的

政
策
の
寄
与
者
と
も
考
え
ら
れ
る
）。

公
法
人
、
特
殊
法
人
に
つ
い
て
は
合
理
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
（
赤
字
、
天
下
り
、
民
業
圧
迫
等
）。
平
成
一
三
年
一
二
月
一
八
日
に

特
殊
法
人
等
改
革
推
進
本
部
・
行
政
改
革
推
進
本
部
合
同
会
議
に
お
い
て
「
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
一
六
三
の

特
殊
法
人
及
び
認
可
法
人
を
対
象
に
、
事
業
及
び
組
織
形
態
の
見
直
し
内
容
を
個
別
に
定
め
る
と
と
も
に
、
各
特
殊
法
人
等
に
共
通
的
に

取
り
組
む
べ
き
改
革
事
項
が
掲
げ
ら
れ
た（

（21
（

。
合
理
化
の
実
施
方
法
は
行
政
改
革
、
地
方
分
権
の
進
展
と
と
も
に
変
化
す
る
。
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４　

実
施
主
体
と
国
・
地
方
公
共
団
体
の
関
わ
り
に
基
づ
く
責
任
の
考
え
方

国
・
地
方
公
共
団
体
の
国
家
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
賠
償
責
任
が
法
人
財
産
を
超
え
る
こ
と
が
な
い
（
補
填
可
能
―
税
に
基
づ
く
）。
公

法
人
の
国
家
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
、
当
該
法
人
が
責
任
主
体
と
な
り
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
任
は
併
存
し
な
い
と
解
さ
れ
、
独
立

採
算
制
で
あ
る
が
、
出
資
者
が
国
・
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
た
め
に
、
最
終
的
に
国
・
地
方
公
共
団
体
が
責
任
を
負
い
、
そ
の
後
、
国
・

地
方
公
共
団
体
が
法
人
を
廃
止
す
る
判
断
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

三
公
社
と
は
日
本
国
有
鉄
道
、
日
本
専
売
公
社
、
日
本
電
信
電
話
公
社
の
三
公
共
企
業
体
を
さ
し
、
五
現
業
と
は
郵
便
（
郵
政
省
）、
国

有
林
野
（
農
林
水
産
省
）、
印
刷
・
造
幣
（
大
蔵
省
）、
ア
ル
コ
ー
ル
専
売
（
通
産
省
）
の
五
事
業
部
門
を
さ
す
。
こ
れ
ら
の
職
員
に
は
、

公
共
企
業
体
等
労
働
関
係
法
が
適
用
さ
れ
、
争
議
行
為
の
禁
止
、
組
合
員
の
資
格
制
限
等
の
制
約
が
設
け
ら
れ
た
。
行
財
政
改
革
の
一
環

と
し
て
、
国
営
事
業
の
民
間
経
営
移
管
（
民
営
化
）
が
行
わ
れ
、
一
九
八
五
年
日
本
専
売
公
社
は
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｔ
―

タ
バ
コ
専
売
廃
止
、
樟
脳
専
売
制
は
一
九
六
二
年
に
廃
止
、
塩
専
売
制
は
一
九
九
七
年
に
廃
止
さ
れ
、
公
益
財
団
法
人
塩
事
業
セ
ン
タ
ー

に
移
管
）、
日
本
電
信
電
話
公
社
は
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
に
移
行
、
一
九
八
七
年
日
本
国
有
鉄
道
は
六
つ
の
旅
客
会
社
と

貨
物
会
社
な
ど
に
分
割
移
行
し
た
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
専
売
事
業
は
一
九
八
二
年
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
開
発
機
構
に
移
管
さ
れ
た（

（21
（

。

郵
政
事
業
は
日
本
郵
政
公
社
へ
、
造
幣
事
業
お
よ
び
印
刷
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
行
政
法
人
造
幣
局
、
同
国
立
印
刷
局
へ
組
織
変
更

さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
郵
政
公
社
は
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
に
民
営
化
さ
れ
て
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。
ま
た
二
〇
一
二
年
、
国
有
林

野
事
業
は
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に
移
管
さ
れ
国
営
企
業
で
は
な
く
な
っ
た（

（21
（

。

営
団
、
公
庫
、
財
団
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

東
京
の
地
下
鉄
を
運
営
し
て
き
た
帝
都
高
速
度
交
通
営
団
は
二
〇
〇
四
年
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
（
東
京
メ
ト
ロ
）
に
継
承
さ
れ
た（

（21
（

。
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勤
労
者
の
た
め
の
住
宅
。
宅
地
供
給
を
行
う
日
本
住
宅
公
団
は
一
九
八
一
年
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
、
一
九
九
九
年
都
市
基
盤
整
備
公
団

を
経
て
、
地
域
振
興
整
備
公
団
の
地
方
都
市
開
発
整
備
部
門
と
統
合
し
て
二
〇
〇
四
年
都
市
再
生
機
構
へ
移
管
さ
れ
た（

（21
（

。
日
本
道
路
公
団

は
前
述
。
愛
知
用
水
公
団
は
一
九
六
八
年
水
資
源
開
発
公
団
が
承
継
す
る（

（21
（

。
農
地
開
発
機
械
公
団
は
一
九
七
四
年
農
用
地
開
発
公
団
（
現
：

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
）
が
承
継
し
た（

（21
（

。
政
府
系
金
融
機
関
と
し
て
多
数
の
公
庫
が
存
在
し
た

が
、
経
営
主
体
の
変
化
は
ま
だ
な
い
も
の
の
、
多
く
民
営
化
さ
れ
る
。

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
外
郭
団
体
、
地
方
公
社
、
地
方
公
営
企
業
が
用
い
ら
れ
る
。

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
地
方
公
営
企
業
（
上
水
道
、
地
下
鉄
・
バ
ス
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
諸
事
業
）
の
財
務
機
構
上
の

特
徴
と
し
て
は
独
立
採
算
制
、
複
式
予
算
、
発
生
主
義
会
計
、
単
年
度
予
算
制
度
の
制
限
緩
和
、
移
用
、
流
用
が
幅
広
く
認
め
ら
れ
、
ま

た
労
務
機
構
上
で
は
団
体
協
約
締
結
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
一
般
行
政
部
門
の
事
業
活
動
と
異
な
っ
て
い
る（

（22
（

。
地
方
公
営
企
業
法

全
部
当
然
適
用
事
業
は
、
水
道
事
業
（
簡
易
水
道
を
除
く
）、
工
業
用
水
道
事
業
、
軌
道
事
業
、
自
動
車
運
送
事
業
、
鉄
道
事
業
、
電
気
事

業
、
ガ
ス
事
業
で
あ
り
、
一
部
当
然
適
用
事
業
（
財
務
規
定
適
用
）
は
、
病
院
事
業
で
あ
る
。
任
意
適
用
事
業
は
、
簡
易
水
道
事
業
、
港

湾
整
備
事
業
、
市
場
事
業
、
屠
畜
事
業
、
観
光
施
設
事
業
、
宅
地
造
成
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
で
あ
る（

（22
（

。
一
般
行
政
事
務
に
要
す
る
経

費
が
権
力
的
に
賦
課
徴
収
さ
れ
る
租
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
の
に
対
し
、
公
営
企
業
は
、
提
供
す
る
財
貨
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
で
あ
る

料
金
収
入
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
。
そ
の
性
質
上
公
営
企
業
の
経
営
に
伴
う
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
経
費
及
び
そ
の

公
営
企
業
の
性
質
上
能
率
的
な
経
営
を
行
っ
て
も
な
お
そ
の
経
営
に
伴
う
収
入
の
み
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
経
費
に
つ
い

て
は
、
地
方
団
体
の
一
般
会
計
又
は
他
の
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
（
そ
れ
以
外
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
公
営
企
業
の
経
営
に
伴
う

収
入
を
も
っ
て
充
て
る（

（22
（

）。
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外
郭
団
体
は
「
行
政
目
的
（
都
市
整
備
、
産
業
振
興
、
福
祉
増
進
、
文
化
振
興
等
）
を
達
成
す
る
た
め
に
、
民
間
の
経
営
体
を
活
用
し

な
が
ら
、
地
方
自
治
体
の
業
務
を
補
完
・
代
替
す
る
」。

昭
和
四
〇
年
以
降
、「
地
域
開
発
事
業
、
都
市
再
開
発
事
業
を
筆
頭
に
、
交
通
・
流
通
・
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
マ
ス
コ
ミ
・
通
信
な
ど
の

諸
事
業
に
お
い
て
」。
第
三
セ
ク
タ
ー
が
成
立
し
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
施
行
以
後
、「
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
健
全

化
等
に
関
す
る
指
針
」
も
出
さ
れ
て
い
る
。
現
下
の
社
会
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
が
有
す
る
以
下
の
よ
う
な
長

所
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
再
生
や
活
性
化
に
取
り
組
む
事
業
主
体
と
し
て
、
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
地
方

公
共
団
体
の
圏
域
を
超
え
た
活
動
・
民
間
企
業
の
立
地
が
期
待
で
き
な
い
地
域
に
お
け
る
事
業
実
施
・
公
共
性
、
公
益
性
が
高
い
事
業
の

効
率
的
な
実
施（

（22
（

）。
第
三
セ
ク
タ
ー
は
失
敗
事
例
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
公
的
支
援
へ
の
依
存
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
（「
計
画
は
外
注
、

資
金
調
達
も
『
役
所
ま
か
せ
』、
失
敗
し
て
も
救
済（

（22
（

」）。

独
立
行
政
法
人
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
支
援
は
必
ず
し
も
保
証
さ
れ
な
い
が
、
運
営
費
交
付
金
な
ど
民
営
化
さ
れ
た
場
合
に
比
べ

て
補
助
が
厚
い
。
内
部
監
査
の
他
に
主
務
官
庁
が
中
期
計
画
等
の
業
務
監
査
、
会
計
監
査
（
会
計
監
査
人
監
査
）
を
行
う
。
ま
た
、
国
・

地
方
公
共
団
体
の
関
わ
り
方
に
お
い
て
は
共
同
不
法
行
為
責
任
を
国
・
地
方
公
共
団
体
は
負
い
う
る
（
共
同
執
行
者
あ
る
い
は
監
督
責
任

と
し
て
）。
地
方
独
立
行
政
法
人
も
同
様
で
あ
る
。

独
立
行
政
法
人
制
度
は
、「
国
が
行
っ
て
い
る
行
政
の
一
部
を
分
離
し
、
こ
れ
を
国
と
別
の
法
人
格
を
持
っ
た
法
人
に
行
わ
せ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
狙
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
公
共
性
、
透
明
性
、
自
主
性
を
重
視
し
つ
つ
、
自
己
責
任
の
徹
底
、
企
業
会
計
の
採
用
、
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
、
業
績
給
与
性
の
導
入
等
に
よ
り
、
組
織
運
営
の
改
革
と
職
員
の
意
識
改
革
を
行
い
、
効
率
的
・
効
果
的
な
業
務
執
行
を

図
る
こ
と
に
」
あ
り
、
制
度
設
計
に
お
い
て
、「
事
前
の
関
与
・
統
制
を
極
力
排
し
、
事
後
チ
ェ
ッ
ク
へ
の
移
行
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
、
主
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務
大
臣
の
監
督
、
関
与
を
必
要
最
小
限
の
も
の
と
す
る
と
い
う
方
針
が
」
と
ら
れ
た（

（22
（

。
平
成
二
六
年
改
正
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
を

公
務
員
型
の
特
定
行
政
法
人
と
非
公
務
員
型
の
一
般
独
立
行
政
法
人
の
い
ず
れ
か
と
す
る
仕
組
み
を
改
め
、
業
務
の
特
性
に
応
じ
て
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
、
①
中
期
目
標
管
理
法
人
、
②
国
立
研
究
開
発
法
人
、
③
行
政
執
行
法
人
に
分
類
す
る
こ
と
と
し
、
法
人
の
内
部

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
と
と
も
に
①
②
の
役
職
員
の
報
酬
・
給
与
等
の
基
準
を
国
家
公
務
員
、
民
間
企
業
、
当
該
法
人
の
業
務
の
実
績
、

職
務
の
特
性
、
雇
用
形
態
等
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
て
弾
力
化
し
た（

（22
（

。

地
方
に
お
い
て
同
様
の
制
度
が
可
能
か
検
討
さ
れ
、
独
立
採
算
制
を
前
提
と
し
な
い
こ
と
、
渡
し
切
り
の
交
付
金
に
よ
る
運
営
、
長
期

借
入
金
・
債
券
発
行
の
原
則
禁
止
な
ど
が
公
営
企
業
型
の
地
方
独
立
行
政
法
人
に
は
当
て
は
ま
ら
ず
、
地
方
独
立
行
政
法
人
と
し
て
独
立

の
制
度
が
創
設
さ
れ
た（

（22
（

。
公
営
企
業
型
地
方
独
立
行
政
法
人
と
地
方
公
営
企
業
の
主
要
な
相
違
を
、「
単
年
度
の
予
算
統
制
に
代
え
て
中
期

目
標
、
中
期
計
画
に
よ
る
「
目
標
に
よ
る
管
理
」
の
仕
組
み
（
組
織
目
標
を
自
ら
立
て
自
ら
の
行
動
を
目
標
達
成
に
向
け
て
律
し
て
い
く

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
）
を
採
用
し
た
こ
と
、
こ
れ
に
対
応
し
て
第
三
者
評
価
を
介
在
さ
せ
た
事
後
の
事
業
評
価
の
仕
組
み
を
導
入

し
た
こ
と
、
業
務
の
性
質
等
に
応
じ
て
役
職
員
の
身
分
が
非
公
務
員
型
と
な
る
場
合
を
認
め
た
こ
と
」
と
し
た（

（22
（

。

社
会
福
祉
法
人
も
独
立
採
算
で
あ
り
、
国
・
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
法
人
と
し
て
の
支
援
は
な
い
（
福
祉
施
設
等
の
助
成
金
制
度
は
あ

る
）。
内
部
監
査
の
他
に
国
・
地
方
公
共
団
体
（
地
方
分
権
）
が
厚
生
労
働
省
の
指
導
監
査
実
施
要
領
・
指
導
監
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

く
指
導
監
督
（
一
般
監
査
・
特
別
監
査
）、
会
計
監
査
（
会
計
監
査
人
監
査
）
を
行
う
。
国
・
地
方
公
共
団
体
の
関
わ
り
方
に
お
い
て
は
共

同
不
法
行
為
責
任
を
国
・
地
方
公
共
団
体
は
負
い
う
る
（
共
同
執
行
者
あ
る
い
は
監
督
責
任
と
し
て
）。
社
会
福
祉
法
人
法
改
正
に
よ
り
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
透
明
性
向
上
、
財
務
規
律
強
化
、
地
域
に
お
い
て
公
益
的
な
取
組
を
実
施
す
る
責
務
が
課
さ
れ
、
行
政
の
関
与
の
在

り
方
が
見
直
さ
れ
る
。
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学
校
法
人
（
私
立
学
校
）
に
は
助
成
制
度
が
あ
り
、
内
部
監
査
の
他
に
所
轄
庁
に
は
報
告
書
提
出
・
立
入
検
査
権
限
が
あ
り
、
不
適
切

な
運
営
等
に
対
す
る
措
置
命
令
等
が
可
能
で
あ
り
、
監
督
責
任
が
生
じ
う
る
（
公
立
と
私
立
で
は
利
用
者
の
費
用
負
担
が
異
な
る
）。

公
益
法
人
は
主
務
官
庁
の
公
益
認
定
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
税
制
優
遇
が
あ
り
（
独
立
行
政
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
等
も
公
益
法
人
と

し
て
税
制
優
遇
が
あ
る
）、
実
際
に
認
定
を
行
っ
た
主
務
官
庁
の
合
議
制
機
関
（
公
益
認
定
等
委
員
会
）
が
外
部
監
査
も
実
施
し
、
監
督
責

任
が
生
じ
う
る
。

公
的
な
財
政
支
援
の
存
す
る
団
体
も
あ
る
。
財
政
支
援
と
監
督
が
結
び
つ
く
。
ま
た
、
公
共
性
に
基
づ
く
優
遇
税
制
等
の
財
政
優
遇
と

公
的
監
督
が
結
び
つ
く
。
そ
し
て
、
公
的
監
督
に
服
す
る
法
人
に
つ
い
て
は
監
督
官
庁
と
の
共
同
不
法
行
為
責
任
が
生
じ
う
る
。
財
政
支

援
の
広
狭
、
監
督
官
庁
の
監
督
の
範
囲
の
広
狭
が
あ
る
。
ま
た
、
公
的
監
督
制
度
に
つ
い
て
は
形
骸
化
の
問
題
も
あ
る
。
公
共
的
活
動
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
法
人
に
つ
い
て
は
、
特
殊
法
人
問
題
と
同
様
の
問
題
（
非
合
理
性
、
天
下
り
な
ど
）
が
生
じ
う
る
。
ま
た
、
独
立
の

法
人
業
務
と
す
る
場
合
、
民
営
化
で
生
じ
て
い
る
問
題
が
問
題
と
な
る
（
簡
保
の
ノ
ル
マ
に
よ
る
不
正
販
売
問
題
と
そ
の
際
の
公
的
外
観

の
利
用
）。
公
的
な
背
景
を
利
用
し
た
詐
欺
的
な
取
引
の
横
行
に
対
し
て
、
公
共
団
体
の
外
観
に
基
づ
く
共
同
責
任
の
可
能
性
は
あ
る
（
そ

の
た
め
に
国
・
地
方
公
共
団
体
と
の
共
同
責
任
が
厳
し
く
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。

業
務
委
託
の
場
合
は
代
理
関
係
が
生
じ
う
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
共
同
責
任
と
な
り
う
る
。
た
だ
し
、
業
務
委
託
の
場
合
に
免
責
条

項
が
機
能
す
る
か
も
問
題
と
な
る
。

公
法
人
に
は
依
存
性
の
問
題
が
あ
り
、
独
立
行
政
法
人
等
公
益
法
人
に
も
支
援
の
あ
り
方
等
依
存
性
の
問
題
が
あ
る
。
純
粋
に
民
間
法

人
の
業
務
と
し
て
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
事
後
規
制
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
ま
で
実
施
し
て
き
た
既
得
権
益
、
独
占
性
の
問

題
が
あ
る
。
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公
的
機
関
が
行
う
業
務
に
つ
い
て
は
、
公
的
機
関
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
業
務
、
公
的
機
関
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
が
あ
り
、

こ
の
区
別
が
ま
ず
問
題
と
な
る
と
共
に
、
そ
も
そ
も
す
べ
て
国
家
が
行
う
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
問
題
と
な
る
（
公
共
性
）。

ま
た
、
民
間
と
競
合
す
る
も
の
、
民
間
の
業
務
を
公
的
機
関
が
行
う
場
合
が
あ
る
（
鉄
道
・
道
路
、
通
信
、
郵
便
等
に
つ
い
て
は
迅
速

な
全
国
展
開
の
た
め
に
、
紡
績
等
に
つ
い
て
は
輸
出
産
業
と
し
て
の
育
成
の
た
め
に
、
製
鉄
等
に
つ
い
て
は
軍
事
産
業
を
含
む
基
礎
的
資

材
の
確
立
の
た
め
に
国
家
主
導
で
行
わ
れ
た
）。
こ
れ
ら
は
純
粋
に
民
間
化
に
よ
っ
て
民
間
法
人
と
同
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
公
的
外
観

責
任
は
生
じ
う
る
）。

国
・
地
方
公
共
団
体
の
な
す
べ
き
教
育
福
祉
業
務
に
つ
い
て
国
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
以
外
に
独
立
の
法
人
が
行
う
方
法
と
し

て
、
公
法
人
、
特
殊
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
等
公
的
法
人
が
行
う
も
の
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
資
金
援
助
と
監
督
責
任
が
存
し
、
共
同
責

任
が
生
じ
、
ま
た
監
督
業
務
の
形
骸
化
の
問
題
、
資
金
援
助
の
濫
用
の
問
題
が
あ
る
（
特
殊
法
人
問
題
の
再
発
）。

従
っ
て
、
民
間
に
委
託
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
事
業
と
し
て
完
全
に
民
間
法
人
と
し
て
実
施
す
る
、
業
務
全
体
を
民
間
法

人
に
譲
渡
す
る
、
包
括
委
託
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
は
あ
り
、
公
共
性

の
点
で
強
い
関
与
が
要
求
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
（
予
防
の
た
め
の
事
前
規
制
と
実
質
的
な
監
督
義
務
）。

５　

業
務
委
託

業
務
委
託
に
よ
る
民
間
化
が
行
わ
れ
る
場
合
、
従
来
公
権
力
行
使
で
あ
っ
た
業
務
の
委
託
で
あ
る
の
で
、
公
権
力
行
使
と
し
て
の
性
質

を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
業
務
全
体
の
法
人
化
・
民
営
化
が
可
能
な
よ
う
に
、
委
託
に
よ
っ
て
業
務
の
性
質
が
変
わ
る

と
解
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
措
置
に
よ
る
委
託
は
公
権
力
行
使
と
な
る
）。
ま
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た
、
業
務
委
託
に
よ
る
民
間
化
が
な
さ
れ
る
場
合
、
営
造
物
責
任
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
が
、
民
間
化
に
よ
り
公
的
管
理
が
な

く
な
る
場
合
も
生
じ
う
る
。
公
的
管
理
が
な
く
な
る
場
合
も
国
・
地
方
公
共
団
体
に
責
任
は
所
有
者
と
し
て
の
工
作
物
責
任
を
二
次
的
に

負
う
と
解
さ
れ
る
（
一
次
的
に
は
管
理
者
で
あ
る
占
有
者
）。
た
だ
し
、
上
下
分
離
型
・
一
体
型
の
問
題
は
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
も
共
同

不
法
行
為
責
任
が
問
題
と
な
り
、
責
任
分
担
、
免
責
条
項
の
効
力
、
保
険
強
制
、
外
観
責
任
が
問
題
と
な
る
。

「
業
務
領
域
の
整
理
、
民
間
委
託
の
導
入
に
あ
た
り
、
民
間
委
託
の
実
現
可
能
性
と
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
各
業
務
に
つ
い
て
、『
専

門
性
』、『
定
型
性
』
の
二
つ
の
軸
で
分
類
し
、
四
つ
の
領
域
に
整
理
す
る
」
と
さ
れ
る
（
市
が
直
接
実
施
す
べ
き
業
務
と
し
て
、「
①
法
令

に
よ
っ
て
実
施
主
体
が
地
方
公
共
団
体
ま
た
は
地
方
公
務
員
と
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
業
務
、
②
義
務
や
負
担
を
課
し
、
権
利
を
制
限
す

る
行
為
、
ま
た
は
強
制
力
を
も
っ
て
執
行
す
る
行
為
を
含
む
業
務
（
公
権
力
の
行
使
に
あ
た
る
業
務
）、
③
政
策
の
企
画
立
案
、
条
例
・
規

則
の
制
定
な
ど
、
行
政
の
意
思
決
定
に
関
わ
る
業
務
、
④
市
民
の
生
命
や
安
全
に
関
す
る
危
機
管
理
や
緊
急
対
応
に
関
わ
る
業
務
」
と
さ

れ
る
）。
一
．「
専
門
・
非
定
型
業
務
」
は
「
政
策
企
画
業
務
を
筆
頭
に
、
業
務
に
対
し
て
高
度
な
専
門
性
を
有
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体

の
理
念
に
基
づ
い
て
一
貫
性
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
業
務
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
業
務
は
自
治
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
つ
根
源
で

あ
り
、
自
治
体
業
務
の
根
幹
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
外
部
化
す
れ
ば
、
行
政
自
体
の
あ
り
方
や
行
く
先
を
行
政
自
身
が
主
体
的
に
考
え
ら
れ

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
行
政
の
責
任
意
識
も
あ
い
ま
い
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
業
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

自
治
体
職
員
が
自
ら
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
（
政
策
立
案
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
、
人
材
・
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
予
算
編
成
等
）」。
二
．

「
専
門
・
定
型
業
務
」
は
「
行
政
特
有
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、
定
型
的
な
処
理
を
繰
り
返
す
業
務
で
あ
る
。
先
進
的
な
自
治
体

で
外
部
化
の
事
例
が
増
加
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
「
直
営
」
が
多
く
、
嘱
託
・
臨
時
職
員
の
導
入
で
対
応
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

現
在
、
事
務
系
職
員
の
多
く
が
担
当
し
て
い
る
。
本
業
務
を
外
部
化
す
る
場
合
、
受
け
皿
と
な
る
民
間
事
業
者
は
限
定
的
で
あ
る
と
考
え
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ら
れ
る
が
、
広
範
囲
に
外
部
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
き
な
財
政
効
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
こ
の
領
域

に
あ
る
業
務
に
つ
い
て
、
民
間
委
託
の
導
入
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
も
の
と
す
る
（
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
事
務
、
窓
口
業
務
、
国

民
健
康
保
険
業
務
、
介
護
保
険
業
務
、
会
計
管
理
業
務
等
）」。
三
．「
単
純
・
非
定
型
業
務
」
は
「
行
政
特
有
の
専
門
性
が
認
め
ら
れ
な
い

が
、
臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
業
務
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
嘱
託
・
臨
時
職
員
へ
の
移
行
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
や
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
の
導
入
等
、
民
間
委
託
を
展
開
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
す
る
と
、

基
礎
自
治
体
の
業
務
量
だ
け
で
は
、
効
率
的
な
外
部
化
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
運
営
、
給
与
事
務
業
務
、
庁

舎
案
内
、
電
話
応
対
等
）」。
四
．「
単
純
・
定
型
業
務
」
は
「
行
政
特
有
の
専
門
性
は
求
め
ら
れ
ず
、
概
ね
定
型
的
な
処
理
を
着
実
に
繰
り

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
で
あ
る
。
既
に
民
間
の
受
託
領
域
が
成
熟
し
て
お
り
、
外
部
化
が
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
（
集
計
・
入
力
・

台
帳
整
備
等
デ
ー
タ
管
理
、
清
掃
、
公
用
車
運
転
、
封
入
封
緘
発
送
等（

（22
（

）」。

「
民
間
委
託
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
（
プ
レ
ー
ヤ
ー
）
を
民
間
事
業
者
に
委
ね
、
行
政
は
そ
の
管
理
・
監
督

（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
役
割
を
担
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
市
は
、
事
業
の
目
的
、
範
囲
、
品
質
、
費
用
、
リ
ス
ク
等
を

適
切
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
る
民
間
事
業
者
に
対
し
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
の
理
解
等
に
関
す
る
助
言
や
問
題

点
等
に
対
す
る
監
視
や
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
で
は
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
」
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
事
業
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
・
徹
底
し
、
最
適
な
事
業
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
間
事
業
者
を
効
率
的
・
効
果
的
に
活
用
し
、
良
質

か
つ
安
全
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
も
の
と
す
る
」。
民
間
事
業
者
決
定
の
際
は
広
く
情
報
提
供
を
依
頼
す
る
手
続
き
（
Ｒ
Ｆ
Ｉ
）

を
実
施
し
（
市
場
化
テ
ス
ト
に
よ
る
官
民
競
争
入
札
も
問
題
と
な
る
）、「
外
部
化
に
よ
り
責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
運

営
時
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
分
担
等
に
つ
い
て
、
市
と
受
託
者
の
責
任
範
囲
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
託
業
務
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に
お
い
て
は
、
派
遣
業
務
と
異
な
り
、
市
職
員
は
、
現
場
の
管
理
監
督
者
を
除
く
他
の
従
事
者
に
直
接
指
揮
監
督
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
現
場
の
指
示
系
統
、
連
絡
系
統
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。
市
職
員
は
、
労
働
関
係
法
令
の
理
解
と
遵
守
を
徹
底

し
、
過
度
な
干
渉
に
よ
る
「
偽
装
請
負
」
の
発
生
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
フ
ロ
ア
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
も
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
受
託
者
の
執
務
場
所
を
物
理
的
に
分
離
す
る
等
の
工
夫
を
施
す
ほ
か
、
休
憩
所
や
ロ
ッ
カ
ー
を
確
保
す
る
等
に
よ
り
、
受
託
者
が
創
意

工
夫
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
現
場
の
管
理
監
督
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
補
助
者
の
機
能
強
化
や
、

市
の
指
導
や
調
整
の
相
手
方
と
な
る
本
社
部
門
と
の
円
滑
な
連
絡
体
制
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る（

（23
（

」。
地
方
公
共
団
体
の
責
任
分
担
、
免

責
条
項
、
保
険
強
制
、
損
失
補
償
条
項
が
問
題
と
な
る
。

行
政
改
革
と
し
て
の
民
営
化
、
特
殊
法
人
改
革
、
さ
ら
に
地
方
分
権
と
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
業
務
委
託
の
経
緯
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、

無
駄
を
省
く
こ
と
に
よ
る
地
方
へ
の
押
し
付
け
と
地
方
の
委
託
に
お
け
る
地
方
の
責
任
免
除
の
必
要
性
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
民
間
委
託

と
考
え
る
場
合
に
は
公
的
責
任
の
排
除
は
も
た
ら
さ
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
民
間
実
施
が
な
さ
れ
る
べ
き
業
務
と
考
え
る
場
合
は
公
的
責
任

は
廃
除
さ
れ
る
。
方
法
と
し
て
は
業
務
全
体
を
独
立
の
法
人
が
行
う
、
業
務
全
体
を
類
似
業
務
を
行
っ
て
い
る
法
人
が
行
う
こ
と
に
な
る
。

業
務
委
託
に
お
い
て
委
託
者
が
法
律
関
係
か
ら
外
れ
る
場
合
の
例
と
し
て
、
例
え
ば
、
信
託
に
お
い
て
は
受
託
者
と
受
益
者
の
関
係
が
残

り
、
委
託
者
は
外
れ
る
。
た
だ
し
、
一
部
委
託
と
し
て
は
地
方
公
共
団
体
に
責
任
が
残
る
（
指
定
管
理
制
度
）。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
地
方
公
共
団
体
の
保
険
強
制
、
損
失
補
償
条
項
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
う
る
。

ま
た
、
業
務
委
託
に
お
い
て
も
、
公
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
り
そ
う
な
外
観
を
持
ち
な
が
ら
公
的
責
任
が
な
い
と
す
る
こ
と
か
ら
詐

欺
的
な
業
務
の
横
行
す
る
恐
れ
が
生
じ
、
委
託
者
の
外
観
責
任
が
生
じ
う
る
（
使
用
者
責
任
に
お
け
る
外
観
理
論
）。
派
遣
会
社
へ
の
委
託

も
人
材
の
確
認
と
い
う
点
で
同
様
の
責
任
が
生
じ
る
。
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公
共
団
体
は
自
ら
の
意
思
で
公
権
力
行
使
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
（
法
人
化
、
全
面
委
託
）、
保
険
強
制
、
損
失
補
償
を
課
す
こ

と
で
公
的
責
任
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
。
教
育
福
祉
を
中
心
と
す
る
公
共
性
の
考
え
方
が
問
題
と
な
り
、
住
民
の
要
望
等
に
よ
り
、
監

督
責
任
を
加
重
す
る
方
法
が
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６　

共
同
不
法
行
為
責
任
問
題

共
同
使
用
者
責
任
に
つ
い
て
、
最
判
平
成
三
年
一
〇
月
二
五
日
民
集
四
五
巻
七
号
一
一
七
三
頁
は
、「
複
数
の
加
害
者
の
共
同
不
法
行
為

に
つ
き
、
各
加
害
者
を
指
揮
監
督
す
る
使
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
に
お
い
て
は
、
一
方
の
加
害
者
の
使
用
者
と
他

方
の
加
害
者
の
使
用
者
と
の
間
の
責
任
の
内
部
的
な
分
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
求
償
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
求
償
の
前

提
と
な
る
各
使
用
者
の
責
任
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
指
揮
監
督
す
る
各
加
害
者
の
過
失
割
合
に
従
っ
て
定
め
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

一
方
の
加
害
者
の
使
用
者
は
、
当
該
加
害
者
の
過
失
割
合
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
自
己
の
負
担
部
分
を
超
え
て
損
害
を
賠
償
し
た
と
き
は
、

そ
の
超
え
る
部
分
に
つ
き
、
他
方
の
加
害
者
の
使
用
者
に
対
し
、
当
該
加
害
者
の
過
失
割
合
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
負
担
部
分
の
限
度
で
、

右
の
全
額
を
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
、「
一
方
の
加
害
者
を
指
揮
監
督
す
る
複
数
の
使
用
者
が

そ
れ
ぞ
れ
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
に
お
い
て
も
、
各
使
用
者
間
の
責
任
の
内
部
的
な
分
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
求
償
が
認
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
求
償
の
前
提
と
な
る
各
使
用
者
の
責
任
の
割
合
は
、
被
用
者
で
あ
る
加
害
者
の
加
害
行
為
の
態
様
及
び
こ
れ
と

各
使
用
者
の
事
業
の
執
行
と
の
関
連
性
の
程
度
、
加
害
者
に
対
す
る
各
使
用
者
の
指
揮
監
督
の
強
弱
な
ど
を
考
慮
し
て
定
め
る
べ
き
も
の

で
あ
っ
て
、
使
用
者
の
一
方
は
、
当
該
加
害
者
の
前
記
過
失
割
合
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
負
担
部
分
の
う
ち
、
右
の
責
任
の
割
合
に
従
っ

て
定
め
ら
れ
る
自
己
の
負
担
部
分
を
超
え
て
損
害
を
賠
償
し
た
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
に
つ
き
、
使
用
者
の
他
方
に
対
し
て
右
の
責
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任
の
割
合
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
負
担
部
分
の
限
度
で
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
す
る
。

請
負
契
約
に
お
い
て
注
文
者
の
指
図
に
基
づ
き
請
負
人
が
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
場
合
、
注
文
者
は
不
法
行
為
責
任
を
負
う
（
請
負

人
も
不
法
行
為
責
任
を
負
う
）。
注
文
者
の
指
図
に
過
失
が
な
い
と
き
は
負
わ
な
い
（
使
用
者
責
任
と
は
異
な
る
）。
最
判
昭
和
四
五
年
七

月
一
六
日
民
集
二
四
巻
七
号
九
八
二
頁
は
、
注
文
者
と
請
負
人
の
関
係
に
お
い
て
、
注
文
者
側
で
監
督
員
を
現
場
に
派
遣
し
、
損
害
防
止

に
必
要
な
指
示
が
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
示
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
請
負
人
側
で
自
己
の
責
任
で
事
故
防
止
措
置
を
講

ず
る
と
約
し
、
自
主
的
判
断
で
岩
石
の
切
り
捨
て
し
、
第
三
者
に
損
害
が
生
じ
た
と
き
、
注
文
者
の
指
図
に
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
す
る
。

最
判
平
成
二
〇
年
四
月
二
四
日
民
集
六
二
巻
五
号
一
一
七
八
頁
は
、
チ
ー
ム
医
療
の
構
成
員
の
責
任
に
つ
い
て
述
べ
る
。「
一
般
に
、
チ
ー

ム
医
療
と
し
て
手
術
が
行
わ
れ
る
場
合
、
チ
ー
ム
医
療
の
総
責
任
者
は
、
条
理
上
、
患
者
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
手
術
の
必
要
性
、
内
容
、

危
険
性
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
十
分
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
義
務
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
チ
ー
ム
医

療
の
総
責
任
者
は
、
上
記
説
明
を
常
に
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
手
術
に
至
る
ま
で
患
者
の
診
療
に
当
た
っ
て
き

た
主
治
医
が
上
記
説
明
を
す
る
の
に
十
分
な
知
識
、
経
験
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
主
治
医
に
上
記
説
明
を
ゆ
だ
ね
、
自
ら
は
必
要
に

応
じ
て
主
治
医
を
指
導
、
監
督
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
チ
ー
ム
医
療
の
総
責
任
者
は
、

主
治
医
の
説
明
が
十
分
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
説
明
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
説
明
義
務
違
反
の
不
法
行
為
責
任
を
負
う
こ
と
は
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
主
治
医
の
上
記
説
明
が
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
主
治
医
が
上
記
説
明
を
す
る
の
に

十
分
な
知
識
、
経
験
を
有
し
、
チ
ー
ム
医
療
の
総
責
任
者
が
必
要
に
応
じ
て
当
該
主
治
医
を
指
導
、
監
督
し
て
い
た
場
合
に
は
、
同
総
責

任
者
は
説
明
義
務
違
反
の
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
チ
ー
ム
医
療
の
総
責
任
者
が
手
術
の
執
刀
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者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
」。「
上
告
人
は
自
ら
一
郎
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
本
件
手
術
の
必
要
性
、
内
容
、
危

険
性
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
主
治
医
で
あ
る
丁
木
医
師
が
上
記
説
明
を
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
丁
木

医
師
の
説
明
が
十
分
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
上
告
人
が
説
明
義
務
違
反
の
不
法
行
為
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
し
、
丁
木
医
師
の
説
明
が
不

十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
丁
木
医
師
が
上
記
説
明
を
す
る
の
に
十
分
な
知
識
、
経
験
を
有
し
、
上
告
人
が
必
要
に
応
じ
て
丁
木

医
師
を
指
導
、
監
督
し
て
い
た
場
合
に
は
、
上
告
人
は
説
明
義
務
違
反
の
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」。

請
負
、
委
託
、
委
任
、
チ
ー
ム
医
療
の
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
責
任
設
定
が
可
能
で
あ
り
、
上
位
者
と
し
て
の
包
括
的
責
任
を
負
わ

な
い
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
免
責
条
項
と
は
異
な
り
、
誰
か
が
責
任
を
負
う
）。

公
権
力
行
使
事
例
に
お
い
て
、
国
の
公
権
力
行
使
と
さ
れ
る
場
合
は
単
独
責
任
と
な
る
が
、
資
力
の
問
題
は
な
く
、
公
法
人
の
単
独
責

任
と
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
公
権
力
行
使
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
職
務
行
為
の
と
き
は
加
害
者
の
所
属
す
る
法
人
の
使
用
者
責
任

と
な
り
、
そ
の
場
合
に
国
等
を
共
同
実
施
者
と
考
え
る
余
地
が
あ
る
の
か
問
題
と
な
る
（
こ
こ
で
見
た
共
同
使
用
者
責
任
事
例
が
参
考
と

な
る
。
措
置
処
分
に
お
い
て
そ
う
考
え
ら
れ
る
が
、
国
の
責
任
を
認
め
る
際
に
は
共
同
不
法
行
為
責
任
と
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
）。
ま

た
、
業
務
管
理
体
制
に
つ
い
て
の
監
督
制
度
の
あ
る
場
合
、
公
共
性
を
有
す
る
法
人
に
つ
い
て
は
国
等
の
監
督
責
任
が
併
存
す
る
が
（
共

同
不
法
行
為
責
任
）、
形
式
的
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
住
民
の
要
望
等
に
よ
る
厳
格
化
が
要
請
さ
れ
る
。
社
会
保
険
制
度
に
お

い
て
も
保
険
適
用
等
に
つ
い
て
の
審
査
団
体
が
あ
り
、
権
限
強
化
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
住
民
の
意
見
が
必
要
と
な
る
。

営
造
物
責
任
の
場
合
、
管
理
者
と
し
て
の
国
等
の
責
任
が
あ
る
が
、
民
間
化
方
法
に
お
い
て
は
上
下
一
体
に
お
い
て
は
工
作
物
責
任
の

問
題
と
な
り
、
上
下
分
離
に
お
い
て
共
同
不
法
行
為
責
任
が
存
し
う
る
（
私
人
所
有
物
に
つ
い
て
営
造
物
責
任
が
成
立
す
る
場
合
も
共
同

不
法
行
為
責
任
が
問
題
と
な
り
う
る
）。
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民
間
化
方
法
も
影
響
す
る
が
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
お
い
て
企
業
が
国
に
依
存
し
、
合
理
化
が
図
ら
れ
に
く
い
面
が
指
摘
さ
れ
る
。

公
益
的
法
人
等
に
完
全
移
譲
す
る
場
合
、
国
等
の
監
督
責
任
が
残
り
、
そ
の
場
合
は
監
督
責
任
の
形
骸
化
の
問
題
と
な
り
、
強
化
の
問
題

と
な
る
（
公
共
性
が
住
民
の
意
見
等
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
）。
そ
れ
に
対
し
て
完
全
譲
渡
し
た
場
合
に
監
督
責
任
が
問
題
と
さ
れ
な
い
事

例
も
あ
る
（
放
課
後
事
例
、
空
港
事
例
）。
業
務
委
託
の
場
合
は
共
同
関
係
が
残
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
理
論
的
問
題
が
あ
る
と
と
も
に
、

責
任
分
担
を
認
め
る
、
保
険
を
付
け
る
、
免
責
特
約
を
付
け
る
こ
と
に
よ
る
国
等
の
責
任
回
避
が
認
め
ら
れ
う
る
。

７　

公
共
性
問
題

行
政
事
務
に
つ
い
て
、
合
理
化
と
地
方
分
権
化
と
民
間
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

国
の
役
割
と
し
て
、
歴
史
的
に
は
産
業
発
展
の
た
め
の
主
体
と
し
て
の
活
動
、
産
業
支
援
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
規
制
等
が

あ
り
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
き
た
も
の
の
い
く
つ
か
は
払
下
げ
ら
れ
、
い
く
つ
か
は
民
営
化
が
な
さ
れ
（
民
間
に
委
ね
る
べ
き
と

共
に
合
理
化
等
の
行
政
改
革
の
要
請
も
あ
り
、
さ
ら
に
地
方
分
権
化
が
要
請
さ
れ
る
）、
民
間
主
導
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
等
に
つ
い
て
は
独

占
の
問
題
が
あ
り
、
規
制
緩
和
が
必
要
と
さ
れ
る
。
福
祉
分
野
で
は
高
度
成
長
下
の
進
展
、
低
成
長
下
の
再
考
、
少
子
高
齢
化
で
の
見
直

し
が
図
ら
れ
る
。

本
来
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
あ
る
新
規
事
務
を
実
施
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
旧
来
の
事
務
を
委
託
す
る
（
合
理
化
す
る
）
場

合
に
法
人
に
委
ね
る
方
法
（
法
人
の
運
営
を
合
理
化
（
民
営
化
）
す
る
方
法
と
第
三
セ
ク
タ
ー
を
設
け
る
方
法
と
独
立
行
政
法
人
等
を
設

立
す
る
方
法
）
と
民
間
と
業
務
委
託
契
約
を
行
う
方
法
が
あ
る
。

民
間
化
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
問
題
の
区
別
が
必
要
で
あ
る
。
一
つ
は
国
鉄
な
ど
本
来
、
民
間
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
事
業
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が
、
迅
速
な
国
家
発
展
の
た
め
に
国
営
事
業
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
合
理
化
の
た
め
に
民
営
化
が
問
題
と
な
る
場
合
で
あ
る
。

同
様
の
問
題
と
し
て
、
交
通
面
で
の
空
港
事
業
の
拡
大
と
不
採
算
性
の
問
題
が
あ
る
。
広
域
性
か
ら
発
展
に
公
的
支
援
を
要
す
る
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
は
私
人
主
体
の
事
業
で
も
あ
り
、
公
私
混
在
の
あ
り
方
が
異
な
る
（
独
占
規
制
）。
も
う
一
つ
は
地
方
分
権
の
下
で
、
社
会
福

祉
な
ど
の
地
方
移
譲
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
地
方
財
政
の
財
政
難
の
た
め
に
民
間
移
譲
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
地
域
包
括

ケ
ア
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
意
義
も
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
民
間
化
方
法
と
し
て
、
公
企
業
の
民
営
化
、
独
立
行
政
法
人
等
の
公
益
・
非
営
利
法
人
を
事
業
者
と
す
る

方
法
、
営
利
法
人
を
事
業
者
と
す
る
方
法
、
契
約
に
よ
る
民
間
委
託
方
法
が
あ
り
、
前
者
は
独
立
関
係
、
後
者
は
共
同
関
係
を
考
察
す
る
。

法
人
に
は
、
公
的
関
与
の
大
き
な
法
人
と
少
な
い
法
人
が
あ
る
。
公
法
人
、
特
殊
法
人
の
問
題
と
し
て
は
、
不
採
算
業
務
の
拡
大
が
挙

げ
ら
れ
て
き
た
。
従
来
事
務
を
同
様
に
行
う
公
法
人
の
合
理
化
と
し
て
民
営
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
独
立
採
算
制
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
民
営
化
の
内
容
が
問
題
と
な
り
、
依
然
と
し
て
公
的
支
援
は
存
す
る
と
考
え
ら
れ
（
民
間
の
金
融
機
関
へ
の
支
援
依
頼
）、
国
・
地
方

公
共
団
体
が
ど
こ
ま
で
支
援
す
る
の
か
、
完
全
な
民
営
化
が
可
能
か
も
問
題
と
な
る
（
業
務
に
よ
っ
て
は
公
的
支
援
が
必
要
と
な
る
）。

独
立
行
政
法
人
は
、
従
来
の
公
法
人
、
特
殊
法
人
を
合
理
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
計
画
と
実
施
確
認
と
い
う
点
で
の
実
効
性
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
独
立
採
算
制
で
あ
る
（
独
立
採
算
制
に
つ
い
て
は
負
債
に
対
す
る
公
的
支
援
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
に
、
国
・
地
方

公
共
団
体
が
ど
こ
ま
で
支
援
す
る
の
か
の
判
断
と
な
る
―
業
務
に
よ
っ
て
は
公
的
支
援
が
必
要
と
な
る
）。
独
立
行
政
法
人
は
業
務
の
確

認
、
監
督
な
ど
の
制
度
が
あ
る
。
社
会
福
祉
法
人
、
学
校
法
人
、
公
益
法
人
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
公
的
支
援
の
存
す
る
法
人
に
つ
い
て
は
特
殊
法
人
問
題
と
同
様
の
問
題
の
成
立
が
予
想
さ
れ
（
支
援
が
多
い
た
め
に
非
効
率

的
と
な
る
、
天
下
り
・
癒
着
が
あ
る
な
ど
）、
共
同
実
施
方
法
で
あ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
、
指
定
管
理
者
、
業
務
委
託
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
コ
ン
セ
ッ
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シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
独
立
の
営
利
法
人
、
非
営
利
法
人
に
委
ね
る
べ
き
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
民
間
法
人
業
務
と
す
る
場
合
に
共
同
関
係
が
問
題
と
な
り
、
共
同
実
施
者
で
あ
る
の
か
監
督
責
任
で
あ
る
の
か
、
事
務
に
応
じ

て
考
察
さ
れ
る
。
措
置
処
分
は
公
共
事
務
で
あ
り
、
業
務
委
託
契
約
と
な
る
（
措
置
か
ら
契
約
へ
）。
公
共
性
が
必
要
な
事
務
は
共
同
実
施

と
さ
れ
る
。
広
範
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
事
前
責
任
を
厳
格
に
す
べ
き
と
も
考
え
ら
れ
る
が
（
共
同
責
任
）、
事
後
責
任

で
対
応
可
能
と
も
考
え
ら
れ
る
（
単
独
責
任
）。
責
任
分
担
が
可
能
な
場
合
と
免
責
条
項
の
効
力
に
よ
る
場
合
の
区
別
が
必
要
で
あ
る
。

監
督
制
度
の
下
で
は
監
督
官
庁
の
監
督
責
任
が
生
じ
る
が
、
形
骸
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い
な
い
か
問
題
が
あ
る
。

独
立
行
政
法
人
に
公
的
支
援
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
任
の
根
拠
と
な
る
か
問
題
と
な
る
。
一
般
に
費
用
負
担
者

の
責
任
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
公
的
支
援
の
大
き
な
団
体
、
監
督
の
厳
し
い
団
体
と
国
・
地
方
公
共
団
体
と
の
共
同
責
任
の
可
能
性
が
大
き
い
（
事
前
規

制
が
必
要
と
さ
れ
る
）。
監
督
の
形
骸
化
、
特
殊
法
人
問
題
の
継
続
性
か
ら
国
・
地
方
公
共
団
体
と
の
共
同
責
任
は
厳
し
く
と
ら
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
監
督
実
施
方
法
は
住
民
等
が
決
定
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
）。

ま
た
公
共
利
益
を
有
す
る
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、
公
的
管
理
の
必
要
性
が
い
わ
れ
（
事
前
管
理
の
必
要
性
）、
上
下
分
離
方
式
の
必
要
性

が
い
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
公
共
性
の
二
面
性
も
問
題
と
さ
れ
る
（
実
施
に
お
け
る
公
共
性
と
責
任
に
お
け
る
公
共
性
）。
た
だ
し
、
事
業
の

発
展
性
、
資
源
の
有
限
性
の
問
題
か
ら
、
事
業
に
応
じ
て
公
共
性
は
異
な
る
（
通
信
分
野
は
弱
く
、
水
道
分
野
は
有
限
性
か
ら
強
く
、
電

力
分
野
は
原
子
力
を
基
本
と
す
る
限
り
強
い
）。
ま
た
、
設
備
補
修
が
全
国
規
模
で
あ
り
、
重
要
な
の
で
国
の
管
理
と
し
た
の
か
、
利
益
確

保
の
た
め
に
国
が
維
持
し
た
の
か
も
問
題
と
な
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
公
共
性
に
も
相
違
が
あ
る
が
、
総
じ
て
全
面
的
民
間
委
託
、
上
下
一
体

管
理
が
是
認
さ
れ
う
る
。
不
採
算
事
業
に
つ
い
て
の
国
家
主
体
の
経
済
活
動
は
依
存
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
民
間
化
で
は
上
下
一
体
方
式
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が
望
ま
し
い
。
通
信
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
瑕
疵
の
責
任
に
つ
い
て
も
、
電
電
公
社
民
営
化
で
変
化
し
た
よ
う
に
、
莫
大
な
責
任
を
も
た
ら

す
も
の
で
あ
る
が
、
免
責
約
定
が
認
め
ら
れ
う
る
（
郵
便
法
免
責
規
定
の
効
力
を
否
定
す
る
判
決
が
あ
る
が
、
一
般
に
故
意
・
重
過
失
に

つ
い
て
の
免
責
条
項
は
認
め
ら
れ
な
い
）。

あ
ら
ゆ
る
行
政
事
務
の
民
間
化
は
可
能
か
、
行
政
は
責
任
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ど
の
よ
う
に
責
任
分
担
を
実
施
す
る
の
か
、

免
責
条
項
の
効
力
は
ど
う
か
等
共
同
責
任
の
問
題
を
考
え
る
場
合
は
公
共
性
の
問
題
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
民
間
化
に
お
い
て
共
同
関
係
を
考
察
す
る
場
合
、
民
間
化
方
法
が
影
響
し
、
法
人
化
、
民
間
法
人
へ
の
全
面
委
託
か
、
一

部
業
務
委
託
か
等
の
民
間
化
方
法
に
よ
る
責
任
関
係
の
相
違
が
問
題
と
な
る
が
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
任
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は

当
該
事
業
の
公
共
性
の
問
題
と
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
公
共
性
を
維
持
す
べ
き
事
務
に
つ
い
て
は
公
的
責
任
が
残
る
た
め
に
、
施
設

管
理
に
つ
い
て
も
、
公
的
監
督
に
よ
る
公
権
力
行
使
に
つ
い
て
も
責
任
問
題
が
生
じ
う
る
（
共
同
責
任
）。
広
範
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
事

業
に
つ
い
て
は
事
前
責
任
を
厳
格
に
す
べ
き
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
事
後
責
任
で
対
応
可
能
と
も
考
え
ら
れ
る
。

教
育
の
公
共
性
に
つ
い
て
は
特
区
で
の
民
間
化
に
お
い
て
、
教
員
資
格
は
要
求
さ
れ
る
の
か
、
教
育
内
容
の
公
共
性
は
要
求
さ
れ
る
の

か
問
題
と
な
り
、
検
定
制
度
、
学
力
テ
ス
ト
、
国
歌
国
旗
事
例
が
私
立
で
は
ど
う
な
る
か
、
そ
れ
に
対
し
て
私
立
の
校
則
・
教
育
内
容
が

在
学
契
約
と
し
て
ど
の
程
度
の
拘
束
力
を
持
つ
の
か
（
国
公
立
と
私
立
の
相
反
す
る
拘
束
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
）、
公
立
学
校
を
私
立
に

転
換
す
る
こ
と
が
無
制
限
に
認
め
ら
れ
る
の
か
、
過
疎
地
で
の
教
育
を
ど
う
す
る
の
か
等
の
問
題
と
し
て
生
じ
う
る
。
そ
も
そ
も
教
育
の

公
共
性
が
ど
の
程
度
認
め
ら
れ
る
の
か
（
教
育
水
準
、
平
等
性
等
―
国
家
の
尊
重
等
の
政
策
的
公
共
性
で
は
な
い
）、
自
由
は
ど
こ
ま
で
認

め
ら
れ
る
の
か
で
あ
る
。

福
祉
制
度
の
公
共
性
が
民
間
化
に
お
い
て
ど
の
程
度
要
求
さ
れ
る
の
か
、
公
的
資
格
が
要
請
さ
れ
る
の
か
、
公
的
水
準
が
設
定
さ
れ
る
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の
か
、
公
的
監
督
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
の
か
が
、
措
置
か
ら
契
約
へ
の
移
行
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
病
院
事
業

と
介
護
事
業
の
技
術
水
準
（
公
共
性
）
と
税
・
保
険
・
自
己
負
担
の
関
係
（
採
算
性
）
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
。
高
齢
者
、
子
育
て
に
対

す
る
公
的
支
援
の
も
つ
公
共
性
は
弱
者
保
護
で
は
な
く
、
女
性
就
業
支
援
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
介
護
、
子
育
て
を
家
族
の
問
題

と
考
え
る
場
合
は
家
族
支
援
と
な
り
、
就
業
者
の
減
少
と
な
る
。
ど
ち
ら
の
公
共
性
を
重
視
す
べ
き
か
で
あ
る
。

現
在
は
国
を
挙
げ
て
利
益
を
得
る
必
要
が
あ
る
の
か
（
経
済
は
帝
国
主
義
的
な
広
が
り
を
必
要
と
す
る
の
か
、
統
制
が
必
要
な
の
か
）、

国
は
対
等
に
企
業
活
動
を
行
う
の
か
、
国
家
主
導
で
利
益
を
図
る
場
合
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
よ
う
に
収
益
の
見
込
め
る
産
業
に
お
い
て

企
業
主
導
で
適
正
な
規
制
に
よ
り
国
家
利
益
を
図
る
手
法
も
あ
る
。
諸
外
国
と
の
競
争
に
勝
つ
た
め
に
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
が
、
依
存
、

癒
着
の
問
題
が
生
じ
る
。
今
日
の
金
融
主
導
の
経
済
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

国
家
的
支
援
の
必
要
な
事
業
、
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
が
別
個
に
考
察
さ
れ
る
。
教
育
は
国
家
事
業
か
問
題
と
な
る
。
画
一

的
教
育
が
必
要
か
、
教
育
水
準
の
公
的
維
持
が
必
要
か
、
国
家
方
針
を
教
育
に
取
り
入
れ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
教
育
は
自
由
に
ゆ
だ
ね

る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。

社
会
福
祉
に
お
い
て
も
、
弱
者
保
護
は
国
の
義
務
で
あ
り
、
国
は
社
会
福
祉
に
積
極
的
に
実
施
す
べ
き
か
、
社
会
福
祉
事
業
で
国
が
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
、
監
督
責
任
で
よ
い
の
か
、
医
療
水
準
に
つ
い
て
の
公
的
保
障
を
行
う
べ
き
か
。
介
護
水
準
を
設
定
す

べ
き
か
、
社
会
福
祉
も
自
由
経
済
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
す
べ
て
民
間
化
可
能
か
、
福
祉
は
家
族
の
責
任
か
、
国
は
家
族
の
金

融
支
援
で
よ
い
の
か
、
女
性
の
就
業
支
援
を
考
慮
す
べ
き
か
問
題
と
な
り
、
措
置
か
ら
契
約
へ
の
移
行
の
意
義
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
支
援
方
法
に
つ
い
て
も
保
険
と
税
の
相
違
は
何
か
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
共
に
自
己
負
担
の
根
拠
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
国
民
全
員
が
負
担
を
負
う
問
題
な
の
で
国
民
全
員
が
金
銭
的
負
担
を
負
う
べ
き
と
す
る
の
か
、
そ
の
場
合
の
負
担
方
法
を
従
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前
の
税
方
式
か
ら
考
え
る
の
か
、
新
た
な
財
源
と
し
て
保
険
方
式
で
調
達
す
る
の
か
）。
福
祉
と
し
て
国
民
の
負
担
を
無
限
定
に
正
当
化
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
（
原
発
事
故
処
理
の
場
合
の
よ
う
に
）。
福
祉
を
理
由
と
す
る
国
民
へ
の
依
存
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
任
を
考
え
る
場
合
に
、
公
共
性
の
意
義
が
問
題
と
な
り
、
共
同
実
施
す
べ
き
か
、
ど
の
程
度
監
督

実
施
す
べ
き
か
、
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
公
的
保
険
制
度
は
公
的
責
任
の
根
拠
と
な
る
か
、
自
己
責
任
制
度
に
転
換
す
べ
き

か
問
題
と
な
り
、
公
的
関
与
を
要
請
さ
れ
る
理
由
、
内
容
を
明
確
に
し
、
責
任
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
最
終
的
に
は
国
民
負

担
と
な
る
）。

基
本
的
に
自
己
責
任
、
家
族
の
責
任
と
考
え
る
場
合
（
前
提
と
し
て
減
税
が
ま
ず
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）、
自
己
責
任
制
度
は
ど

の
よ
う
に
実
現
す
べ
き
か
、
公
的
事
業
の
全
部
譲
渡
、
全
部
委
託
（
公
益
法
人
で
は
な
く
、
非
営
利
法
人
・
営
利
法
人
か
）、
責
任
分
担
、

免
責
条
項
と
な
る
の
か
、
自
己
責
任
、
事
後
責
任
体
制
で
よ
い
の
か
問
題
と
な
る
。
た
だ
し
、
公
共
性
の
た
め
の
共
同
実
施
に
よ
る
責
任

の
併
存
、
公
的
支
援
・
監
督
責
任
（
公
益
法
人
等
の
計
画
業
務
会
計
監
督
体
制
と
し
て
の
事
前
責
任
体
制
）
が
必
要
な
事
例
も
あ
り
、
住

民
の
要
求
に
基
づ
き
公
的
責
任
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
共
に
、
公
的
外
観
責
任
は
回
避
で
き
な
い
。

実
施
主
体
の
問
題
で
考
え
る
場
合
、
今
ま
で
の
国
家
主
体
の
経
済
発
展
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
も
た
ら
し
た
依
存
性
が
問
題
と
な
り
、

公
的
性
質
を
持
つ
法
人
に
委
ね
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
（
こ
れ
ら
は
行
政
改
革
と
い
う
の
で
は
な
く
、
行
政
依
存
性
の
問
題
で
あ
る
）。

行
政
事
務
の
点
で
公
共
性
か
ら
依
然
と
し
て
公
的
事
務
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
教
育
に
つ
い
て
も
自
由
選
択
性
を
た
め
す
可
能
性
は
あ

る
。
福
祉
に
つ
い
て
も
家
族
主
体
と
考
え
る
限
り
、
公
的
主
体
性
（
公
共
性
）
は
補
助
的
な
も
の
と
な
る
（
福
祉
に
お
け
る
家
族
主
体
性
）。

事
前
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を
重
視
す
る
の
か
、
事
後
責
任
を
重
視
す
る
の
か
で
あ
る
が
、
被
害
の
重
大
性
の
点
で
は
事
前
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス

テ
ム
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
が
、
何
重
に
作
成
し
て
も
形
骸
化
す
る
恐
れ
が
強
く
、
基
本
的
に
は
事
後
責
任
を
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
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の
た
め
に
個
々
の
責
任
関
係
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
（
住
民
自
身
が
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
で
あ
る
）。
共
同
関
係
を
考
え
る
場
合
、
公
共
団

体
と
の
共
同
関
係
で
は
依
存
性
の
問
題
と
な
り
、
公
的
監
督
の
意
義
が
明
確
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
公
共
性
は
依
存
を
も
た
ら
し
、
雇

用
関
係
も
こ
の
依
存
性
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
金
融
依
存
が
こ
れ
ら
の
関
係
を
支
援
す
る
た
め
に
、
自
己
責
任
・
事
後
責
任
を
基
本
と
す
べ

き
で
あ
る
。

︿
注
﹀

（
52
）	

宇
賀
克
也
・
小
幡
純
子
編
著
『
条
解
国
家
賠
償
法
』
四
七
四
頁
以
下
（
木
村
琢
磨
）。

（
53
）	

小
幡
純
子
『
国
家
賠
償
責
任
の
再
構
成
』（
二
〇
一
五
）
二
四
八
頁
以
下
、
植
木
哲
「
工
作
物
責
任
・
営
造
物
責
任
」
法
学
教
室
一
二
三
号
五
八
頁
。

（
54
）	

判
例
タ
イ
ム
ズ
八
九
二
号
一
五
二
頁

（
55
）	

宇
賀
克
也
・
小
幡
純
子
編
著
・
前
掲
書
四
四
八
頁
以
下
（
伊
藤
智
基
）。

（
56
）	

平
田
浩
「
本
件
解
説
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
五
九
年
度
』
四
四
四
頁
。

（
57
）	

大
阪
府
の
管
理
瑕
疵
に
つ
い
て
、
河
川
管
理
に
お
け
る
瑕
疵
の
有
無
は
、
当
該
河
川
が
諸
般
の
事
情
よ
り
み
て
河
川
管
理
の
一
般
水
準
及
び
社
会
通
念
に
照

ら
し
て
是
認
し
う
る
安
全
性
を
備
え
て
い
る
か
否
か
の
観
点
か
ら
判
断
さ
る
べ
き
と
さ
れ
る
（
過
渡
的
安
全
性
を
備
え
て
い
た
）。
ま
た
大
東
市
の
管
理
は
、

地
方
公
共
団
体
の
固
有
事
務
と
し
て
の
管
理
で
あ
つ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
二
条
六
項
に
よ
り
都
道
府
県
が
市
町
村
を
包
括
す
る
広
域
の

行
政
事
務
に
つ
き
権
限
を
有
す
る
こ
と
並
び
に
前
記
の
よ
う
に
大
阪
府
知
事
が
国
有
財
産
部
局
長
と
し
て
本
件
水
路
に
対
す
る
財
産
管
理
を
行
う
も
の
で

あ
る
こ
と
に
照
ら
し
、
大
東
市
は
本
件
水
路
に
対
し
規
模
と
能
力
に
応
ず
る
範
囲
内
に
お
い
て
第
一
次
的
機
能
管
理
の
権
限
を
有
す
る
が
、
そ
の
機
能
管
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理
は
原
則
と
し
て
対
象
物
に
対
す
る
維
持
、
補
修
等
に
限
ら
れ
、
処
分
又
は
改
造
を
行
う
権
限
は
有
し
な
い
の
で
あ
り
（
同
条
七
項
参
照
）、
た
と
え
流
水

に
対
す
る
管
理
権
を
有
す
る
も
の
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
本
件
水
路
の
改
修
工
事
等
を
行
う
に
つ
い
て
は
、
国
有
財
産
部
局
長
で
あ
る
大
阪
府
知
事
と

の
協
議
を
経
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
更
に
地
方
自
治
法
二
条
四
項
、
五
項
の
規
定
に
照
ら
せ
ば
、
控
訴
人
大
東
市
の
行
う
本
件

水
路
の
管
理
は
、
前
記
の
と
お
り
そ
の
規
模
及
び
能
力
に
応
じ
て
処
理
す
べ
く
、
か
つ
原
則
と
し
て
議
会
の
議
決
を
経
て
策
定
さ
れ
た
総
合
的
、
計
画
的

行
政
運
営
の
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

（
58
）	

宇
賀
克
也
・
小
幡
純
子
編
著
・
前
掲
書
四
六
四
頁
以
下
（
伊
藤
智
基
）。

（
59
）	

宇
賀
克
也
・
小
幡
純
子
編
著
・
前
掲
書
四
六
四
頁
以
下
（
伊
藤
智
基
）。

（
60
）	

所
有
者
責
任
の
補
充
性
に
つ
い
て
、
松
本
克
実
「
土
地
工
作
物
責
任
に
お
け
る
〈
第
一
次
的
所
有
者 

責
任
・
第
二
次
的
占
有
者
責
任
論
〉
の
可
能
性
」
立

命
館
法
学
二
〇
〇
八
年
五
・
六
号
（
三
二
一
・
三
二
二
号
）
四
五
八
頁
。

（
61
）	

安
藤
陽
「
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
成
立
・
展
開
・
課
題
」
社
会
科
学
論
集
一
四
二
号
一
頁
。

（
62
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/国

鉄
分

割
民

営
化

　

国
鉄
清
算
事
業
団
は
国
鉄
遊
休
地
の
処
分
で
債
務
を
返
済
し
、
職
員
の
再
就
職
先
を
斡
旋
す
る
業
務

が
主
だ
っ
た
。
長
期
債
務
の
総
額
は
約
三
七
兆
円
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
約
六
兆
円
を
引
き
取
り
、
新
幹
線
鉄
道
保
有
機
構
も
約

五
兆
五
〇
〇
〇
億
円
を
引
き
取
っ
た
。
残
り
の
約
二
五
兆
五
〇
〇
〇
億
円
を
国
鉄
清
算
事
業
団
が
引
き
受
け
た
。
国
鉄
清
算
事
業
団
は
解
散
し
、
業
務
は

日
本
鉄
道
建
設
公
団
が
引
き
継
い
だ
。
現
在
は
独
立
行
政
法
人 
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
と
な
っ
て
い
る
。https://w

w
w.itm

edia.co.jp/

business/articles/1704/07/new
s021_5.htm

l

（
63
）	https://w

w
w.itm

edia.co.jp/business/articles/1704/07/new
s021_5.htm

l

（
64
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/新

幹
線

鉄
道

保
有

機
構

（
65
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/線

路
使

用
料
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（
66
）	https://w

w
w.itm

edia.co.jp/business/articles/1612/02/new
s040.htm

l
（
67
）	https://w

w
w.itm

edia.co.jp/business/articles/1704/07/new
s021_5.htm

l

（
68
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/新

直
轄

方
式

（
69
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/旅

客
鉄

道
株

式
会

社
及

び
日

本
貨

物
鉄

道
株

式
会

社
に

関
す

る
法

律

（
70
）	http://red.zero.jp/sim

i/riyosha/siryo/tetudohoseido4.htm
l

（
71
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/日

本
道

路
公

団

（
72
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/新

直
轄

方
式

（
73
）	https://w

w
w.itm

edia.co.jp/business/articles/1612/02/new
s040.htm

l　

特
定
道
路
財
源
を
ネ
グ
る
争
い
に
つ
い
て
、
参
照
、
武
藤
博
己
『
道
路
行

政
』（
二
〇
〇
八
年
）
一
九
二
頁
以
下
。

（
74
）	

小
幡
純
子
・
前
掲
書
二
六
四
頁
以
下
、
宇
賀
克
也
・
小
幡
純
子
編
著
・
前
掲
書
五
〇
四
頁
以
下
（
松
本
充
郎
）。

（
75
）	https://w

w
w

5.cao.go.jp/j-j/w
p/w

p-je13/h03_03.htm
l

（
76
）	https://w

w
w.itm

edia.co.jp/business/articles/1612/02/new
s040.htm

l

（
77
）	

小
幡
純
子
・
前
掲
書
二
六
四
頁
以
下
、
宇
賀
克
也
・
小
幡
純
子
編
著
・
前
掲
書
五
〇
四
頁
以
下
（
松
本
充
郎
）。

（
78
）	

岩
見
宣
治
・
渡
邊
正
己
『
空
港
の
は
な
し
』（
改
訂
版
）
一
三
九
頁
以
下
。

（
79
）	

岩
見
宣
治
・
渡
邊
正
己
・
前
掲
書
一
四
四
頁
以
下
。

（
80
）	https://w

w
w

5.cao.go.jp/j-j/w
p/w

p-je13/h03_03.htm
l

（
81
）	https://w

w
w.itm

edia.co.jp/business/articles/1612/02/new
s040_3.htm

l

（
82
）	

平
成
二
九
年
二
月 

国
土
交
通
省
航
空
局
空
港
経
営
改
革
推
進
室
「
空
港
経
営
改
革
に
つ
い
て
」
空
港
経
営
改
革
の
概
要
（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
ス
キ
ー
ム
の
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概
要
）https://w

w
w.m

lit.go.jp/com
m

on/001181167.pdf
（
83
）	
澤
井
裕
「
大
阪
国
際
空
港
事
件
」
公
害
・
環
境
判
例
百
選
一
一
二
頁
。

（
84
）	「
近
代
日
本
水
道
百
年
の
歩
み
」
編
集
委
員
会
『
近
代
日
本
水
道
百
年
の
歩
み
』（
昭
和
六
二
年
）
二
一
〇
頁
。

（
85
）	「
近
代
日
本
水
道
百
年
の
歩
み
」
編
集
委
員
会
前
掲
書
一
二
一
頁
以
下
。

（
86
）	

地
下
誠
二
監
修
・
日
本
政
策
投
資
銀
行
編
著
『
水
道
事
業
の
経
営
改
革
』（
二
〇
一
七
年
）
一
二
頁
以
下
。

（
87
）	

正
木
宏
長
「
水
道
事
業
の
民
間
化
の
法
律
問
題
」
立
命
館
法
学
三
一
七
号
一
頁
。file:///F:/水

道
事

業
の

民
間

化
の

法
律

問
題

%
20.pdf

（
88
）	

地
下
誠
二
監
修
・
日
本
政
策
投
資
銀
行
編
著
前
掲
書
二
一
頁
以
下
。

（
89
）	

地
下
誠
二
監
修
・
日
本
政
策
投
資
銀
行
編
著
前
掲
書
一
一
二
頁
以
下
。

（
90
）	

地
下
誠
二
監
修
・
日
本
政
策
投
資
銀
行
編
著
前
掲
書
一
一
三
頁
以
下
。

（
91
）	https://yam

ba-net.org/49174/

（
92
）	

地
下
誠
二
監
修
・
日
本
政
策
投
資
銀
行
編
著
前
掲
書
一
一
三
頁
以
下
。

（
93
）	https://w

w
w.noe.jxtg-group.co.jp/binran/docum

ent/part01/chapter02/section07.htm
l

（
94
）	

植
草
益
編
『
講
座
・
公
的
規
制
と
産
業
一
電
力
』
四
頁
以
下
（
植
草
益
）、
二
〇
頁
以
下
（
井
手
秀
樹
・
森
本
宜
久
）。

（
95
）	

植
草
益
編
前
掲
書
四
頁
以
下
（
植
草
益
）、
一
二
五
頁
以
下
（
伊
藤
成
康
）。

（
96
）	

東
京
電
力
電
気
供
給
約
款
。https://w

w
w.tepco.co.jp/ep/com

pany2/pdf/280101kyouku000-j.pdf

（
97
）	

植
草
益
編
前
掲
書
四
頁
以
下
（
植
草
益
）、
一
二
五
頁
以
下
（
伊
藤
成
康
）。

（
98
）	

中
村
政
雄
監
修
『
電
力
自
由
化
を
め
ぐ
る
Ｑ
＆
Ａ
』（
平
成
一
三
年
）
二
一
頁
。

（
99
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/発

送
電

分
離
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（
100
）	https://w

w
w

5.cao.go.jp/j-j/w
p/w

p-je13/h03_03.htm
l

（
101
）	http://anzendaiichi.blog.shinobi.jp/事

例
%

EF%
BC%

88爆
発

%
EF%

BC%
9B

ガ
ス

爆
発

%
EF%

BC%
89/%

EF%
BC%

BB
昔

の
事

例
の

顛
末

%
EF	

%
BC%

BD
%

E3%
80%

802003年
8月

14日
%

E3%
80%

80三
重

県
桑

名

（
102
）	https://w

w
w.m

eti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/genshiryoku/pdf/015_03_00.pdf

（
103
）	file:///F:/原

子
力

発
電

所
建

設
の

経
緯

と
現

状
.pdf

（
104
）	http://w

w
w.jaif.or.jp/ja/seisaku/genbai/genbaihou_series50.htm

l

（
105
）	

除
本
理
史
『
原
発
責
任
を
問
う
』（
二
〇
一
三
年
）
一
一
頁
。

（
106
）	http://w

w
w.aec.go.jp/jicst/N

C/senm
on/songai/siryo05/siryo5-5.pdf

（
107
）	file:///F:/福

島
原

発
事

故
避

難
者

訴
訟

京
都

地
裁

判
決

の
検

討
.pdf

（
108
）	file:///F:/ガ

ス
事

業
の

現
状

%
20.pdf

（
経
済
産
業
省
二
〇
一
三
年
）、
以
下
の
引
用
も
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会 

基
本
政
策
分
科
会 

ガ
ス
シ
ス
テ

ム
改
革
小
委
員
会
の
資
料
で
あ
る
こ
の
文
献
に
基
づ
く
。

（
109
）	

野
村
宗
訓
・
草
薙
真
一
『
電
力
・
ガ
ス
自
由
化
の
真
実
』（
二
〇
一
七
年
）
八
七
頁
以
下
（
草
薙
真
一
）。
草
薙
真
一
「
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
改
革
」
木
船
久
雄
・

西
村
陽
・
野
村
宗
訓
編
著
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
新
展
開
』（
二
〇
一
七
年
）
一
九
頁
以
下
。

（
110
）	

大
阪
ガ
ス
・
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
。https://hom

e.osakagas.co.jp/price/m
enu/clause/pdf/clause.pdf

（
111
）	

奥
野
正
寛
・
鈴
村
興
太
郎
・
南
部
鶴
彦
編
『
日
本
の
電
気
通
信
』
三
頁
（
鈴
村
興
太
郎
・
南
部
鶴
彦
）。

（
112
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/国

際
電

信
電

話

（
113
）	

奥
野
正
寛
・
鈴
村
興
太
郎
・
南
部
鶴
彦
編
前
掲
書
四
頁
以
下
（
鈴
村
興
太
郎
・
南
部
鶴
彦
）。

（
114
）	

舟
田
正
之
「
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
独
占
と
競
争
」
根
岸
哲
・
舟
田
正
之
・
石
村
善
治
・
稗
貫
俊
文
著
『
通
信
・
放
送
・
情
報
と
法
（
現
代
経
済
法
講
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座
九
）』
八
二
―
八
三
頁
。

（
115
）	
奥
野
正
寛
・
鈴
村
興
太
郎
・
南
部
鶴
彦
編
前
掲
書
四
頁
以
下
（
鈴
村
興
太
郎
・
南
部
鶴
彦
）。

（
116
）	

林
秀
弥
「
電
気
通
信
事
業
法
制
の
誕
生
」
総
務
省
情
報
通
信
政
策
レ
ビ
ュ
ー
一
一
号
一
頁
。file:///F:/電

気
通

信
事

業
法

制
の

誕
生

%
20.pdf

（
117
）	

舟
田
正
之
前
掲
「
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
独
占
と
競
争
」
一
一
六
―
一
一
七
頁
。

（
118
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/国

際
電

信
電

話

（
119
）	

奥
野
正
寛
・
鈴
村
興
太
郎
・
南
部
鶴
彦
編
『
日
本
の
電
気
通
信
』
一
一
頁
以
下
（
鈴
村
興
太
郎
・
南
部
鶴
彦
）。

（
120
）	https://w

w
w.w

eblio.jp/content/KD
D

I

（
121
）	https://w

w
w.w

eblio.jp/content/KD
D

I

（
122
）	https://w

w
w.kantei.go.jp/jp/it/981110kihon.htm

l

（
123
）	file:///F:/電

気
通

信
事

業
法

に
つ

い
て

.pdf.

（
124
）	https://w

w
w.soum

u.go.jp/johotsusintokei/w
hitepaper/ja/h28/htm

l/nc264500.htm
l

（
125
）	https://w

w
w.soum

u.go.jp/m
ain_content/000580688.pdf

（
126
）	file:///F:/電

気
通

信
設

備
の

接
続

に
関

す
る

現
状

と
課

題
.pdf

（
127
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/電

気
通

信
事

業

（
128
）	file:///F:/電

気
通

信
事

業
法

に
つ

い
て

.pdf

（
129
）	https://w

w
w.soum

u.go.jp/johotsusintokei/w
hitepaper/ja/r01/sum

m
ary/sum

m
ary01.pdf

（
130
）	

公
正
取
引
委
員
会
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
個
人
情
報
等
を
提
供
す
る
消
費
者
と
の
取
引
に
お
け
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
関
す
る
独

占
禁
止
法
上
の
考
え
方
」
の
ポ
イ
ン
トhttps://w

w
w.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2019/dec/191217_dpfgl_21.pdf
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（
131
）	file:///F:/ソ

フ
ト

バ
ン

ク
デ

ー
タ

通
信

網
サ

ー
ビ

ス
契

約
約

款
%

20.pdf
（
132
）	https://w

w
w.dbj.jp/pdf/investigate/etc/pdf/book1506_01.pdf

（
133
）	

社
会
イ
ン
フ
ラhttps://w

w
w

5.cao.go.jp/j-j/w
p/w

p-je13/h03_03.htm
l

（
134
）	https://w

w
w.soum

u.go.jp/m
ain_content/000286228.pdf

（
135
）	https://w

w
w.soum

u.go.jp/m
ain_content/000286228.pdf

（
136
）	file:///F:/官

民
連

携
に

よ
る

都
市

公
園

魅
力

向
上

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

%
20.pdf

（
国
交
省
）

（
137
）	file:///F:/官

民
連

携
に

よ
る

都
市

公
園

魅
力

向
上

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

%
20.pdf

（
国
交
省
）

（
138
）	

河
野
和
清
編
著
『
現
代
教
育
の
制
度
と
行
政
』（
二
〇
一
七
年
）
二
二
七
頁
以
下
（
河
野
和
清
）。

（
139
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/チ

ャ
ー

タ
ー

・
ス

ク
ー

ル

（
140
）	https://w

w
w.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/com

m
unity/index.htm

（
141
）	https://w

w
w.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/chousa/shougai/002/toushin/980302.htm

#01

（
142
）	

以
下
、https://w

w
w.nier.go.jp/04_kenkyu_annai/pdf/kenkyu_01.pdf

か
ら
の
引
用
（
年
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）。

（
143
）	https://w

w
w.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/new

s-cs/idea/1304372.htm
l

（
144
）	https://w

w
w.m

ext.go.jp/b_m
enu/hakusho/htm

l/hpad199801/hpad199801_2_007.htm
l

（
145
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/国

立
大

学
法

人

（
146
）	

小
林
美
津
江
「
公
立
学
校
運
営
の
民
間
へ
の
開
放
」
立
法
と
調
査
三
五
〇
号
八
六
頁https://w

w
w.sangiin.go.jp/japanese/annai/chousa/rippou_

chousa/backnum
ber/2014pdf/20140303086.pdf

（
147
）	

松
原
茂
仁
「
学
校
法
人
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
経
営
戦
略
研
究vol.2

、
一
八
一
頁
以
下
。
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（
148
）	https://w

w
w.m

ext.go.jp/a_m
enu/koutou/shinkou/07021403/001.htm

（
149
）	https://w

w
w.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/chukyo/chukyo4/gijiroku/attach/1411966.htm

（
150
）	

岡
田
昭
人
「
教
育
の
市
場
化
」https://w

w
w.academ

ia.edu/35021540/教
育

の
市

場
化

.docx

（
151
）	https://w

w
w.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/__icsFiles/afieldfile/2011/03/23/1303354_5.pdf

（
152
）	https://w

w
w

8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/m
eeting/review

/w
g/youho/k_1/pdf/ref4-5.pdf

（
153
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/認

定
こ

ど
も

園

（
154
）	https://kotobank.jp/w

ord/学
習

塾
-460339

（
山
野
井
敦
徳
）。

（
155
）	

可
知
悠
子
『
保
育
園
に
通
え
な
い
子
ど
も
た
ち
』（
二
〇
二
〇
年
）
一
一
六
頁
。

（
156
）	https://w

w
w.m

hlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/shakaihoshou/kaikaku.htm
l

（
157
）	

清
水
教
惠
・
朴
光
駿
編
著
『
よ
く
わ
か
る
社
会
福
祉
の
歴
史
』（
二
〇
一
一
）
二
一
頁
（
清
水
教
惠
）、
佐
藤
進
『
社
会
保
障
と
社
会
福
祉
の
方
と
政
策
』

（
一
九
九
〇
年
）
三
四
頁
以
下
。

（
158
）	

以
下
、https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/社

会
福

祉
の

年
表

、
佐
藤
進
『
社
会
保
障
と
社
会
福
祉
の
方
と
政
策
』（
一
九
九
〇
年
）
四
四
頁
以
下
の
引
用
で
あ

る
。

（
159
）	https://w

w
w

5.cao.go.jp/keizai-shim
on/kaigi/m

inutes/2019r/1219/shiryo_02.pdf

（
160
）	file:///F:/社

会
保

障
制

度
改

革
の

課
題

と
今

後
の

展
望

.pdf

、
福
田
素
生
・
稲
沢
公
一
・
岡
部
卓
・
尾
形
裕
也
・
駒
村
康
平
・
石
渡
和
美
・
小
林
理
・
伊
藤

正
子
・
池
本
美
和
子
『
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
』（
系
統
看
護
学
講
座
）（
二
〇
一
九
年
）
一
二
頁
以
下
（
福
田
素
生
）。

（
161
）	

福
田
素
生
・
稲
沢
公
一
・
岡
部
卓
・
尾
形
裕
也
・
駒
村
康
平
・
石
渡
和
美
・
小
林
理
・
伊
藤
正
子
・
池
本
美
和
子
前
掲
書
一
五
頁
（
福
田
素
生
）。

（
162
）	

福
田
素
生
・
稲
沢
公
一
・
岡
部
卓
・
尾
形
裕
也
・
駒
村
康
平
・
石
渡
和
美
・
小
林
理
・
伊
藤
正
子
・
池
本
美
和
子
前
掲
書
一
〇
頁
以
下
（
福
田
素
生
）。
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（
163
）	https://w

w
w.dinf.ne.jp/doc/japanese/resource/jiritsu-report-D

B/db19/024/report/report02.htm
l

（
164
）	
福
田
素
生
・
稲
沢
公
一
・
岡
部
卓
・
尾
形
裕
也
・
駒
村
康
平
・
石
渡
和
美
・
小
林
理
・
伊
藤
正
子
・
池
本
美
和
子
前
掲
書
八
頁
（
福
田
素
生
）。

（
165
）	

福
田
素
生
・
稲
沢
公
一
・
岡
部
卓
・
尾
形
裕
也
・
駒
村
康
平
・
石
渡
和
美
・
小
林
理
・
伊
藤
正
子
・
池
本
美
和
子
前
掲
書
八
頁
以
下
（
福
田
素
生
）。

（
166
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/社

会
保

障

（
167
）	

西
村
淳
編
著
前
掲
書
一
九
頁
以
下
（
西
村
淳
）。

（
168
）	

西
村
淳
編
著
『
社
会
保
障
の
基
礎
』（
二
〇
一
六
年
）
二
七
八
頁
以
下
（
西
村
淳
）。

（
169
）	

西
村
淳
編
著
前
掲
書
二
八
一
頁
以
下
（
西
村
淳
）。

（
170
）	

西
村
淳
編
著
前
掲
書
二
八
三
頁
以
下
（
西
村
淳
）。

（
171
）	http://w

w
w.city.kiyose.lg.jp/s031/040/040/030/gaiyou1.pdf

（
172
）	https://w

w
w.m

hlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000169130_5.pdf

（
173
）	https://w

w
w.cao.go.jp/sasshin/kisei-seido/m

eeting/2012/togi/life/121128/item
1.pdf

（
174
）	https://w

w
w.m

hlw.go.jp/file/04-H
oudouhappyou-12004000-Shakaiengokyoku-Shakai-Fukushikibanka/000050269pdf

（
175
）	https://w

w
w.m

hlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12000000-Shakaiengokyoku-Shakai/0000155170.pdf

（
176
）	

西
村
淳
編
著
前
掲
書
一
四
四
頁
以
下
（
田
中
伸
至
）。

（
177
）	https://w
w

w.m
hlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000001gj87-att/2r9852000001gl5n.pdf

（
178
）	https://w

w
w.jm

edj.co.jp/journal/paper/detail.php?id=11624

（
179
）	

西
村
淳
編
著
前
掲
書
一
四
四
頁
以
下
（
田
中
伸
至
）。

（
180
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/病

院
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（
181
）	

福
井
次
矢
・
山
口
直
人
監
修
『
Ｍ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
手
引
き
二
〇
一
四
』
三
頁
、https://m

inds.jcqhc.or.jp/s/about_guideline
（
182
）	https://w

w
w.m

hlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/igyou/igyoukeiei/kentoukai/9kai/5.pdf

（
183
）	

大
上
信
幸
「
社
会
医
療
法
人
と
社
会
福
祉
法
人
の
将
来
像
」
五
九
頁
、
六
一
頁
以
下
。https://w

w
w.u-hyogo.ac.jp/m

ba/pdf/SBR/4-2/051.pdf

（
184
）	https://career.m

3.com
/contents/lab/social-m

edical-corporation.htm
l

（
185
）	https://w

w
w.m

hlw.go.jpfile/06-Seisakujouhou-10800000-Iseikyoku/0000205204.pdf

（
186
）	

上
林
陽
治「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」http://jichisoken.jp/publication/

researchpaper/114/N
o.114_183-199.pdf

（
187
）	file:///F:/新

公
立

病
院

改
革

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

%
20.pdf

（
188
）	

福
田
素
生
・
稲
沢
公
一
・
岡
部
卓
・
尾
形
裕
也
・
駒
村
康
平
・
石
渡
和
美
・
小
林
理
・
伊
藤
正
子
・
池
本
美
和
子
前
掲
書
九
〇
頁
以
下
（
福
田
素
生
）。

（
189
）	

清
水
教
惠
・
朴
光
駿
編
著
『
よ
く
わ
か
る
社
会
福
祉
の
歴
史
』（
二
〇
一
一
）
七
四
頁
（
西
川
淑
子
）。

（
190
）	https://w

w
w.m

hlw.go.jp/topics/2007/03/dl/tp0313-1a-05_01.pdf

（
191
）	

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
『
よ
く
わ
か
る
社
会
福
祉
施
設
』（
第
四
版
）
一
七
頁
以
下
、https://w

w
w.fukushi-w

ork.jp/w
ork/detail.htm

l?id=5&
did=3

（
192
）	https://w

w
w.m

ri.co.jp/know
ledge/pjt_related/roujinhoken/dia6ou000000qw

p6-att/h24_05c.pdf

（
193
）	https://w

w
w.w

am
.go.jp/content/w

am
net/pcpub/top/appContents/kaigo-seido-0904.htm

l

（
194
）	https://w
w

w.w
am

.go.jp/content/w
am

net/pcpub/top/appContents/kaigo-seido-0904.htm
l

（
195
）	https://w

w
w.dcnet.gr.jp/pdf/kensyu/t_h28suishin_tebiki.pdf

（
196
）	https://w

w
w.m

hlw.go.jpfile/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/k2017.pdf

（
197
）	file:///F:/地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
概

要
.pdf

（
大
和
田
修
好
）
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（
198
）	file:///F:/地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
概

要
.pdf

（
大
和
田
修
好
）

（
199
）	
厚
生
労
働
省
統
計
会
『
図
説
国
民
衛
星
の
動
向
二
〇
一
六
／
二
〇
一
七
』
一
一
頁
。

（
200
）	

新
・
社
会
福
祉
士
養
成
講
座
13
『
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
と
介
護
保
険
制
度
（
第
五
版
）』（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
九
頁
（
筒
井
孝
子
）。

（
201
）	https://w

w
w.kantei.go.jp/jp/singi/syahotyou/dai6/6siryou6.pdf#search

（
202
）	

有
沢
広
巳
監
修
・
山
口
和
雄
・
服
部
一
馬
。
中
村
隆
英
・
宮
下
武
平
・
向
坂
正
男
編
『
日
本
産
業
史
（
一
）』（
一
九
九
四
年
）
一
八
―
三
〇
頁
。

（
203
）	

遠
山
嘉
博
『
現
代
公
企
業
総
論
』（
昭
和
六
二
年
）
一
〇
六
頁

（
204
）	

坂
入
長
太
郎
『
日
本
財
政
史
概
説
』（
平
成
三
年
）
八
五
頁
以
下
。

（
205
）	

有
沢
広
巳
監
修
・
山
口
和
雄
・
服
部
一
馬
。
中
村
隆
英
・
宮
下
武
平
・
向
坂
正
男
編
前
掲
書
一
八
―
三
〇
頁
。

（
206
）	

有
沢
広
巳
監
修
・
山
口
和
雄
・
服
部
一
馬
。
中
村
隆
英
・
宮
下
武
平
・
向
坂
正
男
編
前
掲
書
一
八
―
三
〇
頁
。

（
207
）	

遠
山
嘉
博
前
掲
書
一
〇
七
頁
。

（
208
）	

遠
山
嘉
博
前
掲
書
一
〇
七
頁
。

（
209
）	

遠
山
嘉
博
前
掲
書
一
〇
八
―
一
〇
九
頁
。

（
210
）	

遠
山
嘉
博
前
掲
書
一
〇
九
―
一
一
〇
頁
。

（
211
）	https://w

w
w.cao.go.jp/bunken-suishin/doc/260624_soukatsutotenbou-gaiyou.pdf

（
212
）	http://w

w
w.pref.osaka.lg.jp/attach/3220/00014502/200603siryo21.pdf

（
213
）	https://w

w
w.gyoukaku.go.jp/jim

ukyoku/tokusyu/gourika/index.htm
l

（
214
）	

マ
イ
ペ
デ
ィ
アhttps://kotobank.jp/w

ord/三
公

社
五

現
業

-513364

（
215
）	

日
本
大
百
科
全
書
（
森
本
三
男
）https://kotobank.jp/w

ord/三
公

社
五

現
業

-513364
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（
216
）	

ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
小
項
目
事
典https://kotobank.jp/w

ord/公
企

業
-61698
（
217
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/帝

都
高

速
度

交
通

営
団

（
218
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/愛

知
用

水
公

団

（
219
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/農

地
開

発
機

械
公

団

（
220
）	https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/日

本
住

宅
公

団

（
221
）	

宮
脇
淳
編
集
代
表
・
蛯
子
准
吏
編
著
『
外
郭
団
体
・
公
営
企
業
の
改
革
』（
二
〇
〇
九
）。

（
222
）	http://w

w
w.soum

u.go.jp/m
ain_content/000178063.pdf

（
223
）	file:///F:/第

三
セ

ク
タ

ー
改

革
等

先
進

事
例

集
.pdf

（
224
）	https://toyokeizai.net/art.cles/-/86198?page=3

（
225
）	

細
谷
芳
郎
『
図
解
地
方
公
営
企
業
法
』（
第
三
版
）
三
三
七
頁
。

（
226
）	

細
谷
芳
郎
前
掲
書
三
四
二
―
三
四
五
頁
。

（
227
）	

細
谷
芳
郎
前
掲
書
三
三
九
頁
。

（
228
）	

細
谷
芳
郎
前
掲
書
三
四
二
頁
。

（
229
）	https://w

w
w.city.otsu.lg.jp/m

aterial/files/group/115/m
inkanitaku-guideline.pdf

（
230
）	https://w
w

w.city.otsu.lg.jp/m
aterial/files/group/115/m

inkanitaku-guideline.pdf


